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　自分はどこへ行き、なにをすればいいのかわからなかった。

　闇の底から突然放り出されて、最初に感じたのは解放された安あん堵どではなく異様なまでの虚無だった。

　外気に触れたのは、いつぶりだろう。地下に幽閉された日々は時間という感覚をおれから削そぎ落すには十分すぎた。昼夜の区別がつかない生活、と呼ぶことさえ躊ちゆう躇ちよするほどあまりに人間味の剝奪された管理下に、黒くろ瀬せ秀ひで春はるは長らく置かれていた。

　五感の機能はどれも鈍く、ひさしぶりの外界は季節の判別がつかない。

　目の前で接しているはずの自分の外側がなにもかも遠かった。

　世界との隔絶感。

　おれはゆっくりと振り返り、自分を押しこめていた巨大な建造物を見上げる。

　美しい直線の骨組みで構成された鋼とガラスの箱舟、それが載せるのは曇天を貫いた黒く巨大な墓石。

　魔術省の総本山たる現代にそびえるバベルの塔・通称ノアタワー。

　自由になったはずの手足がうまく動いてくれない。身体が以前の自分とまるで異なっていた。迂う闊かつに動けば、簡単にバラバラになってしまいそうな危うさ。違和感の理由を探ろうと意識をぎこちなく身の内へと向けてみる。

　中身は、空っぽだった。

　揺さぶられても音さえ鳴らない。

　生きているのか、死んでいるのかも曖昧。

　自分の身体が容いれ物ものである以上の感想がない。かろうじて世界と自分を隔てる薄い殻。突けば破れ、崩れて壊れてしまいそうな脆もろさ。手足は血が通っていないみたいにひどく冷たい。

　ノアタワーの頂点を隠す薄暗い空を見ていると、いつの間にか白い断片が落ちてきた。

　気付くと視界を埋め尽くすように絶え間なく雪が降っている。

　そうか、今は冬なのか。

　しんしんと降る雪が東京の街から輪郭を奪い去る。

　どこまでも広がる灰色の空。冷え切った空気。絶え間ない騒音。硬すぎる地面。

　自分の生まれ故郷である見慣れた大都会の景色が濃淡の滅め茶ちや苦く茶ちやな水墨画にしか見えない。あまりの不出来に目を背けようにも目を休める逃げ場はなかった。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるはどこに行けばいいかもわからず途方に暮れる。

「──ハル」

　所在のないおれに呼びかけられる声。

　そこに彼女は立っていた。

　曖昧な現実で、江え羽ば逢あい夏かの美しさだけが鮮烈に飛びこんでくる。

　死にかけた五感を喚起させ、冷えた血潮に火をともす。一目でもたらされる至福。どれほど人間的な正常を逸してなお心震わせる例外。

　彼女の姿は、イカれた脳が見せた幻かと思った。

　逢あい夏かの持っていたハンドバッグや大きな紙袋が手から落ちる。

「会いたかった。また会えてよかった」

　おれの幼なじみは駆け寄り、抱きしめてくる。

　その衝撃をかろうじて堪こらえるために自然と両脚に力がこもった。どうやら生きているらしい。おれには幽霊と違って、まだ前に歩くための脚が残っている。

　そっと伝わってくる他人の熱は、おれにささやかな人間性を取り戻させる。

「逢あい夏か」

　幻ではない。肉体と温ぬくもりのある彼女の名前をおれは呼んだ。

「なに」

「すこしやせたか？」

「ハルの方がひどい」

「……どうりで体が軽いわけだ」

「ご飯作ってあげる」

　正直、食欲なんてものはなかった。頭の芯が痺しびれてぼんやりとしており、空腹のはずなのに実感できない。それでも「また逢あい夏かの料理を食べられるとは思わなかった」と喜んでみせた。

　うん、と逢あい夏かは自分の表情を隠すようにおれの胸に顔をうずめる。

「どうしておれが出るのがわかった？」

「ドクター・シーラカンスが教えてくれた」

　あの化石ジジイめ、と内心で毒づく。声に出して愚痴るほどの気力は今のおれには残っていない。それでも長い付き合いである逢あい夏かはおれの気持ちを敏感に察知して「ハルを外に出してくれた恩人なのよ」と注意してくる。

「…………泣きながら説教かよ」

「泣いてない」と逢あい夏かは平静を装よそおう。

「怒るなって」

「嬉うれしいだけよ」

　最後は声が小さく、うまく聞き取れない。普段は意地を張ってばかりだった彼女も今日は素直だ。ただの会話がひどく懐なつかしく、愛おしかった。他者に触れられる距離で、実際の相手と向き合える幸福。彼女の体温がそばにあるだけで、わずかに生き返る気がした。

「冬って寒いんだな」

「真冬だからね。ちょっと待ってて」と逢あい夏かは急いで自分の荷物を拾って、中から厚手のロングコートを取り出しておれに着せた。

「はい、首も貸して」

　彼女は黄色いマフラーをおれに巻いた。

「派手すぎないか？」

「これなら見失わないでしょう」

　大の男が黄色いマフラーを巻いている姿は、たしかに遠くにいてもわかる。

「ありがとう。これ手づくりか、相変わらず手先が器用だな。〈絃いと〉をつかうのが上手だ」

　おれはマフラーの優しい感触を確かめながら、感想を述べる。

「はやく帰ろう」

　逢あい夏かはおれの冷えた手を握り、導こうとする。

「帰るってどこへ？」

「フロリダビル」

　逢あい夏かはこちらを見ない。

「…………なぁ」

「帰ったらお風ふ呂ろで身体を温めて。その間に私が料理の準備しておく」

　彼女はすこしだけ早口になり、おれにしゃべらせない。

「逢あい夏か」

「材料はいっぱい買ってある。なんでもリクエストして」

　ノアタワーの敷しき地ちから路上に出て、彼女はタクシーを呼び止めるために手をあげた。

「逢あい夏か、教えてくれ」

「ハルは疲れてるのよ」

　急な降雪でタクシーにはすでに乗客がおり、何台も目の前を通り過ぎていく。じれる逢あい夏かが手をできるだけ高くのばす。

「みんなは、先生たちはどうした？」

「忘れて！」

　叫んだあと、逢あい夏かがそっと振り返る。

「ぜんぶ終わったの。ハルはふつうに生きて。私がずっと一緒にいるから」

「逢あい夏か。説明になってない。どういうことなんだ」

　おれは力ない声で彼女を問いつめる。わずかな沈黙のあと逢あい夏かは悲しい顔で事実を告げた。

「──ハルはもう魔術をつかえない」

　ああ、これが空っぽの正体だ。

　おれにはもう魔術がない。

　生まれついて授かった魔術は、黒くろ瀬せ秀ひで春はるの人生における絶望であり希望だった。どうしようもない苦痛の原因であり、他者と繫つながるきっかけ。

　七つしか確認されていない稀き少しような第零種の魔術、おれがもっていた〈永久言帝エンペラースペル〉は黒くろ瀬せ秀ひで春はるの中から消えていた。

「魔術って消えるんだな」

　大空を飛ぶ鳥が翼を失うことは死と同義。

　おれにとって魔術の喪失とは、文字通り身体の一部をもがれたような想おもいだった。

　叫びたいほど苦しいはずなのに、なぜか感情は高ぶらない。

　地下での日々は、おれの喜怒哀楽を表現する機能を徹底的に叩たたき壊こわしていた。気持ちを貯ためておくタンクに穴があいたみたいに一切の衝動がともなわない。

「私はハルにまた会えただけでしあわせよ。それ以上のことなんていらない」

　おれの帰りを待ちつづけてくれた逢あい夏かの言葉と覆くつがえりようのない現実に、おれはなにも言えなかった。

　ようやくタクシーが止まる。

　暖房のきいた温かい車内に腰を落ち着けると、寒さで凍っていたものが溶けだしたみたいに急に眠気が押し寄せてきた。

　タクシーは静かに動き出す。

　車窓にうつりこむ自分の姿はまるで別人だった。髪やヒゲが伸び、頰はこけて目の下の隈くまはひどい。まるで死人のような顔である。

　いや、魔術士として死んだ黒くろ瀬せ秀ひで春はるの顔がそれだ。

　おれはぼんやりと車外を流れていく雪の東京を眺めていた。

　──このまま目を閉じて、次に起きた時には春になっていればいいのに。

　そう願いながら、この寒い冬は長くなりそうだとおれは悟っていた。

「虹はもう見えないのか」

　魔術士にとって「虹」とは、目指すべき彼方かなたの目標を指す言葉。

　だが漆しつ喰くいを塗りこめたような分厚い灰色の空に鮮やかな虹がかかるわけもない。

　諦めたような独り言がこぼれ、それを隠すようにおれはマフラーに顔をうずめる。

「今は休んで」

　となりの逢あい夏かが囁ささやく。

　会話のない車内でラジオから小さく流れるニュースの声が断片的に耳に入る。

　おれが魔術省の地下に幽閉されて、すでに七か月が経過していた。

　先生──朝あさ倉くら響きよう示じとおれやその弟子たちが仕事に向かったのが昨年の七月十一日。

　その日、首都圏一帯で発生した大規模魔術消失事件が世間では──消失した正午と呼ばれていることをおれははじめて知った。




　　　　　　　○




　四年後。

　東京で、春だった。

　満開の桜が見ごろを過ぎた四月の初旬。

　肌寒いがよく晴れた日、国立永えい聖せい魔術学院の入学式が盛大にとりおこなわれていた。

　さすが日本一の魔術学校である永えい聖せい魔術学院とあって広大な会場内は満席。

　大勢の生徒と保護者、来賓には魔術界の錚そう々そうたる顔ぶれが集まった。魔術省の役人、魔術系企業の重役などを筆頭にテレビや雑誌で見たことがある有名人ばかり。ここの卒業生でもあるお歴々の集まる状況はちょっとした同窓会でもある。

　壇上から少し遠いが通路側の端をなんとか確保した保護者席で、おれは慣れないスーツに身を包みながら大人しく座り続ける。

　式典の晴れがましさと堅苦しい雰囲気が、おれこと黒くろ瀬せ秀ひで春はるはあまり得意ではなかった。

　人生は、はじまりと終わりを選べない。

　特に十代は入学式と卒業式という強制イベントで嫌でも節目を刻まれてしまう。

　一方的に背中を押されて、別の環境へ踏み出させられる通過儀礼。国家が現状維持は幻想だと体に無理やり覚えこませる、という裏の目的があるに違いない。暇を持て余したおれは会場内を眺めながら、そんな風に邪推してしまう。

　入学式は滞りなく進行していた。

　お偉い方の挨拶という睡魔を誘う波状攻撃に船をこぐしかない退屈な式典。とってつけたように四年前に発生した消失した正午を引き合いに出しては、最終的に真面目に勉学に励むようにとお決まりの言葉で締める。

　見るも無残な眠気との泥どろ仕じ合あいをしているうちに、ようやく今日おれが呼ばれた訳を知った。

「──新入生代表、朝あさ倉くらヒナコ」

　司会が読み上げた名前に、おれの眠気は一瞬にして消し飛んだ。

　明快な返事のあと、ヒナコが立ち上がる。

　真新しい制服を着こなす長い黒髪の美少女は静かな足取りで壇上へ向かう。

　朝あさ倉くらヒナコは史上最年少で魔術ライセンスを取得した天才少女である。

　おれを実の父親と勘違いした彼女は去年のクリスマスに単身上京、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントを構えるフロリダビルに転がりこんできた。現在は事務所の上の階に部屋を借り、おれの助手を自称して事務所に入り浸っている。

　今日ここにいる理由は、もちろんヒナコに強く懇願されたからだ。

　散々抵抗したが最後は「知っているひとに見ていてもらいたいんです」と言われ、おれは彼女に根負けした。今や黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの衣食住は、ヒナコの圧倒的家事スキルという土台に依存しており、下手に機嫌を損ねるとロクなことにならないだろう。

「いるだけだ。おれはその場に居合わせるだけだぞ」

「十分です。見てもらえるだけでわたしは幸せです」

　おれが承諾すると、ヒナコは心底嬉うれしそうに笑った。

　どうやら新入生代表挨拶をやることがおれへのサプライズらしい。

　少女の凜り々りしい姿を目で追いつつも、おれは場内の急なざわつきが耳に障さわった。

　日本最高峰の魔術学校である永えい聖せい魔術学院。その新入生代表の挨拶は、毎年魔術界でも名家の子息が選ばれることが暗黙の通例となっていた。だから、まったく無名の存在が務める稀け有うな事態に会場中の視線がヒナコに集まる。

　表向き世間には魔術ライセンスの最年少取得記録が更新されただけで、朝あさ倉くらヒナコの名前までは公表されていない。会場の反応は当然と言えば当然である。

　当のヒナコはまったく物もの怖おじすることなく澄ました表情で壇上に立つ。

　彼女が大勢の列席者と向きあう。

　その中から彼女は当たり前のようにおれの姿を発見し、嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

　視線をおれから会場全体にふたたび移すと、彼女の耳に心地いい声がマイクを通して会場全体に響き渡る。

　ヒナコの清廉な語り口は浮足立った場内を自然と静かにさせていた。

　強い意思を感じさせる彼女の姿は周囲を魅了するような自信と高揚を放つ。

　彼女が挨拶を終える。最初小さかった拍手は大きくなり、やがて万雷の拍手へと変わった。

　未来への展望を明るく前向きに語るすばらしい新入生代表挨拶だった──最後を除けば。
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　拍手がおさまったあと「最後に、ひとつお願いがあります」と去り際、彼女は唐突に言葉をつけ加える。

「どこの馬の骨ともわからないわたしをなぜご存知なのか不思議で仕方ありませんが、入学式の前からたくさんの決闘の申し込みをいただいています。大変恐縮なのですが、放課後はお夕飯の準備があるので時間がありません。お手数ですが決闘を希望される方の中で一番強い方を先に決めてください。その方とだけ戦わせていただきます。以上、よろしくお願い致します」

　朝あさ倉くらヒナコは恭うやうやしく一礼して、壇上をおりる。

　時が凍りついたように深く沈黙する場内。

「────やっぱり舌を抜いておくんだった」

　おれは、爆弾演説娘の天然さに思わず頭を抱えた。

　朝あさ倉くらヒナコは本気で迷惑していて単純に自分の都合を述べたにすぎない。

　東京と違って田舎では魔術士という存在が珍しかった。遠巻きの扱いを受けてきた彼女にはそれが当たり前であり、他者から距離を置かれることに今さら不都合を感じない。東京に来たから突然感覚が変わるはずもなく、自分のやりたいことに集中できる環境が整ったぐらいにしか考えていなかったのだろう。

　だが、今はまったく正反対の意味で彼女は特別視をされていた。

　自分の発言がどのような意味で取られるかヒナコはまるで理解していない。

　ここに集まるのは魔術界でも上位に位置する人々ばかりである。家柄や社会的地位の高い魔術士の子女子息が多く、えてして彼らのプライドは高い。

　彼らにとってはヒナコの裏表のない発言は、挑発以外のなにものでもなかった。

　その保護者たちにとっても前ぜん代だい未み聞もんの挨拶を好意的に受け取る者は多くないだろう。

　史上最年少で魔術ライセンスを取得した天才少女は同世代のライバル全員に喧けん嘩かを売ったも同然だった。

　新入生退場の段になって、おれの真横を通ったヒナコが「この会場の空気はなぜ？」という困惑した表情で必死に訴えてくる。

　おれは沈痛な面持ちで顔を横に振るしかできなかった。

　かくして後々まで語り草となるであろう朝あさ倉くらヒナコの鮮烈な魔術界デビューをもって、永えい聖せい魔術学院の入学式は幕を閉じた。




　　　　　　　○




　騒然とした会場を出ると、おれはようやく息苦しいネクタイを緩めた。

　お祝いがてら昼は外食にしようと、おれは他の保護者たちと同じように学生たちの利用する昇降口を出たところでヒナコを待つ。

　都心の学校としてはかなり広いグラウンドを有する永えい聖せい魔術学院高等部。その一辺に沿うように昇降口を出た先から校門まで桜並木がつづく。両手を広げるように咲き誇る桜は、春だけしか通ることのできない薄紅の長いトンネルとなっていた。淡い青空を背景に桜の小さな花びらがはらはらと散る様を愛めでながら、おれは穏やかな気持ちで解放感に浸る。

　そうしているうちにホームルームを終えた新入生たちが続々と校舎から出てきた。

「秀ひで春はるさん！」

　おれをすぐに見つけたヒナコが駆け寄ってくる。

「今日は来てくれてありがとうございました！」

　開口一番礼を述べるのだから、この子も真面目である。

「なにを食べに行く？　おれも腹が減った」とさっさと歩き出す。

「せっかくだから大魔道図書館に行って、ドクター・シーラカンスに会いましょうよ」

　おれはピタリと足を止めて「化石ジジイには会わん。それにおれは学校が嫌いなの。一刻もはやく出るぞ」と宣言して、桜並木へ進んでいく。

「直接会って話しましょうよ。ずっとドクターと話してないんですよね」

　ヒナコは即座におれの腕をとり、引き止めようとする。

「今さら会わす顔なんてない。それにおれの近況は、君が勝手に話をしているんだろ」

「それはまぁ、そうですけど。会える時には、できるだけ会った方がいいです」

　ヒナコはまだ納得しきれていない。

「安心しろ。ジジイは例外だから死なないよ。それよか、初日を終えての感想は？」

「クラスメイトとの距離感がさらに遠くなったような気がします」とヒナコは困った表情をしつつも、そこまで深刻そうではない。

「担任がフォローしてくれないのか？」

「そうだ。聞いてくださいよ。わたしの担任の先生、ものすっごい美人なんですよ！」

　ヒナコは急に興奮気味に語りだす。

「美人ってことは女性か」

「はい、もう東京に来て綺き麗れいな人がいっぱいいるなぁって思ってましたけど、その中でも桁外れに断トツな美人です。美女は多くを語らずって感じで、とても物静かなんですけど理知的で些細な一言にもハッとさせられます」

「いい担任に恵まれたなら、おれの心労も減るかな」

「そこまで秀ひで春はるさんに迷惑かけているつもりはないんですけど」

「前ぜん代だい未み聞もんの新入生代表の挨拶をかましておいて、どの口が言うか。舌を抜くぞ、コラ」

「ま、魔術以外はノーカウントです！」とヒナコは慌てて口を手で隠す。

「その担任に一回くらい挨拶でもしておいた方がいいかもな」

　すでに新学期初日から爆弾演説娘を教え子にもったことを後悔しているやもしれぬ。何はなくとも卒業だけはさせてくれ、とお願いしておいて損はないだろう。

　おれが何気なく言うと「それなら、ちょうど先生も一緒に下りてきましたよ。あそこです」とヒナコが大勢の保護者と生徒に囲まれた女性を指差す。うちの子をよろしくお願いします、と念入りに挨拶されているのだろう。ひっきりなしに声をかけられていた。

「一ひと目め惚ぼれとかしないでくださいね。秀ひで春はるさんじゃ相手にされませんよ」

「色目をつかうなら君に迷惑をかけないところでするさ」とおれはありえないと笑い飛ばす。

　それはそれで嫌なんですけど、とヒナコは小さくぼやく。

「江え羽ば先生！」

　ヒナコが手をあげて呼びかけると、担任の女性がこちらに視線を向けた。

　朝あさ倉くらヒナコの担任である女性とおれは目が合う。

「──ヒナコ。急用を思い出したから先に帰る！」

「え、秀ひで春はるさん!?」

　おれはヒナコの返事も聞かずに慌てて桜並木をひたすら早足で歩く。

「──ハル」

　背後でおれを呼ぶ声が聞こえた気がする。

　慣れない式典の出席でおれは疲れているのだ。幻聴を無視して、そのまま歩き続ける。

「黒くろ瀬せ、秀ひで春はるッ！」

　声がさらに近くなっていた。

　今度は意図的に聞こえないふりをする。早足が自然と駆け足になり、おれはそのまま全速力で校門を目指して走り出す。

「逃がさない」

　次の瞬間、懐なつかしい魔力の気配が首筋に迫った。

　おれは背後に右手を振りぬく。細く鋭い魔力の絃いとが指先に触れる。その感触はかつて知っていた彼女の魔術より遥はるかに丈夫で柔軟。以前は絶ち斬れた絃いとを、今は弾はじくのが精一杯だった。絃いとの軌道を逸そらした指先で魔力が火花のように散る。

　魔術崩し。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるが生み出した特殊な技術は、詠唱の弱い魔術なら触れるだけでも無効化できる。幸運にも彼女が奔はしらせた絃いとは手を抜いていた。

「甘い」

　こちらの手の内をよく知る彼女は、最初から二段構えだった。

　背後からの絃いとは囮おとり。

　本命はおれの頭上に伸びた桜の太い枝を介して、すでにおれの首に絡からみついていた。滑車の要領でおれは一瞬にして地面から引きはがされ、吊つり上あげられる。

　咄とつ嗟さに左手を差しこんで完全なる首くび吊つりだけはまぬがれた。

　首を一方的に絞めあげる細い絃いとは魔術崩しどころか、指で無理やり外すこともできない。

　桜の樹きの下には死体が埋まっているという話だが、入学式にはあまりにも縁起が悪い。

「せっかくネクタイを緩めたんだぞ。逢あい夏か」

　吊つり上あげられた姿を見られながら、おれは彼女と向きあう。

「暴れたら首と胴体が離れるよ、ハル」と追いついてきた江え羽ば逢あい夏かが指をわずかに動かすだけで、絃いとはおれの首をさらに締めあげてくる。

「新学期早々、教師が殺人はマズイだろう」

「ここで、なに、やっているの？」

　入学式直後、ハイヒールにもかかわらず本気の全力疾走をして肩で息を切らした美しい女性は、顔を上げた。白磁のような頰を紅潮させ、うっすらと浮かんだ汗によって乱れた前髪を直す。肩のあたりまで伸びた艶あでやかな髪を細い指先で急いで梳くしけずって整えた。春の優しい日差しに透けた明るい髪は赤く見える。柳りゆう眉びを悩ましげに顰ひそめた江え羽ば逢あい夏かの目には、驚きと率直な戸惑いが満ち満ちていた。

　胸元の苦しそうなスーツ姿は、自分の知っている彼女よりずっと大人びて見える。

「とりあえず下ろせ。このままだとマジでヤバい」

　おれの左手は鬱血し、圧迫された喉から細い声しか出ない。ブラブラと両足は宙を泳ぎ、必死に右手の指先を絃いとに滑りこませようとするがビクともしない。

「ハル、逃げない？」

　彼女は相変わらずの落ち着いた声で確認してきた。

　桜の樹きにぶら下がる哀れなサンドバックと化したおれは、どうにも意識が遠くなりつつある。

「江え羽ば先生、急にどうしたんですか！　秀ひで春はるさんが窒息死しちゃいますよ！」

　慌てて追いついてきたヒナコが江え羽ば逢あい夏かの腕を摑つかんで、必死に処刑を食い止める。

　静せい謐ひつな気配をまとう完成された佇たたずまいの美人。その外見の印象を裏切る大胆な引き止め方に、ヒナコはかなり動転していた。

「…………」

　教え子の嘆願に、慈悲深い処刑人は渋々ながら絞こう首しゆ刑けいを中止した。

　確かな地面の有あり難がたみを再確認しつつ、おれは盛大に咳せきこむ。首元をさすりながら違和感を拭いつつ、「ひさしぶりなのに、ずいぶんと過激な引き止め方だな」と思わずぼやいた。

「ハルが無視するから」

「保護者連中を放置してきて大丈夫なのか？　滅め茶ちや苦く茶ちやこっち見ているぞ」とおれは昇降口を指差す。急に飛び出していった逢あい夏かを狐きつねにつままれたような顔で窺うかがっていた。

「彼に至急の用事があったもので。大変申し訳ありません」

　逢あい夏かは謝罪を述べて、広告で微ほほ笑えむ女優のような教科書通りの魅力だけを全面に押し出した表情でそれ以上の追求をさせなかった。集まっていた保護者がなんとなく散っていく。

「美しさは罪とはよく言ったもんだな」

　おれはしみじみと再確認した。

「私が、嫌い？」

「好きに決まっているだろう」

　逢あい夏かはゆっくりと目を見開いて、静かに動揺してみせた。

「ハルのお世辞なんか聞きたくない」

「ただの本心だよ」

　突然、逢あい夏かがおれの腕を思いきり叩たたく。無駄にスナップの利きいた衝撃だった。

「痛っ！　話す気がないなら帰るぞ」と立ち去るべく回れ右をした瞬間には、首に絃いとが巻かれていた。

「首くび吊つりと、グラウンド引き回し。今度はハルに選ばせてあげるわ」

　全力疾走する馬に引きずられる西部劇の一場面を想像し、おれは大人しく元の位置に戻る。

「せっかくの一張羅が台無しになるのは勘弁してくれ」

「そのスーツ、似合っているわね」

　伸びた髪をオールバックにしてスーツにネクタイ、革靴という正装姿のおれを逢あい夏かは物珍しげに眺めていた。

「ありがとう」とおれが右の人さし指を首の絃いとにかけると、今度はあっさり切れた。

「あの、もしかしなくても江え羽ば先生と秀ひで春はるさんってお知り合いなんですか？」

　タイミングを窺うかがっていたヒナコが恐る恐る質問する。

「ガキの時からの知り合いだ。幼なじみってやつだな」

　観念したおれが素直に答える。

　江え羽ば逢あい夏か。神の過剰な肩入れで誕生した奇跡の存在はおれの幼なじみだった。生まれついての超絶美人は、第二種〈絃いと〉の魔術をつかう。自分の魔力が糸のような性質を持ち、それも自由自在に操ることができる。賢く、負けず嫌いな彼女は年上のおれを目の敵にして、常に対抗意識を燃やしていた。

「……びっくりです」

　物静かな印象からは想像もつかない逢あい夏かのおれに対する素早く容赦ない行動に、ヒナコは反応に困っていた。

「見ての通り、怒ると容赦ないからな。ヒナコもせいぜい気をつけろ」

「ぜんぶハルのせいでしょう」と逢あい夏かは文句を言いたげな視線を送る。

「だからって教師が迂う闊かつに魔術をつかうな」

「お生あい憎にく様さま、ここは魔術学校の敷しき地ち内よ。それにうちの採用条件で魔術ライセンス取得は必須なの。下手を打つような人はいないわ。ちゃんとハルだって生きてるじゃない」

　おれの不満を聞き流す美人がジロリと睨にらみ返す。

「逢あい夏か、今さらだけどライセンス取得おめでとう」

　おれが素直に褒めると、逢あい夏かのもともと大きな目がさらに大きく見開かれた。おれより三歳年下だから、今は二十四歳か。昔と違って化粧を覚えたことで、彼女の感情表現は一層強調される。

「……まぁ、一応、ありがとう」と逢あい夏かは渋々礼を言う。

「ついでに永えい聖せいへの就職も。まさかヒナコの担任とは思わなかった」

　人生とは複雑な縁で繫つながり、不思議な綾あやを描く。切れたと思っていた繫つながりの糸は思わぬところで結びついていた。

「それはこっちのセリフよ。朝あさ倉くらさんの自宅の住所がフロリダビルだって知った時、偶然にしてはできすぎかと思ったけど。ハルがのこのこ入学式に出席してくるとは予想外だったわ」

　逢あい夏かは表情こそ澄ましているが、口では驚きながら文句を言っている。

「わたしが秀ひで春はるさんにどうしてもってお願いしたんです」とヒナコが硬い声で明言した。

「…………どういうつもり？」

　錐きりで穴を開けるような視線で、逢あい夏かがおれをじっと睨にらみつけてくる。

「どうもしないさ。ヒナコは事務所の上の階に住んで、おれのところで助手と称して、魔術を勉強するかわりに仕事やら家事を手伝ってくれている」

「私が、フロリダビルを出たかわり？」

　どこか責めるような逢あい夏かの問いかけに横のヒナコは妙に身構える。

「誰のかわりもこの世に存在しないよ。それに逢あい夏かがいなくても、おれは立派に魔術コンサルタントで生活をしていたんだぞ」

　強がってみせたが、男の一人暮らしなぞたかが知れている。こだわればキリがなく、手を抜けば果てしなく荒れていく。事務所兼住居のため来客の目につく範囲は片づけていたが、それ以外は申し訳程度にしか家事をしていなかった。

「──まだ、魔術を諦めていないの？」

　逢あい夏かは冷ややかな視線でこちらを見る。

「その話はとっくの昔にもう終わっただろう」

「私は、納得してない」

「あんまり眉間にしわを寄せるな。美人が台無しだぞ」

　この世で一番ブサイクなのは美人の不機嫌な表情だ。

　おれがわずかに顔を寄せると、逢あい夏かは白い頰をすぐに紅潮させる。だが意地を張る彼女は案の定、逃げたりはしなかった。

「ふたりとも近いです！　周りの人が見ています！」

　ヒナコはおれと逢あい夏かの間に割って入る。

　おれから距離が離れた瞬間、逢あい夏かの顔がほっとしているのをおれだけは見逃さなかった。

　実際、美人は小さな挙措も常に見られているから大変である。

　本人が明言せずとも些さ細さいな動作を周囲が解釈して勝手に動くから、よくも悪くも気苦労が絶えない。まして逢あい夏かの場合、学生時代は特に勝手な誤解と押しつけがましい先走りに時間をとられていた。ずいぶん助けもしたし、巻きこまれもしたものだ。

　逢あい夏かはふいに校舎の時計を見上げて、マズイと表情を曇らせた。

「行けよ。仕事だろう、江え羽ばセンセイ」とおれは彼女を促す。

　逢あい夏かは逡しゆん巡じゆんし、わずかに伏せていた顔を上げた。緊張した面持ちで言葉を切りだす。

「──ハル、仕事の依頼があるわ」

「仕事？　おまえがか？　そんなにおれとまだ話していたいのか」とおれもわざとらしくおどけてみせる。だが、逢あい夏かは真剣な顔で首を横に振る。

「違う。ほんとうに魔術コンサルタントとして、あなたの力を借りたがっている人がいるの」

「……聞こう」

「今から大学の第一研究室棟にある石動いするぎ研究室に行って。そこの裏門を出て、道路をはさんだ反対側が大学のキャンパスよ。話は通っている。私もあとで行くから、必ず待っていて」

　逢あい夏かはおれ達たちから離れながらも何度もこちらを振り向いては、「わかった？」などと似合わぬ大声で確認しながら校舎に戻っていった。

　彼女の後ろ姿が校舎に消えてから、おれはその場にしゃがみこんだ。

「秀ひで春はるさん、大丈夫ですか？　さっきの首くび吊つりで具合でも」

　心配するヒナコに、問題ないと手で制する。

「…………急に現れるなってぇの。心の準備が足りなすぎるんだよ」とおれは聞こえない声で愚痴る。

　なんとか上辺の余裕は取り繕えた。我ながら巧妙にポーカーフェイスを貫けたと思う。おれも成長した。だが、今も心臓がバクバクである。畜生、とんだ罰ゲームだ。ネクタイや首くび吊つりより遥はるかにしんどい。

「あー……、今さら会うなんて予想外すぎるんだよ」

　ふいに吹き抜けた春風が無防備なうなじを冷たく撫なでた。

　思わずぶるりと体が震えて、おれはばね仕じ掛かけのように立ち上がる。

「マフラー、クリーニングに出すには早かったかな」

　冬の間、ずっと首に巻いていた黄色いマフラーは江え羽ば逢あい夏かの手づくりのプレゼントだった。

「体調悪いなら、日を改めた方がいいんじゃないんですか。先生」

　仕事の時、朝あさ倉くらヒナコはおれを先生と呼んだ。

「せっかくの仕事の紹介だ。話ぐらい聞いておこう」

　頭を切り替える。個人的な事情は脇に置く。

　おれ達たちは高等部の正門ではなく、桜並木を引き返してまずは裏門を目指した。




　　　　　　　○




　おれ達たちは校舎と校舎を繫つなぐ渡り廊下の真下をくぐり抜けて、四角い中庭を通る。

　真ん中にある噴水を囲むように小休止できる洒落しやれたベンチと綺き麗れいに手入れされた花壇、等間隔に木々がならぶ。

「──う、っ」

　ふいに頭上から奇妙なうめき声が聞こえる。

　先に正体に気づいたのはヒナコだった。

「先生、上に女の子が！」

　おれがヒナコの指差す先を見上げると、少女がナマケモノのようにひっくり返った状態で細い枝に必死にしがみついていた。渡り廊下の窓が開いており、恐らく飛び移ったのだろう。

　大丈夫か、とおれが声をかける前に枝はあっけなく折れた。三階分に相当する高さから、そのまま他の枝を立て続けにへし折りながら落下してくる。

　その音は激しい稲妻のようだった。

「〈飛べぬ翼に祝福を。やさしき風が抱きとめる〉」

　ヒナコの即座の詠唱により束ねられた風がクッションとなり、少女の激突を防いだ。

　いつまでも訪れない痛みにぐっと瞑つぶっていた目をようやく開いた小柄な少女は、自分が透明なクッションに横たわっていることに気づく。

「大丈夫か、小学生」とおれは少女に手を差しだす。

「誰が小学生だ！」と少女はすぐにおれの手を払いのけ、自分で立つ。

　よくよく見れば少女の制服もまたヒナコと同じものだった。

「君も高校生なのか？」

「見ればわかるだろう！」

　小動物のような可愛かわいらしい顔立ちをした少女は、怒りで文字通り毛を逆立てる。

「お怪け我がはありませんか？」とヒナコが気づかう。

「──朝あさ倉くら、ヒナコッ!?　まさか貴様の魔術か」

　受け止めた少女はヒナコの存在に気づいた途端、血相を変えた。

「その子から離れろ!!」

　低くて太い声と同時に日差しが遮られた。

　頭上を覆う敵意。

　おれはヒナコの腕を摑つかんで背後に跳とび退のく。次の瞬間にはおれが立っていた場所に大量の砂が、重たく湿っぽい音を立てて降り落ちてきた。あんなものをまともに頭から被かぶっていたら、首の骨がへし折れてしまう。そして奇妙なことに、砂は先ほど上から落下した少女だけを綺き麗れいに避けていた。

「あぶねえ！　砂をぶちまけるとか、どこの大馬鹿だ！」

　おれの叫びが中庭に反響する。

　だが、渡り廊下や周囲の窓を見渡しても人影は見当たらない。

　目の前に小山となっていた砂がひとりでに動き出す。ザァーと砂のこすれる音は蛇が這はう姿を想起させた。砂は目線の高さまで盛りあがる。流動する砂はやがて人の形を成して、大きな樽たるのような中年男が現れた。

　ベルトの上にのったはち切れんばかりの腹回りは、仕立ての良いいオーダーメイドの高級スーツでも誤魔化しきれない。

　丸い眼鏡の下の面貌から察するに若い頃はさぞや色男だったのだろう。だが長年の不摂生により、頰から顎にかけてたっぷりついた贅ぜい肉にくは、在りし日の面影を見事に損ねている。蝶ちようネクタイが顎の肉で隠れ、目の下はたるみ、撫なでつけられた髪は黄ばんだ白髪だった。

　年齢の割に老ふけた四十代後半の男は、間違いなく第二種〈砂〉の魔術をつかっていた。全身を砂に変化させられるところから見ても、実力は本物だ。状態変化をさせる魔術はかなり危険な行為で、失敗すれば元の身体に戻れない可能性もある。その巨体を砂に変えて、三階分の高さもある渡り廊下から落下しても無傷、衣服や装飾品を含めて完璧に復元した。

　砂だるま。

「大丈夫かね、希き遊ゆ。おい貴様、彼女をかどわかすとはどういうつもりだ！」

「その子が勝手に落ちてきただけだ」とおれは鼻白みながら、砂だるまに言い返す。

　落下してきた少女の上背は、砂だるまにすっぽり隠れるようにかなり低い。ヒナコと比べても明らかに幼い外見はやはり小学生にしか見えなかった。髪を短く切りそろえ、小動物めいた愛くるしい顔立ち。だが両の目は油断なく見開かれて、強固な自我を感じさせる。おれを見上げる小柄な少女はしかし実に自然で慣れた尊大な立ち振る舞いによって存在感は非常に大きい。こういうタイプはえてして周囲に強い影響力を持つ。

　小柄な少女は砂の男に一切目を合わせない。

　もの言いたげだった男は眼鏡の位置を直すと、諦めて先におれを見た。

「すまないが部外者の校内での出入りは原則禁じられている。なぜ中庭にいる？」

「大学の方に用があるから裏門に向かっていただけだ。石動いするぎって教授に呼ばれている」

「──石動いするぎ、だと」

　男の顔つきが一瞬にして豹ひよう変へんした。

「貴様、欠陥魔術士の研究に明け暮れる女の知り合いか？」

「……これから知り合うところだよ」

　気に入らない単語におれの声から礼儀が失うせた。

「我らが最高学府で、不止の魔術の研究なぞに時間と金を費やす愚か者だぞ」

　愛校心の強い男だ。

　自分の所属する集団に並々ならぬ愛着を抱き、誇れるというのは非常に楽なのだろう。強固な価値観を大勢と共有することで個人の不安から解放される。

　信じる者は救われる、とは実に聞こえのいい誘い文句だ。

　なにせ考えなくていい。決断を外部に委ね、物事を疑わないで済むのは、どれほど楽な状態だろうか。

「貴様、仕事はなにをしている？」と黙っているおれに対して砂だるまは質問を重ねる。

「魔術コンサルタント」

「はっ！　他人の魔術の世話ばかりで自分の魔術は一体どうしたのかね。ライセンスは？　魔術のクラスは？　君の実績は？」

　露骨に侮蔑的な男の態度におれも腹が立ってきた。最初は人間的に横おう柄へいなだけだと我慢していたが、奴やつは横柄を通り越して無礼極まりない。

「おれは入学式を見にきただけで、面接にきた覚えはないぞ。初対面の男の素性を根掘り葉掘り聞きたがるなんて、ずいぶんとおしゃべりなんだな」

「人に説明できないほど恥ずかしい経歴なのか？」

　砂だるまは答える前から嘲笑していた。

　おれが躊ちゆう躇ちよしたのは馬鹿正直に話したところで信じるわけがないとわかり切っているからだ。

　人口の三分の一が魔術をつかえる時代。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるは、魔術をつかえない魔術士である。

　つまり、ふつうの人間と変わらない。

　だが四年前の消失した正午までは、おれは〈永久言帝エンペラースペル〉という七つしか確認されていない稀き少しような第零種の魔術を持っていた。そして朝あさ倉くらヒナコに更新されるまで、最年少の魔術ライセンスの取得者でもあった。

　しょせん過去の話だ。

「ひけらかす趣味がないんだよ」

　そもそも大の大人が見ず知らずの他人に自分の魔術をベラベラと話してたまるか。学生と違って、職業として魔術に携わる者は自分の商売道具を無闇に開示しない。

　魔術士が自分の魔術を打ち明けるのは、相手への信頼が前提だ。

　砂だるまは教師としての立場に慣れすぎて、問えば相手は答えると勘違いしている。

「持たざる者とは悲劇だな。どれだけ努力しても勝てない」

　魔術界にありがちな典型的な価値観。

　魔術の有無は生まれた瞬間から決まっており、魔術の才能を付与されたことを特権と捉える。こうした選民的な価値観の持ち主は社会的に成功した魔術士に特に多く、彼らは魔術の才能がない者を露骨に見下す。

　魔術をつかえるだけで全員幸せになれるなら、魔術コンサルタントなんて仕事は必要ない。

「貴様のような男は、この学校に不釣り合いだ」と砂だるまは侮蔑を重ねる。彼は実に自然に他者を見下すことに慣れていた。

「どうせ卒業するだけの場所だろう」

　おれは鼻で笑う。

「負け犬は吼ほえる以外に能がないのか？」

　砂だるまのだぶついた脂肪の仮面の奥に埋まった瞳は濁った視線しか送ってこない。

「いい加減にしてください！　あなたの言い草は一方的すぎます」

　そばで発言を控えていたヒナコが、ついに堪こらえきれなくなった。

「…………貴様、朝あさ倉くらヒナコだな」

　砂だるまは表情を激しく歪ゆがめ、それからおれとヒナコを合わせて眺めた。

「どこぞの馬の骨と礼儀知らずの田舎者が徒党を組んで、永えい聖せいになんの用だ。新参の魔術士が増えて、永えい聖せいの品位は落ちる一方ではないか！」

　尋常ならざる憎ぞう悪おをこめた砂だるまの言いがかり。

「魔術士に新参も古参もあるか。魔術士の人口はこれからも増えつづけるのに時代錯誤なことぬかしてんじゃねよ」

　特権階級と勘違いした野郎に、おれが思わず言い返してしまう。

「九く賀が峰みね教諭。口が過ぎます」

　かたわらで無関心だった少女が口を開く。

「希き遊ゆもなぜ逃げた。このあとのパーティーは君の入学祝いだぞ。私も担任として鼻が高いんだ。君のために来賓も大勢参加される。主役に欠席されては私の立場がない」

「代表挨拶をとれなかったんです。皇すめらぎの者として皆様に会わせる顔がありません」

　少女はチラリとヒナコを見た。

　どうやらヒナコがいなければ本来この子が壇上で新入生代表挨拶をしていたわけか。

　少女は申し訳ないという口振りの割に投げやりな表情をしていた。本音と建て前を使い分けるのにまだ慣れていない。もっともらしい口実は伝わらず、九く賀が峰みねは責めながら言い含めるように話し続けた。

「大事なのは顔を出すことだ。希き遊ゆに落ち度はない。皇すめらぎの一族を押しのけるなど本来あってはならない。石動いするぎといい、そこの小娘といい、出自も不確かなぽっと出の連中の自由にさせるなど嘆かわしい！　魔術界はいつからこんなにも愚鈍になった！」

　魔術の法令整備が本格化されたのは第二次世界大戦後である。まだ百年にも満たない魔術界において、砂だるまこと九く賀が峰みねという男の文句は既得権益を脅おびやかされるのに怯おびえているにすぎない。

「あんなふざけた新入生代表挨拶など前ぜん代だい未み聞もんだ。永えい聖せいの歴史に泥を塗ったも同然──」

　おれは九く賀が峰みねの胸倉を摑つかみ、蝶ちようネクタイを握りつぶす。

「そろそろ黙れ」

「き、貴様なにを」

「おまえらはたまたま運がよかっただけだろ。家柄や才能に偶然恵まれて生まれただけだ。内心で見下すのは結構だが、汚い言葉を口にするな。不愉快だ」

　自覚のない暴言など身勝手に汚物を川に垂れ流す最低の行為と変わらない。

　おれが突き飛ばすと、九く賀が峰みねは倒れそうになるのをなんとか堪こらえた。

「〈流砂の張り手は肺を潰す。くまなく塞ぎ、黙らせよ〉」

　九く賀が峰みねの怒りに任せた詠唱に対して、おれはすかさず詠唱を継いだ。九く賀が峰みねの詠唱にそのまま後継ぎで詠唱を重ねていく。

「〈砂丘は濡ぬれて、風に舞うこともなし〉」

　魔術崩しは二パターンある。

　弱い魔術は詠唱なしで干渉でき、打ち消すことができる。

　ある程度までの魔術は相手の詠唱を後継ぎすることで、魔術という現象を強引に不成立にさせてしまう。

　先ほどの逢あい夏かには前者、目の前の九く賀が峰みねは後者の魔術崩しで対応する。

　九く賀が峰みねの魔術は失敗した。

　魔術が不成立となったことで、詠唱した魔術士の体内で魔力が逆流して身体的負荷をもたらす。

　逆想リバウンドと呼ばれる魔力の逆流現象による衝撃で九く賀が峰みねはその場に倒れ、悶もん絶ぜつしていた。

「──魔術を崩した。次にぬるい詠唱をするなら舌を抜くぞ」

　同じ新入生の担任といえども江え羽ば逢あい夏かとは大違いだ。

「行くぞ。ヒナコ、余計な時間を食った」

「はい。先生」

　おれ達たちがそのまま立ち去ろうとすると「すまない」と小柄な少女が声をかけてきた。

「なぜ君が謝る？」

「遠縁とはいえ身内だ。皇すめらぎの者として非礼を詫わびる」

「若いのにしっかりしているな。放っておけば、そのうち動けるようになる」

　おれが痺しびれた様子の九く賀が峰みねに視線を送ると、

「おかげで希き遊ゆも逃げられる」

　好都合とばかりに皇すめらぎを名乗る少女は特に心配する様子もない。

　皇すめらぎの一族といえば魔術界でもっとも歴史ある古い名家だった。

　彼女らの初代は、史上二番目に確認された第零種の魔術士である。

　皇すめらぎの一族は多くの魔術士の家系と婚姻を結ぶことで有名で、魔術界にとどまらず現代日本社会のあらゆる分野に強い影響力をもつ一大勢力だった。

　表向きは権力基盤の強化のために姻戚関係を広げていると言われているが、失われた二番目の第零種を再び誕生させるのが目的だろうというのが魔術界での通説だ。

　魔術はおおきく三つに分類される。

　大半の魔術士は過去に同質の魔術特性を確認された第二種。逢あい夏かの〈絃いと〉や砂だるまの〈砂〉が該当する。

　過去に例のない固有の魔術特性をもつ者が第一種。朝あさ倉くらヒナコは〈万物流転ユニバーサル・フロー〉という魔術名をつけられた。

　そして、判別不能の第零種。皇すめらぎの始祖やおれがかつて持っていた〈永久言帝エンペラースペル〉など現在までに七つ確認されている。

　第零種の魔術をもって生まれてくるのは、それこそ天文学的確率だ。

「名家はいろいろ大変そうだな。皇すめらぎの御令嬢」

「別に。これが希き遊ゆの当たり前だ」

　皇すめらぎ希き遊ゆはどこか諦めた声で嘯うそぶく。

「さっきの、九く賀が峰みねを倒したのは〈電気〉の魔術か？」

「ちょっとした手品だ。たいしたことじゃない」

「最近の魔術コンサルタントは器用だな。良かったら名前を教えてくれ」

　あまりにも率直な少女の感想におれは苦笑しながら「黒くろ瀬せ秀ひで春はる」と答える。

「皇すめらぎ希き遊ゆだ。おもしろいものが見られた」

「今さらだが怪け我がとかはないか？」

「問題ない。制服などいくらでも替えがある」

　そりゃお嬢様だからだよ、とは言わないでおいた。




　　　　　　　○




　皇すめらぎ希き遊ゆと別れて、おれとヒナコはようやく裏門を抜けた。

　まったく移動するだけでも一筋縄ではいかないのだから賑にぎやかな学校である。

　逢あい夏かの言葉通り、道路ひとつはさんで目の前が大学のキャンパスだった。

　永えい聖せい魔術学院の高等部の厳重さとは異なり、守衛こそ立っているが大学はなんのチェックもなく敷しき地ち内に入れた。

　案内板を眺めて、自分の現在地と目的地を確認する。かなり奥まったところに第一研究室棟はあり、敷しき地ち内をほぼ横断するようだ。大学に足を踏み入れるのははじめてだが、第一印象は野外で常設展示をする現代美術館のような空間だと思った。

　とても広くて緩やかな高低差のあるキャンパスには個性的なデザインの建物がひしめき合う。

　賑にぎやかで活気ある空間の真ん中をはしるいちばん太い通りに、逢あい夏かが指定した建物はあった。

　建物全体に蔦つたが鬱うつ蒼そうと這はうレンガ造りの重厚な二階建ては、周囲の中でも飛びぬけて歴史を感じさせる。そばの真新しい高層の建物に日当たりを遮られるようで、ここ一帯だけ薄暗く少し寒く感じた。一見さんお断りとばかりに古めかしく鎮座する様は、実におどろおどろしい。

「まさしく魔女の住すみ処かだな」

　第一研究棟に対して思わず、そんな感想を抱いた。

　おれ達たちは建物の中に入り、二階にある石動いするぎ研究室の扉を叩たたく。

「どうぞ」と可愛かわいらしい声の返答を受けて研究室に入る。

　建物の古めかしい印象に反して、ここの内装はずいぶんと真新しい。

　ほんの数年前にリフォームしたような雰囲気がある。

　白を基調とした清潔感のある直線的に整理された空間は近未来的。観葉植物やインテリアのこまごまとした差し色に緑が効果的に取り入れられ、人工の堅苦しさを和らげている。壁一面が扉付きのキャビネットになっており、膨大な本や書類が収納されていた。

　いくつかのデスクがならび、そこに座るのは白衣を着た女性たち。研究室のメンバーなのだろう。雰囲気や年齢はバラバラだが共通するのは、全員が美人だということだ。

　いちばん手前のデスクにいた三十代半ばのベリーショートの女性に話しかけると、ガラスの壁で仕切られた奥の一室に案内された。

　壁一面が窓であり、外の陽光が部屋中に差しこんでいる。

　最初に目を引いたのは壁かべ際ぎわのイーゼルに置かれた真っ白な大きなキャンバス。

　そこには何も描かれておらず、ただ白い一面が四角く存在していた。

「息抜きに絵を描くのがご趣味なんでしょうか」とヒナコが不思議がる。

　ベリーショートの女性はこの研究室の主に声をかけた。

「教授。お待ちかねの彼、ご案内しました」

「──ようやく逢あい夏かさんも観念して紹介してくれたか。愉たのしみにしてたわ」

　窓まど際ぎわにならんだ大量の観葉植物に静かに水をやる女性が手を止めて、振り返る。

「石動いするぎ我が花ばなです。ご足労いただき感謝するわ、黒くろ瀬せ秀ひで春はるさん」

　逆光の中で嫣えん然ぜんと微ほほ笑えむ女性はまさしく魔女だった。

　ベリーショートの女性は「すぐにお茶をお持ちします」と部屋を出る。

「我が花ばな…………珍しい名前ですね」

「ほんとうよね。自分の娘に我が花なんて名づけるとか確実に頭おかしいわよ」

　だが奇異な名前に負けていない、むしろ圧倒的な美貌には有無を言わさぬ迫力がある。

　長らく美容院で手入れをしていないと思われる癖のある腰の下までのびた髪は、ライオンのたてがみのようにモサモサとしていた。化粧っ気はないが厚い唇、濃い眉や大きな目を囲う太いまつ毛は、彫りの深い顔立ちを見る者の記憶にはっきりと刻ませる。黒いドレスは近づくと細かく複雑なレースを重ねたものだと気づく。

　やれやれ、こんな色気のある女性がとなりに居たら男性は落ち着かないだろう。

「才能あるダメな父親に蝶ちようよ花よと溺愛された結果が、私よ」

「今は永えい聖せい魔術学院で研究室を構える立派な立場じゃないですか」

「私の場合、やりたいことを追求しただけよ。元は魔術執行官をしていたの」

「……凄すさまじい経歴ですね。お父上は先見の明がありますよ」とおれは感想を述べる。

　石動いするぎ女史は、かわいらしいブルーの如じよ雨う露ろを置いた。

「ありがとう。父は現代魔術美術家だったのよ」

「石動いするぎ、現代美術にその癖のある髪……もしかして石動いするぎ忠ただ則のりの娘さん？」

「あら、いまどき石動いするぎ忠ただ則のりの名前を知っているなんて若いのに博識ね」

　場所柄、特に驚くような名前ではない。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの事務所近くには大きな池や動物園、美術館や博物館を含めた巨大な公園がある。その奥には国立の美術大学があるため、近隣はそうした芸術を志す人間が多いエリアだった。黒くろ瀬せ魔術コンサルタントを構えるフロリダビルも昔は芸術大学の学生や芸術家崩れがアトリエとして借りていたこともあった。

「逢あい夏かの弟がファンだったんですよ」

「マニアックな作風だから、私が家を出てからは借金地獄で大変らしいけどねぇ」

　他ひ人と事ごとのように説明する石動いするぎ女史。そう言えば昨今、石動いするぎ忠ただ則のりの名前を聞くことはない。

「熱烈なファンは多いですよ。鮮烈な原色の色づかい。お父上の魂を直接ぶつける熱い作風は見た者に眠る衝動を引き出す魔的な魅力がある。人間とはつくづく他者の本気に感化されたい生き物です」

　濃厚な血の匂い、生の脈動、そして死の瞬間を叩たたきつけたような画風。

　おれが見たのは画集だったが迫力と違和感は強烈だった。

「──自分の言葉で語れる男は素敵よ、崩し屋さん」

　どうやら自己紹介の必要はないらしい。

「そちらは派手な挨拶をした新入生だね。元気でなにより」

「はじめまして。朝あさ倉くらヒナコといいます。よろしくお願いします」

　入学式の件を聞き流して、爆弾演説娘は自己紹介する。

　失敗を引きずらないのがヒナコの感心できるところだ。そもそも何百人を前に堂々と話せるクソ度胸は単純にすごい。

「退屈な入学式だったけど、あなたの新入生代表挨拶のおかげで最後は楽しめたわ」

　おれ達たちは来客用のソファーに座り、向き合う。

　石動いするぎ女史はしどけなく横たわるようにソファーのひじ掛けに身体の半分を預ける。高そうな服に対して足元は来客用の安っぽいビニール製の緑のスリッパ。顔にかかった長い前髪を耳にかきあげた。黒いドレスの薄い布地の下には隠し切れない豊満な肉体、袖を通した事務的な白衣がまるでシーツを巻いているような風ふ情ぜいだ。

　見れば見るほど摑つかみどころのない女性である。

　天てん真しん爛らん漫まんな少女にも狡こう猾かつな熟女にも見えた。熟れた肉体から漂う濃密な色香と内側から放たれる無邪気さの奇妙な同居。

　底が知れない、という表現以外に上う手まい言葉が見つからなかった。

　魔術コンサルタントという仕事柄、人の観察はすべての第一歩だ。

　おれの視線に気づいた石動いするぎ女史はクスクスと笑っていた。

　我に返ったおれは「失礼」と居住まいを正す。

「ずいぶんと熱心に見つめてくるんだもの。小さい頃はよく父のデッサンのモデルをやらされていたから、なんだか懐なつかしい気分だったわ」

　彼女は特に気恥ずかしがる様子もなく、悠然とこちらを眺めている。

「あのキャンバス、ご自身で絵をお描きになるんですか？」

　おれは壁かべ際ぎわに置かれた何も描かれていない白いキャンバスを指さし、その理由を問う。

「下手の横好きよ。どうにも絵の才能は受け継がれなかったみたいでね。置いてあるだけで、描きたいモチーフも、画材さえ決まっていない」

「自分の血を塗りたくるとか？」

「──、面白いわね。試しましょう」

　彼女は本気の顔だった。意外なほど俊敏に立ち上がり、机の上に置かれたペーパーナイフを持つ。銀色の刃を手のひらに添えて、なんのためらいもなく引いた。

　彼女の白い手に赤い筋が浮かぶ──。

　そのまま出血した手のひらをキャンバスに押しつけにいこうとする石動いするぎ女史。おれは彼女の手首を強引にとり、「あいにくと〈治癒〉の魔術をつかえないもので」と胸元に収まっていたハンカチを巻きつけた。

　血はあっという間にハンカチを赤く濡ぬらす。

「見ているこっちが貧血を起こしそうだ」とおれは愚痴る。

「意外と繊細ね」

「感受性が高いと評していただきたいですね」

「過敏な男は面倒で扱いづらいんだけどな」

「顎でつかわれるつもりは毛頭ありません」

「結論は、仕事内容を聞いてからでも遅くないわ。あなたにぴったりの仕事よ」

　彼女は出血したまま何事もないように言葉を重ねていく。

　おれは突出した才能ある人間を、こう評したくなる。

　彼女は正常に破綻していた。







　石動いするぎ女史の手当てを済ませて、我々はようやく本題に入る。

　救急箱を持ってきた研究室のベリーショートの女性は石動いするぎ女史の奇行に慌てる様子もなく、こんこんと説教をしながら手に包帯を巻いていた。去り際おれに向かって「でも血を流させたのは、あなたがはじめてよ」とえらくドスの利きいた声で注意される。

　どうやら石動いするぎ我が花ばなは研究員には愛されているようだ。

　流血沙汰のあとでもお茶とお菓子が出たのだから、まだ歓待はされているらしい。

　テーブルの真ん中に置かれた茶請けには見覚えのあるたい焼き。

「駅の高架沿いにあるルーリーというたい焼き屋、とっても美お味いしいから気に入っているの。もちろんご存知よね」と石動いするぎ女史は、片手でパクパクと食べ始める。

「おれのことは、てっきり逢あい夏かから聞いたのかと」

　地元駅の高架下に屋台を構えるたい焼き屋・ルーリー。

　クリスピーな食感と様々な餡あんを取りそろえたリピーター続出の人気店である。ルーリー店長は地元の事情通であり、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの仕事の窓口にもなっている。魔術で困っている人がいたら、おれを紹介するようにお願いしていた。

「ルーリーの店長さんからあなたの評判を聞いて、たまたま逢あい夏かさんに話したのよ。そうしたら幼なじみっていうじゃない。世の中がせまいのか、才能同士は自然と魅ひかれ合うのか。あなたはどちらだと思う？」

　おれは緑茶を飲んでから「出会いが運命だとは思いません」と答えた。

「聞いていた印象だと黒くろ瀬せくんは生粋のロマンチストだと思っていたわ」

「好意的な解釈ですね。逢あい夏かのことだから八割は愚痴と罵倒じゃないですか」

「惜しい、九割くらいね。おかげであなたに詳しくなった」

　石動いするぎ女史は二つ目のたい焼きを食べながら喜々として経緯を語る。

「夢見がちな愚か者に、どのような仕事の依頼でしょうか？」

「私の研究室のテーマは、不止の魔術です。そして逢あい夏かさんの弟の不止の魔術を改善したあなたの力をお借りしたいの」

　──不止の魔術。

　文字通り、魔術をもつ人間が本人の意思では制御できない状態を指す。

　基本的に本人が明確な意思をともなって詠唱をしなければ、魔術という現象は引き起こらない。だが不止の魔術を抱える者は本人の意思とは無関係に詠唱もなく勝手に魔術が発動してしまう。その頻度はくしゃみ程度から二四時間三六五日絶えることがない人まで千差万別。魔術特性によっては常に発動していても支障なく日常を送れる者もいれば、たった一回で致命的な被害をもたらす者もいる。

　周囲への影響と同じく最大の問題となるのが、不止の魔術を抱えた本人の精神的苦痛だ。

　心身の成長や魔術のつかい方を学ぶにつれて症状は治まっていく場合が多い。が大人になっても制御できないまま心身のバランスを崩して、悪化することも珍しくなく、精神的に追い詰められた末に凶行におよぶという悲しい顚てん末まつを迎えることもある。

　過去現在未来を問わず、どんな軽微な兆候でも当人にとっては大変な負担だ。症状があまりに個別で異なるため、世間の誤解も多い。

　自分で制御できない危ない魔術士、という紋もん切きり型がたの誤ったイメージは依然として流る布ふしている。

　口さがない人は不止の魔術に苦しむ人を、欠陥魔術士と呼ぶこともあった。

　無知と無理解、不運が重なって誰かの人生が台無しになることは絶対避けねばならない。

　おれの周りでもヒナコの父親である朝あさ倉くら響きよう示じ、江え羽ば逢あい夏かの双子の弟が不止の魔術だった。

「おれは抑制の方法をひらめいたにすぎません。成功したのはナツ──、逢あい夏かの弟が頑張ったからです」

「成人しても軽減しない不止の魔術を抑制できるのは、並大抵のことじゃないよ。名ばかりの魔術コンサルタントが横行する中で、黒くろ瀬せくんの実力は本物よ」

　石動いするぎ女史は強く断言し、興奮気味につづける。

「残念ながら不止の魔術に対する万能の治療法はまだ見つかっていない。どこの研究機関にも属さない個人、ましてや黒くろ瀬せくんは魔術を失ったあとに発見した。私よりもずっと若い二十代の青年が……驚嘆すべき事実よ」

　おれは永えい聖せい魔術学院という日本最高学府で研究室を構えている教授の賞賛より、おれが魔術を失っている事実を知られていることに意識が向いてしまう。

「逢あい夏かは、ずいぶんとあなたを信頼しているようですね」

　おれは呆あきれつつも驚いていた。

　江え羽ば逢あい夏かは相手に合わせて、話すべき内容を判断できる。うっかり口を滑らせるような女ではない。

「彼女はとても優秀な女性よ。何事にも熱心で、とても一いち途ずだから私も気に入っているの。あなたもそうでしょう？」

「幼なじみですから、付き合いだけは長いです」

「誤魔化したね。私は黒くろ瀬せくんの感情を聞きたいな」

「現実は見ての通りです。魔術を失ったおれが、それでも魔術をつづけようとして逢あい夏かは出ていきました」

「……秀ひで春はるさん？」

　助手モードだったはずのヒナコが目をぱちくりさせて素に戻っていた。

「おや、そこまでは聞いてないわね」

　石動いするぎ女史は興きよう味み津しん々しんでテーブルを越えて身を乗り出してくる。

　ゆさり、と彼女の胸が不自然なほど大きく揺れた。

「教授、またブラジャー外しているんですか！」と、慌てた江え羽ば逢あい夏かが部屋に入ってきた。

　挨拶も抜きに逢あい夏かは、前かがみに迫るような姿勢の石動いするぎ女史を急いで引きはがす。

「え、ちゃんと服着ているわよ」

　当の本人はなんのことかしらと不思議がる。

「ノーブラでの出迎えもダメです！」と逢あい夏かは静かに怒っていた。

「だって苦しいんだもの。入学式の間でも我慢しただけ偉いでしょう」

「来客の時も我慢してください」

　逢あい夏かは無理やり石動いするぎ女史をソファーから引きはがし、別室へ着替えに行かせる。

　研究室の女性たちが誰も指摘しなかったのは、石動いするぎ我が花ばなにとってはふつうのことだからなのだろう。今日は入学式のある例外的な日だからむしろマシな方らしい。出向いたのが今日で本当に良かった。

　こんなガラス張りの明け透けな部屋を好む感性の持ち主は容易に理解しがたい。

　だからこそ、興味は出てきた。

　万能の解が存在しないであろう不止の魔術を自分から研究したがる連中など、物好きと相場は決まっている。

「石動いするぎ教授の怪け我が、原因はハル？」

　別室から先に戻ってきた逢あい夏かが厳しい声で問う。

「なんでそう思う？」

「ハルの胸ポケットにハンカチがない」

「トイレでつかって、別の場所にしまっただけかも」

「ハンカチならわたしが昨夜アイロンをかけて二枚渡したじゃないですか」とすかさずヒナコが答えると、おれは逢あい夏かから針のような視線を浴びせられる。

　入学式という式典に顔を出した上、きちんと正装してきたのだから文句は言わせまい。

「床に血が落ちてる」

　逢あい夏かが指さす場所には小さく赤い雫しずくが残っている。

　躊ちゆう躇ちよない自傷に気をとられてしまい、おれは白い床の汚れに気付けなかった。

　おれは石動いするぎ我が花ばなという魔女にすでに主導権を握られていることを自覚せざるをえなかった。

　戻ってきた石動いするぎ女史は話が聞こえていたらしく「逢あい夏かさん。あとで掃除しておいて」とそれ以上興味を示さず再びソファーでたい焼きを食べはじめた。逢あい夏かも石動いするぎのとなりに座る。

「どこまで話したかしら。そうそう、逢あい夏かさんの弟を黒くろ瀬せくんが改善したせいで、逢あい夏かさんが出ていったとか」

「教授。本題に入ってください。今すぐ」

　口調こそ丁寧だが、逢あい夏かの目はまったく笑っていない。

「こんな美人との間で一体何があったのか、気になるじゃない。あなたも興味あるでしょう？」

　まったく動じない石動いするぎ女史は仲間を増やそうとヒナコに水を向ける。

「わたしは、先生が聞かせてくれるなら」

　ヒナコはおれの方をチラリと見るだけだった。

「なんで朝あさ倉くらさんは黒くろ瀬せくんを先生と呼ぶの？」

　石動いするぎ我が花ばなはふいに訊たずねる。




「この人は、わたしの魔術コンサルタントです」




　朝あさ倉くらヒナコははっきりと答える。

　天才少女のごく自然な、てらいのない誇らしい言い方がおれにはむずがゆかった。

「史上最年少の魔術ライセンス取得者を指導する立場にいるなんて、逢あい夏かさんが紹介を渋るだけのことはあるみたいね。さては黒くろ瀬せくん、この子を裏で操って魔術界を牛耳るつもり？」

　逢あい夏かが何も答えないかわりに、石動いするぎ女史が茶化す。

　誰が見ても、朝あさ倉くらヒナコは魔術界における金の卵だ。

　この先あらゆる勢力が彼女をとりこもうと寄ってくる。未成年ということで名前を公表されていない前途有望な天才少女の口から直接「わたしの魔術コンサルタント」だと言わせているのだから、疑われるのも無理はない。

「まっとうな野心があれば、もう少し集団でうまくやれたのかもしれません。が、残念ながら世間の価値観にはどうにも馴な染じめなくて」

　元魔術執行官の大学教授はおれの返答に満足げに頷うなずくと、多くの脱線を経てようやく本題を簡潔に説明した。

「永えい聖せい魔術学院の高等部では新入生向けの特別授業があるの。毎年大学側から責任者が選ばれて、今年は私が受け持つことになった。黒くろ瀬せくんには特別授業のカリキュラム作成に協力してもらうわ」

「大学時代から私も石動いするぎ教授の研究室に所属していて、今は一年生の担任を受け持っているから高等部の窓口をしているの」

　逢あい夏かが事務的に補足する。

「秘書みたいな感じが、江え羽ば先生にぴったりですね」とヒナコは感嘆の息を漏らす。

　確かに、とおれは内心で同意する。悠然たる石動いするぎ女史に端正な江え羽ば逢あい夏かがそばに控えるという取り合わせは妙に絵になった。これが仕事の席でなく、かつ逢あい夏かと初対面ならおれもさぞや気楽に鼻の下を伸ばしていられただろう。だが、

「お断りします。学校は嫌いなんです」とおれはソファーから腰を上げた。

「君の真価に見合うだけの報酬は支払うわ」

「不当評価ばかりの人生だったもので、札束では動かないんですよ」

　ヒナコもやや迷いながら、おれのあとにつづく。

「あら、札束程度でいいの？　せめてジュラルミンケースいっぱいにするつもりだったんだけど」

　石動いするぎ女史は金銭感覚までも豪気な人だった。

「先生、引き受けましょう。これで節約生活ともおさらばです」とヒナコが立ち去ろうとするおれのスーツの裾を後ろから思いきり引っ張った。

「そういう事情は客前で漏らすな、爆弾演説娘」

　小声でヒナコを叱る。

「わたしは安い食材のやりくりで食べごたえのある料理を作るのを楽しんでますけど、事務所を畳まれたら居場所がなくなります！」

「素直に学生寮にでも入ればいいだろう。新入生代表」

「ひどい！　優秀な助手を手放すなんて鬼ですか！」

「誰が助手だ！　何度も言うが君を雇ったつもりはない！」

「朝あさ倉くらさん。永えい聖せいはアルバイト禁止よ」と無表情の江え羽ば逢あい夏かは教師らしい忠告をする。

「いえ、それは。あくまで近所のボランティアです。お金はもらっていません」

　ヒナコは弁解する。

「なら学生を無償奉仕させる黒くろ瀬せさん側に問題があるわね」と逢あい夏かが妙につっかかる。

　おれは反論しようと振り返った。

「──駄目、逃がさない」

　石動いするぎ我が花ばなが右手をくるりと返すと、世界は分割された。

「〈上書きされた境界、断絶は見えぬだけ〉」

　詠唱した彼女の手はいつの間にか羽根ペンを持ち、閃せん光こうのような一筆が宙をはしると空間は閉じられた。その筆跡はあまりに速すぎて、魔力の残光を追うのが精々だった。

　恐ろしく静かで速い魔術の発動。

　おれはいまだかつて、これほどまでに静かな魔術を知らない。

　石動いするぎ我が花ばなは極現心想セミ・カウルをつかっていた。魔術の結果を最初からひとつに絞ることで詠唱を極端に省略する高等技術。いわばボタンひとつで強力な魔術を引き出す。

　そして、一点特化された魔術である極現心想セミ・カウルはアクセサリーのように身につけるものとして身体の一部に顕現する。

　彼女にとっては、美しい羽根ペン。

　魔女は尋常ならざる一筆書きで空間を切り分け、外と内に世界を遮断した。

　このガラス張りの部屋の内側で、さらに目に見えない透明な箱に閉じこめられた感覚。あるいは怪物の腹の底に吞のみこまれたような恐怖感。

「秀ひで春はるさん。なんだか、とても苦しいです」

　言い知れぬ重圧に苛さいなまれ、ヒナコは怯おびえていた。

　ソファーに沈みこむように座る石動いするぎ我が花ばなが意図的に放つ脅迫的な魔力は非常に濃く、息苦しさを覚える。敵意と判断するには邪気がなく、ただ放出されただけの魔力が心にぐっと負荷を押しつけるような毒気を帯びていた。

　ヒナコのように魔力の感覚が鋭敏なほど、石動いするぎ我が花ばなの戯たわむれがつらく感じるだろう。

　翻ひるがえって、その敏感さは魔術士としての才覚を証明していた。

　当の石動いするぎ女史はヒナコの率直な反応に喜ばしげだ。

「あんまり子どもをからかわないでください。真まに受けるので」とよろめくヒナコの腰に手を添えた。

「初う心ぶな反応は可愛かわいらしいわね。黒くろ瀬せくんは問題ないの？」

「──ええ。慣れていますから」

　おれは作り笑いで応える。

「教授、彼は問題ありません」

　逢あい夏かが緊張感を帯びた声で止めにかかる。

　こぼれる濃い魔力で異変に気づいた外の研究員たちがこちらの部屋に集まってきた。だが、誰も中に入れない。ここは石動いするぎ我が花ばなによって完全な密室と化した。

「大層な魔術だ。この感じ、間違いなく第一種ですね」

　第一種の魔術には独特の気配がある。

　おれもドアノブを摑つかもうとしたが、見えない壁に阻はばまれて触ることができない。

「ご明察。魔術名は〈上書きされた境界線デイバイダー〉、どう面白いでしょう？」

　自らの口で魔術を開示する石動いするぎ女史は、あくまで黒くろ瀬せ秀ひで春はるの実力を認めた上で自分の魔術をお披露目したいだけのような無邪気さだった。

「こんな抽象的な事象に干渉するなんて、さすが元・魔術執行官」

「私はどちらかと言えば事務方だったけどね」

「……いいでしょう。仕事を受けますよ。あなたにもいろいろと興味がわいた」

「ありがとう。君の知識と経験も若い魔術士たちの道しるべになると確信しています」

　石動いするぎ女史は羽根ペンを持っていない方の包帯を巻いた左手をかかげた。

　おれは彼女に近づき、わずかに腰をかがめる。

　握手はせず、右手の羽根ペンに触れると極現心想セミ・カウルの羽根が散り、空間の締めつけが消えた。

「それが、魔術崩し。すごいわね……」

　石動いするぎ女史は羽根ペンが散って空っぽになった右手を見つめた。

　高度な魔術ほど緻密で繊細になる。それは触れれば崩れる砂の塔のように脆もろく壊れやすい。おれはただ押しただけだ。

「ペンは剣より強いと思ったんだけどなぁ」

　魔術崩しを目の当たりにした石動いするぎ女史は投げやりな口振りで驚く。

「ご冗談を。ギロチンの間違いだろう」

　石動いするぎ我が花ばなの魔術に対するおれの感想に、魔女は満足げに微ほほ笑えんだ。

　明らかに、この魔術は人を殺したことがある。

　ヒナコを連れ立ち、研究室を失礼しようとする。

「石動いするぎさん、あなたは生粋の魔術士ですよ。絵描きなんて向いていません」

　おれは壁かべ際ぎわのキャンバスを睨にらんだ。苛いら立だつような白さだった。

「仕事の話は逢あい夏かから連絡させてください」

　わずかに足取りの重いヒナコを支えるようにおれ達たちは研究室を出た。
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　入学式から数日後の夜、事務所の執務机で事務作業をしていると江え羽ば逢あい夏かから電話がかかってきた。

　彼女は形式的な挨拶も抜きに、先日依頼を受けた特別授業の説明に入る。

　おれはテレビを消してマグカップに手をのばす。食後のコーヒーはすでに冷めていた。

　──石動いするぎ我が花ばなが掲げた特別授業のテーマは、「魔術で虹を摑つかむ」。

　魔術界にとって「虹」はふたつの意味を持つ。

　ひとつは理想。

　文字通り、空にかかる虹を摑つかむように魔術の可能性を追求せよ。

　ただ目の前の事象に囚とらわれるのではなく、虹の向こう側へ飛び越えるのが魔術士として常に求められるべき姿だ。かび臭い道徳の教科書的な理想像ではあるが、おれは嫌いじゃない。

　もうひとつは、第零種の魔術。

　現在まで七つしか確認されていない第零種の魔術士はいつしか七色の虹にたとえられるようになった。

　とてもロマンティックなテーマだと思う。

　同時にずいぶんと抽象的だ。若い魔術士の、しかも将来の就職にも困らないような金持ちのお坊ちゃんお嬢ちゃん相手には難しい。生半可な内容では、彼らが退屈な顔で生あくびを浮かべる姿が目に浮かぶ。不止の魔術や自分の研究室の宣伝をする方が遥はるかに楽だというのに、石動いするぎ女史もよほど虹を追いかけるのが好きらしい。

「他に質問は？」

　電話口の逢あい夏かはあくまで事務的な口調を崩さない。

　おれは手元のメモを一いち瞥べつして、ペンを執務机に転がす。再確認の必要はない。一項目ごとにきちんと復唱した。これ以上、話すべきこともない。

　椅子の背もたれに背を預けるとギシリと軋きしむ音が鳴る。

　おれの言葉を待っているのか、彼女は律りち儀ぎに黙っている。

「……ハル？」

「仕事については特に問題ない」

「では第一回の特別授業の登壇、よろしくお願い致します」

　石動いするぎ女史は毎回異なった形式で特別授業を実施する。その記念すべき初回はトークショーであり、ゲストとしておれも直じかに学生たちの前で話をするというものだ。

「感動のスピーチを期待していてくれ」

「どれだけ女の涙を安く見積もっているの」

「ハンカチは二枚でも足りないぞ」

「遅刻厳禁。はやめに来て、お昼でも食べて。永えい聖せいの学生食堂にはいろんな料理が揃そろっていて、評判がいいわ」

「ひとりでは行く気は起きないな。時間あるなら一緒にどうだ？」

　おれのなんの気なしの提案に逢あい夏かは電話口で急に黙りこむ。

「逢あい夏か？」

「わかった。十二時を過ぎると食堂が混むから遅刻しないでよ」

　彼女は了承を告げ、こちらが応答する間もなくそのまま電話を切った。

　おれは電話内容のメモの余白に、遅刻厳禁と書き足す。

　残っていた冷めたコーヒーを飲み干して、キッチンに立つ。

　おかわりを淹いれようと、水を入れたポットを火にかけた。おれは湯が沸くのをその場で待ちつづける。

「秀ひで春はるさん。お風ふ呂ろ空きましたよ」とバスルームからパジャマ姿のヒナコが出てきた。

「…………」

「先生ってば！」

　湯上がりのヒナコが真横に立っていた。

「仕事熱心なのは結構ですけど、最近上の空なことが多くありません？　そんなに仕事がないんですか？」

「ああ、そっちの話か？」

　間の抜けた声が口から洩もれる。

　新年度になり、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの財政事情は現在あまりよろしくない。

　今年二月に発生した集団昏こん倒とう事件により大口の案件だった十じゆう条じよう寺じ飾かざりへの家庭教師が打ち切られ、さらに年度末の支払いが重なった。加えて朝あさ倉くらヒナコのフロリダビルへの引っ越し祝いと永えい聖せい魔術学院への入学祝い、そして三月三日がヒナコの誕生日ということが発覚し、黒くろ瀬せ魔術コンサルタント月一恒例だった豪華ディナーはかつてないほど盛大に催された。

　当然、費用はおれが出すことになった。

　そんなこんなで物入りだったため、四月は節約を余儀なくされている。

「元気ないですね。食事足りなかったですか？」

「量も味も十分すぎる。今日も美う味まかったよ。君のレパートリーの多彩さには驚かされる」

　ヒナコは節約料理に精を出し、毎日安い食材をやりくりしては食べごたえのあるメニューを作っていた。少女の腕前は遺憾なく発揮され、こんな状況でもおれは温かい食事にありつけている。

「じゃあ他に悩みでもあるんですか？」

「苦悩もまた人生の彩いろどりなり」

　おれはお湯の沸きかけたポットのガスコンロの火を止めた。

　コーヒーのおかわりは飲まず、大人しく風ふ呂ろに入ることにしよう。

「そうやってまた煙けむに巻まいて」

「なにかあれば頼りにするさ」とヒナコの頭に手をのせる。乾かしたての彼女の黒髪はしっとりと手触りがいい。

「先生、そのまましばらく撫なでてください」

　リラックスした表情でヒナコは要求する。

「なんでだよ。風ふ呂ろ入れって言ったのは君だろう」

「お風ふ呂ろは逃げないので。今は撫なでることに集中してください」

　なんとなく言われるがまま手を動かす。ヒナコはそのまま寝てしまうのではないかと思うほど緩んでいた。

「これ、どれだけつづければいいの？」

「永久」

「ひどい長期戦になりそうだな」

「慣れましょう！」

「拒否する」とおれは頭から手を離す。

　ヒナコは名残惜しそうにおれが触れていたあたりに自分の手を置きながら「石動いするぎ教授のお手伝いは大変そうなんですか？」と質問してくる。

「週明けにまた永えい聖せいに行く。トークショーやるから舞台に上がって、話せだと」

「わたし絶対見に行きますからね！」

　一転、ヒナコはキラキラした目で両手をぶんぶん振った。

「どうせ一年生は強制参加だろう」

「心意気の問題です」

「身内に見られるのは、しんどいね」

　ア行の生徒だからと最前列に座られたら敵かなわない。仕事の時と同じように好奇心全開でこられたらやりづらい。

「ふふ。わたしは先生の、身内扱いなんですね」

　うっかり口を滑らせて出た言葉をヒナコは聞き逃さない。

「言葉の綾あやだ。せいぜい助手どまりだからな」

「助手で結構ですよ。一いち蓮れん托たく生しよう、一緒に黒くろ瀬せ魔術コンサルタントを盛り上げていきましょう」

　やる気満々なのはいつものことだから今さらとやかく言うつもりはない。

「せっかく永えい聖せい魔術学院なんて魔術を勉強するのに最高の環境に入れたんだ。そっちをきっちり利用しろ。放課後まっすぐ帰ってくることもないんだぞ」

「わたしが好きでやっているんです」

「学校に、長居したくない理由でもあるのか？」

　おれはぶっきらぼうに問う。

　ヒナコは面白いものを見つけたみたいに、ニヤニヤと笑いながら「心配してくれるんですか。相変わらず優しいですね」とおれの顔を覗のぞきこむ。

「別に。いい学校にいるんだ。存分に有効活用してほしいだけさ。夕飯の時間なんて子どもが気にする必要なんてないんだ」

「わたしにとっては秀ひで春はるさんとの食事は大切な時間ですよ。そんな申し訳なさそうな言い方はしないでください。わたしが好きでやっているわけですし」

「やるべきことが見つかったら遠慮なく言えよ。気をつかうことはない」

「……どうしたんですか。まるでわたしを極力学校に置いておきたいような」

「気のせいさ」とおれは軽く流して、話題を変えた。

「学校はどうだ？　入学式の挨拶、すこしは効果あったか」

「……なんかすごく警戒されているみたいで誰も言ってこなくなりました」

　ヒナコは思っていた状況とすこしちがう、としっくりきていない顔だった。

「おかげで邪魔されなくていいだろう」

「はい！　授業は楽しいですし、大魔道図書館に行けば読みたい本が山のように見つかるので時間が足りないくらいです」

　ヒナコの声に噓うそはない。それを信じられる程度には、彼女を知っている。

　誰にも邪魔されることなく好きなことに全力で取り組める時間は幸福だ。

　多くの人間は、自分が没頭できるものに気づけないまま年をとる。

　あるいは見つけても現実を過度に重要視して、自分にとって大事なことを無視してしまう。そういう連中に限って効率や結果ばかりを盲目的に信奉する。

　好きなことはそれだけで楽しいのだから効率なんて求めない。

　手間を愛する人がいる。遠回りが楽しいこともある。無駄が新しい発見をもたらす。そうした過程が苦にならない人々には余裕がある。

「心のままに楽しめ。可能性はどこにでも隠れているよ」

　放っておいても人生の面倒事はやってくる。

　ずっと晴れの日ばかりではないが、止やまない雨もまたない。

　再び晴れ間を見上げれば綺き麗れいな虹がかかることもあるだろう。

「──彼方かなたまで飛べ。想像の翼なら届く」

　かつて朱しゆ門もん蓮れん歌かとの決闘後におれが伝えた言葉を、ヒナコは口にする。

「そうだ」

「先生、石動いするぎ教授の依頼を受けてくれて、ありがとうございます」

「おれはまだなにもしていないぞ」

「学校がはじまったら、前みたいに昼間は一緒に行動できないから。秀ひで春はるさんが学校にいてくれるってだけでもなんだか嬉うれしいんです」

「帰ってくれば、いくらでも顔を合わせるだろう」

「でも、わたしがいなかった間、秀ひで春はるさんがずいぶん元気なかったそうじゃないですか。千ち草ぐささんから聞きましたよ」

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの経理担当であり、事務所の上に住んでいる会あい田だ千ち草ぐさはヒナコがこのフロリダビルに戻ってくるのを事前に知りながら、おれに隠していた。

「人間、腹が減ると元気がなくなるんだよ」

「それだけですか？」

　少女は楽しげにおれの顔を覗のぞきこむ。

「見つめるほど大した顔じゃない。やめろ」

「わたしは楽しいですよ」

「物好きめ」

「魔術をきわめようとするのは物好きなんですよ。先生と同じです」

「奇跡的に気が合うみたいだな」

「そうです。先生の助手なので」

　ニッコリと笑うヒナコにおれもつられて口元が緩む。咄とつ嗟さに手で隠そうとすると、右手には彼女のシャンプーの香りが移っていた。

「さて、おれも風ふ呂ろに入るか」

「マグカップ、わたしが洗っておきますよ」

「悪いな」

「いいえ。先に寝ますね。おやすみなさい」

「おやすみ」

　そうやって今日も一日が終わる。




　　　　　　　○




　おれは永えい聖せい魔術学院の高等部を再び訪れる。

　新調した春物の鮮やかなブルーのショップコートを羽織り、おれは気合いを入れていた。

　守衛のいる受付でアポイントの旨むねを告げると、江え羽ば逢あい夏かはすぐに迎えにくる。

　まだ授業中の校内は人の気配に満ちながらもとても静かだった。他に誰もいない明るい廊下を逢あい夏かの案内で進む。春の日差しが差しこむ校内はぬるま湯の中を歩いているような妙な気分だ。遠くのさざ波のように授業の声が聞こえる。

「学校って授業中は案外静かなんだな。もっと騒がしいと思っていた」

　おれが独り言のような感想を漏らすと、逢あい夏かは事務的な返答をする。

「特別授業ではこうはいかないから覚悟して」

「見世物にされるのは慣れてないんだが」

「町場の魔術コンサルタントなんて客寄せパンダにもならないわ。緊張するだけ無駄」

「おれは繊細なんだよ」

「二十七歳にもなる男が、自分で繊細なんて言わないの。情けない」

　逢あい夏かはこちらを向かずに一方的に言い捨てる。

　おれが小さく驚いてしばらく黙っていると、逢あい夏かは肩越しにこちらの様子を見た。

「おれの年ト齢シ、まだ覚えているんだな」

「私より三歳年上なんて基本情報。今さら忘れるわけもない」

「美人にご記憶いただき光栄の至り」

　逢あい夏かは足を止めて「今日は仕事。気安い言葉づかいはご遠慮ください」と冷たいナイフで心臓を一突きするみたいな忠告。

「だから遅刻しなかっただろう。逢あい夏かこそ──」

「江え羽ばさん、もしくは江え羽ば先生でお願いできます？　生徒に聞かれたら誤解される」

　おれは大人しく彼女に従う。

　クライアント側の要望には極力従うのが、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントである。

「江え羽ば先生に案内されなくても食堂くらい自力で辿たどり着けるぞ」

「高等部だけでも敷しき地ちは広くて、増改築の繰り返しで複雑だからひとりだと確実に迷うわよ。学生食堂に着いたころには長い列の最後尾。お気の毒様」

「泣けてくるね」とおれは口を閉ざした。

　校舎が大きいから一本の廊下も長い。かけっこでもしたら楽しそうだ。掃除もしっかりされているから、靴裏に埃ほこりっぽさは感じない。

　歩いているうちにおれは微妙に歩幅をせばめて、ペースを落とす。ふつうに歩いていたら逢あい夏かを追い越してしまう。

「妙な気づかいはいらないわ」

　さっさと気づいた逢あい夏か。おれは彼女のとなりを歩く。

「担任として朝あさ倉くらさんの話をしていい？」

「心配事でもあるのか」

「朝あさ倉くらさんの成績は申し分ないわ。生活態度も真面目で、とても勉強熱心よ。毎日のように大魔道図書館に通って、暇さえあれば難しい本を読んでいる。それに入学式での演説のおかげで決闘を無闇に申しこむ人はいなくなった」

　いいことじゃないか、とおれは気軽に相あい槌づちを打つ。

　ヒナコの自己申告通りの学生生活である。

　ヒナコがこれまで住んでいた田舎では魔術士の存在そのものが珍しかった。勉強の環境も整っていないから、知識を仕入れるにも一苦労だ。需要がない以上、地元の図書館の蔵書もたかが知れている。知識に飢えた少女にとって、永えい聖せい魔術学院の大魔道図書館は天国に他ならない。

「だけど、あの子は周りとの距離がある」

　逢あい夏かは深刻そうに語る。

　優等生として昔の逢あい夏かとヒナコではタイプが違う。

　逢あい夏かが勝手に中心に据えられる人物なのに対して、ヒナコは案外とマイペースな一いつ匹ぴき狼おおかみだ。

「教室は鳥かごみたいなもんだ。せまい空間に、同じ面子めんつを、一日中閉じこめておくような教育だぞ。まともな神経の持ち主ならストレス過多でおかしくなるに決まっている。みんな仲良くなんて幻想だ。玉ぎよく石せき混こん淆こうってことは無価値な屑くずみたいな石が唯一無二の稀き少しような宝石を傷つけることだってある」

「みんな原石よ」

「ご立派だね」

　朝あさ倉くらヒナコは別段コミュニケーションが苦手な子どもではない。

　誰とでも会話できるし、基本的に相手を不快にさせる真ま似ねはしない。夢中になっている魔術の勉強を最優先しているだけだ。田舎にいた時から魔術士を目指しているということで遠巻きにされるのが当たり前だった少女は、今さら孤独を恐こわがるはずもない。

「どっぷり魔術界のルールに浸つかった顔見知り同士の集団に部外者が入れば、そりゃ馴な染じむまで時間がかかるさ。まして最年少の魔術ライセンス取得者で、実力は誰が見ても本物だ。それに永えい聖せいが日本一の魔術学校なら、ヒナコの真価に気づく子は必ず出てくるよ。ヒナコの本気を共有できる子がいないなら魔術界は先細るしかないさ」

　才能が孤立しつづけるなら、学生たちの幼さ以前に学校という組織としての欠陥である。

「それに江え羽ば逢あい夏かが朝あさ倉くらヒナコの担任であることに、おれは心底安心したんだ」

　幼さとは変化の余地である。周囲から影響を受けるなら、尊敬に値する人物がそばにいてほしい。ヒナコにとってこれ以上ない幸運だと、おれは吐露する。

「あ、そう」

　後ろから表情が見てとれない距離になるまで、彼女の足取りはすこし速くなった。

　逢あい夏かの言う通りに、最初に入った校舎から渡り廊下を抜けて別の建物に移る。

　会話が途絶えて窓から下の中庭を眺めながら歩いていると、枝の折れた木が目についた。なるほど、あの時の小柄な少女・皇すめらぎ希き遊ゆはここから落ちたらしい。うまく飛び移れば幹はある程度太いから問題なく地上まで下りられる。だが、三階分の高さから一瞬でも身を投げ出すには相応の勇気か、よほどの事情があったに違いない。

「逢あい夏か」

「呼び方」

「江え羽ば先生。一年生で皇すめらぎ希き遊ゆという女生徒を知っているか？」

　ピタリと逢あい夏かが足を止めた。

「ハルはピンポイントすぎるのよ。どうしてその名前が出てくるの」

　逢あい夏かは小声でぼやく。

「江え羽ば先生」

「なんですか？」

「呼び方。おれをハルって呼んでいますけど、そちらはよろしいんですか？　おれは気にしませんが」

　おれが揚げ足をとると、逢あい夏かは頰を赤くする。

「…………もういい。周りに人がいる時だけ気をつけて」

　諦めた逢あい夏かは、すぐに真面目な表情に整えた。

「朝あさ倉くらさんと皇すめらぎさんを引き合わせないで。あとアンタ自身も」

「ヒナコは入学式の件でこじれているのはわかるが、なぜおれも？」

「皇すめらぎさんの担任である九く賀が峰みね先生は、今年の特別授業で石動いするぎ教授と責任者を競っていた別の教授一派なのよ。あっちの教授が選ばれれば協力した九く賀が峰みね先生の出世の道も拓ひらけるからね。九く賀が峰みね先生は皇すめらぎ家の遠縁で、直系である皇すめらぎさんの個人指導も行っている。要は敵対相手であるハルが近づくのは好ましくないのよ。ほら、ちゃんと説明した、これでいい？」と逢あい夏かは珍しく長々としゃべった。

「負けたから石動いするぎさんを逆恨みか。女々しいやつだな」

　すでに九く賀が峰みねとは会ったどころか魔術崩しをかまして逆想リバウンドで倒してしまったことは黙っておこう。

「特別授業は内外への影響力が大きいの。授業を受ける生徒たちは将来魔術界をしょって立つ。その保護者にも顔を売る絶好の機会になる。ハルは嫌がるだろうけど大きな実績になるから、魔術コンサルタントとして仕事は増えるわよ」

「まだ礼を言っていなかったな。紹介してくれて感謝するよ」

「石動いするぎ教授とうまくやれる人は珍しいからね。黒くろ瀬せ秀ひで春はるは実際気に入られた」

　私の見立てに間違いはない、と逢あい夏かは表情を緩めた。

「でも紹介を最初は渋っていた。どうしてだ？」

　逢あい夏かがピクリと震えた。

　だが答えは鳴り響くチャイムに遮られる。

　辿たどり着ついた学生食堂はすでに混みあいはじめていた。

「ほら、はやく席確保しないと座れなくなるわよ！」と逢あい夏かは先に行ってしまう。
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　天井の高い大食堂には視界いっぱいにテーブルとイスがならび、すでにいくつかのグループが会話に花を咲かせている。和食洋食、中華にエスニック料理、麵類もうどんそばラーメンなど食べたい料理はなんでも食べられる充実の空間。大きな購買部もあり、今の時期なら中庭で食事もよさそうだ。

　これなら毎日の昼食に困らない。

「さすが金持ち学校。食堂も豪勢だ」というおれの率直な感想に逢あい夏かは苦笑する。

「なに食べる？」

「おすすめは？」

　そうねぇ、と逢あい夏かが思案している間も学生たちが途切れることなく学生食堂に入ってくる。

　眺めていると不思議なことに窓側の一番日当たりのいい席には誰も座らない。

「なぁ逢あい夏か」

　おれが空席の理由を質問しようと逢あい夏かの方に向き直ったわずかな間に、

「誰の許可でこの場所に座ってんだ！」と突然柄の悪い声が大食堂中に響き渡った。

　先ほどまで誰も座っていなかった窓まど際ぎわの席に人が集まる。誰かを囲んでいる様子だ。

　ただ騒ぐだけを目的としたような不愉快な声が、これみよがしにがなり立てる。

「ここは毎年皇すめらぎの専用席なんだよ！　部外者が勝手につかってんじゃねえよ」

　怒鳴る声の主は、制服を全力で着崩した男子生徒だった。制服の着こなしを守らず、上着のかわりに黒革のライダースジャケットを着ていた。ワイシャツのボタンは胸元までとめておらず、銀色の南なん京きん錠じようをチェーンでぶら下げていた。髪の毛をツンツンに逆立てた少年が叫ぶたびに腰元の鎖がジャラジャラと音を立てる。

　パンクな服装をしているくせに、思いきり権力にすり寄った立場で物を言う。アナーキーな精神はどこへ行った。三下パンク。

「それは失礼致しました。すぐに席を移りますので」

　座っていた女生徒がすっと立ち上がる。

「それで済むと思ってんのか、朝あさ倉くらァ！」

「……またヒナコか」とおれは呆あきれかえるしかなかった。

「場所取りもされていなかったのでてっきり空いているのかと」

　ヒナコはやや怪け訝げんそうな顔でテーブルから離れようとする。

　片手に分厚い本、もう一方の手で広げていたサンドウィッチと飲み物を袋に入れなおす。

「永えい聖せいの生徒にとっては常識なんだよ！」

　三下パンクはわざとらしくテーブルに手をつき、ヒナコの前に回りこむ。無闇に大声で話すガキだな。

「言われなければわかりません」

　ヒナコも大真面目に言い返す。

「言わなくても、俺おれたちの顔を見ればわかるだろう！」

　三下パンクは自分を含めて顔パスだと平然と言い張る。他の連中も彼に同調して、軽薄で強引な仲間の馬鹿騒ぎを盛り立てた。

　その集団の中に見覚えのある不機嫌な顔を見つける。

　皇すめらぎ希き遊ゆだった。

　誰よりも小柄な少女は一目で集団の中心人物だとわかる。誰も彼女の視界を遮るように前には立たない。しかし彼女は眉を歪ゆがめている。三下パンクの一挙手一投足に不機嫌を募らせているようで表情は曇る一方だった。だが、あえて小さな口を結んだまま無言を貫く。

　この集まりは、皇すめらぎという名家の御令嬢を頂点とした集団だった。

　当の皇すめらぎ希き遊ゆは赤ん坊のような丸っこいほっぺに退屈の二文字をありありと浮かべている。

「ごめんなさい。残念ながら存じ上げません」

　ひとりひとりの顔を確認した上で、ヒナコは三下パンクにきっぱりと断言する。

「おまえ、丁寧なら無礼してもいいと思ってんのか！」

　ヒナコの生真面目さに逆上する三下パンクは地団太を踏む。じゃりじゃりと腰元の鎖が鳴った。その音がピタリと止やむと同時に詠唱をはじめた。

「〈向かう者に直進なし。弾はじかれ──〉」と詠唱の途中で三下パンクの口に、ヒナコは袋から取り出したサンドウィッチを強引に突っこんだ。

　詠唱の不成立により逆想リバウンドが発生。魔力の逆流が引き起こったが、魔術の腕がしょぼいので反動も少なそうだ。三下パンクはその場で尻もちをついた。

「食べ物を粗末にするのは、わたしの主義ではありません。が、迂う闊かつな詠唱は遠慮してもらいます！」

　しゃべらなくさせるのは魔術対策の初歩中の初歩。

　ヒナコは、おれの教えを忠実に実行していた。

　周りの連中がぷっと吹きだす。

　サンドウィッチを吐きだして起き上がった三下パンクが睨にらみつけると、周りはすぐ黙る。

「希き遊ゆもなんか言えよ！　俺おれたち、なめられているぞ！」と黙ったままの皇すめらぎ希き遊ゆにあっさりバトンを渡す。虎の威を借る狐きつねもここまで堂に入っていれば、もはや芸の領域だ。彼はずっと三人称でしゃべっている。あくまで個人ではなく、集団を代表した発言らしい。皇すめらぎなら魔術界でも指折りの効力をもつ金看板だ。

　集団のボスに祭り上げられている皇すめらぎ希き遊ゆは、ゆっくりと進み出る。

「朝あさ倉くらヒナコ」

「皇すめらぎさん。入学式のあとに一度お会いしましたね」

「ああ。希き遊ゆは、皇すめらぎだ」

　睨にらみ合うような剣けん吞のんさを欠いた、膠こう着ちやくと呼ぶにはいささか間の抜けた時間だった。

　昼休みの食堂に突如訪れた不思議な沈黙に耐え切れなくなった三下パンクは「皇すめらぎ家の初代は第零種なんだぞ。本当なら今年の新入生代表挨拶だって希き遊ゆがやるはずだったのに、朝あさ倉くら。お前が入学してきたせいで！」と朗々と語る。
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「志し戸ど。ちょっと黙れ」

　希き遊ゆはヒナコを眺めたまま忠告する。

「でもよ、希き遊ゆ！　この田舎者に、永えい聖せいの常識をしっかり教えてやろうぜ」

「失敬な。そっちが一方的に因縁つけてきただけですよね」とヒナコはすかさず反論する。

「ほーぅ。俺おれたちには興味ないってか。さすが新入生代表、余裕だな」

　絵に描いたように小こ童わつぱなセリフにおれは吹き出しそうになる。

「志し戸ど、痺しびれたいか」

　皇すめらぎ希き遊ゆの声が一段低くなる。

　歴史ある一族の直系として帝王学を学び、命令することに慣れた言い方だ。

「とめてくるわ」

　おれは思わず逢あい夏かの手首を摑つかむ。

「やめておけ。子ども同士の問題だ」

「…………かわいい助手を信頼するのは結構だけど学生生活は短くて長いの。朝あさ倉くらさんみたいな素直でやさしい子に苦しい想おもいをさせたくない。担任として見過ごせないわ」

「どうしてみんな、そんなに他人に関心があるんだ。暇なのか。それとも特定の集団に発症する病気でもあるのか？」

　浅ましい話じゃないか。

　ヒナコが他人に迷惑をかけたわけでもないのにわざわざ妨害する神経が信じられない。真面目に魔術に打ちこんでいる存在が、魔術学校という場で自分がやるべきことを怠っている罪悪感を刺激して目め障ざわりだというなら、そちらの方こそ迷惑極まりない。

　他人の邪魔をするより自分磨きに時間をつかった方がよっぽど有意義だろうに。

　おれは思わず首をかしげる。

　こぼれた本音に、逢あい夏かは怪け訝げんそうな表情をする。

「ここに通うような裕福な子たちは魔術よりも人づきあいに興味があるのよ。仲間とは親しく、それ以外には残酷でいることが当たり前なの。家族同士が公私ともに交流があり、みんな幼稚舎から永えい聖せい魔術学院に通う。向上心なんて抱かずとも、これまでもこれからもエスカレーター式に眺めのいい場所に昇れてしまう。そして死ぬまで付き合いのつづく仲間との結束を強めるために」

「手近な標的を見つけては蹴落とすか……」

　要するに嫌がらせ、イジメの類だ。

　虹に興味のない連中に語りかけるのは骨が折れそうだ。

　だが、逢あい夏かがおれの腕を振り切るより先に別の人物が割って入った。

「ちょっと新入生。うるさいわよ！」

　現れた少女に、ヒナコを囲んでいた他の連中に動揺が広がる。

「おい、あれって」「朱しゆ門もん先輩だ」「次期生徒会長の筆頭だろう」「もう現カ心ウ想ルをつかえるんだって」「ヤバくないか」「バカ、皇すめらぎの方が偉いだろう」「すげえ怒っているぞ」「美人だな」「あの人になら怒られてもいいかも」「フヘヘ」

　朱しゆ門もん蓮れん歌かは腕を組み、群れる一年生を冷めた眼まな差ざしで睨にらむ。

　細いツインテールに切れ長の大きな目が目立つ整った小顔、裾の短い制服のスカートから伸びた細脚はニーソックスに包まれている。

「せっかくのランチタイムに、鶏のように騒ぐ無粋な輩やからはどこの誰かしら？　食事は静かにってママから教わらなかったの」

　あれだけ騒いでいた三下パンク達たちは蓮れん歌かに気け圧おされていた。

「俺おれたちは、新入りに食堂の使い方を教えているだけだ」

「怒鳴る必要はないでしょう。あなた、声のボリューム調整できないの？」

「それはたまたま……」

「じゃあ黙りなさい。この子は席を離れると言っている。これ以上騒ぐ理由はないでしょう。一年生坊や」

「いや、そのぅ……そう、白黒は決闘でつける！　希き遊ゆと決闘しろ、朝あさ倉くらヒナコ！」

　言葉では太刀打ちできないと判断した三下パンクが、叫ぶ。

　戦うのはおまえじゃないのかッ！　とおれは思わず内心でつっこむ。

「たかだか座席の取り合いで決闘なんてするの？」

　蓮れん歌かは目を細めて、焦あせる下級生を見下す。

「これは、メンツの問題です。皇すめらぎに逆らうやつにはきちんと教育してやらないと」

　冷や汗をかく三下パンクは引きつった薄笑いを浮かべ、借りてきた言葉で返事をする。おそらく親の真ま似ね事ごとなのだろう。それほど魔術界で皇すめらぎ家は強大であり、皇すめらぎに従うのが当然の環境なのだ。

「……言っておくけどヒナコ、強いわよ。現カ心ウ想ルをつかうアタシと引き分けたもの」

「希き遊ゆは俺おれたちの学年ナンバーワンです！」と三下パンクは高らかに叫ぶ。虚勢ではない。彼は本心から皇すめらぎ希き遊ゆの実力を信じていた。学生食堂の空気がにわかに波立つ。

「矢や車ぐるまさんに蓮れん歌かの活躍を見せてやりたいな」

　朱しゆ門もん蓮れん歌かの思わぬ加勢におれはしみじみつぶやく。

「ハル。朱しゆ門もんさんとも知り合い？」

　もはや呼び方さえ気にせず、逢あい夏かが急に耳打ちしてきた。こそばゆい吐息を我慢する。

「蓮れん歌かはおれのクライアントだよ。今も魔術指導している」

「朱しゆ門もん会絡がらみでも、危ない仕事はもうしてないわよね」

　江え羽ば逢あい夏かは思いつめた表情で質問してくる。

「ぜんぶ真っ当だよ。昔と違って、おれの意思で仕事は選んでいる。石動いするぎさんの依頼だって、逢あい夏かの紹介だから引き受けたんだぜ。安心しろよ」

「ならいいわ」と逢あい夏かも視線をヒナコ達に戻す。

「やめときなさい。皇すめらぎが負けたら、それこそ一大事でしょう」

　呆あきれている蓮れん歌かは希き遊ゆを一いち瞥べつして、三下パンクに再度問う。

「──その言葉は聞き捨てならない」

　だが先に答えたのは他ならぬ皇すめらぎ希き遊ゆだった。

「あの、蓮れん歌か。わたしは決闘をするとは一言も言っていませんよね。勝手にややこしくしないでほしいんですけど」

　ヒナコは蓮れん歌かに訴える。

「入学式であんな挑発演説しておいて今さらなに言ってるのよ。ヒナコのせいで大笑いを堪こらえるのに必死だったんだからね！」

　蓮れん歌かは、弱腰なヒナコを睨にらむ。

「ヒナコ、やってみろよ」

　おれはヒナコに近づき、声をかけた。

「秀ひで春はるさん!?」「ダーリン！」

　ヒナコと蓮れん歌かが突然現れたおれに驚く。

「蓮れん歌か、ヒナコを助けてくれてありがとうな。ほんとうに助かるよ」

「ダーリンが喜んでくれたならよかったわ。お礼に結婚して」

「だーから開口一番、婚約要求しないでください！」

　いきなり、いつもの喧けん嘩かがはじまった。蓮れん歌かが事務所へ魔術指導に来るたびに言い争いをしている。よくも毎回飽きないものだ。

「黒くろ瀬せ、秀ひで春はる」

　皇すめらぎ希き遊ゆはおれの顔と名前をしっかり覚えていた。

「よう。また会ったな」

「ここでなにをしている」

「煽あおりにきた。問題は先延ばさないに限る」

　おれはヒナコと希き遊ゆの間に立つと、ぐるりと振り返った。

　帽子の位置を直して、両手をコートに突っこんだまま野次馬の生徒たちに告げる。

「君らも彼女たちの決闘が見たいんだろう！　革新的新入生代表か、歴史ある良家の一族か。どちらの腰巾着になる方が得か、見極めるに絶好の機会だ！」

　おれの声が学生食堂の高い天井に反響する。

　生徒たちはおたがいの顔色を窺うかがいつつ、中心に立つ少女たちの様子を注視した。言葉には表さずとも彼らの好奇心は漏れだしている。

「希き遊ゆは構わないぞ」

　誰よりも先に皇すめらぎ希き遊ゆは同意する。

　希き遊ゆの鋭い眼まな差ざしは朝あさ倉くらヒナコを一心に見つめていた。

　ヒナコは視線を受けて、あらためておれを見つめて真意をはかろうとする。

「はやく帰るのは放課後だろう。今は昼休みだ」

　おれの言葉でヒナコの表情から迷いが消えた。
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　希き遊ゆはさっさと学生食堂を出ていき、取り巻き連中が慌ててつづいた。

「ヒナコ、ずいぶん軽めの昼食だな」とおれはヒナコが購買で買った袋を覗のぞきこむ。

「お昼は質素倹約です。黒くろ瀬せ魔術コンサルタントが節約モードなのに、助手のわたしが贅ぜい沢たくできません」

「特待生制度で食費も全額補助されているんだろう。昼ぐらい好きなもの食べろよ」

「お昼は読書タイムなので単純に片手で食べられるものがいいんです。お行儀悪いですか？」

「あんまり根つめるな。適当な息抜きも忘れずにな」

「はい」

　食堂から人の波が一気に引いて逢あい夏かの存在に気づいた途端に、朱しゆ門もん蓮れん歌かはネジが壊れたように激しく動揺していた。

「えッ。え、えば、ええばばばっっっっっ」

「誰がババアよ」と逢あい夏かは呆あきれる。

「江え羽ば先生、なぜ食堂に。お昼はいつも職員室でしょう!!」

　蓮れん歌からしからぬ乱れっぷりにおれとヒナコは顔を見合わせた。

「蓮れん歌かになにかやったの？」

　おれが問いかけると、江え羽ば逢あい夏かはふつうに答えた。

「んー、朱しゆ門もんさんに現カ心ウ想ルを教えた」

　顎に指をそえて逢あい夏かは天井に視線を向ける。

「おまえかよ！」

　今度はおれが驚く番だった。

　おれは淡々とした逢あい夏かと静かに取り乱す蓮れん歌かを見比べ「ずいぶんとスパルタ指導だったんだな」と察する。

「スパルタなんてもんじゃないわよ！　地獄よ、地獄！　この血も涙もない女教師は、表情ひとつ変えないでひたすら厳しい要求しかしてこなかったわ！」

　蓮れん歌かは自分が味わった壮絶な苦労をありありと訴えた。
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「朱しゆ門もんさんが教えてって言ったんじゃない」

「アタシは完膚なきまで倒せればそれでよかったのよ！　完璧に現カ心ウ想ルをマスターしたいとまでは頼んでない！」

「相手が手て強ごわかったから、基礎から鍛えるしかなかったのよ。だけど勝てたでしょう」

「物事には限度がある！」

　同じ出来事を語る両名の発言はずいぶんと印象が異なる。

「ずいぶん蓮れん歌かを気に入ったみたいだな」とおれが逢あい夏かに語りかける。

「まぁ朱しゆ門もんさんの相手は面白いわ」

　おれも頷うなずく。

　逢あい夏かは一転、菩ぼ薩さつのような笑顔を浮かべて、おれに一言だけ告げた。

「ところで黒くろ瀬せさん、よくも勝手に決闘を仕切ったわね。あとで覚えておきなさいよ」

　美人の笑顔を真まに受けてはいけない。江え羽ば逢あい夏かの腹の底では怒りのマグマが煮えたぎっている。もう恐こわい。ふつうに恐こわい。すごく恐こわい。




　　　　　　　○




　永えい聖せい魔術学院には、対人魔術を行う専用の演習場がある。

　決闘が行われる演習場には、学校のテニスコートのように長方形の土俵が規則正しくならんでいる。地面から五十センチほど高くなっており、安全対策から一面ごとに高さ三メートルほどの高い柵で厳重に囲まれていた。上は吹き抜けになっている。

　さらに観覧席が周囲に配置されていた。

　突然決まった決闘の上、昼休みであるにもかかわらず多くの生徒が校舎裏の演習場に集まってきた。

　食べ慣れた美食より世紀の対決の方が見み物ものなのだろう。明らかに他の学年の生徒まで駆けつけており、校舎裏はちょっとしたお祭り騒ぎになっている。

　決闘の勝敗基準は次のふたつ。

　どちらか一方が魔力切れ、もしくは降参した時点で即終了となる。

　故意に怪け我がを負わせるような危険行為は禁止。

　制限時間は十分。

　あくまで日々の詠唱訓練の成果を競うという名目で、対人魔術の行使は古きよき伝統の名のもとに学校側から黙認されている。

　永えい聖せい魔術学院に幼いころから通う連中は親の代からつづく派閥に所属していることが多い。

　学生同士であっても派閥争いは立派に存在し、その解消手段として決闘という伝統システムが今日まで残っていた。

「決闘って制服でやるんだな」

　右どなりに座る江え羽ば逢あい夏かに、おれは質問する。

「魔術士としての面子めんつの張り合いだから、正装で行うのが礼儀なのよ。で、なんで朱しゆ門もんさんは黒くろ瀬せさんと腕を組んでいるのかしら？」

　逢あい夏かからおれをはさんだ側には、朱しゆ門もん蓮れん歌かがおれの腕にべったりと絡からみついていた。

「ダーリンと結婚して、アタシが一生養うのでお構いなく」

　開いた口が塞がらない逢あい夏かが、おれに汚物を見るような視線を浴びせてくる。

「江え羽ば先生こそダーリンと知り合いだったなんて初耳ですよ。どーいう繫つながりなんですか？」

　声の調子こそ明るいが、朱しゆ門もん蓮れん歌かは露骨に牽けん制せいしていた。

　小悪魔蓮れん歌かはわざわざおれのももに左手を置き、右肩がおれの胸に触れるほど半身を寄せて質問する。

　逢あい夏かはまともに取り合わず「昔、近所に住んでいたのよ。私の双子の弟が黒くろ瀬せさんに懐なついていた。それで私とも顔見知りになっただけ」と簡潔に答えた。

「つまり、おふたりは幼なじみで、恋人ではなかったんですね」

　蓮れん歌か、攻めてくる。

「ええ、違うわ」と江え羽ば逢あい夏かは力の抜けた声で答えた。

「それを聞いて安心しました」

　蓮れん歌かが笑顔になった直後、

「──私が告白して、ハルに振られただけ」

　返す刀で少女を絶句させた。

「おい、誤解させるような言い方は」

　冷めた横顔の逢あい夏かは「ほら、はじまるわ」とおれの言葉を無視した。







　演習場の中心で向き合う朝あさ倉くらヒナコと皇すめらぎ希き遊ゆ。

「よろしくお願いします」とヒナコは軽く礼をする。

「最年少でライセンスを獲とるのは、どんな気分だ？」

　希き遊ゆはぶっきらぼうに投げかける。

「どんな気分って、魔術やっていたら東京の学校に推薦入学できたからラッキーだなって」

「鬱陶しいだろ？　目立つと周りが好き勝手言ってくる」と希き遊ゆは周囲を見渡す。

「それ以上に色んな人に会えましたし、なにより好きな魔術をできるから毎日楽しいですよ」

　希き遊ゆは「その顔、気に入らない」と苛いら立だつ。

　集まった観戦客のテンションは、すでに最高潮に達している。彼らが期待するのは、突然現れた礼儀知らずな新参者を見事に打ち負かす皇すめらぎ希き遊ゆの雄姿だった。

　ヒナコは完全アウェイでありながら、涼しい表情ではじまりを待つ。こういう時の肝の太さにはつくづく感心させられる。遠くから見ていても、はやく魔術をつかわせろ、そんな高揚感がにじみでている。

　審判役を自ら買って出た三下パンクが、決闘の開始を叫ぶ。

　両者は飛び出すように詠唱をはじめる。

「〈靴底の疾風、千里をまたぐ一歩となれ〉」

　先に詠唱を終えたヒナコ。

　風を足にまとい、足取りは俊敏になる。彼女は風に乗って、素早い移動が可能となった。相手の初手を避けるべく、弾むような一歩で最初の立ち位置から即座に離れる。

　駆け出しの一歩が以前見た時より速くなっていた。

「〈地を這はう雷雲、空を裂く顎あぎと、稲妻は牙となれ〉」

　皇すめらぎ希き遊ゆの足元から地割れのように無数の閃せん光こうが迸ほとばしる。

　ヒナコの着地点、まさにその真下から雷撃が突き出た。

　雷は本来落ちるものだが、皇すめらぎ希き遊ゆのまばゆい電撃は地上から宙に向かって沸き上る。

　そうした現象を自然界では雷らい樹じゆと呼ぶ。

　下から昇る稲妻は槍やりのようにヒナコを狙い澄ます。

「っ。躱かわすのか」

　皇すめらぎ希き遊ゆの舌打ち。

　ヒナコは寸前で着地点への落下軌道を逸そらす。靴裏で圧縮された風が渦巻く。そのまま見えない足場に飛び移るような軽い足取りで直撃を避けていた。

　雷らい樹じゆの速度は目視による回避では間に合わない。山育ちの直感か。たいした反射神経だ。

　皇すめらぎ希き遊ゆは第二種〈電気〉の魔術特性を有している。

　初見で、あの昇天する電撃を回避できる者はほとんどいないだろう。

　ただの学生なら間違いなく一撃で決闘は終わっている。仮に初撃を逃れても、跳び上がった人間は着地してしまう。翼のない人間は地面を離れられないからだ。

　つまり、地上にいる者すべてが雷らい樹じゆの餌え食じきとなる。

　決闘場に広がる電気の網を放電させ、下から一撃で敵を仕留める罠わなのような魔術のつかい方。

　三下パンクが自信満々なのも納得がいく。希き遊ゆはこれまでも一撃で決闘に勝利してきた。

　小動物のようなかわいらしい外見とは裏腹にえげつない魔術だ。ただ──

「巧うまいけど、ぎこちないな」

「どういう意味？」

　放電をつづける希き遊ゆの顔を注視しながら蓮れん歌かは訊たずねる。

「彼女の性格に合った魔術のつかい方じゃない。誰かに強制させられている」

　勝つことに特化した一撃必殺の魔術のつかい方は皇すめらぎ希き遊ゆの発想ではない。別の誰かによる入れ知恵だ。指導した者は彼女の気持ちなどお構いなしに勝利最優先の極端な戦法を教えた。

　皇すめらぎ希き遊ゆは最初の立ち位置から一歩も動かず、新しい詠唱もせず、同じ魔術だけをつかう。

　おれならば彼女の〈電気〉にもっと別の指導をする。

「あの皇すめらぎの子、あまり楽しくなさそうね」

　蓮れん歌かは相変わらずおれの腕を離さない。

「詠唱も立ち回りも桁違いね。一年生の決闘としては平均を遥はるかに凌りよう駕がしているわ」

　逢あい夏かは言葉でこそ驚いているが、表情は落ち着いていた。彼女は昔からおれ達たちの対人魔術に見慣れていたのだから当然である。

「さながら風神と雷神ってところか」

　ヒナコが風で跳び回り、希き遊ゆは雷を迸ほとばしらせる。

　先ほどまで賑にぎやかだった観客たちの間には明らかな動揺が広がっていた。

　一撃で終わるはずの決闘が、終わらない。

　ようやく観客は朝あさ倉くらヒナコがこれまでの相手とは別格だと思い知る。

　史上最年少で魔術ライセンスを取得した天才少女は、万能の魔力源たる第一種〈万物流転ユニバーサル・フロー〉の魔術特性を授かった。彼女は事実上あらゆる魔術を行使することができる。

　立てつづけの雷らい樹じゆをヒナコは空中で器用に回避していた。恐ろしいことに最初に跳んで以来、まだ一度も着地していない。最小限の風でひたすら空中を移動していた。細かい制御が出会った時より上達している。

「一気に攻めないのはヒナコらしくないわね」と蓮れん歌かは興味深そうに戦況を眺める。

「サーカスにも限界があるぞ」

　胸の内にわく期待におれの口元には微笑が浮かぶ。

　ヒナコは回避しながら、じっと目を皿のようにして皇すめらぎ希き遊ゆの様子を観察していた。

　希き遊ゆ自身はその場を動かず、ひたすら雷撃が地面をのたうちながら天に向かって牙をむく。

　魔術の実力とは、魔術という現象を成す三要素の質と直結する。

　想像力で組み立てられた魔術の土台となる心しん想そう。これが強固に練られ、磨かれているほど揺るぎない魔術の行使が可能となる。心が乱れれば魔術はつかえない。

　次に言葉による詠唱。長短や単語の組み合わせなど小手先の技術ではなく、心しん想そうに根差した適切な言葉選びが重要になる。しっかりした構成であればあるほど結果が変わっていく。

　そして魔力。魔力量が多いほど有利になるのは確かだが、心しん想そうや詠唱がお粗末では魔術の結果もたかが知れている。

　実に単純な話ではあるが、優れた魔術士は才能以前にこれらの基礎をどれだけ鍛えられているかで実力を測れてしまう。

　ヒナコは上空に大きく跳び上がった。

「〈風花は刃、流れよ。尾羽のごとく凍て散れ〉」

　地上に向かって、ダーツのように細く長い氷が降り注ぐ。

　雷らい樹じゆが皇すめらぎ希き遊ゆを守るようにいくつも迸ほとばしり、氷を防いだ。

「今の魔術は時間稼ぎ。本命は、これか」

　おれの視線は空中に釘くぎづけになっていた。

「〈我が背に宿るは翼の守護、風をまといて天空の庭を翔かける〉」

　──朝あさ倉くらヒナコは空を飛んでいた。

　背後から放出される魔力がキラキラと空に消えていく様は、天使の翼を思わせた。

　見えない大きな翼が背中にはえたように彼女は空中に優雅にとどまる。

「飛行の魔術……」

　逢あい夏かは目の前で行われた詠唱の難易度を十二分に理解し、ただただ啞あ然ぜんとする。

　誰もが空を自由に飛びたいと願う。

　魔術士とて例外ではない。特に〈風〉の魔術系統をもつ者なら必ず一度は挑戦し、あまりの複雑さに挫折する。いや、その複雑さを理解する以前に諦める者が大半だ。翼をもたない人間という生き物は飛行する感覚を想像するしかない。

　だが、まだ十五歳になったばかりの少女は想像力によって魔術の翼を会え得とくしていた。

　無防備な表情を晒さらすのは集まっていたギャラリー連中も同じだ。

　ヒナコを知らない者にとっては二重の驚きだろう。

　魔術士はひとつの魔術特性しか持ち合わせない。だから〈万物流転ユニバーサル・フロー〉によって異なる特性の魔術をつかい、かつ飛行という高難易度で有名な魔術をつかう目の前の光景は魔術界の常識を激しく揺さぶる。

　入学式、由ゆい緒しよある皇すめらぎ家の令嬢を押しのけて代表挨拶に選ばれたのは必然。

　朝あさ倉くらヒナコの真なる魔術界デビューという歴史的瞬間に、今この場にいる者は立ち会っている。明日には彼らの親たちを通じて、ヒナコという存在は魔術界中に知れ渡るだろう。

「ハルが教えたの？」

　逢あい夏かは忌いま々いましげに問う。

「いや。おれも見るのははじめてだ」

　飛行の魔術は見世物として金をとれるほど難易度が高い。まさか高校の昼休みでお目にかかれるとは思わなかった。

「まさか即ア興ド詠リ唱ブ？」と蓮れん歌かが呆あきれを通り越して、ぼやく。

「さすがに飛行は無理だ。たぶん田舎に帰っていた時に死ぬほど暇だったから、山で練習していたんだろう」

「あぁー未完成のチートとか性た質ち悪すぎる」

　投げやりに言ったあと、蓮れん歌かは小さな声で「次こそは勝つんだから」とひとりごちた。

「そんな翼、撃ち落とす！」

　皇すめらぎ希き遊ゆが吼ほえた。

　昇天する電撃はさらに高さを増す。

　しかし飛ひ翔しようするヒナコのスピードは先ほどより数段速くなっていた。

　飛行により止まることなく急旋回できるため、回避運動はよりスムーズとなる。鳥かごのような演習場でも少女は自由自在に飛ぶ。

　雷らい樹じゆはもはや完全に届かない。

　ヒナコは高い空で縦に一回転、一気に滑空した。

「〈暴風に砥とがれし刃、氷結をもって先鋭する〉」

　風と同じくヒナコお得意の氷の魔術で、彼女の手には氷の剣が握られる。

　優美な氷の細剣を鋭いくちばしのように構えたヒナコは、皇すめらぎ希き遊ゆに一直線で迫った。

　あんな勢いよく突進してくれば誰でも逃げ出すしかない。

　だが、皇すめらぎ希き遊ゆは動かなかった。

　左手を右手首にそえて手のひらの射線上に、飛来してくるヒナコへと照準を合わせる。

　あのいやらしい下からの放電はすでに止まっていた。

「〈収束せよ、稲妻。汝なんじの咆ほう哮こうは空を引き裂く〉！」

　地面に拡散していた電撃は束ねられて、光の槍やりとなって放たれた。

　昼夜を逆転させるようなまぶしい光線により、熱が空気を焼いた匂いが漂う。

「〈鉄壁の風花よ、咲け〉」

　ヒナコは魔力を強引にぶち込んだ短い詠唱で、細剣を瞬時に氷の楯たてに変えた。

　全身より大きな雪の結晶を模した楯たては一瞬にして蒸発。だがヒナコは無傷で低空飛行を維持していた。

「……飛びこむ方も迎え撃つ方も大概だけど──止めないハルがいちばんイカれているわ」

　咄とつ嗟さに止めに入ろうとした逢あい夏かの魔術をおれは崩していた。

「信じているだけさ。本人には言うなよ」

　中腰の逢あい夏かはおれが摑つかんだ手を強引に引きはがし、荒っぽく座りなおす。

「〈刺せよ、稲妻。飛ひ針ばりが告げる〉」

　希き遊ゆは身を切るように単発で詠唱を重ね、ヒナコに抵抗する。

　か細い針を投げつけるような短い電撃。

　皇すめらぎ希き遊ゆは大汗を浮かべ肩で息をしながらも攻撃を緩めない。

　大技を仕損じた時点で、皇すめらぎ希き遊ゆの勝機は限りなく遠のいた。

　あんな危険な大技、学生同士の戦いで放つようなものではない。その姿は去年末、蓮れん歌かとの決闘で追いつめられたヒナコを思い出させた。

「あの皇すめらぎの子、土ど壇たん場ばになるほど燃えるのはヒナコそっくりじゃない」

　蓮れん歌かが意味深な笑いを浮かべて、こちらを見てきた。

「なんだよ？」

「ダーリンが食堂で珍しく煽あおった理由がなんとなーく察しがついただけ。相変わらずヒナコには甘いのね」

　空中のヒナコはあえて攻撃をせず旋回していた。ヒナコの大きな瞳はじっと相手を逃さず、見据えていく。

　観客席を包む空気は重い。希き遊ゆ渾こん身しんの電撃に歓声をあげていた彼らはヒナコの無事に愕がく然ぜんとし、この戦いの雲行きの怪しさを遅まきながら自覚した。

　力の差が歴然なのはもはや誰の目にも明らか。

　皇すめらぎ希き遊ゆの雷撃がさらに弱まる。飛距離が伸びなくなり、輝きも薄れていく。

　初撃必殺ばかりで長期戦をまったく想定していない魔術のつかい方。希き遊ゆの魔力は残りわずか。

「負けているのに笑っているわ」

　蓮れん歌かはわずかに興奮していた。

「いい度胸しているぜ。ああいうタイプは嫌いじゃない」

　こと旗色の悪くなる皇すめらぎ希き遊ゆは、自身が窮地に陥るほどに高揚していることが見てとれた。八重歯をむき出しにして笑う。

「ハル。悪い癖が出ている」

「才能があるやつを見ると、もったいないだろう」

「そうやって何人の人生を狂わせたのよ」

「人聞きの悪いこと言うな。切せつ磋さ琢たく磨ましただけだぞ」とおれは言い返す。

「まだ、そんな風に言えるんだ」

　逢あい夏かはどこか寂しそうだった。

　皇すめらぎ希き遊ゆは、攻撃は最大の防御に徹する。そして隙あらば逆転の一撃を、くらいの腹積もりはあるのだろう。彼女は戦局を観察し、無茶な特攻にはしることなく勝ちを拾うことを諦めていない。彼女の眼まな差ざしは死んでおらず、そこには戦う意志があった。

　どんな逆境でも知恵と工夫と決断で打破しようとする姿勢は美しい。

「ハルの美意識はきっと身を滅ぼすわ」

「自分の好きな物に殉じられるなら本望だろう」

「……それを見る周りの気持ちはわかる？」

　逢あい夏かは言い捨て、黙ってしまう。

　おれと逢あい夏かの間に見えないシャッターが下りた。右半身が急速に冷たく感じる。

「…………なに、その訳ありな空気感。超腹立つんですけど。さっきの告白して振られたとか、え、若気の至りとかあったんじゃないんですか！　決闘よりよっぽど気になるんですけど！」

　墓石との二十四時間耐久にらめっこに辛くも勝利した挑戦者のような蓮れん歌かは、血走った眼めで睨にらんでくる。

「朱しゆ門もんさん、悪いけどご期待にそう楽しい話はないわ」

　逢あい夏かは淡々と否定する。

「ほんとうにぃ。ひさしぶりに会ったんでしょう。やけぼっくいに火がついたりしてません？」

　蓮れん歌かの疑念は晴れない。

「火をつけるのは朱しゆ門もんさんの専売特許じゃない」と逢あい夏かが軽く流す。

「……いくらアタシが〈炎〉の魔術特性でも、江え羽ば先生がそんなつまらない冗談言うとは思いませんでした」

　おれ越しに場外乱闘がはじまりそうな気配をかき消すように、決闘は終わりを迎えつつある。

　ついに皇すめらぎ希き遊ゆの電撃が途絶えた。

　ヒナコはすかさず地面に膝をついた希き遊ゆへと飛びこんでいく。

「ごめんなさい」

　謝罪の声のあとに詠唱、やわらかい風が希き遊ゆの小さな体を柵の外へとすくい上げる。無抵抗のまま宙に投げ出された彼女は地面すれすれで見えない風のクッションに受け止められ、静かに着地した。

　ヒナコは翼をほどき、演習場の中央に立つ。

　勝利の喝采はない。

　葬式場のような沈痛な静寂が校舎裏に満ちる。誰もが見てはいけないものを見てしまった。そんな気分だろう。どのような反応をしていいのか。誰もが戸惑い、声を出せない。

　勇んで審判を買って出た三下パンクは目の前の結果に絶句し、動かなかった。

　──皇すめらぎの敗北。

　大勢に目撃された揺るぎない現実を永えい聖せい魔術学院の学生たちは受け入れられずにいた。

　彼らの世界はすべて既定の約束事で成り立つ。

　あらゆる物事は盤石でそれを覆くつがえすものは必ず排除される。あくまでも彼らに心地よい世界は永遠に続く、と疑うことさえなかった。

　ただひとり、朝あさ倉くらヒナコだけがすぐに演習場を下りて横になったままの皇すめらぎ希き遊ゆに駆け寄る。

　声をかけようとしたヒナコが息を吞のんだ。

　おれ達たちも観客席からふたりのもとへ近づく。

　皇すめらぎ希き遊ゆは泣いていた。下唇を強く嚙かみ、太陽を睨ねめつけながらとめどなく大粒の涙をぼろぼろとこぼしている。絶対に泣き声は聞かせない。

　そんな強固な意志を前に、かける言葉などありはしない。

　本気だった。

　ふるえる両の拳は制服の裾を強く握って離さない。

　皇すめらぎ希き遊ゆ本人に彼女の取り巻きのような慢心は一切なかった。

　全力で向き合い、己の全力を尽くし、最後まで自分の勝利を信じて、負けただけなのだ。

　健闘はたたえられるべきにもかかわらず、彼女に付き従う連中は誰ひとりとして希き遊ゆのもとへ来ない。

　かわりに現れたのは、入学式の時に希き遊ゆを追いかけてきた肥満体の中年男だった。

「一体、誰が決闘を許可しましたか。皇すめらぎ希き遊ゆ！」

　不愉快な声が浴びせられる。

　砂だるまこと九く賀が峰みねは足首から下だけ砂に変えたまま滑るように移動し猛然と希き遊ゆに近づく。

「答えなさい、希き遊ゆ」

　九く賀が峰みねは声を張り上げ、問いつめる。小柄な少女は涙をぬぐいもせず、立ち上がろうとして膝が笑い、手をついてしまう。今の決闘で魔力はほぼ空っぽだ。立てないとわかっていながら、九く賀が峰みねは立てと要求する。

「なぜ立たない」

「おい、いい加減にしろ」

　おれが思わず口をはさむ。

　砂だるまは「また貴様か。部外者は黙っていろ」と無視、腕を砂に変えて希き遊ゆを立たせる。

　希き遊ゆの首元まで砂が全身にまとわりつき、強引に立たせる。砂に絞め上げられて、少女は苦しげな表情で細い息を漏らす。

「九く賀が峰みね先生！　それはひどすぎます」と逢あい夏かが声をあげた。

「新米教師が口をはさむな。これは私のクラスの問題です」

　野太い声で恫どう喝かつし逢あい夏かを押し黙らせ、苦しげな希き遊ゆに問いただす。

「希き遊ゆ、君はいついかなる時も勝たねばならない！　失敗など許されない。そのために私が指導し、一流に育てている。君の失態は皇すめらぎ全体の失態なのだよ」

「わかって、おります」

　浅い呼吸をしながら希き遊ゆはなんとか答える。

「軽率な行動は慎みたまえ。正面突破など愚の骨頂。戦わずして勝ってこそ勝者なのだ。なんのために皇すめらぎに媚こびを売る連中が群がると思う？　魔術界のヒエラルキーは絶対だからだ。皇すめらぎの長きに渡る歴史と力は揺るぎない。だから彼らは皇すめらぎに奉仕する。それがもっとも賢いふるまいだからだ。なぜ希き遊ゆが自ら戦う！　そこで審判なぞをやっている役立たずを先に戦わせろ！」

　九く賀が峰みねは、三下パンクを指差す。

「希き遊ゆは、皇すめらぎとして、勝たなければならない。だから、朝あさ倉くらと決闘を──」

「泣くくらいなら、なぜ挑んだ。負けてはなんの意味もないだろう！」

　校舎裏に響き渡る罵声。

　おれは無遠慮に砂に両腕を突っこみ、希き遊ゆを引きずりだそうとする。

　流動しているはずの砂は固まり「それ以上の余計な真ま似ねをすれば腕を潰す」と九く賀が峰みねは脅す。

「今度こそ手加減しない。二度と人の形に戻れなくしてやるぞ」

　九く賀が峰みねは初対面の時の魔術崩しによる逆想リバウンドを思い出し、鼻の穴を大きく膨らませた。

　砂の拘束は緩み、希き遊ゆを引っ張りだす。彼女は大きく咳せきこんだ。

「最後まで諦めなかった生徒に教師がかける言葉じゃない」

　希き遊ゆを担かついでおれは逢あい夏かとともに保健室へ向かおうとする。

「努力をすれば報われると？　笑わせるな。美談が好きならテレビでも見てろ。これは現実だ。結果こそがすべてなのだよ！」

　九く賀が峰みねはおれの背中に嘲笑をぶつける。

「担任だか遠縁だか知らないが、おまえの暴言には私情が混ざりすぎだよ。成長途中の相手に馬鹿げた話だ」

　おれは強く静かに反論する。

　生まれた瞬間から饒じよう舌ぜつな赤ん坊なんていない。

　無茶苦茶を押しつける暴論を、魔術コンサルタントであるおれは看過できなかった。

「その子が生まれた時から背負っているのは皇すめらぎの一族という歴史そのものだ。貴様みたいな卑ひ賎せんな輩やからに推し量れるものじゃない。気安くわかったような口をきくな！」

　九く賀が峰みねも譲らない。

　黒くろ瀬せ、と希き遊ゆが声をあげる。

「安心しろ。君には才能がある」

「敗者への気休めはいらん」

「お世辞は聞き飽きていると思うが、こちとら助手が増えて懐ふところ事情が真っ赤な魔術コンサルタントだ。将来有望なやつには恩を売っておきたい」

　希き遊ゆは閉じかけたまぶたを、なんとか開く。

「おれを雇え、希き遊ゆ。今より魔術を楽しくしてやる」

　簡潔におれは自分を売りこんだ。
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　おれの営業活動に激怒する九く賀が峰みねを無視して、おれと逢あい夏かは希き遊ゆを保健室まで運んだ。

　一緒についてきたがったヒナコと蓮れん歌かは五時間目の授業があるから各自の教室に戻らせた。

　希き遊ゆをベッドに寝かせて、おれと逢あい夏かは特別授業の会場となる講堂へ移動する。

　他の建物にくらべて年季の入った大きな講堂は天井が高く、中庭に面した窓から午後の日差しがたっぷりと注ぐ。壇上に立てば、傾斜のある座席に上から下までならんだ聴講者たちを一望できる。これは壮観だ。全員の視線がこちらに注がれるのか。

「ハル。打ち合わせはとなりの控え室よ」と廊下から会場を覗のぞいているおれを促す。

　逢あい夏かは控え室の前で立ち止まる。

「どうした？　打ち合わせの時間は過ぎているだろう。はやく入らないのか」

　決闘を観戦した上、希き遊ゆを保健室まで運んだからとっくに遅刻である。

「……私にとってはここが本番なのよ」

　えらく深刻そうな顔で扉の奥を睨にらみつけている逢あい夏か。尋常じゃない気合いの入れようである。

「たかが打ち合わせだろう？」

「相手は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵よ」

　仰々しい単語を重苦しい声でつぶやくと、逢あい夏かは意を決して扉を開ける。

　控え室にひとり待機していたのは黒ずくめの男、魔術執行官・七なな上かみ冬とう矢やだった。

「なんでおまえがここにいるんだよ、冬とう矢や」

「それはこっちの台詞せりふだ、ハル」

　遅いと暗に責める鋭い視線を浴びせられながら、おれ達たちも部屋に入る。

「……ねじこまれたのはハルの方だよ。僕は最初から予定を押さえられていた」

「まさか冬とう矢やと石動いするぎさんが知り合いとはな」

「知っているもなにも僕を魔術執行官にしたのは、あの人さ」

　不承不承、冬とう矢やは告げる。

　おれの頭の中で石動いするぎ我が花ばなの素早い描写クイツク・ドロウに、七なな上かみ冬とう矢やの速射クイツク・ドローが否いや応おうなく重なっていた。問いつめるまでもなく納得してしまう。

「驚かないのかい？」

　おれが黙っていることを冬とう矢やが訝いぶかしむ。

「冬とう矢やが言うこときく相手なら石動いするぎさんも本物なんだって思ってただけさ」

「あの破綻者には借りはあっても師匠じゃない」と冬とう矢やは眉根にしわを寄せた。

　どうりで石動いするぎ我が花ばなと知り合ったばかりのおれが急に招集されたわけだ。特別授業の準備はおれに依頼する前から当然進んでいた。

　石動いするぎ我が花ばなの人選は正しい。

　生徒たちに近い十九歳という年若く白い肌の端正な顔立ちの冬とう矢や。烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪が隠すのは鋭い眼まな差ざし。細身の黒いスーツ姿は彼の職業を知らなければ、見み目め麗うるわしい青年といったところだろう。

　また人に向けて魔術を行使するのが大幅に制限されるご時世、魔術執行官は公然と対人魔術を許可された数少ない職業である。危険と隣り合わせの魔術犯罪を専門で扱う魔術執行官を英雄視する者も少なくない。

　血気盛んな学生から見れば、七なな上かみ冬とう矢やはさぞや優雅な人物に映る。

　特別授業の摑つかみとしては悪くない。もっとも愛あい想そのいい人はいくらでもいると思うが。おれが急に呼ばれたのは半分冬とう矢やのお目付け役だ。

　七なな上かみ冬とう矢やはおれと同じく朝あさ倉くら響きよう示じの弟子だった。

　付き合いの長さは江え羽ば逢あい夏かよりもさらに古い。

　そして、七なな上かみ冬とう矢やと江え羽ば逢あい夏かは無言で対たい峙じしていた。

「蜂の巣にするぞ、糸巻き女」

「その口縫ぬうわよ、鉄砲小僧」

　おたがいの存在を視界に入れた瞬間から自動的に戦闘態勢に入る七なな上かみ冬とう矢やと江え羽ば逢あい夏か。

　そう、こいつらはなぜか出会った時から激烈に反りが合わない。

　関係が軟化することも悪化することもなく、最初から相性最悪のまま今日まで来ている。

「またハルの尻を追いかけているのか。いい加減、諦めないと行き遅れるぞ」

「魔術執行官が学生相手に授業なんてずいぶんと暇みたいね」

　両者、相手の発言はまったく聞かずに一方的に嫌味を重ねる。なにこの魔術士にあるまじき暴言のノーガード戦法。ふたりとも鋼の精神なの。言われた分だけ言い返す意地の張り合い。

　口をはさむと両者の十字砲火をくらうため、おれはなにも言わない。過去の手痛い経験から無駄口を叩たたかないと固く心に誓ったのだ。

「ほら、空気が悪いよぉ」と石動いするぎ我が花ばながなに食わぬ顔でいちばん最後に控え室に現れた。彼女は平然と遅刻である。足元は来客がつかう緑のスリッパだった。

「ご無沙汰しております。石動いするぎさん」

　冬とう矢やは席を立って、一礼する。

「忙しいところ悪いね。活躍は耳に届いているよ」

　石動いするぎ女史の鷹おう揚ような対応にも冬とう矢やは特に不満を見せない。完全なる上下関係。石動いするぎ我が花ばなが七なな上かみ冬とう矢やを魔術執行官にしたという話はどうやら本当のようだ。

「石動いするぎさんは、常識的なふるまいの真ま似ね事ごとが上手になりましたね」

　冬とう矢やは表情ひとつ変えずに聞く耳を疑う感想を述べる。

「私だって今や大学教授だよ。服だって着るし、約束の時間は比較的守るさ」

「さぞや今日を愉たのしみにされていたんでしょうね。僕とハルをかちあわせたお気持ちはどうですか」

　口振りこそ丁寧だが、冬とう矢やの声は恐ろしく冷めている。相当振り回されたのだろう。わざわざ今日の詳細は現地で確認という段取りにしたのだから、石動いするぎ我が花ばなは確信犯である。

「冬とう矢やくんの、その心底嫌そうな顔が見れただけでも最高よ」

　ビキリと亀裂のはしるような音が聞こえた気がした。

「ええ、僕も来た甲か斐いがありましたよ。相変わらず石動いするぎさんの人の悪さを再確認できましたから。これであなたへの恩義はすでに果たしたことにさせてもらいます」

「さみしいこと言うなよ。私と冬とう矢やくんの仲だろう」

「上下関係はあっても個人的な信頼関係はなかったと記憶していますが」

「頭にきて魔弾を撃たなくなっただけでも、私は相当信頼されていると自負するけどな」

　石動いするぎ我が花ばなの言葉におれも激しく共感する。

　この奇妙奇き天て烈れつな光景を前に「あの冬とう矢やが、素直だと」とおれは正直驚いていた。

　いくら魔術執行官といえども気に入らなければ平気で魔術をぶっ放すような男なのだ。

「そうだ。せっかくだから対談形式にしましょう。うん、その方が楽しい」

　石動いするぎ女史は名案とばかりに手を合わせて、突然の無茶ぶり。

　誰にとって楽しいか。もちろん彼女自身である。

「聞いていません」と冬とう矢やは即座に言外で反対の意思を表明する。

「冬とう矢やくん、君に拒否権はない」

　おれにいたっては意思確認さえされなかった。




　　　　　　　○




　定刻となり、特別授業の第一回がはじまった。

　司会をつとめる江え羽ば逢あい夏かは如才なく進行をこなす。聞き取りやすい声としっかりした話し方。ぎこちなさは微み塵じんもなく本業と遜色ない。逢あい夏かの流麗な司会業に素直に聞きほれる。

　薄暗い舞台袖で出番を待っていると、足音を忍ばせて石動いするぎ我が花ばなが近づいてきた。

「黒くろ瀬せくんは保険だから。冬とう矢やくんがなにかした時はきっちりフォローしてね」

「おれにはもう今の冬とう矢やを止められませんよ」

　降参とばかりに両手をあげる。

　そんなおれの仕草に石動いするぎ我が花ばなは微笑し「冬とう矢やくんにそんな砕けた態度を自然にとれるのは黒くろ瀬せくんだけよ。彼はもう魔術執行官にどっぷり染まった。現代魔術社会の畏怖の権化として振る舞うのに板がつきすぎて、誰もが本質的に怯おびえてしまう。魔術執行官の幹部連中は厳いかめしい人たちばかりなのよ」と冬とう矢やを通じて古巣の変わらなさを確認していた。

「石動いするぎさんはなぜ魔術執行官を辞めたんですか？」

「私も子どもの時は、不止の魔術だったのよ。もともと魔術執行官の片手間より本格的に研究したいと思ってね。私にとっても消失した正午は大きな出来事だったんだよ」

「辞められたのは、消失した正午が原因ですか？」

「あれは生き方を変えるには十分すぎたよ。私みたいな魔術しか能のない人間の中から一時間足らずでも魔術が消きえ失うせたんだ。生まれついて授かったものは、自分に大きな影響を与えているんだと思い知ったよ。私にとっては新鮮な体験だった。冬とう矢やくんの世話も含めて、消失した正午から一年くらいで魔術省を辞めたよ」

「……魔術執行官としては事務方と仰おつしやってましたが、具体的にはどんな部署ですか。たとえば地下とか？」

「地下？　そりゃ用があれば地下にも行った気もするけど」

「──いいえ、もっと深いところです」

　舞台袖は薄暗く、石動いするぎ我が花ばなの表情はよく読めない。

　笑っているようにも困っているようにも見えた。

「今日は、この前より質問が多いね。どうして私の依頼を引き受けてくれたんだい」

　おれは壇上の端で仕事をする江え羽ば逢あい夏かの姿を見た。

「逢あい夏かと仲直りできればと思っただけです」

「私も一役買えたならなによりだ」

「もうひとつ。あなたにも興味がありますよ」

　司会の逢あい夏かが、石動いするぎ我が花ばなの名を呼ぶ。

「若い殿方に誘われるのはいいものね。あらためて食事にでも行きましょう。近所に行きつけの美お味いしいフレンチがあるのよ」

　石動いするぎ女史はニコリと笑みを返し、壇上に出ていく。

　生徒たちの拍手がおさまると、石動いするぎ我が花ばなは話しはじめる。

「やあ、金の卵諸君。六時間目にもなると、さぞや眠いことだろう。安心したまえ、眠気を吹き飛ばす刺激的なゲストを用意した。申し遅れたが、永えい聖せいの大学で不止の魔術を研究している石動いするぎ我が花ばなだ。世間では不止の魔術は金にならない役に立たない研究だと揶や揄ゆする者もいる。冗談ではない。魔術の制御ができなくなる可能性は誰にでもある。私はこう見えて優しいから、そんな自分だけは違うと勘違いした傲慢な連中でも泣きついてくれば手を差し伸べる。しかし邪魔をするなら容赦はしない。かかってこい。直すのは難しくても、壊すのは簡単だ。徹底的に実験材料として扱ってやる。逆に私と気の合う人や不止の魔術に興味がある人は、ぜひうちの研究室に来てくれ。本気の者には手厚く指導し、君たちのキャリアが少しでもよくなるように取り計らおう。優秀な人材を歓迎する、そして寄付をしてくれる人ならもっと大歓迎だ」

　壇上の魔女は一息でまくしたてる。

　挨拶と呼ぶにはいささか以上に挑発的だ。デリケートな問題を孕はらみながら、こうまで明け透けに話す人は少ない。別におれ達たちが話さずとも、生徒たちの眠気はすでに一掃されている。

「さっそくゲストを呼ぼう。ひとりは魔術執行官、ひとりは魔術コンサルタント。一方は魔術を取り締まり、他方は魔術の可能性を広げる。現実と理想、その両方の視点から魔術を考えるいい機会だ」

　石動いするぎ我が花ばなは慈悲深くも突き放すような遠い眼まな差ざしで、居並ぶ生徒たちに向ける。

「──君たちの空によき虹がかかりますように」

　石動いするぎ女史は最後にエールを言い添えて、壇上を降りた。

　おれと冬とう矢やの出番が回ってくる。

　義理によるささやかな拍手に呼ばれるように暗い舞台袖から照明の下へ急に出ると、まぶしさに目が眩くらんだ。目が慣れると最前列の席には朝あさ倉くらヒナコの姿がある。やっぱりア行は前だった。

　ヒナコは盛大に拍手しているが、おれともうひとりが冬とう矢やだと気づくと嫌そうな顔になった正直な子だ。

　壇上の真ん中、聴講席側へ八の字に開くように用意された椅子にそれぞれに着席する。

　逢あい夏かの司会で簡単な自己紹介をされると、冬とう矢やが先に話しはじめた。

「僕は無駄話が嫌いだ。聞きたいことがあるやつは挙手しろ」

「いきなりかよ！」

　問答無用で本題に入る冬とう矢や。おれを胡う乱ろんげに見ると、

「僕は呼ばれただけだ。僕から話すことはなにもない」

「ハイハイ、そうですか。ちゃんと答えろよ。じゃあ、質問ある人は手をあげて」

　会場の方々から手があがる。予想通り多くは女子生徒で、その質問のほとんどは七なな上かみ冬とう矢やのプライベートに関するものばかりだ。意外とミーハーである。

　冬とう矢やは機械的に質問を一言二言で捌さばき、次々に生徒を指名した。だんだんイラついているのがわかる。珍しく男子生徒が手をあげたので、冬とう矢やは特に確認もせず指名した。

　指名されたのは、皇すめらぎ希き遊ゆの取り巻きでもっとも騒いでいた三下パンクである。

「魔術執行官は人を殺せるんでしょう。悪人は倒せるし超楽しいっすよね？」

　三下パンクは下卑た笑いで年上を試す。希き遊ゆの敗北でケチのついた少年は憂うさ晴ばらしに、また他人をつかって騒ぐ。周りの友人たちは薄ら笑いを浮かべて同調する。

「……それが、聞きたいことか？」

　冬とう矢やはなんの感慨もなく少年を睥へい睨げいした。

「俺も魔術執行官になりたいんですわ。例えばあんたより強ければ、俺にも魔術執行官の素質があるってことっすよね！」

　どの口がほざく冗談だと、おれは苦虫を嚙かみ潰したような顔になるのを堪こらえた。

　無表情な冬とう矢やは少年の悦に入った顔を観察する。

「そうだ。魔術犯罪は凶悪化の一途を辿たどる。優秀な魔術士は引く手あまただろう。社会の秩序は誰かが守らねばならない。君に才能があるなら魔術省は喜んで迎え入れるだろう」

「じゃあ俺をスカウトしてくださいよ！　俺の魔術特性は〈反発〉っす！」

　三下パンクはさらに増長し、ご丁寧に自分の魔術をベラベラと話す。

　見かねた逢あい夏かが「脱線した質問は控えてください」と遮ろうとした。

「いいや、特別に答えよう」

　冬とう矢やは席を立ち、壇上の端まで進む。そして腰を落とす。

「犯罪は処罰されるべきものだ。我々はその手段として魔術を用いる。個人の感情は関係ない」

　冬とう矢やは一本調子で淡々と答える。

「我欲を満たすために魔術をつかうのはクズだ。我々は容赦しない。ひとりのエゴで多くの犠牲が出ることを許さない。魔術執行官は人を殺すことも厭いとわぬ仕事だ。親子ども友人知人であろうと罪を犯す者は容赦なく断罪する。その覚悟がない者は門を叩たたくな」

　冬とう矢やはあくまでも淡々と説明する。その静けさが空恐ろしい。三下パンクの表情は曇りはじめた。黄色い声をあげていた女子生徒たちも黙りこむ。

「僕は時間の無駄が嫌いだ。君が遊び半分で魔術執行官になるような覚悟のない者か、この場で試す。永えい聖せい魔術学院に通っているから優秀なんだろう。間違って魔術執行官になって命を落としたら保護者も悲しむ。何年後かに面接に来られても困る。魔術省も役立たずはいらない。ミスマッチはなくすに限る」

　冬とう矢やは黒い手袋をはめた手で指鉄砲を形づくり、その人さし指を三下パンクに向ける。

「おい、子ども相手にムキになるな」

「ハルもこんなバカに殺されたら、たまったもんじゃないだろう」と冬とう矢やは肩越しに答える。長い前髪に隠れて、表情は窺うかがい知れない。

「簡単なゲームだ。僕が撃ち、君はしのげ。僕の魔術は第一種。魔術名は〈正射必中パーフエクトスコア〉、必ず命中する魔弾だ。一発でも直撃を回避できれば君を魔術執行官として推薦する。この七なな上かみ冬とう矢やの名に誓って、優秀な君を魔術執行官にしよう」

　三下パンクの周囲に座っていた他の生徒たちが一斉に座席を離れる。真ん中にひとり残された彼は慌てて左右を見回す。丸い空洞に位置する姿はあたかも的そのものだった。

「お、俺の親おや父じは魔術省の上層部と繫つながっているんだぞ！」

「それが、なにか？」

　冬とう矢やは開口する蛇のように嗤わらう。

「へ、下手なことをして後悔するのはお前なんだからな!!　謝るなら今のうちだぞ」

「自分の言葉には責任を持とうよ、お坊ちゃん」

　冬とう矢やの照準は三下パンクに定まる。

「できっこない！　はったりだ！」

　自身の怯きよう懦だを散らすように三下パンクが叫ぶ。

「幼稚を誇るな。──」

　冬とう矢やの唇がかすかに動く。

　少年がわめく──本人は詠唱のつもりのようだが、それより先に魔弾は指先から発砲された。

　最速詠唱の魔術士相手に、ただの高校生の詠唱が間に合ったところで冬とう矢やの魔弾が防げるはずがない。

　十中八九、魔弾は命中する──はずだった。

　おれが舞台袖を見ると、石動いするぎ女史の右手には羽根ペンが握られている。極現心想セミ・カウルが発現し、魔弾は彼女が展開した見えない壁で遮られていた。ステージと座席を二分する床から天井まで届く巨大な魔術の防壁。密度の濃い魔術で築きあげられた透明な壁は、美しく見事なものである。

「冬とう矢やくーん。さすがに子ども相手はマズイ」

　壇上の魔術執行官も鋭い視線を舞台袖に走らせた。

「自分の言動に責任をもてない者は魔術をつかうべきじゃない」

「それを教えるのが学校という場所だよ」

　石動いするぎ女史はあくまで悠然と冬とう矢やに語りかける。

「では、僕も教育しましょう」

　冬とう矢やはゆっくり立ち上がり、わずかに天井を見上げた。

「〈乳歯もはえぬ、猟犬の玉遊び〉」

　つぶやきに等しい詠唱がこぼれ、石動いするぎ我が花ばなが引いた壁を一発で撃ち砕いた。

　それは魔弾の曲芸撃ち。

　次の瞬間、三下パンクの首がのけぞる。腰元の鎖がジャラリと鳴り響く。魔弾はアッパーカットのごとくあごを跳ね上げ、天井に向かって体ごとが浮きあがった。

　三下パンクが宙を舞う。

　眉間、頰骨、鎖骨、脇腹、腰骨、臀でん部ぶと次々に狙った箇所へ寸分違たがわず命中し、講堂の宙を踊るように体が窓まど際ぎわに流れていく。最後に窓ガラスを撃ち砕いて、少年を外に弾はじきだした。

「ここが一階でよかったな」

　冬とう矢やが囁ささやく。

　動く気配は、ない。

　魔術執行官の力量を測れないほど永えい聖せいの学生も愚かではない。最小限にそぎ落とされた詠唱で魔術の連続行使。しかも対象へのダメージを抑えた精密射撃。もはや悲鳴さえなく、会場の生徒たちは顔面蒼そう白はくで息を吞のむ。

　おれは急いで壇上を降りて、砕けた窓から外を見る。

　生垣の上で三下パンクは気を失っていた。手て際ぎわのいい痛めつけ方だ。殺さない程度に徹底的に痛みを叩たたきこむ。これでまだ歯向かうようならば生粋の愚か者だろう。

　午後の日差しがたっぷり差しこむ広い空間に切り絵のように強調された七なな上かみ冬とう矢やの姿。全身黒衣の男は不吉な黒い影として君臨する。

「悪いけど立場上報告はさせてもらうよ」と舞台袖から現れた石動いするぎ女史は、冬とう矢やに息がかかるほど近づいて不気味な笑みを浮かべた。

「ご自由に。もう命令をきかなくて済むなら清々します」

　七なな上かみ冬とう矢やはそのまま壇上から舞台袖に消えていく。

　おれは冬とう矢やを追いかける。

「冬とう矢や！　この状況、どうするんだよ」

　舞台袖の闇に溶ける彼の背中に文句を投げつけた。

「僕は朝あさ倉くら響きよう示じを必ず探し出す。そのために魔女にすべてを売り渡し、魔術執行官になった。すべてを白日の下に晒さらし、必ず殺す」

　消失した正午が起こり、七なな上かみ冬とう矢やが魔術執行官になった年齢はちょうど聴衆である生徒たちと同じくらいだった。おれが魔術省の地下から解放された時、すでに彼の身は魔術省にあった。ふつうの少年として送るべきありふれた思春期を捨て去り、彼は今の力を手に入れたのだ。

「冬とう矢や。自分も他人も殺しすぎるな」

「ならハルはエサとして役に立て。元弟子たちが自由でいられるのは、朝あさ倉くら響きよう示じを生け捕りにするためだ。そしてようやく朝あさ倉くら響きよう示じの模造人格デツドコピーが現れたんだ。洗脳された者だろうが残らず捕らえて、すべてを吐かせる。ハルも魔術崩しで消すなよ」

　七なな上かみ冬とう矢やが刺すような視線で睨にらむ。

「善処はするさ」

　朝あさ倉くら響きよう示じの魔術〈覇権言語マスタータング〉は強力すぎる第二種〈洗脳〉であり、本人も制御できない不止の魔術だった。洗脳された相手は、模造人格デツドコピーと呼ばれる朝あさ倉くら響きよう示じの思考や嗜し好こうそのものを完全に刻みこまれる。

　そして、おれの魔術崩しが引き起こす逆想リバウンドは、洗脳された相手が宿す朝あさ倉くら響きよう示じの模造人格デツドコピーを消すことができる。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるはエサであり、対抗手段という我ながら面倒な立ち位置にいた。

「ハル、立て直すのが魔術コンサルタントの仕事だろう。その調子で後始末も任せた」と我関せずの冬とう矢やは立ち止まることなく会場を去る。

「言われなくても、受けた仕事は最後までこなすさ」

　おれは帽子の位置を直して、明るい壇上に戻る。







　三下パンクは担架で担かつぎ出だされ、砕けた窓からは生温かい春の風が講堂に吹きこむ。

　大人たちは慌てふためき、子どもたちは戸惑う。非常識が暴走トラックのように横から突っこんできたに等しい状況に出くわして、永えい聖せい魔術学院の生徒たちは魔術執行官の恐ろしさを深々と胸に刻んだ。親の七光りに任せて、魔術執行官に軽口を叩たたく者はいないだろう。

　もはや特別授業の第一回は中断と思われたが、責任者である石動いするぎ我が花ばなは「ここは保険に頼ろうじゃないか」とおれを再び壇上の真ん中に立たせた。鶴の一声には逆らえない。

　逢あい夏かの視線が、大丈夫、と語りかける。

　おれは逢あい夏かに軽く頷うなずいて、生徒たちに向き合った。

「さて、時間もあまりないし手短にいこう。話が長いと眠くなるからな」

　クスクスと数名が笑う。

　反応のよさそうな生徒に目配せして、話をつづける。

　ヒナコは不安げにこちらを見つめていた。そんな顔をするな。なにも心配することはない。たとえ失笑を買うことになっても命まではとられないのだ。恥で済むならいくらでも挑戦する。魔術の道は、無数の挑戦と失敗によってのみ切り拓ひらかれるものだ。

　万能の正解などなく、あるのは常に変化の過程のみ。

　魔術を志すものが失敗を恐れてどうする。

　機会とは居場所だ。

　居場所にいられる間は正直でありたい。

　さて、仕事をするとしよう。おれは懇切丁寧にきれいごとを語ろう。

「ここにいる多くは将来魔術に関わることはあっても実際につかう人は一握りでしょう。生まれついて与えられた魔術は君たちの特徴であっても、生活できるほどの収入に結びつく特技になるとは限りません。懸命な君たちはいつか理想と現実に折り合いをつける日が来るでしょう。それまで悔いを残さず全力を尽くしてください。幸運にも君たちは魔術を学ぶのに最高の環境にいます。学生生活をぜひ有意義に過ごし、君たちの魔術が正しくつかわれることを切に願います」

　おれは魔術を強要しない。彼らの多くは継ぐべき家業、やるべき仕事がある。自らの資質に無関係な生き方をして、そして子孫へとまた引き渡す。今の日本でも珍しい部類の若者たちだ。

　魔術だけで生きるのはリスキーで将来の保証はない。

　まっとうな親なら一族郎党が魔術士、あるいはよほど才能に恵まれていない限りは子どもに推奨しないだろう。

　魔術の研けん鑽さんはどうしても若い日々を膨大に費やすことになる。

「賢い君たちは粛々と与えられた運命を最初から受け入れ、自らを危うくすることはしないでしょう。自分の存在の一部である魔術が自分の人生を時に台無しにすることもある」

　我ながら正論を吐く時ほど頭が冴さえる性分が嫌になる。

　もっと情熱的に魂をこめるような暑苦しいまでの熱弁をふるってみたい。話せば話すほど、おれの意識は頭の裏、そのまた上で幽体離脱をしているように状況を俯ふ瞰かんしている。

　偽りなき本心を語れども、我が身に陶酔の高揚は微み塵じんも訪れない。

　──冷めて、覚めて、醒さめている。

　いつから自分はこうなってしまったのだろう。

　四年前、消失した正午が起きた時か。

　幼き日、朝あさ倉くら響きよう示じと出会った時か。

　それともはじめて自分の魔術が発現し、実の父親の魔術を奪い去った時か。

　おれが失った〈永久言帝エンペラースペル〉は、他者の魔術を二度とつかえなくさせる超越的な力。

　ゆえに史上七番目の第零種に認定された。

　個人で抱えるには大きすぎる力を自覚した時から、黒くろ瀬せ秀ひで春はるはどこか自分を持て余す。

　おれの魔術はうかつに行使してしまえば、他人の魔術士としての人生を壊してしまう。

　危ない力はつかわないに限る。同時に、おれは魔術が好きだった。

〈永久言帝エンペラースペル〉を失ったあとでさえ魔術への想おもいを絶ちきれなかった。

　魔術を失った人間が未練たらしく魔術にしがみついている、と我に返るもうひとりの自分が嘲る。もしも魔術を失わなければ、黒くろ瀬せ秀ひで春はるは今おれが語りかけている学生たちのように魔術学校に通い、彼らと同じく家業を継いでいたに違いない。

　皮肉な話だ。

　それでも仕事だと割り切り、白々しくも前向きに語ってみせよう。

　聖人君主になれはしない。不完全こそが人間である。

　開き直りは人生に追い風を呼ぶ。

「──私が魔術コンサルタントを選んだ理由はふたつあります。誰かを傷つけるより救いたい。そして不止の魔術を改善したい人たちがいました。それは友人であり、彼には双子の姉がいます。彼らとは幼いころから親しく、友人の姉も私も不止の魔術に苦しむ友人を助けたいと可能性を模索してきました。友人の不止の魔術は今では緩和され、日常を支障なく過ごせています」

　逢あい夏かの弟、ナツはおれが魔術崩しを生み出すなかで改善の糸口に辿たどり着ついた。

「私は、嬉うれしかった。報われたと思った。自分が誰かの役に立てたという実感は私自身の救いでもあります。ひとりを救えば、周りにいる人々の喜びにもなりえる。その友人の力になれた瞬間こそ、私が新しい虹を見つけた瞬間でもあります」

　人生とは捨てたもんじゃない。

　まして目の前で向き合う少年少女たちは、人生を決めるには若すぎる。

　希望も絶望もすべては糧かてになりえるのだ。

「どうか自分を見限らないでください。どうか可能性を諦めないでください。君たちが持ち合わせる最大の武器は時間です。仲間たちとの絆きずなを深めるのもいいでしょう。自分の趣味に没頭するのも構わない」

　おれは一度言葉を切る。

「学生時代は大人の入口ですが、すべてが決まる場所では決してありません」

　人生とは気づいたらはじまっている。誰も号令をかけてくれない。逆に言えばスタートは自分で決めても構わないのだ。

　おれは大きく息を吸いこんで、一気に駆け抜ける。

「なにをしていいかわからないなら、なんでも試せ。自分の魔術を馬鹿みたいに鍛えろ。学年を無視して、魔術ライセンスくらい獲とってみせろ。上の連中なんてさっさとぶち抜いて、好き勝手やればいい。魔術に本気になれないなら無理せず違う自分を見つけろ。君たちの生き方は決してひとつじゃない。自分の人生は自分のものだ。与えられた目先の価値にしか関心がないのは勿もつ体たいない。今の楽しさに逃げこむな。つまらない一時の衝動で人生を棒に振るな。君たちは自分で推し量るより遥はるかに大きな可能性を秘めているんだ。心の底から感動したものを信じてみせろ。好きなものに一生懸命になった経験は、死ぬまで無くならない財産になる」

　おれは真剣にこちらを見てくる会場の少年少女たちを、最後に見渡す。

「君たちの空によき虹がかかりますように」

　わずかな沈黙。

　ゆっくりと、入場時よりずっと大きな拍手が沸き上がる。

　泣いているのは、ふたりだった。

　涙目のヒナコは誇らしげに手を叩たたく。身内びいきも困ったものだ。恥ずかしくて仕方ない。

「ありがとう」とおれは壇上を辞する。

　舞台袖に戻るために司会の脇を横切った際に「ハンカチ、二枚必要だっただろう」と囁ささやく。

「……一枚で十分よ」

　江え羽ば逢あい夏かは頰に一筋の涙を流す。

　逢あい夏かにハンカチを渡して、おれは無事に仕事を終えた。




　　　　　　　○




　控え室に戻ると、当然のように七なな上かみ冬とう矢やの姿はなかった。

「ほんとうに帰りやがった」
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　おれは席に座って、水を飲む。

　疲れた。大勢の人の前で話すのはやはり緊張する。気を抜いた途端、急にぐったりした。ワイシャツの下でたっぷり冷たい汗をかいているのがわかる。

　一息でペットボトルの水を半分ほど飲んだ。すると扉がノックされる。

「黒くろ瀬せ」

「おう、もう歩いて大丈夫なのか」

　現れたのは皇すめらぎ希き遊ゆだった。わずかに疲労の色は残っていたがきちんと自分の足で歩いている。

「もともと回復ははやいほうだ。それに大怪け我がした志し戸どが保健室に担かつぎこまれて、目が覚めた」

「あー、あれはだな」

「どうせ志し戸どの自じ業ごう自じ得とくだろう。あいつは昔からお調子者で、すぐ過信する。大方魔術執行官相手にふっかけて返り討ちにあったとかだろう」

「まさしくその通り。話があるなら座ってから聞こう」

　おれはペットボトルの蓋をしめて椅子をすすめる。

　希き遊ゆは大人しく従い、おれと向きあう。上背がないから椅子にちょこんと座る姿は、お人形さんと正対しているような気分になる。

「おまえの話、最後の方だけ聞いた。思っていたより、悪くなかった」

　希き遊ゆは率直に感想を述べる。

「……決闘の時、危うく朝あさ倉くらを怪け我がさせるところだった」

「最後の一撃か。まぁヒナコも前に似たようなことがあったし、幸い怪け我がもない。これからは気をつけてくれ。疲れてやけになった時の魔術は失敗しやすい。逆想リバウンドは強烈だぞ」

　去年末蓮れん歌かと決闘した時は、おれがヒナコを止めなかったら、フロリダビルごと消し飛ぶところだった。希き遊ゆの大技などかわいいものである。

「きっと希き遊ゆが悪いことをしても、皇すめらぎの家はすべてもみ消す」

　希き遊ゆはバツが悪そうに顔をそむける。

「皇すめらぎじゃなくても当たり前だ。子どものとれる責任なんて限界がある。子どもを守るのが大人の役目だ」

「そんな立派なものじゃない。皇すめらぎはもっと残酷だ」

　希き遊ゆの感情を殺した表情は作り物めいていた。

「家の愚痴を漏らすなんて君も人並みなところがあるんだな」とおれは笑う。

「皇すめらぎの家は重すぎる。希き遊ゆがなにをしたところで変えられない」

　諦め、悟ったような口振りは高校一年生の少女が口にするには軽すぎる。

「──なら、なんで来た？」

　おれは再び問う。

　ビクリと肩をふるわすだけで、希き遊ゆは顔を伏せたままだ。

「君はなぜ魔術をするんだ？」

「わからない。希き遊ゆにとっては魔術の家に生まれた者の義務でしかない」

「足元を探しても、自分の答えは落ちてない」

　皇すめらぎ希き遊ゆは顔を上げる。

「わからないけど、このままじゃいけない。そう思って来てくれたんだろう。──君の虹は、これから見つければいい」

「黒くろ瀬せ、希き遊ゆは…………」

　皇すめらぎ希き遊ゆは最後の一言が喉元でつまる。

　おれは黙って手を差し出す。

「おれができるのはここまでだ。君に押し売りはできない。選ぶのは君次第だ」

　希き遊ゆはおれの手を見つめながら、唇を小さく開閉する。

「ともに悩もう。ふたりなら楽になれる」

「なら希き遊ゆは朝あさ倉くらに勝ちたい」

「ヒナコは強敵だぞ」

「望むところ」

　皇すめらぎ希き遊ゆがおれの手を握る。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントは新しい仕事を得た。
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　皇すめらぎ希き遊ゆの要望で、彼女のトレーニングは放課後に行われることになった。

　おれはきちんと時間をとるつもりでいたが、多忙な皇すめらぎ希き遊ゆは学校を一歩出ると習い事や予定でスケジュールがぎっしり埋まっている。時間の融通が利きくのは逆に校内にいる間だけだそうだ。彼女の時間は皇すめらぎ家で管理されており、新たに指導日を設けようものなら各所に角が立つ。

　皇すめらぎの令嬢の時間は、魔術界のあらゆる勢力が奪い合っている。

　我ながら背中から刺されかねない状況だ。

　もっとも皇すめらぎ希き遊ゆへの指導内容的に、今回は放課後をつかえるのは都合がいい。

「これは希き遊ゆの個人的な依頼だ。朝あさ倉くらに勝つためなら遠慮しなくていい」

　希き遊ゆは強い口調でそう断言した。

　すべて一任されたおれは彼女の目標を達成するためのメニューを組み立てる。

　おれはクライアントの要望を可能な限り叶かなえる魔術コンサルタントなのだ。

　ひとつ問題なのは短期集中トレーニングとはいえ、他の仕事もあるおれがつきっきりで監督するのは難しい。

　まだまだ鍛える余地のある希き遊ゆには基礎の底上げをしつつ、今ある癖を抜いていく。

　メニューの大半を占める魔術の基礎訓練は地味でつらく途方もない。ひとりだけでつづけるのは厳しいだろう。メニューだけ渡してすべて自力で管理実行できれば大したものだが、人間の意思の強さはたかが知れている。

　永えい聖せい魔術学院の生徒であり我が黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの助手を自称する朝あさ倉くらヒナコに、おれは新たな仕事を与えた。

「はい、あと十周ですよ。がんばってください、皇すめらぎさん！」

　汗だくになりながらグラウンドを走りつづける希き遊ゆにヒナコも併走していた。

　放課後は毎日、皇すめらぎ希き遊ゆのトレーニングに付き合え。

　決闘に負けた相手と一緒にトレーニングをすることに最初は難色こそ示した希き遊ゆだったが、彼女みたいな競争心の強いタイプは近くにライバルを置いた方が燃えて、やる気を出す。実際初日からヒナコとの体力差を実感した彼女はすぐに気にしなくなった。

　皇すめらぎ希き遊ゆの優先順位を弁わきまえ必要なことを躊ちゆう躇ちよなくこなせるところには、つくづく上に立つ者としての資質を感じる。彼女なら家名や財力ではなく、人間性で多くの人が慕ってくると思う。

　おれは石動いするぎ我が花ばなの研究室で打ち合わせを終えて、そのまま高等部の敷しき地ちに移動する。逢あい夏かから来校者カードを発行してもらったので平日でも出入りはスムーズとなった。

　グラウンドの芝生スペースに立ち、おれは彼女たちの走る姿を眺める。

「黒くろ瀬せ師匠よ、朝あさ倉くらはほんとうに我流なのか」

　希き遊ゆはおれの前を走り抜ける際、思わず愚痴をこぼす。

「身体を鍛えれば自おのずと魔力も増える。魔力が増えれば、魔術も今より長くつかえる。勝ちたいなら走れ！」とおれは、また離れていく小さな背中を鼓舞する。

　おれが魔術について具体的に指導をする前に、まずは徹底的に走りこませた。

　体力向上にともなう魔力量アップはもちろんあるが、それ以上に皇すめらぎ希き遊ゆの魔術のスタイルを再構築するためにしみついた癖を取り除く必要がある。なまじ才能のあるタイプは中ちゆう途と半はん端ぱにこなせてしまう上、自分の勝ちパターンを簡単に捨てられない。無意識の反応さえ奪い去るほどへとへとにして、新しく覚えこませる。

　課した周回をこなして、おれのところに希き遊ゆたちがやってきた。

「意外と、スパルタだな！」

　芝生に倒れこんだ希き遊ゆが息も絶え絶えになりながらやけっぱちに叫ぶ。

「皇すめらぎさん。水とタオルをどうぞ」

　希き遊ゆと同じ距離を走ったにもかかわらずまだ余裕のあるヒナコが、ペットボトルとタオルを持ってきた。希き遊ゆはふんだくり、喉を鳴らして水分補給する。

「あんまり飲みすぎるなよ」とおれは希き遊ゆに思わず注意した。

「失ったものは、取り戻さねばいけない！」

　希き遊ゆは鬼の形相でこちらを睨にらみ返し、飲みつづけた。

　ポニーテールのヒナコも学校指定のジャージの上を脱いで、休憩する。

「風が気持ちいいですね」

　ヒナコもタオルで汗をふきながら一息つく。

　寒すぎず暑すぎない気候は外で運動するにはもってこいだ。ゴールデンウィークを越えてしまえば、五月の都心はすぐ夏のような陽気になる。永えい聖せい魔術学院には屋内にジムがあり、運動器具一式が充実していた。最新のランニングマシンもあるからわざわざ外で走る必要もないが、希き遊ゆもヒナコも景色が変わらないのは苦痛ということでグラウンドを利用している。

「う。お腹なかが」

　案の定、芝生に寝そべる希き遊ゆは水分でポッコリとしたお腹なかをさする。

「お嬢様、お行儀が悪いですよ」

　おれが指摘すると「朝あさ倉くらに負けた時点で今さらどう思われようが知らん」と本人はあっけらかんとしたものだった。

「本気のトレーニングにはぬるい取り巻きはいない方がいいさ」

　金魚の糞ふんのようにひっついていた希き遊ゆの同級生連中がもうここにはいない。

「そう言えば冬とう矢やに撃たれた奴やつは無事なのか？」

「志し戸どのことか。あいつは魔術病院で治療中だから、さっさと退院してくるさ」

　希き遊ゆはただ事務的に報告する。

　わざわざ金のかかる魔術病院で治療とは、さすが永えい聖せい魔術学院に通うお坊ちゃんだ。

　通常の医療行為を行う病院とは別に、東京には魔術による治療を専門で行う病院がある。治癒の魔術特性をもつ魔術士により、本来外科的な手術が必要である病びよう巣そうに対して、専門の魔術で身体を切ることなく治療ができる。あるいは回復力を強化して自然治癒よりはやく完治させる。料金はかなりかかるが痛みが少なく傷を残さず治療ができるため、俳優や金持ちがこぞって列をなす。

「治る怪け我がや病気を金に糸目をつけず治せるんだから恵まれているな」

　おれは皮肉めいた感想をこぼす。

　自分の空っぽの手のひらを眺めていると、横からヒナコが手を重ねてきた。

「心配しなくても、わたしに任せてください」

　温かい手がおれの手をぎゅっと摑つかむ。

「朝あさ倉くら。どういう意味だ？」

　希き遊ゆはヒナコの言葉に興味を示す。

　ヒナコはおれの手を固く握って離さず、むしろ誇示するようにおれの腕ごと前に突き出す。

「秀ひで春はるさんは今魔術がつかえないんです。だからわたしが秀ひで春はるさんの魔術をとりもどすんです」

「魔術崩しが、黒くろ瀬せ師匠の魔術じゃないのか？」

　不可解とばかりに希き遊ゆがすぐさま質問した。

「魔術崩しは他人の魔術を利用したカウンター技だ。あくまで技術でおれ自身の魔術じゃない」

「つまり本来の黒くろ瀬せ師匠の魔術は、別物なのか」と希き遊ゆの目に好奇心がともる。

　すかさずヒナコが第零種〈永久言帝エンペラースペル〉のことを口走りそうになったので、おれはおしゃべりな助手の口を塞ぐ。

「舌を抜かれたいか、ヒナコ」

　おれの手を引きはがし「むしろ秀ひで春はるさんの凄すごさが伝わっていいじゃないですか」と小声で反抗してくる。

「〈永久言帝エンペラースペル〉の抹消が公表された時、なんでおれの名前が伏せられたと思っている。余計なトラブルに巻きこまれないためだ。君も魔術ライセンスを獲とった時に名前は明かされなかっただろう」

　そう言われてヒナコは渋々納得する。

　実名を明かすリスクをもうすこし真面目に考えるべきだ。なにがきっかけで日常が他人に侵され、食い荒らされるのかわかったものではない。

「おい、内緒話をするなら希き遊ゆのいないところでしてくれ。目め障ざわりだ」

「すまんな。おれは今、おれ自身の魔術をつかえないが君の指導には支障はない。安心してくれ。ついでだから、おれからも質問して構わないか？」

「聞こう」

　希き遊ゆは許可する。見た目は小学生のくせに、えらそうな振る舞いが似合っているから面白い。

「君はなんのために魔術士になりたい」

　おれが投げかけると、皇すめらぎ希き遊ゆはしばらく黙りこむ。

　そして大方の依頼人と同じく彼女も明快な答えを持ち合わせていなかった。

　決闘に勝つことだけが目的化して、なぜ戦うのか。その動機がすっぽり抜けていた。

　大人は、魔術をつかって戦わない。

　すべての大原則として、魔術は正しいあつかいをしなければ人を傷つける凶器になる。

　決闘はあくまで学生時代のイベントでしかなく、その勝ち負けを社会に出ても誇るのは偏差値を自慢するような滑稽さだ。

　いくらか言葉を交わした末、やはり希き遊ゆが口にしたのは「皇すめらぎ家だから」という身も蓋もない答えだった。

「極論を言ってしまえば優秀な血をもつ魔術士と結婚して、第零種を生む。それに尽きる」

「また旧家らしい前時代的な話だな」

「始祖の再誕は、皇すめらぎ家の悲願だ」

　希き遊ゆは大真面目だった。

「唯一無二だからこその第零種だぞ。途方もない話だ」と現実味の薄い、しかし当人にとっては切実な事情におれは包み隠さぬ本音をこぼす。

「ならば、それこそが皇すめらぎ家の虹なのだろう」

　希き遊ゆは力強く自認した。

　本来手段でしかない魔術が極限まで目的化したのが皇すめらぎ家ということだ。

　おれは、同世代より遥はるかに幼い少女が口にした時代に逆行する価値観に思わず渋い顔になる。家同士の見合いが中心となり、自由恋愛を足蹴にするだけの価値が皇すめらぎ一族にあるというわけだ。

　そうでなくても在学中に将来性のあるパートナーを探すという話は、魔術士の子女には珍しいことではない。

「優れた者がいれば一族内で引き上げられ、より本家に近いところに優遇される。分家の婚姻関係は乱脈をきわめると聞く。あれは修羅の世界だ」

　ハーレムかはたまた大奥だか奥の院だか知らんが、女の争いを盗み見る趣味はおれにはない。せっかくいい家に嫁いだところで、気苦労の絶えない日々で美女もすぐに老ふけこみそうだ。

「華やかで退屈な茶番だ。魔術より政治と金の話ばかり」と幼いころから社交界に身を置く少女は、それが死ぬまでつづくであろうことに心底うんざりしていた。

「おまえも他ひ人と事ごとではないぞ、朝あさ倉くら」

「わたしもですか？」

　ずっと聞いていただけのヒナコは急に話題を振られて驚く。

「最年少の魔術ライセンス取得者となれば、これからいくらでも見合いの話はくる」

　新入生代表の挨拶を奪われた理由については皇すめらぎの情報網によって希き遊ゆの耳には届いていた。

「わたし、まだ高校生になったばかりですよ？」

「十六歳になれば法的に結婚できるだろう」

　希き遊ゆの大真面目な答えにヒナコは冷静に「結婚、ですか……」と考えこむ。

「先生はわたしがお嫁にいったらさびしいですか？」

　ヒナコが訊たずねる。気恥ずかしさを帯びつつ、少女は真剣な顔をしていた。

　残酷なことを平気で聞いてくれる。

　──母子おやこ二代で同じようなことを言ってんじゃねえよ。

　おれの中で反響するヒナコの言葉は、戻りようのない人生の岐路を浮かび上がらせる。




「ハルくんは、わたしが遠くへ行ったらさびしいかな」




　それが恩人である朝あさ倉くらヒナコの母親がこぼした唯一の弱音であることに、おれは気づけなかった。

　言いそびれた言葉がある。

　そして、言えないままの言葉が今も消えずに残っていた。

　昔のおれは答えられなかった。想おもいはあっても言葉にすることができなかった。

　つまらない体面や照れ隠し、見当外れな小こ賢ざかしさが邪魔をする。

　人間とは不完全な生き物だ。

　想おもいは言葉にならない限り、伝わらない。察してほしいなんてまやかしだ。認識されなければ、ないものと変わらない。失言と悔いても言わないよりはずっとマシだ。冗談めかして逃げるな。無闇な虚飾で自分を誤魔化すな。沈黙の美しさに依存するな。心からの想おもいなら疑うな。
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　言葉が他者との懸け橋となり、現実を変えていく。

「さびしいよ」

　自分でも意外なほど自然に口にできた。

　いつの間にか伏せていた視線をあげると、朝あさ倉くらヒナコは涙で瞳をうるませる。

「わたし、一生助手ですから！」

「一生助手でどうする！　さっさと巣立て、天才魔術士」

「先生ぇ～～」

　ヒナコは喜んでいるんだか悲しんでいるんだかわからない声をあげ、迷子の幼子のようにおれの袖をぐいぐい引っ張る。

「……いい師弟関係だな」と希き遊ゆが一言つぶやく。

「皇すめらぎさんも来ます？」

「希き遊ゆはそういう暑苦しいのは苦手だ」

　ヒナコの謎の提案を希き遊ゆは真顔で断る。

「おれもさっぱりした人間関係が好みなんだがな」

　おれは少女たちの休憩を切り上げさせ、より直接的な魔術の指導をする。

　立ち上がった希き遊ゆと向きあう。おれのとなりでヒナコも耳をそばだてる。

「勝つのは簡単、電気で痺しびれさせろ。それでおしまいだ」

「電撃を命中させろと？」

「風に乗ったヒナコには避よけられたぞ」

「電撃を空間全部にはしらせる？」

　希き遊ゆは半信半疑に答える。

「自分も巻き添え喰くらうぞ、いいのか」

「それはダメだ！　……相手より先に詠唱をして勝つ」

「理想ではあるが、威力と速度を備えた魔術は詠唱を変えただけでは実現が難しい。心しん想そうも相当練らないといけないから短期間ではまず無理だ」

　七なな上かみ冬とう矢やの高速詠唱による速射や石動いするぎ我が花ばなの極現心想セミ・カウルのようなレベルは、一朝一夕では辿たどり着つけない。

　魔術崩しも通じない高度な魔術は、輝くべき才能と尋常ならざる努力を昇華させた生身の人間が実現しうる美しき芸術に等しい。

「もっと単純な方法だ」

　おれの問いに答えられない希き遊ゆはついに諦めて「降参だ。黒くろ瀬せ師匠、答えを賜りたい」と居住まいを正す。

「相手に触れて、電気を流す」

　おれが答えると希き遊ゆは小さな唇をすぼめる。

　ヒナコも要領を得ない様子だった。

　希き遊ゆはおもむろに自分の手でペタリとヒナコの腕に触る。

「こういうことか？」

「そういうことだ」とおれは頷うなずく。

　皇すめらぎ希き遊ゆは微笑する。自分の勝機を見み出いだされて嬉うれしくない者はいない。大敗を味わったあとは余計にそう感じるだろう。細い針のような光明でも真っ暗な闇よりはマシだ。行くべき方向さえ見えない状況から、自分が辿たどり着つけるかの問題に変わった。

「──まぁ言うは易し、行うは難し」

　おれは希き遊ゆに近づく。

「率直に訊きく。入学式の日、渡り廊下から落ちてきただろう。なんで〈電気〉の魔術をつかわなかった。決闘であれだけ雷らい樹じゆのコントロールができるなら外側だけではなく内側、自分に対してもつかえるはずだ。自分につかって反応速度をあげれば三階からの着地くらい余裕だろう」

　できないとすれば意図的に教えられていないか、心理的な原因があるか。

　おれが指摘した瞬間、希き遊ゆはとてもわかりやすく表情を曇らせた。

「痺しびれるから嫌だ！」

　希き遊ゆは急に見た目通りの子どもっぽい反応をする。

「魔術を覚えたてで、自分の電気で感電でもしたか？」

「なぜわかった」

　はっ、と我に返った希き遊ゆは慌てて訂正しようとする。おれは予想通りの答えに「まずはトラウマの克服といこう。ちと荒療治になるぞ」

「な、なにをするつもりだ？　希き遊ゆに不ふ埒らちなことをすれば許さんぞ」

「希き遊ゆ、おれに向かって放電してみろ。軽くでいい。むしろ軽い方が身のためだ」

「先生。まさか」とヒナコはおれがこれからやろうとしていることを察して、不安そうに希き遊ゆを見た。

「皇すめらぎさん。ほんとうに、ほんとーうに軽くにした方がいいですからね。脅そうとかいいところ見せようとか余計なことをしないでください」

　やたら念を押すヒナコを不審がりつつ希き遊ゆが詠唱する。

「〈紫電よ、渡れ〉」

「〈絶縁。逆流せよ〉」

　おれは即座に詠唱を継いで、魔術を崩す。

　尻尾を踏まれた猫のような声をあげて、希き遊ゆが地面から飛びあがる。

　背後で待ち構えていたヒナコが希き遊ゆを受け止めていた。

　希き遊ゆは目を白黒させて、自分の身に起こったことを吞のみこめていない。

「魔術を崩した。君の魔術は不成立して、魔力が逆流して逆想リバウンドが起こったんだ」

「九く賀が峰みねを倒した時に見せたあれか？」

「そうだ。これから君には逆想リバウンドを体験してもらい、自分の中に魔力が流れる感覚に慣れてもらう。そして内側に流れる魔力を電気に変換し、身体能力を底上げできれば戦略の幅は一気に広がる。並行して身体のトレーニングだ。いくら魔術で強化しても身体が耐え切れなければ意味がない」

「……身体の動きは神経による電気信号。なら〈電気〉の魔術で身体強化は利に適かなっているな」

　希き遊ゆの顔にあらためて覚悟が宿る。

「痺しびれるなんて懐なつかしい感覚だったぞ、黒くろ瀬せ師匠」

　ヒナコの支えを離れて、希き遊ゆは自力で立つ。

「無理は禁物だ。気分が悪くなったり、不調があればすぐ中止する。そこは絶対に遠慮するな。無茶で身体をおかしくしたら元も子もない」

「承知した。つづけてくれ」

　恐れていたのは最初だけ。皇すめらぎ希き遊ゆは前のめりになって逆想リバウンドをひたすら浴びる。

　いくら手加減しているとはいえ一日に何度も逆想リバウンドを喰くらうのは、大の大人でも相当きつい。むしろ小柄な希き遊ゆがよくぞ粘ったと感心するほど彼女は熱心に挑んだ。

　過酷なトレーニングをヒナコはハラハラしながら見守っていた。




　　　　　　　○




　制服に着替えたヒナコと希き遊ゆと合流し、校門へ向かう。

　校門までつづく桜並木はすっかり花びらが散り、春の訪れを喜ぶような賑にぎやかさはまた来年である。

「お嬢様。お疲れ様です」

　送迎用のクルマが待機するスペースの一番手前、黒塗りの高級車の横で初老の執事が出迎える。背が高く細身だが年齢に比べて背筋はしっかり伸びていた。温和な空気をまとうが眼鏡の奥には秘めたる底知れなさ、一見して只ただ者ものではない。この人は間違いなく魔術士で、希き遊ゆの護衛も兼ねている。

「鷹たか田だ。今日も出迎えご苦労」

　執事は後部座席の扉を開けると、希き遊ゆはそのままよろよろとシートに倒れこむ。

「黒くろ瀬せ師匠と朝あさ倉くらも乗っていくか？」

　広々とした後部座席にぐったりと横になりながら希き遊ゆが顔だけこちらに向ける。

「わたし達たちは近所ですし、お夕飯の買い物があるので大丈夫です。お気づかいありがとうございます」

　ヒナコが答えると「そういえば、入学式でそんなことを言っていたな」と希き遊ゆは苦笑する。

「朝あさ倉くら。明日も頼むぞ」

「はい、がんばりましょう。皇すめらぎさん」

　希き遊ゆの疲れた声に対してヒナコはまだ余裕がありそうだった。

「ゆっくり休め、希き遊ゆ」

　おれが声をかけると希き遊ゆは手だけで応答する。

　鷹たか田だと呼ばれる初老の執事が丁寧に後部座席の扉を閉めると、「今後とも希き遊ゆ様のよきお友達として、何なに卒とぞ仲良くしてください」と恭うやうやしく一礼された。

　高級車は滑らかに動き出し、あっという間に遠くに消えていく。







　永えい聖せい魔術学院を出て、フロリダビルへの帰り道をヒナコとならんで歩く。

「……お友達ですって」

　ヒナコは希き遊ゆの執事に言われた言葉を不思議がる。

「わたしと再戦するためにトレーニングしているのにわたしが一緒にいるって妙な話ですよね」

「そこは希き遊ゆも了承済みだからな」

「つまり、わたしが見ていても問題ないと？」

　ヒナコがこちらの意図をはかろうとじっと見てくる。

「依頼人にホラを吹くほど阿あ漕こぎな魔術コンサルタントはしていない。長所を伸ばすってことは、それだけで強力な武器になる」

「皇すめらぎさん、がんばっていますよね！」

「君たちも案外うまくやっているな」

　ヒナコは特に抵抗をしないと思っていたが、希き遊ゆもすんなり状況を受け入れたのは意外であった。歴史のある家系の魔術士ほど他の魔術士とのちがいを明確に区別したがる。ちょうど九く賀が峰みねのような選民思想がまさにその表れだった。

「皇すめらぎさんには結構助けてもらっています。最近は休み時間ごとに声をかけられることが多くて、お昼も落ち着いて食事ができないんですよ。しつこい人たちが来た時、たまたま食堂にいた皇すめらぎさんが追い払ってくれたんです」

「決闘を見ていた連中が君に取り入りにきたわけか」

　勝ち馬に乗ろうと早速動き出す若い魔術士たちは実にフットワークが軽い。彼らなりに将来を見据えての行動だろうが、最初から他ひ人と任まかせとは不安ではないのか。

　時代の風向きひとつで前提は崩れ、先例は覆くつがえる。盤石なものはこの世になに一つない。

　おれの返答にヒナコが困り顔で頷うなずく。

　ひとり静かに過ごすつもりのランチタイムをいきなり部外者に邪魔されるのだ。ヒナコのことだから大真面目に対応して、相当に時間を食われていたのだろう。

「皇すめらぎさんもおひとりだったので、それ以来一緒に食事しているんです。声をかける人もいなくなって今は落ち着いています」

「ふーん」

　若い魔術士たちにとっての奇怪な光景がおれの目にも浮かぶ。死力を尽くした決闘の勝者と敗者が一緒に食事をしている。しかも新入生の新星と旧家が同席しているのだ。皇すめらぎ希き遊ゆを祭り上げていた三下パンクが入院中とのこともあり、その取り巻き連中から抜け駆けしてヒナコと距離を縮めようとする者もいただろう。だが自分が鞍くら替がえしようとしている相手と当の希き遊ゆが接近していたら、近づけるはずもない。

「でも、皇すめらぎさんにあんなに負荷かけるとは思いませんでした」

　歩きながらヒナコはトレーニングの率直な感想を述べる。

　去年の十二月に東京へ来て以来、彼女はおれの仕事に何度となく帯同した。ヒナコが見てきたトレーニングメニューの中でも断トツの厳しさである。

「今回の要望は短期間での劇的成長だからな、魔術崩しありきの指導だ。ふつうはもっとゆっくりとしたやり方になる」

「皇すめらぎさんは特別ですか？」

「君を手こずらせる相手なんて蓮れん歌かくらいだと思っていたが、さすが永えい聖せい。層が厚い」

　日本最高峰の魔術学校は伊だ達てではない。

　緩みきった金持ちの子どもだらけかと思ったが、なかなかどうして骨がある。皇すめらぎの本家というだけでなく、気持ちの強さは希き遊ゆ生来の資質だ。

「希き遊ゆの伸び悩みは、ひとつの方法をある程度習熟したがゆえの行き詰まりだ。今ははっきり伸びしろの残っている領域を鍛えている」

「それが皇すめらぎさんの場合、自分に対して電気の魔術をつかうことなんですか」

「弱点の克服も壁を超えれば強みを伸ばすのと変わらない。自分でいけるって手応えを摑つかめたら、こっちのもんだ」

　希き遊ゆの場合、自分の電気で感電したトラウマを乗り越えれば、割とスムーズに行ける。

「……やはりわたしも現カ心ウ想ルを覚えた方が」

　ヒナコがまた戯たわ言ごとをぼやくから、おれはすかさず注意する。

「君は現カ心ウ想ルについて思い違いをしている。必殺技のように捉えているようだが、あくまで魔術の運用方法にすぎない。魔術崩しと同じ技術のひとつだ。そもそも周りの大人を見渡して、必殺技を持っているやつがいるか？　まともな社会人は、得意技の範はん疇ちゆうがせいぜいだ。そもそも大人は魔術で戦わない。人は殺さない」

　おれは職業としての魔術士について説かずにはいられない。

「いざという時の決め技はあって損はないですよね！　先生だって極大魔術崩しがあるじゃないですか」

　魔術崩しのやり方は弱い魔術に直接干渉する、詠唱を後継ぎする以外にもうひとつある。

　おれの魔力をすべて注ぎこむことで、どんな強力な魔術でも崩す。

　それを極大魔術崩しと呼ぶ。

　極大魔術崩しはその強力さゆえに一瞬で魔力を失うため、おれは気を失ってしまう。これでも鍛えているつもりだが意識を繫つなぎとめられない限り、一度きりの諸もろ刃はの剣だった。

「君がいちばんよく知っているだろう。極大魔術崩しをつかったおれがどうなるか言ってみろ」

　なんとか食い下がろうとするが、うまい切り返しが思い浮かばなかったヒナコが「……魔力切れで失神します」と渋々答えた。

「それこそ悪い見本だ」

　おれははっきりと断言する。

「自分の実力っていうのはどんな不調の時にでも発揮できる力を指す。絶好調の時や火事場の馬鹿力を真の力だなんて勘違いするな。それはまぐれで、将来性にすぎない。絶好調を自分の実力だと胸を張りたいなら、いつでも発揮できるように基礎を底上げしろ。当たり前を最上級のものにするんだ」

　なにより朝あさ倉くらヒナコにとって現カ心ウ想ルなんて必要ないのだ。

「第一どんな魔術もつかえる万能の魔術士が、わざわざ自分の選択肢をせばめてどうする！」

「そんな万能だなんて」

　ヒナコが照れる。

「褒めていないぞ」

「でも」

「君も、決闘に勝つために魔術をしているのか？」

　おれの声が我知らずぐっと低くなる。おれの視線に気づいたヒナコは慌てて「違います」と訂正した。

「君は今のままで大丈夫だ。足りなければ助言するし、間違いがあれば止める。好きにやれるのは楽しいだろう。上達を存分に楽しめ、ヒナコ。焦あせる必要はない」

　なにかと背伸びしたがるヒナコは、しゅんとして縮こまる。

「背伸び自体は悪いことじゃない。若者の正しい欲求だ。ただ、足元が疎おろそかになるのは危ないからな」

　虹に手をのばす少女の一生懸命な姿は美しい。

　近くで成長を見守れるというのは案外と贅ぜい沢たくなことなのかもしれない。ちょっとでも目を離せば彼女はあっという間に遠くの空に消えてしまう。

　ふと会話が途切れた瞬間、くーと間延びした音が聞こえてきた。

　顔を真っ赤にしたヒナコはワタワタとお腹なかを押さえる。

　おれも小腹が空いている自分に気づく。

　希き遊ゆの魔術を何度も崩していたから、おれも魔力を消費して疲れているらしい。

「ルーリーでたい焼き食べていくか？」

　おれの提案にヒナコは「大賛成です」とすぐに笑顔になる。
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　希き遊ゆのトレーニングは順調に進んでいった。

　数日おきに放課後の永えい聖せい魔術学院に足を運んでは、ランニングを終えた希き遊ゆに魔術崩しで体内に電気の流れる感覚を覚えさせる。最初は虚勢を張っていた希き遊ゆだが、回を重ねるごとに着実に余裕が出てきた。ひたすらに反復し、自分の感覚をより鋭ぎすませる。いざ決闘の段になれば、反射的に動けなければ意味がない。ふつうの相手なら多少もたついても悩む時間もあるだろうが、ヒナコに勝つにはまだ遠かった。

　そんな折、事件が起こる。

　いつものように彼女たちのトレーニングを監督していると突然逢あい夏かから電話がかかってきた。

「ハル、お願い！　今すぐ石動いするぎ教授の研究室に行って！」

　電話越しの彼女の表情は見なくてもわかる。

　通話を終えたおれが少女たちに話しかける前に「行って構わない。緊急事態なんだろう」と皇すめらぎ希き遊ゆが許可してくれた。

「ここは、わたしに任せてください」とヒナコも告げる。

　おれは急いで大学の石動いするぎ研究室へ向かう。

　第一研究棟の前には警察車両が到着しており、周囲には学生たちが群がっていた。おれは階段を駆け上がり、二階の奥にある石動いするぎ研究室まで辿たどり着く。制止する警察官を関係者だと押しのけ、室内に入る。

「ひどいな……」

　それ以外に言葉が見当たらない。

　まるで研究室で竜巻が発生したみたいに室内は隈くまなく荒らされて無む惨ざんな有り様だった。あれほど整理整頓された空間のすべてが定位置を見失っている。キャビネットは引き出しごと外れ、書類はバインダーからこぼれて無数に散乱していた。本棚は倒れ、デスクが上下逆さまになっている。マグカップは砕け、中身の紅茶がぶちまけられていた。

　それでも石動いするぎ我が花ばなの執務室を区切るガラスの壁は傷ひとつついていない。

　ただ真っ白なキャンバスだけが、イーゼルから落ちていた。

「やぁ、黒くろ瀬せくん。わざわざ来てくれたの」

「みなさんにお怪け我がは？」

「我が研究室のお宝たちは無傷だよ。よかったよかった」

　入口のそばで咽むせび泣くのは、ボーダーを着たベリーショートに眼鏡の女性研究員だ。彼女の肩を抱く石動いするぎ我が花ばなは「大丈夫だ。君のせいじゃない」と強く声をかけて、ゆっくり立ち上がる。

「私もさっきまで会議でね。彼女が所用で少し外出し、戻ってきたらこの状態だったそうだ」

「施せ錠じようは、当然していますよね？」

　おれが訊たずねると、石動いするぎ女史が答えるより先に泣いていた研究員が「ちゃんと鍵はかけていきました！　本当です！　戻ってきた時にも研究室の鍵はかかっていました」と叫んだ。

　つまり密室で犯行が行われたことになる。

「リフォームしてまだ数年だぜ。まったく困ったもんだよ」と石動いするぎ女史は頭をかく。

「物盗とり、ですか？」

「さぁ。今の段階ではわからないな。うちはきれいな女性ばかりだから、誰かのストーカーが泥棒しにきたのかもね」

　石動いするぎ女史はあくまで軽口めいていた。

「美人だらけも考えものですね」とおれもあえて彼女の調子に合わせる。

　ニコリとおれを見て笑う石動いするぎ女史。

「聡そう明めいな女性は必然、美しいものさ。別に顔の造形で採用は決めていないよ」

「実力主義でなによりです」

「当然さ。不止の魔術の研究なんて難題、片手間ではとても無理だよ」

　魔術執行官を辞めてまで大学教授に就いた石動いするぎ我が花ばなもまた自分だけの虹を見つけたのだろう。

「無駄話はそこまでだ」

　現れたのは、七なな上かみ冬とう矢やだった。

　彼の後ろには同じく全身黒ずくめの連中が無言でつづく。日常を突然侵食してくる黒い集団。魔術執行官が現れるといつも不穏な気分になる。以前冬とう矢やが連れてきたのは事務方だったが、今日は現場の人間だ。全員揃そろいの黒い制帽を深く被かぶり、つばが表情を隠す。この研究室は真っ白い空間だから余計に不吉さが際きわ立だつ。

「この場は魔術省が預かる。警察諸君は場所を譲りたまえ」

　作業にあたっていた警察と入れ替わるように魔術執行官がなだれこむ。

　冬とう矢やが引き連れた年上の部下たちは、無駄なく各自の作業に入っていく。

「まさか、こんな短期間でまた冬とう矢やくんの顔が見られるとは思わなかったよ」と石動いするぎ女史が冬とう矢やに歩み寄ろうとする。

「僕も不本意極まりません。研究室を襲撃されるなんて一体どんな恨みを買ったんです？」

「先入観は捨てたまえ、七なな上かみ執行官。今の私は真面目な大学教授だよ」

「あなたは、正道を行く時がいちばん危ないです。ブルドーザーみたいに自分の進路に入るものを無視して進むから負けた連中のプライドはズタズタですよ。事前の根回し足りています？」

「ははは、元上司のことをよくわかっているね。その観察眼は鈍らせてはいけないよ」

「石動いするぎさんの場合、完全なる反面教師です」

　冬とう矢やの眼めは本気だった。累積した恨みつらみで濁っていた。よほど石動いするぎ我が花ばなの下で振り回されたのだろう。

「七なな上かみ執行官、はじめてよろしいですか？」

　部下のひとりが冬とう矢やに許可を求める。

「やってくれ。ハル達たちは廊下に出ろ、捜査の邪魔だ」







　魔術執行官にも各自の魔術特性に合わせて様々な職務が割り当てられる。

　冬とう矢やの〈正射必中パーフエクトスコア〉のような超実戦向きの魔術が最前線で配置されるのに対して、探す調べるなど犯罪に関わる調査業務に適性のある魔術士はこうして事件現場で鑑識的な役回りをする。

　続々と駆けつけてきた石動いするぎ研究室の職員に、異変の第一発見者であるベリーショートの女性の世話を任せて、おれと石動いするぎ女史は別室で調査の結果を待った。

　いつの間にか陽は落ち、大学のキャンパスが夜に沈む。

　空の大半が茜あかね色いろから濃紺に移り変わったころ、七なな上かみ冬とう矢やがファイルを片手に入ってきた。

「盗難物はなし。部屋ごとひっくり返したように徹底的に荒らされただけだ。ただの嫌がらせ、愉快犯か、あるいは別の目的か」

　冬とう矢やは部下の報告書を簡潔に読み上げる。

「あれだけ満遍なく荒らすには、ひとりだと相当時間がかかるぞ。短時間で行うなら複数犯か？」とおれは思いつくかぎりの可能性を精査していく。

「研究室には我々と関係者以外の痕跡なし。犯人とおぼしき第三者の物的証拠も見当たらず」

「監視カメラは？」

「確認済みだよ。研究室棟の監視カメラに、特に不審なものは映っていない。第一発見者女性が部屋を出て戻ってくるまでの間、研究室への出入りどころか廊下には人影さえ映りこんでいない」

「窓からの侵入？」

　おれの問いに答えたのは石動いするぎ我が花ばなだった。

「ひどい花粉症の子がいるから春先、窓は基本的に施せ錠じようしている。それに私の研究室の窓側はキャンパスでもいちばん大きな通りに面している。常に人が行き来しているから、窓から忍びこむなら誰かが見ている。あと窓は壊されていなかった」

「聞きこみでも、不審者が外部から侵入した目撃報告はない」

　冬とう矢やが事務的に添える。

「ハルの方で心当たりのある人物は？」

「なぜ、おれに聞く？」

「石動いするぎさんはゾウの分厚い足裏より悪意に鈍感なんだ。興味があるのは過度な異常か、不可解な謎、あとは美しいものだけだ」

　思わず納得してしまう。当の本人は否定も肯定もしない。

「傷つくなぁ、私だって人の子だよ」

「あなたという人は他人の痛みを理解しても共感できない。だから好奇心が振り切れれば他者の気持ちを容赦なく無視するでしょう」

　七なな上かみ冬とう矢やが向けるのは、美女が浴びる視線の類でもっとも縁遠いものだった。それは恐怖と苛いら立だち。

「私だって怪しいと思う男はいるさ」

　石動いするぎ女史の発言を促すように冬とう矢やはあごをわずかに前に動かす。

「九く賀が峰みねという高等部の教師がいる。私と特別授業の責任者を競った教授の部下だ。かの皇すめらぎ家の分家という高貴なお家柄で、我が研究室の助すけっ人とである黒くろ瀬せくんとも多少やりあってる」

「妨害という線でなら動機は十分か」

　冬とう矢やの頭に九く賀が峰みねの名前は容疑者として刻まれたようだ。

　おれも真っ先に浮かんだ人物として九く賀が峰みねの可能性は疑った。だが、

「砂だるま──九く賀が峰みねは、いくら性格最悪でも他者の評価には敏感だ。自らの進退を危うくする露骨な真ま似ねはできないさ。俗物だが、リスクを冒す度胸はない」

　おれは九く賀が峰みねの印象を伝える。

　決闘後、希き遊ゆを連れていく時のおれの牽けん制せいに彼はあっさり身を引いた。無闇に意地を張るより、衆人環視で逆想リバウンドで痺しびれた姿を晒さらさぬ方が得と判断した男だ。

「ただ、九く賀が峰みねは〈砂〉の魔術をつかい、その腕は立つ。全身を砂に変えてしまえば、監視カメラに映りこむことなく密室に侵入できる。荒らすのはもっと簡単だろう」

　同時に犯人である可能性を捨てきれないのも事実。

「密室で短時間の犯行が可能な魔術。条件はクリアしている。だが、ドアの隙間から侵入できるほど肉体を微細に砂に変えて、しくじれば元に戻れなくなるぞ。わざわざ荒らすために負うリスクとしては危険すぎる。他にその男が怪しい理由は？」

　心も身体も別のものに置き換えることは難しい。

　おれの仮説を認めつつ、現実的には厳しいというのが冬とう矢やの見解だ。

「石動いするぎさんの執務室にだけは侵入できてないんだ」とおれは部屋の状況を思い返し、つぶやく。

「私が不在の時は私の部屋全体を極現心想セミ・カウルで守っているからね。当然だ」

　石動いするぎ女史は手首をくるりと返し、羽根ペンを握るポーズをとる。

　その鉄壁については、おれも冬とう矢やも疑う余地はない。

「イーゼルの上にあった白いキャンバスが、床に落ちていたんだ」

　おれは事実を指摘する。

「たしかに石動いするぎさんの部屋で唯一変わった点は、ハルの言う通りだ。あれだけ研究室中で暴れ回れば、なにかの拍子でキャンバスくらい落ちる。だが人間の形を保つなら、まずはドアから入るだろう。出入り口なんだから」

「そのなにかの拍子だよ。たとえば砂の状態でガラスの壁を突き破ろうとして、極現心想セミ・カウルによる壁に阻はばまれた。ぶつかった衝撃で落ちたんだと思う」

　おれは仮定した状況を脳内でシミュレートする。研究室の徹底的な荒らされ具合から、石動いするぎ女史の部屋だけ除外する理由はない。単純に極現心想セミ・カウルを突破できなかったのだ。

「魔術で砂になれば、ガラスの壁を突き破っても怪け我がをしないわけか」

　聞き入れつつも、妄想の域を出ないおれの意見に冬とう矢やはまだ納得できない。

「──全身砂になるリスクを度外視できる追加条件があるとすれば？」

　石動いするぎ我が花ばなが、おれと冬とう矢やに投げかける。

「姿は見えず、証拠もなく、ただ結果だけが残る」

　冬とう矢やはあごの下に手を添えて、考える。

　わずかな沈黙。

「……まるで先生の〈覇権言語マスタータング〉だな」

　おれは思わず、そんな感想をひとりごちた。

　消失した正午以後、おれ達たちの先生である朝あさ倉くら響きよう示じが行方不明なのは彼の特殊な魔術によるおかげだ。本来は第二種〈洗脳〉だが、不止の魔術により〈覇権言語マスタータング〉と魔術名がつくほど強力なものである。ただ相手を洗脳するだけでなく、認識を意のままに完全に書き換えてしまう。

　昼間の青い空も朝あさ倉くら響きよう示じが赤い空だと言えば、言葉を聞いた誰もが空は赤いものと認識する。

　先生の言葉が届いた者は、目の前にあるものをありのままに見ることができなくなってしまう。しかも当の本人は洗脳されている自覚もないため決して自力で解けることはない。

「その九く賀が峰みねという男に話を聞きにいく」

　廊下に待機していた部下を引き連れて、七なな上かみ冬とう矢やはさっさと一階へ下りていく。

「相変わらずッ、人の言うことを聞きもしねえ！」

　おれが悪態をつく様に石動いするぎ女史はくくくと忍び笑いする。

「なんですか？」

「冬とう矢やくんは、彼なりの善悪や信念はきちんと持っている。正しければきちんと動くけど、基本的に人の話は聞かない子だからさ。今見た素直さは珍しいなと思ってさ」

「石動いするぎさんが名探偵だからじゃないですか」

　おれは投げやりに返す。

「あんなの推理じゃないってば。条件に合う人を当てはめただけ。誰でもできるわ」

　馬鹿ねぇ、と子どものピントのずれた発言を笑う母親のように石動いするぎ我が花ばなは謙遜する。

「第一、私は昔からミステリー物って嫌いなのよ。トリックや謎解きとか煩わしくて、手段より犯人の動機の方が気になる性質でさ。どんな感情を抱えれば、手間のかかる犯行におよぶのか。人の内側ほど鮮やかなものを私は知らない」

「フィクションと現実を同列で扱うのはどうかと」

　聞き流しても差さし障さわりのない彼女の言葉が妙に引っかかり、おれは反論してみる。

「事実は小説より奇なり。だいたい人間は自分の都合のいいところしか見られないのよ。目の前にあっても気づかない鈍い生き物。だから、その予想外の生態を観察するのが面白くもある」

　彼女は視線と思考で、人間という複雑怪奇な存在を解体する。

　おれは思わず身震いする。

　長く重たそうな黒髪をかきあげて陶然と語る石動いするぎ我が花ばなは蠱こ惑わく的でもあり、やはり恐こわかった。

「それに冬とう矢やくんは最初から黒くろ瀬せくんの答えを半ば期待して、わざわざ調査状況を話してくれたんだろうと思ってね。君はさ、昔から冬とう矢やくんの兄貴分だったんでしょう？」

「付き合いは、逢あい夏かよりずっと古いです。おれが実家から切り捨てられ、入った施設にあいつがいたので。元上司ならそのくらいの身辺情報は把握しているんでしょう？」

「冬とう矢やくんを魔術省に入れた時に経歴書は見たからね。黒くろ瀬せくんのことも逢あい夏かさんと冬とう矢やくんの話を合わせれば、おおよそは摑つかめる」

「おおよそ、ね……」

　相あい槌づちにも満たないおれの声は、石動いするぎ我が花ばなには聞こえない。

　おれがはじめて〈永久言帝エンペラースペル〉の魔術に目覚めた時、その最初の犠牲になったのは実の父親だった。黒くろ瀬せ家は皇すめらぎ家ほどではないが歴史ある魔術士の家系であり、その大黒柱である父親の魔術を事故とはいえ奪うことになった。実家は傾き、おれは激げき昂こうした実の父親により放逐する形で施設に預けられた。

　おれは幼いながらに昨日まで笑いかけてくれた人から突然捨てられる恐怖を知った。

　たとえ血をわけた家族でも信じられない憎ぞう悪おを差し向けられる現実を味わった。

　天涯孤独の身に落とされたおれが、施設で出会ったのが七なな上かみ冬とう矢やだった。

　おれ達たちは似た境遇を共有しながら、やがて朝あさ倉くら響きよう示じに出会うことになる。

「石動いするぎ教授！　遅れて申し訳ありません！」

　額に汗を浮かべて逢あい夏かがようやく到着する。

「お仕事、ご苦労。そんなに心配しなくても大丈夫。黒くろ瀬せくんが対応してくれたから、ひねくれた魔術執行官はあしらえたよ」

　逢あい夏かはほっと胸を撫なで下おろし「ハル。ありがとう。いてくれて助かったわ」と棘とげのない素直な礼を言う。彼女の表情から石動いするぎ研究室が、今の江え羽ば逢あい夏かにとって大切な場所だとよくわかる。

「なんだか調子が狂うな」

「ハルがおかしいのは昔からでしょう」

「不器用ながら懸命に日々を生きている小市民にずいぶんな言い方だな」

「ハルは、目指す虹が遠すぎるから苦しいだけじゃない」

　逢あい夏かの冷ややかな講評に、おれは首をかしげる。

「過ぎた大望は抱いていないはずだけどな」

「自覚がないから厄介なのよ、この男は!!」

　走ってきた勢いのまま、今の彼女の言葉は良くも悪くも素直だ。

「まぁまぁ、男は夢が大きい方が退屈しなくていいじゃない」と石動いするぎ女史が微妙なフォローをする。

「教授、甘いです。待たされる周りの身にもなってください！」

「魔術士は時間のかかる職業じゃない。みんなが逢あい夏かさんみたいにはスムーズにいかないわ」

　そうだそうだ、とおれは密ひそかに賛同する。

　江え羽ば逢あい夏かの第一印象は、敵かなわない。

　はじめて会った時から見た目の華やかさも大人びた物の考え方もすべてにおいて彼女は、飛び抜けていた。年下でありながら息を吞のむ美貌、誰に媚こびることもない完結した存在感。そのくせ妙におれに突っかかってくる。才色兼備を地でいき、いつの間にか魔術の日本最高学府で教師をやっている。前世でどんな徳をつめば、こんな現世を送れるのか。

「教授。私にだって挫折や屈辱はありますよ。全部ハルのせいですけどね!!」

　逢あい夏かは憤ふん怒ぬの形相で勢いよくおれを指差す。過大評価にも程がある。

「逢あい夏かさんを煩わせるんだから、黒くろ瀬せくんも大物よね。素直に尻に敷かれていれば楽じゃない。逢あい夏かさんのお尻なら気持ちいいでしょうに」

　石動いするぎ女史の発言に誘導されるように視線が思わず下がる。

「見るな、スケベ！」

　逢あい夏かの手がおれの顔を強引にのけ反らせて、危うく首を痛めるところだった。

「じゃあ逢あい夏かも来たし、おれは帰るわ」

　違和感を拭うように首を触りつつ、おれは部屋を去ろうとする。

「なに言ってるの。本番はこれからでしょう？」

　石動いするぎ我が花ばなはおれの肩に肘をかける。

「今晩は美お味いしいものを食べて、とことん飲む！　気落ちしている時は楽しい時間で塗りつぶすに限る。ふたりには付き合ってもらうから！」

　こちらの返答を聞かず、さっさと先に部屋から出ていってしまう。

　残された逢あい夏かとおれは顔を見合わせる。

「どうするの？」と問う逢あい夏かは暗に誘う。

「行くしかないだろう」

「助かるわ。教授は永久にお酒を飲める人だから、私だと最後まで付き合えないのよ」

　どうやら気合いを入れて臨む必要があるようだ。

「あとな、逢あい夏か」

「なに？」

「今日は電話してくれてありがとう。すこしは頼られている気がして、嬉うれしかったよ」とおれは部屋の電気を消しながら廊下に出る。

「いざという時、私が頼れるのはやっぱりハルなの」

　逢あい夏かはそれだけ告げて、逃げるように先に階段を下りていってしまう。




　　　　　　　○




　ヒナコには石動いするぎ研究室の人と食事だから、今日の夕飯はいらないと連絡する。彼女もちょうど希き遊ゆとのトレーニングを終えて帰宅途中だった。

「夕飯は千ち草ぐささんを誘ってふたりで食べることにします。今日はお休みだから事務所でお酒を飲んでいるでしょうし」

　フロリダビルの住人で、黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの経理を手伝ってもらっている会あい田だ千ち草ぐさ。彼女はふだん店長自慢の美お味いしいコーヒーを提供するカフェ・新世界という店で毎回コスプレ衣装を着ながら接客のアルバイトをしている。休日は暇さえあれば、うちの事務所に入り浸り酒を飲んでいる残念美人だ。

「そうしてくれ。すまん」

「仕事のお付き合いなら仕方ありませんよ」

「ありがとう。気をつけて帰れよ」

「はい、秀ひで春はるさんもあまり遅くならないでくださいね」

　通話を終えると、逢あい夏かがこちらをじっと見ていることに気づく。

「なんか奥さんに電話かけているみたい」

「ただのマナーの問題だよ。連絡しないとおれの分まで用意するからさ」

「その生活に密着してる感じ。部屋が違うだけで限りなく同どう棲せいみたいなものよね」

「まったく同じような生活してた逢あい夏かが言うセリフかよ」

「わ、私の時は弟あのバカがいたじゃない！」と逢あい夏かは慌てると、すぐに追求をやめた。

　夜になり大学のキャンパスを行き交う学生の数はぐっと減った。これから駅前へ飲みに繰り出す一団、ピッタリ肩を寄せあうカップル、ベンチでしゃべっているグループ。その一方で見上げれば各学部の建物は明かりがともり、中では魔術の教授や学徒たちが今日も遅くまで研究に没頭する。

「みんな熱心だな……」

「ハルも大学通えばよかったのよ。きっと向いているわ。そしたら同じ時期に一緒の学校に通えたのに」

「三つ下だから、いつもニアミスだもんな」

「私が入学した時にはハルが卒業するんだもの。私から逃げているの？」

　逢あい夏かは猫の首をくすぐるように冗談めかす。

「無茶言うなよ」

「でも、大学一緒なら楽しかったと思うけどね」

　おれは魔術を人から教わっただけで、学校できちんと学んだわけではなかった。大多数の人が通る道とは異なる過程を経て、結果的に日本最高学府の永えい聖せい魔術学院で話す機会を与えられた。まして魔術さえ失った魔術士になったあとなのだから運命とは奇妙なものだ。

「ふたりとも楽しそうな話はお酒を入れながら話しなさい。失敗談でも成功談でも後日談でも人生の先輩が詳しく聞いてあげよう」

　前を歩く石動いするぎ我が花ばなが手招きする。




　　　　　　　○




　石動いするぎ我が花ばなに連れられて来たのは、〝惑星の夜〟という名前の小さなフランス料理屋。

　感じのいい夫婦の人柄があらわれた手作り感あふれるお店だった。

　店の雰囲気は非常に居心地がよい。手が届く範囲で最上級のもてなしが気負いなく提供された。料理はどれも美お味いしく、ワインの選択は気が利きいている。キッチンの旦那さんとフロアの奥さんの息はピッタリ、すべての給きゆう仕じが気持ちよく進む。何気ない会話にも押しつけがましさはなく、心地よく時間は流れていった。

　テーブルごとにともるロウソクの淡く揺らめく光はやさしい。

　一皿ごとに食べ終わるのが名な残ごり惜おしくなる味に、心も体もおおいに満たされる。

　おれは石動いするぎ女史と逢あい夏かの会話に時折混ざる程度だが、彼女たちの話は聞いているだけで実に楽しかった。

　気分はあっという間に軽くなり、それに比例して酒の量は増えていく。

　最初は上機嫌に飲んでいた逢あい夏かはデザートを待つ間に眠っていた。

「お酒にあまり強くないのに、今日はずいぶんとはしゃいでいたわね」

　顔色ひとつ変わらない石動いするぎ女史は、教え子の無防備な寝顔を眺めながらワインを消費する。

「で。黒くろ瀬せくんと逢あい夏かさんは、なーんで別れちゃったの？」

「そもそも付き合ってないですよ」

「一緒に暮らしてたんじゃないの」

　石動いするぎ女史はワイングラスを置いた。

　おれは逢あい夏かが寝ていることを確認して、客観的な事実を述べる。

「消失した正午のあと、おれは一人では生活できない状態でした。ご存知のように頼れる身内もいないなかで江え羽ば姉弟が助けてくれました。だから同どう棲せいなんて艶っぽいものではなく、三人の共同生活だったんです」

「君の言う共同生活が終わった理由は？」

　グラスに残っていたワインを一気に飲み干し、おれはつづける。

「──私と魔術、どっちか選んで」

「なにそれ？」

　石動いするぎ女史は真顔で問う。

「逢あい夏かが最後に突きつけてきた言葉」

「それはまた、きつい」と石動いするぎ我が花ばなは苦笑するしかなかった。

　石動いするぎ我が花ばなは厚い唇を閉じて、かわいい教え子を切なげに見つめる。その表情は、彼女の素顔にいちばん近いのかもしれない。

「でも……本気だったんだねぇ」

「逢あい夏かの目から見れば、魔術は黒くろ瀬せ秀ひで春はるを不幸にするものにしか見えなかったんです。実際、何度も人生を捻ねじ曲まげられました。だけど、魔術を失ってなお魔術を諦めきれなかったおれは魔術崩しという技術を編み出し、魔術コンサルタントまではじめてしまった」
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　家族に捨てられ、先生に裏切られ、魔術まで失った。

　そして好きな女に説得されても変えようがない自分の本質を自嘲するしかない。

「一方通行の両想おもいはつらいわね。おたがい好きなのに報われない」

「おれも逢あい夏かも自分を譲れなかったんでしょう。自分の気持ちが優先で折り合いがつかなかった。今なら、そう感じます」

　おれは飲み干したと思っていたグラスの底にわずかに残るワインに気づく。

「話してくれてありがとう」

「終わった物事にはいくらでも理屈をこねられますからね。語り手の気分次第で喜劇も悲劇も思いのまま。いい加減なものです」

　人生は前にしか残っていないのに、人はさまざまな形でこれまでの時間を反はん芻すうする。

　選ばれなかった未来や戻れない過去は触れないからこそ甘美だ。

「恋に迷い、愛に惑う」

　石動いするぎ我が花ばなは自分が飲み干したグラスを照明にかざす。

「あなたは、さぞや浮名を流しているんでしょうね」とおれは石動いするぎ女史のグラスにワインを注ぐ。

　目の前の女性はほんとうにまったく顔色が変わらない。もともと昼間でも酩めい酊ていしているような摑つかみどころのない人だから、今話している状態が素面しらふなのか判別できなかった。

「そりゃ私はモテるけど、辻つじ斬りめいた恋愛遊戯ラブゲームに耽ふけるわけじゃないわ」

「どちらかと言えば、骨までしゃぶりつくすタイプでしょう」

　おれは断言する。

「そう。私はけっこう気が長い。酸すいも甘あまいもじっくり変化を愉たのしむの。父が画家のせいなのかしらね、時間をかけて出来上がっていくのが好きなのよ」

　自分の過去を掘り起こしてみれば未来を切り開くヒントは必ず眠っている。

　魔術執行官を経て石動いするぎ我が花ばなは現在にいたる気づきを得た。あるいは方向転換するだけのきっかけがあったのだろう。

「逢あい夏かをよろしくお願いします。彼女はあなたを慕っている」

「……黒くろ瀬せくん。逢あい夏かさんはなんで私の研究室に来たんだと思う？」

　石動いするぎ我が花ばなは自らの手でおれのグラスに新しいワインを注ぐ。

「逢あい夏かさんには、魔術で困っている大事な人がいるんですって」

「ナツ──逢あい夏かの弟の不止の魔術なら、おれが改善しましたよ」

　知らぬ間に睨にらむように目の前の魔女を見てしまう。

「不止の魔術はいわば閉められない蛇口よ。勝手に水が出続ける。その仕組みを解明できれば、逆に閉じたままの蛇口の開き方もわかるかもしれない。逢あい夏かさんは面接の時にそう語ったわ」

　彼女はグラスのふちギリギリまでワインを注ぎ、こぼれる寸前でようやく手を止めた。

「それって──」とおれが言いかけて、逢あい夏かが小さな声を漏らす。

「あ、ごめんなさい。私寝ちゃって……」

「そうだよ。逢あい夏かさんが起きるまでデザート待っていたんだから」

　慌てて身なりを整える逢あい夏かを笑いながら石動いするぎ女史はおれに目配せする。

　おれの酔った頭は、どう見ても飲み切れそうにない満杯のグラスの処遇について真面目に悩んでしまう。




　　　　　　　○




　石動いするぎ女史と逢あい夏かと別れて、フロリダビルに帰った。事務所のある三階まで階段をのぼると、事務所の明かりがついている。

　おれがそっと中に入ると、ソファーでパジャマ姿のヒナコが眠っていた。

　いつもならとっくに自分の部屋にあがって寝ている時間だ。学校生活と事務所の家事全般に、最近は希き遊ゆとのトレーニングまで増えた。体力のあるヒナコでも夜には眠くなってしまう。そばに置かれた読みかけの本は、分厚い魔術系統辞典の〈電気〉だった。

「空を飛んだ次は電気を覚えるつもりか。勉強熱心だな」

　朝あさ倉くらヒナコの〈万物流転ユニバーサル・フロー〉は、あらゆる魔術の行使を可能とする。皇すめらぎ希き遊ゆを間近で観察できるのは、〈電気〉の魔術を覚えるには絶好の状況だ。

　知識と経験が自分の中でしっかり結びつき、いつでも再現可能になったものを実力と呼ぶ。

　ヒナコの一いち途ずさは美しく尊かった。

　起こすのもかわいそうだが、このまま寝させては身体に悪い。明日も学校だ。

「ヒナコ」

　彼女の薄い肩に軽く触れると、ヒナコの長く濃いまつ毛が二度三度またたく。

「……あ、お帰りなさい。秀ひで春はるさん」

　まどろみながら微ほほ笑えむヒナコ。

「もしかして待ってたのか？」

「たまたまです」

「……ちゃんと休まないと。ほら、自分の部屋に戻れ」

「眠いので今日はもう、ここで」

　ふわぁーと小さくあくびをして、ヒナコはソファーに顔を伏せてしまう。

　しょうがねぇなぁ、とおれはヒナコを抱き上げる。ヒナコは小さな子どものように首元にしがみつく。

「赤ん坊の時とは違うな」

　やっぱりおれも酔っている。当たり前のことを実感してしまう。慎重に一歩ずつ進み、事務所の居住スペースにあるおれのベッドに寝かしつけた。

　彼女は静かに寝息をたてる。

　……おれの枕に顔をうずめるな。

　ヒナコの頭を枕から離そうとするも、むしろ彼女は枕を胸に抱きこんだ。お気に入りのぬいぐるみでもあるまいし。

「おやすみ。ヒナコ」




　　　　　　　○




　おれの見こみよりずっと早いペースで、希き遊ゆのトレーニングは第二段階に入る。

　彼女は自分の体内で電気が流れる感覚に慣れてきた。

　次は任意で電気の量と作用を調整することを学んでもらう。

「さぁお待ちかねの詠唱だ」

「黒くろ瀬せ師匠。確認だが、しくじったらどうなる」

「よくて感電、悪くて感電死だな」

　希き遊ゆの顔色がほとんど土気色にくすむ。

「おれが魔術崩しで補助する。あふれた電気はおれが魔術崩しで削るから安心しろ。しくじれば、おれも一緒に痺しびれるし、最悪死ぬだけだ」

　軽い調子で説明してみるが、決闘で見た希き遊ゆの出力は決して楽観視できない。

　実際に戦ったヒナコは心配を押し殺して黙っていた。

「魔術崩しはずいぶんと便利なんだな。詠唱を継がなくても、触れるだけで魔術を崩せるのか」

「言っただろう、これは手品だ。一流の魔術士には通じない」

「手品で人を喜ばせられるなら十分だろう」

　希き遊ゆの何気ない一言に、おれははっとさせられた。天然で褒め上手とはつくづくリーダー向きな少女である。

「それにしても、希き遊ゆはまだまだか」

「発展途上なだけさ。いいか、唱えても動くなよ」

「わかっている」

　おれは希き遊ゆに向き合い、いつでも反応できるように中腰気味に構える。

　希き遊ゆに流れる魔力の微妙な変化をいち早く感知するため、自分の感覚を極限まで研ぎ澄ます。

　張りつめた緊張感の中で、皇すめらぎ希き遊ゆはあらかじめおれが教えた詠唱を唱えた。

「〈閃せん光こうの衝動、研がれた稲妻は四肢を巡る〉」

　体内で爆発的に膨れ上がる電気。

　希き遊ゆが全身に帯びた強烈な発光。身体からこぼれた光は不均一。破れ解けて刺とげ々とげしく少女の体表を紫電が弾はじけのたうつ。

　おれは即座に魔術を崩す。逆立った毛皮をはぎ取るように少女と紫電の間に手を差しこみ、一気に毛布をめくりあげるようにあふれた電気を削そぎ落した。

　一瞬で全身に冷や汗をかく。それは希き遊ゆも同様だった。

「なかなか、刺激的だな」

　希き遊ゆの虚勢。言葉尻がわずかに震えている。

　そばにいるおれより希き遊ゆの体感の方が遥はるかに上なのだ。恐こわくないはずがない。

「それだけ希き遊ゆの力があるってことだ。すこし休むか？」

「いや、やる。時間が惜しい」

　希き遊ゆはヒナコを見た。

「希き遊ゆは、皇すめらぎとして勝たなければならない」

　どこまでいっても自分の出自、宿命を背負う覚悟がこの小さな背中にはあった。

　魔術界でもっとも歴史ある旧家としての誇りと責任。

　魔術士らしい魔術士がここにいた。

　希き遊ゆは失神する寸前まで挑戦し、ついに芝生に倒れこんだ。そのまま茫ぼう然ぜんと、半分眠っているような状態で寝ころんだまま動かない。

「今日はここまで。お疲れさま」

　希き遊ゆは返事ができないから、片手を軽く振った。

　ほぼ魔力が空っぽの状態でしばらくは立ち上がれないだろう。やる気は伝でん播ぱし希き遊ゆに引きずられる形でこちらも熱が入ってしまった。

　おれも芝生に腰をおろして、一息をつく。

　ずっと電撃を崩していた自分の両腕に違和感が残る。単なる電気による痺しびれではない。

「秀ひで春はるさんもトレーニングになっているみたいですね」

「ひたすら魔術崩しの素振りをやっているわけだからな」

「魔術崩しってどうやって身につけたんですか？」

「昔はいくら試しても問題ない練習台がいたからな。ひたすら実験だ」

「ただのサンドバッグじゃないですか！　相手の人は無事なんですか？」

「むしろ毎回こっちが命懸けだよ。恐竜相手に関節技をかけるようなものだ」

「とりあえず努力の結晶だってことは理解しました」

　ヒナコは苦笑いする。

「…………他人の詠唱を継いだり、弱い魔術なら触れるだけで崩せる魔術崩しは、それだけで特別な業わざです。唯一無二の武器、秀ひで春はるさんの実力ですね」

「なんだよ、あらたまって」

「その上、極大魔術崩しなんて無茶をする必要があるんですか。悪い見本、なんですよね？」

　ヒナコは真剣に問う。好奇心が半分、残りは疑問三割、心配が二割。

「日常的な対応ならヒナコの言う通り、ふつうの魔術崩しがあれば十分だ。だが、どうしても止めさせなきゃいけない時がある。この前の十じゆう条じよう寺じ邸の事件のようにな」

　魔術を止めるなら物理的に抑えるのが手っ取り早い。

　では、物理的にも止められない場合はどうするか？

　今年の二月、大雪の日に朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーが現れ、ヒナコを連れ去った。

　洗脳された十じゆう条じよう寺じ飾かざりという少女の魔術を操り、助けに行ったおれ達たちを含め大勢の人間が危うく死にかけた。間一髪、少女の暴想バーストした魔術を止められたのは、おれの魔力をすべて賭とした極大魔術崩しができたからである。

　極大魔術崩しは、詠唱さえ無視して、すでに起動した他人の魔術に強引に干渉、強制停止させる荒業だった。

　結果、急激な魔力切れを引き起こして、おれは気を失ってしまう。

「極大魔術崩しが危険なのはわかります。魔術に本来必要な過程を無視するってことは、他のところに必ずしわ寄せがいっています。それがもし命にかかわるものだとしたら……」

「大げさだよ」

「なら失神しないようにせめて鍛えてください！」

　助手である少女が、そんな想おもいを秘めていたとは意外だった。

　恐竜もとい逢あい夏かの弟ナツがフロリダビルを去って以来、練習相手がいなくなったのは事実だ。

　魔術崩しを試せる状況がない以上、鍛えようがないのが正直なところである。極大魔術崩しをすれば魔力切れでおれは失神するし、相手も盛大な逆想リバウンドを味わう。ダブルノックアウトに付き合ってくれる奇特な相手はいない。同じ高みを目指して、付き合ってくれる仲間がどれだけ貴重なのか痛感する。

「秀ひで春はるさんが無茶をするのは、いつも誰かのためです。譲れない理由があるからこそ極大魔術崩しが必要なことも」

　ヒナコの切実な眼まな差ざしと穏やかな声音は、おれ自身が自覚している愚かしさを少しだけ軽くしてくれた。

　腕がちぎれそうになるほど手を伸ばしても空さえ飛べない者は虹に届くはずもない。

　そんな愚行めいた挑戦を少女は決して笑わなかった。

　上辺の共感も、常識に縛られた浅い判断もしない。

　彼女は心の底から信じてくれていた。

　それが、どれほど心強いことか。

「ヒナコ。ありがとうな」

「膝枕ならいくらでも貸しますよ」

「やめれ」と思わずヒナコの口を塞ぐ。恥ずかしい。

「約束してくださいね、先生」

　おれが手を離してもヒナコの真剣な顔つきは変わらない。

「────」

　そうか、この子は失うのを恐れているのだ。

　朝あさ倉くらヒナコと再会して半年も経たっていないが、気づけばおれという存在は彼女の人間関係では彼女の母親につぐ濃さといっても過言ではない。

「希き遊ゆの練習相手は骨が折れる。継続すれば、極大魔術崩しに耐えられるようになるかもな」

　とおれは両手を何度か開閉して、感覚が戻ったことを強調するように手のひらを前に掲げた。

「極大魔術崩しをつかう時は、当分わたしがいる時にしてください！　助手のサポートが必須ですから」とヒナコはおれの手にハイタッチした。

「それで、先生。ひさしぶりにわたしの魔術もすこし見てもらえませんか」

「校舎を消し飛ばすような強力なやつは勘弁してくれよ」

「しませんよ！」

　怒った拍子にヒナコのポニーテールが遅れてぴょんと跳ねる。

「新しい魔術に挑戦してみたんです。感想をお願いします」

　ヒナコはそう言って、一瞬で集中状態に入った。この切り替えの早さが決闘中にさまざまな魔術を駆使できる秘ひ訣けつだ。即ア興ド詠リ唱ブは直観が鋭くなければ、なかなかうまくいかない。誰だってその場の思いつきで窮地を乗り切れれば苦労しないだろう。

「〈光る翼が夜闇をめくる、落ちたる羽根は──〉」

　ヒナコの魔術は失敗した。詠唱を言い終えるまえに漏れ出した電気が周囲の砂鉄を引き寄せ、ヒナコにばっと集中する。硬く黒いカビがはえたみたいにヒナコのジャージの表面に大量の砂鉄がくっついていた。

　軽い詠唱だったから逆想リバウンドさえ起こらない。

「うわ、うわっ！」

　ヒナコは慌てて砂鉄を手で払う。さらにジャージの上下を脱いでバサバサとあおいで、砂鉄を落とそうとした。

「なんか服の下にまで入った気がします」

　体育着の下に違和感がまだ残るヒナコはしきりに下着の位置を気にする。

「身体が電磁石になったせいだ。まだまだ心しん想そうを磨く必要があるな」

「善処します」とヒナコはまだ自分の身体をまさぐり、違和感を払っている。

「…………そう簡単に真ま似ねされたら、希き遊ゆの立つ瀬がない」

　希き遊ゆが半回転して芝生からヒナコを目だけで見上げる。

「この先、朝あさ倉くらと決闘したら勝ち負けのリスク以上に、魔術を盗まれる可能性が出てくるわけだろう。しかも自分よりうまくあつかわれるかもしれない。魔術士としては恐怖だな」

　淡々としているが希き遊ゆの感想はこれから出会う魔術士たちの総意を代弁する。

　盗まれるとは響きが悪いが、魔術を真ま似ねされることは通常ありえない。

　自分の魔術は自分だけのものであり、真ま似ねできるのはせいぜい同族で同じ魔術特性をもっている相手に限られる。

　希き遊ゆが意識せず口走った〝盗まれる〟〝恐怖〟という単語は実に端的かつ的を射ていた。

　魔術は、魔術士が生まれもった財産である。

　それは血によって受け継がれ、積み重ねてきた一族の歴史そのもの。

　ヒナコが無邪気に他人の魔術を見て行使することは、相手の財産を脅おびやかすことに他ならない。

「歴史が終わる時なんて案外そんなものなのかもな」

　同じ空はない。おれが空を見上げると、大きな白い雲がゆっくりと移ろっている。いくつもの大きな雲のかたまりが流れ、空の模様は変わっていく。

　ちょっと飲み物を買ってきます、とヒナコはこの場を一旦離れた。

　希き遊ゆは目を閉じて休憩に専念し、おれはぼんやりと頭を空っぽにする。

　穏やかな午後だ。

　夕暮れに雪な崩だれていくまえの、かすれた空の色。あと半はん刻ときもすれば夜の濃紺に裾から染まっていく。

　だが心地よい静寂を打ち破るのは、いつだって空気を読まない不粋な声だった。

「貴様は誰に断って、希き遊ゆの指導をしている！」

　現れたのは砂だるまこと九く賀が峰みねだった。

　足元を砂に変えて、動く床を滑るように一気にこちらに近づいてくる。

「彼女の個人的な依頼だ。あんたには関係ない」

「大ありだ！　どこまで礼儀を弁わきまえない！」

　自分の気に入らないものを否定せずにはいられないのか、この男は。

「学校にいるってことは、魔術執行官には逮捕されずに済んだようだな。さすが皇すめらぎ家」

　先日の石動いするぎ研究室の一件で、冬とう矢やが接触を図っているはずだ。だが、こうして学校に顔を出せているのは、国家権力をもってしても踏みこめない皇すめらぎ家の権力のおかげだろう。

　今ごろ冬とう矢やはさぞや不機嫌で腹を立てているに違いない。

　おれが鼻で笑うと、九く賀が峰みねは目鼻が脂肪に埋まるほど表情を歪ゆがませた。

「貴様、石動いするぎのところでも働き出したようだな。どこまで節操がない。恥を知れ」

　親の仇かたきを目にするような砂だるま。だが、おれの手の届く範囲までは踏みこんでこない。

「人聞きの悪いことを言うな。おれは依頼を受けただけだ。八つ当たりなら他をあたれ」

　砂だるまの泣き言に付き合うほど、おれも暇じゃない。

　いつの間にか立ち上がった皇すめらぎ希き遊ゆはおれの前に出て、九く賀が峰みねと向き合う。

「九く賀が峰みね教諭。高等部入学はいい機会だ。希き遊ゆはあなたの指導を終わりにする」

　自分の小さい身体と九く賀が峰みねの肥満体との体格差に怯ひるむことなく皇すめらぎ希き遊ゆはきっぱりと決別する。

「待て。なにを言っている。ふざけるな」

「皇すめらぎ希き遊ゆは決めた。交渉の余地はない」

　九く賀が峰みねの動揺と希き遊ゆの強硬さは、決闘後とは対照的である。

　希き遊ゆがこれまで言われるがままだったのは、あくまで師弟関係を受け入れていたからこそ。

　九く賀が峰みねもここで暴れたところで、魔術執行官から自分を守ってくれた皇すめらぎの一族が今度は自分に牙をむく。敵対すれば魔術士として生きる居場所さえ失う。魔術士に生まれ魔術士に育った人間が今さら違う生き方などできるはずがない。

　一族内における立場の差をそのまま突きつける一方的な通告。どれだけ年齢や実力があっても生まれついた血の濃さは絶大だった。

　これが魔術士の世界だ。

「すでにあなたの役目は終わった。希き遊ゆは次の段階に進む。これからはただの担任と生徒だ。あなたも新しい生徒を探せばいい。本家には希き遊ゆの方から説明しておく」

　真の絶望に沈んだ人間は無闇に取り乱すことはない。茫ぼう然ぜん自じ失しつ。底なしの虚無感にただただ苛さいなまれる。

　塩の柱になったように九く賀が峰みねは脂肪のついた顔を真っ青にして棒立ちになっていた。

「トレーニングの邪魔です。帰ってください」

　希き遊ゆが硬い声で突き放す。

　足元の砂の流動はいつの間にか止まり、九く賀が峰みねはよろける。そのまま彼の背中が遠ざかるのを見届けた。

　離れていく教師の背中が消えて、希き遊ゆはポツリとつぶやく。

「九く賀が峰みね教諭は皇すめらぎの分家のさらに傍流だった。黒くろ瀬せ師匠の言う通り、あれだけ〈砂〉の魔術を自由自在につかえることが評価され、希き遊ゆの指導役を本家から命じられた。彼も幼少期は不止の魔術に悩んでいたそうだ。自力で克服したからこそ、できない者が努力不足に映るのだろう」

「努力だけで改善すりゃ苦労はないさ」

　一流の魔術士が一流の指導者とは限らない。

　不止の魔術に対する認識の差による不幸な話は尽きない。個々人により抱える事情が千差万別すぎて、共通認識はいまだにあやふやなままだ。

「まぁ、おれは皇すめらぎのお嬢様だからって特別あつかいしないぞ」

　すでに承知しているとばかりに希き遊ゆは首を横に振り、「そんな風に言うのはドクター・シーラカンスくらいだ」と微苦笑する。

「どうして化石ジジイの名前が出てくる？」

　そんなことも知らないのかと希き遊ゆは怪け訝げんな顔で説明する。

「あの方は、我が一族の生き証人だぞ。まだ魔術省の前身さえなかったころから皇すめらぎの始祖と交流があった。公的な記録も残っていないから、あの方なしには今こん日にちの皇すめらぎの繁栄もない」

「魔術界の黒い繫つながりを感じるぜ」

　おれが冗談めかすと希き遊ゆは本気で怒った。

「馬鹿者！　あの方ほど公明正大な人はいない。取り入ろうとする者は後を絶たずとも、あの方はすべてを断られている。四年前、消失した正午の折にはその責任を負う形で魔術省の要職を辞しているんだぞ」

「ジジイが好きなのか？」

「好きというか、あの方はすべてに平等だ。皇すめらぎの直系である希き遊ゆに期待も失望もしないのは楽らくだからな。性格としては摑つかみどころがない」

「…………。化石ジジイは別に魔術が好きなわけじゃない。最初の第零種による影響で不死身だから、人より時間をかけることで高みに辿たどり着いてしまった。むしろ自分の影響力が大きすぎるのを煩わしいと思っていたんだよ」

　賢人は世を儚はかなむ。ドクター・シーラカンスは今では日がな一日、大魔道図書館で若者たちに時折話しかけるのを楽しみにしている。

「やけに詳しいな」

「昔、世話になった」

　おれは素っ気なく返す。

「……あの方が誰かの世話なんて珍しいな」

　希き遊ゆは静かに驚いていた。




　　　　　　　○




　トレーニングを終えて、おれは高等部の職員室に向かう。

　石動いするぎ研究室の襲撃後、どうなったのか逢あい夏かに聞くためだ。容疑者と目された九く賀が峰みねが自由なままなら、魔術省が皇すめらぎ家を押し切るほどの証拠は見つかっていないということだ。

　おれが職員室を直接訪ねると、江え羽ば逢あい夏かは急いでデスクを立つ。

　その慌てふためく様が物珍しいらしく、他の先生方がクスクスと笑う。

「ちょうど今あがるところだから、廊下で待ってて」と逢あい夏かはおれを廊下に追い出す。

　逢あい夏かは言葉通り、帰り支度を済ませてすぐさま現れる。

「廊下に立たされた気分だ」

「予告もなしに来るからでしょう」

「連絡すればいいのかよ？」

　そう問うと逢あい夏かは真面目な顔で考えこむ。その整った顔立ちの裏に妙な葛藤が見てとれた。

「……ここは、職場よ。私用で部外者が出入りするのはよくないわ」

　考えずともわかるような真っ当な内容を、なぜか絞り出すような声で逢あい夏かは答えた。

　夕ゆう陽ひで朱に染まる校舎をならんで歩く。この時間になれば教室で居残りしている生徒たちも下校しており、物寂しい静寂が廊下に横たわる。

「今日は珍しく残業はないのか」

「これから石動いするぎ教授と一階で待ち合わせて、食事がてら次の特別授業の打ち合わせなの。よかったらハルもくる？」

「遠慮しておく。話が固まったら呼んでくれ」

　先日の晩ばん餐さんでおれは痛感した。石動いするぎ我が花ばなと酒を交えたら、知らないうちに身ぐるみ剝がされてしまう。次はなにを胸の内から引きずり出されるかわかったものではない。

　おれの警戒を敏感に察知した逢あい夏かは「このまえ教授となにかあったの？」と鋭かった。

「精神的に解剖されそうになった」

　口の中にレモンをねじこまれたような気分がよみがえる。

「ハルは石動いするぎ教授に気に入られているのに」

「甘い。世の中には好きだから容赦しない連中がごまんといる」

「好きって、え、告白でもされたの？」

「拾うところが違う。なんでそうなる」

　あの食虫植物のような魔女の誘いに惑わされるほど脇は甘くない。

　逢あい夏かは疑惑の眼まな差ざしを浴びせつづける。

「でも、石動いするぎ教授は美人じゃない。私、教授に年齢聞くまで二十代だと思ってたもの」

「あのよ、逢あい夏か。学生でもあるまいし、なんで学校の廊下で恋バナに花を咲かせにゃならん。あと誤解であることは再度主張させてもらう！」

　昔からおれの言うことだけは素直に聞き入れない女なのだ。

「……そっか。同じ学校に通うってこういう感じなのね」

　ひとり妙に納得した逢あい夏かがポンと手を叩たたく。

　廊下の角を曲がり、ちょうど夕ゆう陽ひが逢あい夏かの横顔に差しこむ。

　顔が茜あかね色いろに染まって江え羽ば逢あい夏かのニュアンスが一瞬読めなくなる。

「こういう感じって？」

　おれは静かに問う。

「特別感あるじゃない。こう、思春期って感じで。学生時代しか学校の廊下で恋バナなんてできないでしょう」

「今さら思春期になんか戻りたくねえよ」

　あんな右も左もわからない不安定な時期は二度とごめんである。

「ノリ悪いわね」と不満げだった逢あい夏かが、ふいに立ち止まった。

「逢あい夏か？」

　おれも足を止めて、彼女の方へ振り返った。

　逢あい夏かはすこし考えてから時を止める言葉をつむぐ。

「──ハル、好きよ」

　幻視したのは学生服姿の江え羽ば逢あい夏かだった。

　それくらい黒くろ瀬せ秀ひで春はるの意識は十代に容赦なく引き戻される。馬鹿みたいに動揺して心臓が止まりかけ、言葉が消し飛ぶ。嬉うれしさと気恥ずかしさと困惑。記憶と経験、開き直りという手て垢あかがつくまえの無防備な反応になってしまう。

　固まったままのおれに対して我に返って冷静になる江え羽ば逢あい夏かは「ただの冗談よ！　本気にしないでよ！」と勢いよく否定する。

「からかわないでくれよ。冗談でも、驚いた」

　おれは思わず帽子に手をかざし、顔を隠すように位置を調整する。

　おたがいに顔を背け、その場で黙りこむ。

「……ハル。私を見て」

　先に口を開いたのは逢あい夏かだった。

　おれは視線を床から目の前の幼なじみに戻す。

「さっきの告白が本気なら、ハルはなんて答えてくれる」

「逢あい夏か、おれは──」

　舌の上に答えはすでに乗っていた。

　だが、言葉となって逢あい夏かの心に届くことはない。

　人気の絶えた静かな廊下、視界の隅から突然現れた形のない悪意を避けるため、おれは逢あい夏かを引き寄せた。

　おれの肩口をかすめた夕ゆう陽ひに赤く染まる何者かの影がそのまま廊下の奥まで飛んでいく。

「誰だ！」

　逢あい夏かの肩を抱きながら、夕ゆう陽ひの届かない廊下の先に広がる薄闇を睨にらむ。

　ゆっくりと不定形の悪意が猫背をあらためるように立ち上がる。

　何者かの判別がつかない影は大きな布を被かぶっており顔が見えない。身動きひとつしない。

「ハル。君がどうして魔術界に力を貸す？」

　唐突な問いかけ。

　脈絡もなく、そんな言葉を投げかけてくる心当たりをおれはひとりしか知らない。

「──朝あさ倉くら響きよう示じ」

　足音もなく、薄暮の校舎を影が動く。

「逢あい夏か！　冬とう矢やを呼べ！」

　おれは同時に駆け出す。

　廊下を滑るように大きな布の裾をはためかせた朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーをひとりで追いかける。

　影の移動速度は速い。

　だが、先生の背中を追いかけながら妙な違和感があった。

　それは四階から三階に階段を下った瞬間にはっきりする。

　二足歩行の人にあるべき、上下動がない。揺れやブレがなく、あまりにも滑らかに階下へ下りていく。まるで滑り台のような段差を意識させることのない動作。

「器は九く賀が峰みねか！」

　人体の構造を無視した滑らかな挙動ができるのは、人の形を捨てて問題のない人間だけだ。

　廊下を全力疾走するが、魔術崩しの届く距離に近づけない。

　ただ逃げるのとは違う。

　おれが追いつけないギリギリの速度で距離を保つ。完全におれの魔術崩しを勘定にいれたものだった。存在をちらつかせながら決して到達させない。どこまでもこちらを試し、誰よりもそばで見つづける。おれに魔術を教えてくれた時の先生と同じ距離感だった。

　やはり朝あさ倉くら響きよう示じは生きている。

　消失した正午よりあとでなければ、黒くろ瀬せ秀ひで春はると魔術崩しは結びつかない。

「仕事先まで見に来るなんて、ずいぶん過保護ですね！」

　届かない苛いら立だちがおれに悪態をつかせた。

　放課後の逃走劇。

　日が沈む寸前の校舎で踊る朝あさ倉くら響きよう示じの影を必死で追いかける。

　この道は知っている。影は渡り廊下を進み、途中の窓を突き破って地上へ一気に落ちていく。

　希き遊ゆでも無事だったのだ。

　おれもそのまま三階の渡り廊下から空中へ飛び出した。

　落下までの一瞬、引き伸ばされた時間。

　おれは上から魔術崩しを喰くらわせようと腕を突きだす。

　影がまとう大きな布ごと串刺そうとした刹那、七なな上かみ冬とう矢やの言葉がよぎる。

　──生け捕りにしろ

　おれの魔術崩しは、朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーを簡単に壊してしまう。

　たとえ洗脳した人格であれ朝あさ倉くら響きよう示じだ。彼から聞き出すべきことは山ほどある。真相を明かす千載一遇の機会を衝動的に無に帰すのか。

　おれは、自分に問いかけてしまった。

　わずかな躊ちゆう躇ちよが、届きかけた距離を再び広げていた。

　朝あさ倉くら響きよう示じの影は音もなく中庭に着地、止まることなく一階の窓を破って校舎に戻る。

　おれはといえば着地のことを考えていなかったため、氷上から海中へ潜るペンギンのように頭から激突しかける。

「どうして危ないことするのよ！」

　間一髪、追いかけてきた逢あい夏かの〈絃いと〉がおれを吊つり上あげていた。

　視線は影を追う。

　廊下を低い姿勢で進む先には、偶然にも魔女がいた。

　逢あい夏かを待っていた石動いするぎ我が花ばなが、砕けた窓の音で異変に気づく。

「石動いするぎさん！　そいつが犯人です！」

　着地しながら、おれは大声で叫ぶ。

　目の前まで迫ってくる影に魔女は悠然と構える。

　廊下は一本道。石動いするぎ我が花ばなを抜き去らない限り、逃げられない。

　猛然と突き進む朝あさ倉くら響きよう示じの影に対して、魔女はお気に入りの羽根ペンをすでに握っていた。

　高速で宙をはしる黄金の筆跡。

「やっと捕まえたぁ」

　石動いするぎ我が花ばなの顔に狂喜が浮かぶ。

　彼女が羽根ペンを下ろした時には、廊下という空間は封鎖された。

　前後に見えない壁が出現し朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーをはさみこむ。

　あっという間に空間の余白を極限まで詰めて、即席の牢ろう屋やを形成した。

　布を被かぶった影はすぐに中庭に面した窓ガラスに突撃する。模倣人格デツドコピーなら魔術の壁は難しいが、ただの建築部材なら力技で壊せる。

「甘い」

　石動いするぎ我が花ばなは壁を書き足す。

　前後左右、さらに上下。六面すべてが石動いするぎ我が花ばなの魔術により閉じられ、影は逃げ場を完全に失った。空間的余白をギリギリまで詰めて、中心の影がついに動きを止める。

　六面の進行は停止し、大きな布の下で人の形をした盛りあがりができた。小山のような大きさに、布の下にいる人物が巨体であることは容易に判断がつく。

　石動いするぎ女史はおれと逢あい夏かが来るのを待って、見えない牢ろう獄ごくに右手を入れる。

　大きな布はカーテンだった。

　布をめくると九く賀が峰みねが全裸で失神している。

　かろうじて状態を戻しきれたのは自分の身体だけで、衣服の再現には失敗していた。

「さぁすべて聞かせてもらいましょう。退屈を通り越して気が狂うまで徹底的にね」

　魔女は廊下中に響き渡る声で低く嗤わらった。
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　四月も中旬を過ぎ、満開の桜が咲いていた木々には青々とした葉が茂りはじめていた。過ごしやすかった昼間の陽気も時折暑く感じる。目まぐるしい出来事に翻弄されながら、慌ただしく日々は過ぎていく。

　皇すめらぎ希き遊ゆのトレーニングが、ここにきて停滞した。

　順調に新しい魔術のつかい方に慣れはじめ、いよいよ仕上げの段階となったところで希き遊ゆは失速した。集中力を欠き、入学式のころの不機嫌さが顔を出す。

　遠縁である親戚の九く賀が峰みねが魔術省に捕まったことが影響しているのは明白だった。

「──希き遊ゆ、今日はここまでだ」

　見かねて、おれは練習を打ち切る。

「待て。まだ希き遊ゆには余裕があるぞ」

「ぜんぜん集中できていない。これ以上は時間の無駄だ」

「今のはたまたまだ。次はうまくやる」

「馬鹿言え。今のままなら確実に事故が起きる。過信するなよ、お嬢様」

　希き遊ゆの言葉を却下する。短期間で覚えた技術はできるようになっただけで、完全に身についたわけではない。気を抜けば簡単に失敗する。わざわざ第三者がそばで見て監督するのは、指導だけでなく無茶をさせないためなのだ。

　承服しかねる希き遊ゆは、だんまりを決めこむ。

　気まずい時間を変えてくれたのはヒナコの一言だった。

「うちにご飯食べに来ませんか？」







　二時間後、黒くろ瀬せ魔術コンサルタント事務所内は女の園と化していた。

「はるちゃんって女子高の先生に転職したんだっけ？」

　すでに酔った我が事務所の経理・会あい田だ千ち草ぐさはふわふわした声を出しながら、目の前の光景からおれに視線を移した。彼女が手に持つのは珍しくビールだ。今日の夕飯と合わせて千ち草ぐさの飲酒ペースはいつも以上にはやい。

「気のせいだ」

　おれは事務所中に響き渡る少女たちの想像以上にかしましい声に思わず渋い顔になった。

　ヒナコの提案により、我々は餃子ぎようざパーティーの真っ最中である。

　スーパーマーケットで材料を大量に買いこみ、先ほどまでひたすら餡あんを皮に包んでいた。なにが恐ろしいって、魔術士の少女たちはいつの間にか包む個数を競いだし、材料をすべて餃子ぎようざに変えていた。明らかに人数分以上の餃子ぎようざが用意された。

　ちなみに包んだ個数は、料理に手慣れたヒナコの圧勝である。

　今は大量に並ぶ餃子ぎようざを少女たちがソファー側のテーブルに置いたホットプレートで順々に焼いている。

「ちょっと、皇すめらぎ希き遊ゆ。まだひっくり返すには早いってば！」

「む。今は希き遊ゆが焼く係だ。余計な口出しはいらないぞ」

　ホットプレートをはさんで朱しゆ門もん蓮れん歌かと皇すめらぎ希き遊ゆが言い争う。

　希き遊ゆを連れて下校するタイミングで会った朱しゆ門もん蓮れん歌かを誘うと彼女は二つ返事で参加表明した。

　事務所内には食欲を刺激する香ばしい匂いが満ちる。

「おまちどうさまです」とエプロン姿のヒナコが焼き上がった餃子ぎようざを運んできた。餡あんのトッピングにはチーズ、明めん太たい子こ、海え老び、紫し蘇そなど味もバラエティ豊か。タレも複数用意してあるから飽きずに食べつづけられる。

　おれも第一弾で焼き上がった熱々の餃子ぎようざをつつきながら、キッチンのダイニングテーブルで千ち草ぐさとビールを飲む。

「美お味いしいから永久に食べちゃいそう」と千ち草ぐさが感想を述べる。

　おれも次から次へと口に放りこむ手が止まらない。あっという間に皿の半分近くを食べてしまう。美う味まい。冷たいビールと熱々の餃子ぎようざの組み合わせは、いくらでも食べられる。

「お味はどうですか？」とヒナコが、箸休めの春はる雨さめサラダを大人組のテーブルに置きながら質問する。

「絶品だよ。焼き加減もばっちりだ」

　おれはヒナコに太鼓判を押す。

「ほーら、やっぱりはやかった。もうちょっと堪こらえなさいよ」

　ソファーをはさんでホットプレートを囲む子ども組から、蓮れん歌かの呆あきれた声が聞こえてくる。

　どうも希き遊ゆが焦あせって、焼くのに失敗したらしい。

「ふん。食べてしまえば大差ないだろう」と希き遊ゆは小振りの餃子ぎようざをパクパクと口に放りこむ。焼きたての熱さにハフハフと口を動かしながら、美お味いしそうに頰張る。

　蓮れん歌かも箸を伸ばし、「味はさすがヒナコね」と感想を述べる。

「ありがとうございます。わたしにも分けてください」

　ヒナコもソファーに座って、食事に合流する。

　あっという間に少女たちは一皿食べ終わり、「次は海え老び餃子ぎようざを焼くわよ」と蓮れん歌かが焼く係になる。

「蓮れん歌か。できたら、こっちの分もわけてくれ」

　知らぬ間にこちらの餃子ぎようざもなくなりかけていた。

「もちろん。ダーリンのために最高の餃子ぎようざを焼くから待っててね！」

　興の乗った蓮れん歌かが勢いよく手をあげる。

　餃子ぎようざを焼く音と少女たちの会話に紛れて、事務所のインターホンが鳴る。

「ようやくスペシャルゲストの登場ね」と千ち草ぐさが玄関に迎えに行く。

「遅れてごめんなさい」

　現れたのは江え羽ば逢あい夏かだった。

「えぇー、江え羽ば先生ッ！」

　思わずソファーから腰を上げる蓮れん歌かに対して、ヒナコは冷静に「蓮れん歌か。そろそろお水足してください！」と的確なアドバイスを送る。

　蓮れん歌かはすぐにホットプレートに意識を戻し、水を注いでフタをした。

　千ち草ぐさに背中を押されながら、逢あい夏かがこちらのテーブルまでやってくる。

「もう、あー様、遅いよ。ぜんぶ食べるところだったんだから」

　同おない歳どしの千ち草ぐさは逢あい夏かの登場にはしゃいでいた。

「千ち草ぐさちゃん、たくさん作ったみたいだから大丈夫でしょう」と焼く前の大量の餃子ぎようざを見て、逢あい夏かは笑う。

　それからおれと目が合った。彼女は咄とつ嗟さに反らしかけた視線をぐっと堪こらえて、何事もないようにおれと向き合う。

「お邪魔させてもらうわね、ハル」

「食い手が増えて助かる。腐らせたらもったいないからな」

「ありがたくお相伴に預からせていただくわ」

　逢あい夏かは緊張をほどく。

「はい、さすがに手ぶらだとなんだと思ったから、お土産。デザートに食べて」とコンビニの袋を渡してくる。中にはお値段の張るアイスクリームが入っていた。行きがけに慌てて買ったのだろう。

　おれと逢あい夏かの付き合いなら、わざわざ気をつかわなくていいのに。まるでお客様みたいだ。

「喜べ、若き魔術士諸君！　江え羽ば先生がアイスを買ってきてくれたぞ！」

　おれが高々とコンビニの袋を掲げると、少女たちがわく。

「江え羽ば先生、ありがとうございます」

　ヒナコがおれから袋を受け取り、溶けてしまわないようにすぐ冷蔵庫に仕舞う。

　逢あい夏かはキッチン周りを眺めながら「きちんと片づいているのね」とポツリとつぶやく。立ったままの逢あい夏かに席をすすめる。逢あい夏かはスプリングコートを脱いで、おれの対面の普段はヒナコの定位置である席に座る。

「さっさ、あー様も駆けつけ一杯っと」と千ち草ぐさが逢あい夏かの分のグラスにビールを注いだ。

「はい、はるちゃんもグラスもって。あー様、おかえり。乾杯！」

　さり気ない千ち草ぐさの「おかえり」という一言に、おれは感慨深くグラスを合わせた。

　江え羽ば逢あい夏かがフロリダビルの三階に戻ってきたのは三年ぶりだ。

「今日は研究室からはやめに上がれたんだな」

　おれの質問に、逢あい夏かは熱々の餃子ぎようざをなんとか食べてから答える。

「研究室もまだ元通りってわけにもいかないから、しばらくはね。あ、美お味いしい」

「逢あい夏かは石動いするぎさんの魔術省時代の仕事を知っているか？」

「内勤ってくらいしか聞いてないわね」

「それはどうして」

「どうしてって、なにか気になることでもあるの？」

　逢あい夏かは最初のビール一杯で頰がほんのり赤くなる。

「冬とう矢やの師匠筋だぜ。内勤としてオフィスに閉じこめておくには石動いするぎさんの魔術は強力すぎる。しかも第一種〈上書きされた境界線デイバイダー〉。廊下で九く賀が峰みねを捕まえた極現心想セミ・カウルも見ただろう、いくらでも荒事に役立つと思わないか」

　逢あい夏かはすこし考えて、こう答える。

「そうやって他人につかい方を決められたくなかったんでしょう。あと教授は運動音痴なの」

　画家の娘が握れたのは羽根ペン、モチーフが見つからず研究室のキャンバスは真っ白なまま。

「ふたりともさ、仕事の話ばっかりで楽しいの？　色気どころか素っ気もなさすぎ」

　黙って様子を見守っていた千ち草ぐさが痺しびれを切らして、呆あきれかえる。

「だったら千ち草ぐさが話せよ。おまえら会うのも久しぶりなんだろう？」

「ええ。あー様とはるちゃんが再会してくれたおかげで、誰かさんの近況報告の役目を解かれると思うと清々するわぁ」
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　千ち草ぐさの言葉を「ちょっと、千ち草ぐさちゃん！　それは内緒って約束でしょう！」と逢あい夏かが慌てる。

「じれったい！　思春期か！　そして私は世話焼きのクラスメイトですかい！」

　ダンとテーブルを叩たたいた拍子に千ち草ぐさの巨乳がぽよんと縦に揺れた。またノーブラか。いつもながらの軽装である。

「ダーリン。退屈しているならアタシと話さない？　若い子の方が楽しいでしょう」とおれが口にはこび損ねた餃子ぎようざを、蓮れん歌かがパクリと食べる。

　新しく焼き上がった餃子ぎようざをテーブルに置くと、蓮れん歌かはおれの背に回りこんでくる。

「朱しゆ門もんさん、今のは無作法じゃないかしら」

　逢あい夏かの目が笑っていない。

「江え羽ば先生、嫉妬ですか。女の醜い部分を晒さらすだけですよ」

　蓮れん歌かは目を細めて、意味深な視線を逢あい夏かに送る。

「は？　なんのことかしら」

　美人が不機嫌になるとそのまま空気に伝でん播ぱする。

　焼きたての餃子ぎようざがあるテーブルの空気が一瞬で冷却された。

「超絶美人のあー様が出てきたら蓮れんちゃんも焦あせるか。それでも挑むんだから果敢ね」

　千ち草ぐさが肩を寄せてきて、おれにそっと話しかける。

「蓮れん歌かの強気はもともとだろう。それでいて全体を見渡す視野もある。バランスがいい」

　才能あるライバルがいてくれるおかげで、ヒナコが孤立せずに済む。

「……私は新たな火種にザワザワしているんだけど」

　千ち草ぐさはニヤニヤとおれを見る。

　おれの頭上ではまだ無言で視線をぶつけ合う蓮れん歌かと逢あい夏か。

　食事がしづらい。

「はるちゃんにさえ惚ほれてなければ、あー様は完璧なんだけどねぇ」

　おれは飲みかけたビールでむせた。

「ちょっとはるちゃん。きたない。どーしたのよ」と千ち草ぐさが拭くものを寄こす。おれは濡ぬれた口元をぬぐいながら適当に誤魔化した。

　朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーが現れたせいで、あの廊下での逢あい夏かとのやりとりは宙に浮いたままだ。

　友人である千ち草ぐさから誘われたとはいえ逢あい夏かがほんとうに事務所に来るとは思わなかった。

「秀ひで春はるさん、そろそろ水餃子ぎようざもどうですか？」

　キッチンに立つヒナコが声をかけてくる。

「食べる。蓮れん歌か、ここ座っていいぞ」とおれは一旦場所を譲って、鍋の様子を覗のぞきこむ。食欲をそそる匂いの中華スープに餃子ぎようざが投入された。

「ワンタン風か、うまそうだ。なにか手伝うことあるか？」

「できあがったら持っていくので大丈夫ですよ。あっちで皇すめらぎさんの焼いた餃子ぎようざ食べてあげてください。さっきから焼くのに夢中で、食べないと冷めちゃいます」

　おれはソファーに座る希き遊ゆの様子を見にいく。

　皇すめらぎ希き遊ゆはじっとホットプレートを睨にらみ、餃子ぎようざの焼け具合に神経を配る。

「ずいぶん真剣に焼くんだな」

「なかなか奥深いな。うまくカリカリの焼き目がつくにはコツがいる。料理なんてしないから非常に面白い」

　希き遊ゆは視線を離さずに答える。

「料理なんて花嫁修業でやらされそうなイメージだけどな」

　おれが漠然と思いついたことを口にすると、希き遊ゆは胡う乱ろんな眼まな差ざしを一瞬こちらに向けた。

「料理は使用人の領分だ。主あるじには他に優先すべきことが山のようにある。余計なことに時間を割く暇はない」

　さすが、生粋のお嬢様。わざわざ自分が厨ちゆう房ぼうに立たずとも、食事は超一流の手で勝手に用意される。

　とはいえ希き遊ゆの意見は、理解できるが納得はしない。

　効率主義の毒に浸った思考は遊びや余裕、あるいは生活の余白を極端に嫌う。支払ったものへの対価があやふやな事象を排除する傾向が強い。無駄を削そぐこと自体は悪くはないが、同時に将来の糧かてになるかもしれない要素を最初から切り捨ててしまう。

「希き遊ゆは今楽しいだろう」

「……黒くろ瀬せ師匠の言う通りだ。だが、それでいいのだろうか？」

　親に言われるまま生きてきた少女は、ふいに訪れた未知の経験に戸惑いを見せた。

「新しい経験は心を育てる。内面の豊かさは心しん想そうを磨くことに繫つながるから魔術を上達させる。楽しくて、他人に迷惑をかけなければ別に構わないだろう。人間は自由を謳おう歌かする義務がある」

「はじめて聞く法律だ」

　希き遊ゆは大真面目に反応する。

「なら頭の隅にでも残しておくといい。一生つかえるぞ」

「わかった」と希き遊ゆは素直に頷うなずく。

　ホットプレートのふたを取り上げると、餃子ぎようざはうまい具合に焼き上がっていた。

　皿によそわれたものを早速一個食べてみる。

「うん、バッチリだな。うまいぞ」

「そうか。よかった」

　希き遊ゆは無邪気に喜んでいた。







　餃子ぎようざパーティーはお開きとなり、各自家路についていった。

　朱しゆ門もん蓮れん歌かのお目付け役である朱しゆ門もん会若頭・矢や車ぐるま壮そう雀じやくが迎えにくる。蓮れん歌かをクルマに乗せたあと「ニンニク臭えぞ、崩し屋」と街灯の下、ヤクザの渋い声でいきなり批判された。

　超恐こわい。おれより背が低いにもかかわらず放たれた圧力に存在が押しつぶされそうになる。

　矢や車ぐるまさんとはそれなりに長い付き合いになるが、つくづく紙一重の関係性だと思う。

「そりゃいっぱい焼いて食いましたから。よかったらお土産にどうです。まだ残っていますよ」

「匂いだけで満腹だよ」と矢や車ぐるまさんは呆あきれかえる。

「ねー矢や車ぐるまさん、ダーリンのとこに泊まっちゃダメ？」

　蓮れん歌かが車窓から顔を出し、甘い声でおねだりする。

「駄目です、お嬢さん！」「ダメだ、蓮れん歌か！」

　矢や車ぐるまさんとおれは声を揃そろえて即座に却下する。

　気け圧おされた蓮れん歌かは「ご、ごめんなさい」とスモークのかかった窓を上げて、顔を隠した。

　入れ違いで希き遊ゆを迎えにきた皇すめらぎ家のクルマがフロリダビルの前にやって来る。

　満腹になった希き遊ゆは座席に横になると、そのまま静かに寝息を立てはじめた。

　執事の鷹たか田ださんはクルマの扉を閉じると「すこしよろしいでしょうか」と声をかけてくる。

「なんでしょう」

「本日はお嬢様がずいぶんと楽しまれたようで、誠にありがとうございました。不肖鷹たか田だより改めて御礼申し上げます」

「おれは場所を貸しただけです。希き遊ゆたちが勝手に楽しんだんですよ」

「せめてお心づけです。どうかお受け取りくださいませ」と鷹たか田ださんは懐ふところからのし袋を取り出す。明らかに一か月分の生活費を余裕でまかなえる厚みがあった。

「希き遊ゆさんの指導で十分な報酬はいただいています」

　おれは丁重に固辞する。

「実のところお嬢様は、九く賀が峰みね様の逮捕について本家からむしろ褒められております。黒くろ瀬せ様の指導を受けるにあたり九く賀が峰みね様の指導を打ち切ったことが、不安要素を事前に見抜いたと」

「ただの偶然ですよね」

　おれは苦笑とともに呆あきれる。

　執事は首肯しつつ言葉をつづけた。

「希き遊ゆ様は、九く賀が峰みね様の逮捕に大変お心を痛めております。御自分が原因ではないかと」

　それは違う、という言葉は静かに吞のみこんだ。

　九く賀が峰みねが朝あさ倉くら響きよう示じに洗脳されて模倣人格デツドコピーを宿している以上、責任は九く賀が峰みねだけにはない。

　魔術省が消失した正午における朝あさ倉くら響きよう示じにまつわる一切合切を秘匿している以上、事情の知らぬ人に説明したところで理解は難しいだろう。

「希き遊ゆ様は、皇すめらぎの一族として長く歴史に刻まれる方となります。人の上に立つ者は決断を強いられ、常に試されます。自分の判断ひとつで周囲の人間の人生を一変させる。それは過酷な生き方です。あえて厚顔になることも時には必要でしょう。そして、飛んでくる火の粉は強引にでも払われなければなりません。それでもお嬢様のああしたお優しい心根は忘れないでいただきたいと、わたくしは切に思うわけでございます」

　他人の気持ちを汲くむためには敏感でなければならず、自分が傷つかないためには鈍感でなければならない。どちらに偏っても人生は生きづらいものだ。

　大人はそうした矛盾をつい子どもに願ってしまう。

「ずいぶん彼女を買っているんですね？」

「わたくしは代々皇すめらぎ家の方にお仕えしております。その中でも希き遊ゆ様は格別なお方です。あなた様も希き遊ゆ様の成長速度には驚かれているのでは？」

　初老の執事は孫を愛めでるような言い方ではなく、皇すめらぎ希き遊ゆを確立された人格として認め、心の底から尊敬をもって語る。

　歴史ある一族に生まれた重圧は、どれほどのものか。そんな日々に等身大の皇すめらぎ希き遊ゆをきちんと見てくれる大人が彼女のそばにも居ることに、おれはかすかな安あん堵どを覚えた。

「そうですね。まぁうちの助手はもっと優秀ですよ」

「ほう。希き遊ゆ様がリベンジを果たす日が楽しみです」

　視線と視線がぶつかり、おたがい笑う。




「──友と仲良く、敵対者とは一層親しく努めよ」




「なんですか、それ？」

「昔、わたくしがお教えした言葉をお嬢様はきちんと実践しております。教える者にとって、これほどの喜びはありますでしょうか？」

「わかります」

　おれは心の底から同意する。

　黒くろ瀬せ魔術コンサルタントの依頼人たちを見送り、おれは事務所に戻ろうとして階段を下りてきた逢あい夏かと出くわす。

「駅まで送るよ」

「この時間ならまだ大丈夫よ。それにハルはコートも着てないじゃない。風邪でも引かれたら朝あさ倉くらさんに怒られるわ」

　薄闇のエントランスに逢あい夏かのヒールを鳴らす音がコツコツと響く。足取りは問題なさそうだ。

「このラクガキ、まだ残しているのね……」

　逢あい夏かはふいにエントランスの壁をなぞる。

　ようこそフロリダビルへ、と陽気に描かれたグラフィックアート。

「立派な絵だよ。ナツに怒られるぞ」

「もう怯おびえる必要はないでしょう。あなたが解決したんだから」

「改善だよ。まだ完璧じゃない」

「……ハルは貪欲ね」

「諦めが悪いだけだよ。逢あい夏かは、よく知っているだろう」

「私もね」

　いつの間にかおれ達たちの距離は縮まっていた。

「今日は楽しかったわ。また遊びに来てもいい？」

「逢あい夏かさえよければ」

「うん、また来る」

「なぁ逢あい夏か」

「なに」

　ガチャンと唐突に重たいエントランスの扉が乱暴に開かれる。

　振り返ると、夜闇に浮かび上がる七なな上かみ冬とう矢やの黒い人影がそこにあった。

「お楽しみのところ悪いが、ハル。ご同行願おう」

　逢あい夏かが慌てて、おれから身を離す。

「……事前に連絡くらい入れろ。勝手なことを言うな」

「さっき電話はしたさ。出たのは朝あさ倉くらヒナコだけどな」

　上から小気味いい足音を立てて、身支度をしたヒナコが下りてきた。

「秀ひで春はるさん。帽子とコートです。事務所の鍵はかけてきました」

「待て。ヒナコも連れていくのか？」

　おれは冬とう矢やを睨にらむ。

「同行を希望したのは、その小ガ娘キだ」

「助手として当然です！」とヒナコがおれの帽子と青いコートを手渡す。

「こんな夜よ更ふけにどこへ連れていくつもりだ？」

　まともに取り合うつもりのないおれは投げやりに言い返す。

「ノアタワー」

　冬とう矢やの答えにおれは酔いが一気に醒さめた。酩めい酊ていが引いた奇妙な冷静さが頭に訪れる。冬とう矢やの意味するところを理解し、おれはヒナコから受け取ったコートに袖を通す。

「ハルになにさせるつもり」

　すかさず逢あい夏かが冬とう矢やに詰め寄っていく。

　ノアタワーは魔術省の本拠地にして、おれがかつて幽閉されていた忌いまわしき場所である。

「うるさいぞ、糸巻き女」

　七なな上かみ冬とう矢やは白い仮面をつけたように冷めた表情を崩さない。

「今さら魔術省がハルになんの用があるってのよ！」

　見たこともない担任の激げき昂こうする姿に「江え羽ば先生……」と、ヒナコが顔を強こわばらせる。

「四年前、黒くろ瀬せ秀ひで春はるには身柄の自由と引き換えに幾つかの条件が課せられた。そのひとつに朝あさ倉くら響きよう示じの捜査協力がある。僕が昔むかし馴な染じみだという理由だけで情報を話すとでも思ったか」

　七なな上かみ冬とう矢やは侮蔑に近い眼まな差ざしを逢あい夏かに向ける。おまえはなにもわかっていない、と視線が断言する。

　冬とう矢やの傲慢な態度を承服しきれない逢あい夏かは食い下がった。

「ドクター・シーラカンスが譲歩したの！」

「当然だ。あの長老は影響力があっても権力者じゃない。ドクター・シーラカンスが魔術省における自分の立場を捨て、条件付きで黒くろ瀬せ秀ひで春はるという容疑者はなんとか解放できたんだ。一生檻おりの中、殺されたっておかしくなかったんだ。女の癇かん癪しやくで覆くつがえるような決定じゃない」

　関係者以外、知る由よしもない内幕。

　ヒナコと逢あい夏かは息を吞のむ。

　おれは帽子を深く被かぶり、黙ってフロリダビルの外へ出ようとする。

「私も行くわ」

　江え羽ば逢あい夏かは、外に出ていこうとするおれの襟首を強引に摑つかんだ。

「おい、逢あい夏かッ」

「ようやく会えたのよ。また引き離されてたまるもんですか」

　おれの小さくも強い制止の言葉に、逢あい夏かは決然と言い返す。

　その反応にとやかく言うのは時間の無駄だとすぐに悟った。

「もしもの時は、ヒナコを最優先で頼む」とおれは唯一のわがままを伝える。

「嫌よ。朝あさ倉くらさんを引き受けたのは、今のハルでしょう」

「おれも逢あい夏かだけは信頼している」

　勝手にしなさい、と逢あい夏かは後ろ髪をかきあげる。

「なにがあっても、私が必ず連れてかえるから」

　凄絶な怒りが逢あい夏かの美貌を彩いろどる。




　　　　　　　○




　七なな上かみ冬とう矢やが用意した魔術省の車両に乗せられて、おれ達たちはノアタワーへ運ばれる。

　車窓の外を過ぎていく東京のまぶしい景色をおれは黙って見ていた。宝石が輝くような大都市の景観は眺めているだけで幻惑され、ふいに自分を見失いそうになる。

　おれ、ヒナコ、逢あい夏かが同じ列に座った。おれの対面に向き合うように冬とう矢やがいた。

　逢あい夏かは無言の怒りを発しつづけ、それでいておれの正面の冬とう矢やを一切見ようとはしない。

　移動中の重苦しい車内で、ヒナコは緊張した声で質問を口にする。

　聞くべきことは訊きかねばならない。

　そんな決意が少女の横顔に見てとれた。

「確認していいですか。消失した正午のあと、秀ひで春はるさんは容疑者として魔術省に幽閉された。そもそも逮捕された理由はなんなんですか？」

　ヒナコの質問におれは答える。

「あのころ先生とおれ達たちは、ある仕事を請け負っていた。法律では対処できない厄介事を魔術で秘密裏に解決する汚れ仕事だ。おれ達たちの存在は黙殺され、その手段について咎とがめられることはなかった。なぜなら依頼人は魔術省だからだ」

　魔術省が決して表沙汰にできない暗部を、おれ達たちは肩代わりしていた。

　物事を正常に保つ必要悪。現代魔術社会の不都合な真実を書き換え、不安要素を消し去り、不安定な状況を鎮しずめる。

「要は、今の魔術執行官がやっている仕事よ。ただ対象は街中のチンピラじゃなくて、もっとずっと危険で救いのない相手ばっかりだけどね。消失した正午以前は、明白な犯罪行為でない限り魔術執行官も簡単に魔術を行使することはなかったの。今みたいにそこら中で見かけることはなく、もっと物珍しい特殊な存在だった」

　すかさず逢あい夏かが昔と同じように怒りっぽく言う。それでいてヒナコにきちんと説明する。

　江え羽ば逢あい夏かだけが最初から変わることなく、おれや彼女の弟が朝あさ倉くら響きよう示じと付き合いをもつことに反対していた。

　そして、おれ達たちはそれを聞き流していた。

「四年前の七月十一日、消失した正午の中心点グラウンド・ゼロにいたのが、魔術を消し去る第零種〈永久言帝エンペラースペル〉の黒くろ瀬せ秀ひで春はる。原因として真っ先に疑われるのは当然だ。その時、朝あさ倉くら響きよう示じと弟子たちは魔術省の密命を遂行中だった」と冬とう矢やが苛いら立だち交じりに言葉にした。

「魔術省が公表できないわけですね」

　表情を歪ゆがめたヒナコが独り言のようにつぶやく。

　少女のわずかに震えた声から伝わる怒りや憤いきどおりは誰に向けられたものなのか。

「──おれ達たちは、先生からなにも聞かされていない。いつもと変わらず、あの日が最後になるなんて思わなかった」

　おれは軽く手を開閉しながら、うっすらと手汗をかいていることに気づく。忘れられない忌いまわしい記憶は容赦なく現在の自分を苛さいなむ。簡単に忘れられれば苦労はしない。いつだって影のように負の感情は自分の足元に隠れており、前を向くことに疲れた瞬間に顔を覗のぞかせる。

　おれの生ぬるい説明に業を煮やした冬とう矢やが補足する。

「中心点グラウンド・ゼロに駆けつけた魔術執行官が発見できたのは四名。死者一名、重軽傷者三名。朝あさ倉くら響きよう示じの姿はなく、依然として行方不明」

「死者?!　一体誰が亡なくなられたんですか。朝あさ倉くら響きよう示じの弟子四人は全員無事と秀ひで春はるさんから聞いています。秀ひで春はるさん、江え羽ば先生の弟さん、引退された方、それにあなたも」

　ヒナコは指折りながら、慎重に確認する。蓮れん歌かと決闘をした夜、公園で説明したことを彼女はしっかり記憶していた。冬とう矢やは黙り、おれが答えあぐねていると、

「──そこの鉄砲小僧だけが置いて行かれたのよ」と逢あい夏かが告げる。

「僕がいれば変わっていた！」

　冬とう矢やが珍しく大声を上げた。

「逆。あんたがいたらもっと最悪の結末よ。洗脳された七なな上かみ冬とう矢やが魔弾でハルを殺しているわ」

　逢あい夏かはとても冷めた声で断言する。

　車内の重苦しい沈黙は、殺伐とした空気へと変貌する。

「江え羽ば先生は、その亡なくなられた方をご存知なんですか？」

　いちばん訊ききやすい逢あい夏かにヒナコが水をむける。

　逢あい夏かは言いい淀よどむ。その反応にヒナコは不審がる。

「ハルが言えよ。君の罪悪感もすこしは減るだろう」

　どこか投げやりに冬とう矢やが吐き捨てる。

「先生」

　ヒナコはじっと見つめてきて、おれの答えを待った。

「──君の、母親だ」

　おれはその事実ことばを口にするのが、精一杯だった。

　冬とう矢やの言う通り、おれが抱えていたヒナコへの罪悪感の重さを実感する。

「……おかしいですよ、秀ひで春はるさん。お母さんは確かに消失した正午の時、東京にいました。だけど死因は交通事故だって。打ち所が悪かっただけで怪け我がもなく綺き麗れいな最さい期ごの姿でした」

　受け入れがたい事実に感情を押し潰された少女は、ただ虚うつろな声を漏らした。

　だが、それ以上の言葉はつづかず顔はうつむき、長い髪が表情を隠す。泣くのを必死に堪こらえた声ならぬ声がやたら明瞭に耳じ朶だに届く。

「朝あさ倉くらさん」と逢あい夏かがヒナコの肩をそっと抱いた。

　そのまま崩れるように逢あい夏かにもたれかかり、ヒナコは縋すがる。逢あい夏かは黙ってヒナコをやさしく包んだ。

「これだから、子どもは嫌なんだ。弱いから」

　冬とう矢やの愚痴はヒナコではなく、おそらく過去の七なな上かみ冬とう矢や自身に向けられていた。

　逃げるように視線を外に向けると、目に飛びこんできた塔の巨大な影におれは身震いする。

　遠くからでも一目でわかるノアタワーの黒い威容。

　ライトアップされた低層フロアはガラスと鋼材で造られた透明な箱舟を思わせ、そのまま夜空に漕こぎ出していきそうだった。

「〈永久言帝エンペラースペル〉が無くなったことと、お母さんは関係あるんですか？」

　ヒナコの口からこぼれたのは、おれにとっても長年置き去りにされた疑問だった。

「おれは魔術が消えた前後の記憶が抜け落ちている。覚えているのは先生には従えないっていう強烈な忌避感と魔術を失った異様な喪失感だけ。あの時の出来事を具体的には思い出せない」

　おれは他ひ人と事ごとのような説明しかできなかった。ぽっかりと抜け落ちた空白。次に目が覚めた時にはおれはすでに魔術省に拘束されて、あの地下にいた。

　顚てん末まつは顔も知らない赤の他人から一方的に知らされただけ。

　部分的な記憶喪失の引き金が、魔術を失った反動か強すぎる感情の影響なのかはわからない。

「消失した正午は、魔術省が秘密裏に依頼した仕事中に発生した。リーダーである朝あさ倉くら響きよう示じが雲隠れし、肝心のハルは記憶喪失。〈永久言帝エンペラースペル〉という他人の魔術を消せる魔術士がその場にいた以上、魔術省は黒くろ瀬せ秀ひで春はるを拘束するしかなかった。魔術のつかえなくなった魔術士──ただの人間だとしても。これが、今わかっているすべてだ」

　冬とう矢やが嘯うそぶく。

「ハルは無実に決まっているじゃない！」

　不満だらけの逢あい夏かは魔術執行官となった冬とう矢やに構わず露骨に罵る。

「この魔術好きがわざわざ自分で魔術を消すわけないことくらい知っているさ！　だが魔術を憎み、洗脳できる朝あさ倉くら響きよう示じと魔術を消せるハルが揃そろっている。どう説明をつける！」

「ただの状況証拠でしょう！　ハルの自己犠牲がなかったら、ほんとうに魔術がこの世から消えていたかもしれないのに」

「……ほんとうに自己犠牲なのか？」

　冬とう矢やは感情を押し殺した声で問いを投げる。

「〈永久言帝エンペラースペル〉は第零種、原理も規模も誰にも説明がつかない超越した魔術だ。なにが起こっても不思議じゃない。首都圏一帯の魔術の消失なんて現象も規模もすでに規格外。江え羽ば逢あい夏か、おまえの言う通り、魔術はこの世から消滅している可能性だってあった。なら黒くろ瀬せ秀ひで春はる本人も知らない〈永久言帝エンペラースペル〉の秘めた力も──」

「魔術省ってバカしかいないの？」

　冬とう矢やの言葉を遮って、逢あい夏かは否定する。

「じゃあ、万人に納得のいく真実を見つけてくれよ。国民全員を説得してみせろ。本人は覚えていない、わからないって言って、おまえは納得するのか？　あ？　そばにいるとか偉そうに言っておいて結局ハルから逃げた女になにも言う資格はない！」

　冬とう矢やは心底うんざりした様子でヘッドレストに頭をつける。

　ヒナコの肩を抱く逢あい夏かがひどく傷ついているのがわかった。逢あい夏かはただ必死に堪こらえ、冬とう矢やを見据えるのがせめてもの意地だった。

　ここにいる誰もが、消失した正午ですべてが変わってしまった。

　傷つき悩み、痛みを引きずりながら今日まで生きてきたのだ。

「ドクター・シーラカンスはよくやったよ。人災ではなく、あくまで災害として消失した正午を処理した。再発がないようにと、疑惑の〈永久言帝エンペラースペル〉を抹消という形で世間への落とし所をつくった。最後まで実名を隠し通したからこそ、黒くろ瀬せ秀ひで春はるは自由の身にはなれたんだ」

　そう言って、冬とう矢やはジロリと逢あい夏かを睨にらみ返す。これ以上の無駄口を叩たたけば撃ち殺すと冷酷な視線が告げていた。

「冬とう矢や。おれに魔術を消す意志はないし、たとえ命と引き換えに〈永久言帝エンペラースペル〉を行使したところで引き起こる現象の規模も明確には測れない。だが先生──朝あさ倉くら響きよう示じは、確かにこの世から魔術を消すと言っていた。あの人だけが、おれ達たちの辿たどり着ついていない可能性をすでに見み出いだしている。それが実現して、消失した正午以上の悲劇が起こるのなら、おれは止める。それが弟子としてやるべき最後の使命だ」

　おれの魔術は終われない。まだ諦めるわけにはいかないんだ。

「朝あさ倉くら響きよう示じって何者なんですか……」

　ヒナコが平板な声でこぼす。薄気味悪いものに対する本能的な怯おびえがあった。

「それをこれから知るんだ。なんとしても、なにがあっても」と冬とう矢やは、それ以上しゃべらなかった。

　車両はノアタワーの正面入口ではなく、スロープを下りて地下駐車場で止まる。

　真冬のような冷え冷えとしたコンクリート打ちっぱなしの無機質な空間に降り立つ。青白い蛍光灯と灰色の壁床天井は、誰も彼もを無感情に突き放す。

　ヒナコがおれのそばに寄ってくる。

「あの魔術執行官が、最初からわたしを毛嫌いする理由がわかりました」

「すまない」

「どうして秀ひで春はるさんが謝るんですか？」

「おれにとって君のお母さんは恩人だった。どのような理由であれ、あの人を守れなかった事実は変わらない。君から大切な母親を奪ってしまった」

「罪滅ぼしのためにわたしを助けてくれているんですか。そうなら、わたしは出ていきますよ」

「ヒナコ……」

「いちばん苦しくて悔しいのは秀ひで春はるさんでしょう。秀ひで春はるさんがつらい過去を忘れる邪魔にはなりたくありません。わたしの存在があなたの重荷になるなら、喜んで消えますよ」

　少女は新しい傷を重ねてなお、他人を気づかおうとする。

　おれはそっとヒナコの頭に手をのせた。

「おれが、君の才能に惚ほれたんだ。どこまで飛んでいけるのか、おれは見てみたい。別におれの魔術をとりもどす必要だってない。ただ、君が見つけた虹に届くための手伝いをおれにさせてくれ」

　まだ頼りない翼が傷つき迷わぬように、おれは近くで見守りたいのだ。

「一緒に悩みましょう。ふたりなら楽になれます」

　ヒナコは頭にあったおれの手をとり、そう言った。

　かつてフロリダビルの屋上で蓮れん歌かとの決闘後、おれが誓った言葉を彼女はそっくり返す。

「手、冷たいですね」とおれの強こわ張ばった手を少女は温かい指先でそっともみほぐす。

「わたしは真実を知りたいです」

「おれもだ」

　おれ達たちはノアタワーに足を踏み入れる。

「七なな上かみ執行官、関係者以外の入室はご遠慮願います」

　待機する魔術省の職員はヒナコと逢あい夏かを見るや否いなや制止にかかった。

「彼女たちはいい。あの人の許可はとってある」

　冬とう矢やの言葉に職員はあっさり従い、おれ達たちは厳重な鍵付きの部屋に通された。

　広い室内にはエレベーターの扉だけがあった。

　扉の表面には物々しい意匠が刻まれている。大文字のＡが左右対称に並び、まるで船の錨いかりを逆さまにしたように見えた。

　冬とう矢やが黒い手袋を脱いで、扉脇のパネルを操作する。ロックが解除され、低い唸うなりとともにエレベーターの扉が開く。階層表示もボタンもなく、鍵穴しかない密室だった。

　冬とう矢やが取り出した鍵をエレベーターの壁に差しこむと、おれ達たちを乗せたカゴが動き出した。

「懐なつかしい地獄へのご帰還か」とおれは感想を漏らす。

「これから向かうのは秘匿階層ＡＡダブルエーと呼ばれる、箱舟の船底より深い場所だ。通称・奈落。一部の魔術執行官しか知らない箱舟の錨いかりさ」

　冬とう矢やは海面から海の底を見つめるようにじっと足元を睨にらむ。

「冬とう矢や」

「なんだい？」

「錨いかりに括くくりつけられたら溺死するしかないぞ」

「ほんとうに、よく生きて還かえってこれたね。ハル」

　目的地を察したおれに対して、冬とう矢やの皮肉は感情が欠けていた。

　エレベーターはひたすら地下へと降下していく。




　　　　　　　○




　魔術省・ノアタワー最深部──秘匿階層ＡＡダブルエー。

　奈落に到着するとせまいエレベーターホールから一本道の長い廊下を抜ける。

　案内された豪ごう奢しやな前室には先客が待ち構えていた。ホテルのラウンジのように贅ぜいを凝らした内装は、一瞬ここが地下であることを忘れてしまいそうになる。

「遅い。待ちくたびれて眠るところだったよ」

「興奮して仕方がない顔をしていますよ、石動いするぎさん」

　ニヤリと笑う石動いするぎ我が花ばなは座り心地のよさそうなソファーでしどけなく横になっていた。その姿はサバンナの木陰で一休みする大型の肉食獣を彷ほう彿ふつとさせた。

「石動いするぎ教授。どうして、こちらに？」

　予想だにしなかった登場に逢あい夏かは戸惑っていた。

「そりゃ黒くろ瀬せくんの招待を指示したのは私だからねぇ。今日は楽しい取り調べになりそうだ」

　酒が入っているわけでもないのに石動いするぎ我が花ばなはひどく上機嫌だった。あまりにもひとりだけ様子が異なる。

「教授が元魔術執行官だとしても、こんな場所に出入りできる説明になっていません！」

　生真面目に逢あい夏かは石動いするぎ我が花ばなと対たい峙じする。

「冬とう矢やくーん、教えてあげて」と石動いするぎ女史はあっさり冬とう矢やに回答を任せた。

「消失した正午が発生した直後、国は災害対策本部を設置。招集された有識者、専門家たちの中心に石動いするぎ我が花ばなもいた。そして魔術省を辞めた現在も中核として働いている」

　冬とう矢やは無表情に事実だけを告げる。あまりにも短い説明に石動いするぎ女史は身体を起こす。

「別に隠すつもりはなかったのよ。なんせ消失した正午の真相究明なんて国家の一大事だし、おいそれと口外できる内容でもないからね。守秘義務ってやつよ」

「私が教授の研究室に所属できたのは、黒くろ瀬せ秀ひで春はるの関係者だからですか？」

　逢あい夏かは氷のように冷たい眼まな差ざしで確認する。

「私は純粋に実力と可能性しか評価しない。その事実を知ったのは逢あい夏かさんが私の研究室の仲間になったあとだよ」

　ぼさぼさの長い髪をかき上げながら、魔女は冷静に言った。覆いかぶさった髪が表情を隠すが、そこには彼女なりの気まずさを垣かい間ま見みる。

　ただでさえ過敏になっている逢あい夏かは石動いするぎ我が花ばなの登場がダメ押しとなり、完全に不信感の塊になっていた。ふだんは冷静なくせに特定の人間が絡からむと逢あい夏かは攻撃的になる。まるで子どもを守る母親のように。

「逢あい夏か」

「ハルは黙ってて！」

　埒らちが明かないと冬とう矢やは逢あい夏かを指差し、その指で耳を示す。例のアレか。

　我関せずな石動いするぎ女史、身構えすぎて力んでいるヒナコ。

　おれは仕方なく逢あい夏かの真後ろに立つと後ろから抱きしめて「主役はおれだ。付き添いは大人しくしろ」と耳元で囁ささやく。

　逢あい夏かは「ひゃあ！」と可愛かわいらしい声をあげて、背中を弓なりにのけ反らす。

　慌てて壁かべ際ぎわまで逃げる逢あい夏かは、おれが囁ささやいた片耳を押さえながら「こ、こんな時になにするのよ！」と叫ぶ。

「耳が敏感なのは相変わらずなんだな」

「うっさい！　馬鹿バカ！」

　おれはコートのポケットに手を突っこみ、奥の分厚い扉の前に立つ。促されるように冬とう矢やとヒナコもつづく。

「助かったよ。さぁ、もう一人の主役は奥でお待ちだ」

　立ち上がった石動いするぎ我が花ばながおれに礼を述べ、そのまま勝手知ったる古巣の扉に手をかける。

「あ、黒くろ瀬せくんの助手ちゃん。あなたはやっぱりここで待っていた方がいい」

　石動いするぎ女史は、振り返りヒナコを見つめる。

「あなたが黒くろ瀬せくんと今の関係を保ちたいなら、この先は子どもには刺激が強すぎる」

　魔女の緩やかな忠告。表情は穏やかだが、目の奥の感情は読めない。

「心配無用です。人と人との関係は変わるものですから」

「過去を知れば同じように向き合えなくなるよ」

　念を押すような石動いするぎ我が花ばなの確認に、少女はきっぱり答えた。

「わたしは秀ひで春はるさんを父親だと思って上京してきました。その意味なら最初から盛大に裏切られています。例外だらけの、黒くろ瀬せ秀ひで春はるという人の魔術をとりもどすと決めた時から、わたしはなにがあっても変わりません」

　先ほどの車内でのやりとりを経た朝あさ倉くらヒナコはもはや揺るがない。どんなことでも理解し、受け入れようとする覚悟ができていた。

「黒くろ瀬せくんは赤の他人でしょう？　どうしてそこまでするの？」

　石動いするぎ女史はその長い髪をかき上げて、問う。

「──わたしは、優しい人が傷ついてほしくないんです。誰かのエゴの犠牲になる理不尽を見過ごしたくない。他人のためにがんばれる人はきちんと報われてほしいんです」

「そう」と魔女はそれ以上追求しなかった。

「私はもうすこし愉快な告白を期待してたんだけどなぁ」

　石動いするぎ我が花ばなはおれの視線を搦からめとり、逢あい夏かとヒナコを目線で暗に指し示す。

　おれに魔女を喜ばせる義理はない。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はるの仏ぶつ頂ちよう面づらに諦めた魔女は、「では、御覧頂こう。魔術省が足裏に隠す地獄だ」と自ら分厚く重たい扉を両手でゆっくりと開いていく。

　一足先に暗い室内に入る石動いするぎ我が花ばなという元魔術執行官の背中におれは投げかける。

「石動いするぎさん、あなたは四年前ここにいましたよね？」




「──ああ、黒くろ瀬せくんを取り調べしたのは私さ」




　扉の奥は、上映中の映画館のようだった。

　壁の一面だけが光でまぶしく、それ以外は暗闇が広がる。防音が施され、鼓膜が圧迫されるような感覚に陥った。室内は最小限の明かりのみ。空調の効きすぎで肌寒く感じる。全員が入室すると、前室との扉が不気味な音を立ててロックされた。

　そこに四年前のおれがいた。

　光の奥に広がるのは隣り合った正方形の別室。

　いくつもの照明が、部屋の中央に固定された物々しい巨大な椅子を浮かび上がらせている。太く重たいフレームで構成された椅子は角ばった鉄球に近い。身体の各部分は椅子にしっかりと固定され、中心に座る者を埋めこむように徹底的に拘束している。

　通称・電気椅子と呼ばれる魔術士専用の取り調べ装置。

　口元にはスリットの入った金属製のマスクがはめられ、会話はできるが詠唱はできない。魔力を帯びた言葉が発せられた瞬間、即座に電流が流れる仕組みになっている。

　両肩を押さえこむフレームの間からうなだれた顔が見えた。

　それらの過剰な設備は、〈覇権言語マスタータング〉を想定したものと考えれば合点がいく。

「あらあら、九く賀が峰みね先生。ずいぶんと瘦せて色男になったわね」

　石動いするぎ女史は慣れた様子で別段驚きもしない。

　ガラス越しに見る彼の姿は、さながら魔術士の生きた標本だ。

　電気椅子に拘束された九く賀が峰みねはすっかり憔しよう悴すいし、あれほど肥満体型だった男が文字通り別人のようにやせ細っていた。頰はこけ、眼がん窩かは落ちくぼみ、濃い隈くまが縁取る。顔色はひどく悪い。あごにたっぷりついていた脂肪は見る影もなく、本来の男前な顔立ちが浮かび上がる。乱れた髪は過度のストレスで老人のように真っ白だ。

「ここにいるとダイエットがはかどりますからね」

　おれは噓うそくさい笑いを浮かべて、冗談めかす。

　たった一週間で変わり果てた九く賀が峰みねの姿を目にして、ヒナコと逢あい夏かは絶句していた。

「経験者は語る、か」と冬とう矢やは、九く賀が峰みねと向き合うように配置された席につく。

　石動いするぎ我が花ばなに気づいた魔術省の職員たちは誰もが背骨に鉄芯を刺しこまれたようにかしこまる。

「ひさしぶりに来たけど、この牢ハ獄コを考えたやつは絶対変態よね。四年前より改良、いや改悪かな。私の指摘以上に厳重になっている」

　石動いするぎ我が花ばなはマジックミラーになった壁に顔を寄せ、反対側のまぶしい室内の隅々に目を凝らす。

　容疑者が拘束された室内には逃げ出すような隙がどこにもない。

　偏執的なまでにあらゆる隙間が埋められ、魔術士という脅威を厳重に封じこめる。

　四年経たって、かつての裏側を覗のぞく日が来ようとは思わなかった。自分が反対側に立っているとは奇妙な話だ。

　地下室では昼夜の区別がない。

　時間感覚を削そいでいく冷たい光。空調で管理された室内の空気。温ぬくもりを欠いた広い室内には壁と電気椅子以外はなにもない。あそこに座らせられるだけで人間の心身は疲弊し、摩耗していく。

「四年前は石動いするぎさんの極現心想セミ・カウルでセキュリティーを補っていましたね」

　おれは自分が思っているよりずっと冷静だった。

「その口振りだと最初から気づいていたね」

「七か月ここであなたの魔術をずっと間近で感じていたんです。嫌でも忘れられません」

　長い髪に隠れて、石動いするぎ我が花ばなの表情は見えない。彼女はガラスの壁から先に離れた。

「冬とう矢やくんは、ここだと話すのね」と石動いするぎ女史は冬とう矢やの脇を通る際に皮肉る。

「僕は朝あさ倉くら響きよう示じを殺すためだけに魔術執行官になったんです」

　特別授業では魔術で黙らせて壇上を降りた七なな上かみ冬とう矢やが、今は腰を据えて相手と向き合う。冬とう矢やは石動いするぎ女史のからかいを無視して仕事をする。

　おれと石動いするぎ女史は、すでにヒナコと逢あい夏かが着席した後方の椅子に座った。

「九く賀が峰みね。起きろ」

　テーブルに据えられた細いマイク越しに七なな上かみ冬とう矢やは語りかける。

　だが冬とう矢やがいくら質問をしても、半ば廃人と化した九く賀が峰みねは一切の反応を示さない。すでに意識がまともだったころに知っていることはすべて話しているはずだ。あそこにいるのは、すでに搾りかすに成り果てた容疑者だった。

「九く賀が峰みね。皇すめらぎ希き遊ゆからクビを通告され、永えい聖せい魔術学院高等部の廊下で黒くろ瀬せ秀ひで春はるに接触をはかり、石動いするぎ我が花ばなの魔術により捕らえられた。この間になにが起きたのか、落ち着いてよく思い出せ。グラウンドから、次にどこへ向かった？」

　冬とう矢やが、はじめておれの名前を含めた質問をした時、反応が変わった。

「クロセ、ヒデハル……」

　おれの名前を一音ずつ唱えた九く賀が峰みねはふいに黙りこむ。深く考えこんでいるようにも、なにか企たくらんでいるようにも見える。顔の半分を覆うマスクのせいで細かい表情の変化までは読み取れない。苦く悶もんで歪ゆがんだ眉間のしわが解け、とろんと表情だけが緩む。まるで内側の骨組みが丸ごと抜きとられたように、九く賀が峰みねという男の存在感は風船みたいに薄く軽いものに成り果てる。

　再び口を開いた時には別人に変わっていた。

「そこにいるのは冬とう矢やかい。ひさしぶりだね。ずいぶんと落ち着いて話せるようになった」

「──朝あさ倉くら、響きよう示じッ」

　途端、冬とう矢やの抑えきれない敵意が露あらわになる。

　九く賀が峰みねという男を器にして、朝あさ倉くら響きよう示じの模造人格デツドコピーがついに表に現れた。壁越しにこちらの姿が見えないにもかかわらず、朝あさ倉くら響きよう示じは対面で話す相手の正体に気づいていた。

「ふふ。やはりすぐ感情的になる癖は直っていないのかい。君の魔術は強力なんだ。簡単に暴発させてはダメじゃないか。またハル達たちに迷惑をかけてしまうだろう」

　どこまでも穏やかに教え子をたしなめる先生の声音。

〈覇権言語マスタータング〉による模倣人格デツドコピーは、洗脳された時点の朝あさ倉くら響きよう示じが植えつけられる。消失した正午を経た朝あさ倉くら響きよう示じの態度は四年前と変わりなく、あまりにも自然だった。

　石動いするぎ女史がすかさず口をはさむ。

「七なな上かみ執行官！　相手に主導権を握られてどうするの。本気で怒鳴るまえに交代しなさい」

　その叱責で七なな上かみ冬とう矢やは大きく息を吐き、「……話せて嬉うれしいですよ」と立て直す。

「今は魔術執行官だって。僕らの中でいちばん未熟だった君が立派になったものだ」

「知っているのか」

　冬とう矢やの言葉はぎこちない。

「当然だよ。僕の大事な教え子だ」

「四年前、一切の説明もなく僕らを裏切っておいて、よくそんなことを言えるな」

「あの時は非常に残念な結果で終わった。僕もひどく心を痛めたよ。まさに悲劇だった」

　拘束があるにもかかわらず、朝あさ倉くら響きよう示じは優雅に頭かぶりを振る。

「僕がいれば消失した正午なんか起こさせなかった」

「ひとりだけ置いていかれた坊や。あの時の仕事自体これまででもっとも危険なものだった。冬とう矢やには荷が重いと判断したハルの気づかい、理解できないほどもう子どもじゃないだろう。昔の君は才能があっても開花していなかったんだ。足手まといは仕方ない」

　朝あさ倉くら響きよう示じの聞いたことがないほどの雄弁さに冬とう矢やは明らかに面を喰くらっていた。

　無理もない。

　先生の魔術〈覇権人格マスタータング〉は、聞いた者すべてが言葉に従ってしまう強力な洗脳である。

　しかも不止の魔術ゆえに朝あさ倉くら響きよう示じはコントロールできず、唯一会話のできる例外は〈永久言帝エンペラースペル〉で影響を受けない黒くろ瀬せ秀ひで春はるだけだった。

　おれとふたりだけの時は、朝あさ倉くら響きよう示じはこうやっておしゃべりなのだ。

「そうか、冬とう矢やとこうして話すのははじめてか。我ながら不便なものだよ。こうして他人の口を借りなければ、僕は他人とまともに言葉を交わすことさえできない。僕が直接話しかけると誰もが言うことを聞き、肯定しかしない。これほど退屈なことが他にあるかい？　ハル以外に直接まともに話せる相手がいないんだ」

　沈黙を嫌うように朝あさ倉くら響きよう示じは勝手に話しつづける。

　電気椅子の拘束さえなければ先生は身振り手振りをまじえ、優雅に朗々と話していただろう。当人ではない朝あさ倉くら響きよう示じにとって、模倣人格デツドコピーは使い捨て。その器である人間は腹話術の人形と大差ない。たとえ今すぐ電流を浴びせられても本物の彼には一切の痛手はない。

「冬とう矢や、おれがかわる」と七なな上かみ冬とう矢やの肩をおれはぐっと押さえつけた。

　冬とう矢やが石動いするぎ女史を見ると、魔女は頷うなずく。

　視界に入ったヒナコと逢あい夏かは不安そうにこちらを見つめていた。

　おれは光の向こう側を見つめ、席につく。

「──先生、おれです。秀ひで春はるです」

　おれはマイク越しに先生に語りかけた。

「ハル……君もいたのかい。嬉うれしいよ。先日はどこかの魔女の邪魔が入って、話が途中になってしまったからね」

　四年という空白を感じさせない気軽さで朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーは話しかけてくる。

　そして魔女──魔術省への嫌けん悪お感は相変わらずだ。

「なら先に教えてもらえますか。消失した正午で、あなたはおれになにをしたんですか？」

　いきなり核心に迫る。会話で上機嫌な時の先生には遠回しなやり方はかえって逆効果だ。

「そんなことに興味あるのかい？」

「失敗を反省し、次に活いかさないといけないでしょう」

「そうだね。だが、僕はそれに疲れて待てなくなった」

　先生はわずかに間を置き、四年前の真実を語る。

「僕は、僕の救済を促したにすぎない。〈永久言帝エンペラースペル〉を強制的に暴想バーストさせて、君に眠る極大の力を引き出そうとしただけだよ」

「おれにあなたの洗脳は通じない。どうやって、おれに〈永久言帝エンペラースペル〉をつかわせたんです？」

「僕の命願令いを拒絶したハルが自分からつかったんだよ。〈永久言帝エンペラースペル〉で自らの魔術を消して、僕の希望そのものを永久に絶った。魔術士としての自殺。手塩にかけた大切な教え子が自らの才能を捨てる瞬間を見るほどの不幸が他にあるだろうか」

　朝あさ倉くら響きよう示じは心の底から嘆き悲しむ。

　おれ達たちの間に横たわる絶望的な隔たりは、いつから埋められないものになったのか。

「先生は、どこまでも自分勝手だ！　そうやって彼女まで巻きこんでッ！」

　おれは拳を強く握りこむしかなかった。

「ああ、あの女か。せっかく役立つかと呼び寄せたのに、あろうことか死んだハルを不完全に生き返らせるなんて惨むごい仕打ちまでした」

　朝あさ倉くら響きよう示じはごく自然におれの知らない出来事を口にした。

　誰もが耳を疑い、奇妙なざわめきが沸き立つ。迂う闊かつになにかを口走れば大切ななにかを取りこぼしてしまいそうで、皆は固まるしかなかった。

「おれが、死んだ……？」

「魔術とは自身の本質だ。その完全否定は文字通り、己を殺すことに他ならない。僕は確かに君の死ぬ瞬間を見届けた」

　おれは無意識のうちに手を胸の下あたりに伸ばしていた。呼吸は浅いが、おれの心臓は確かに動いている。間違いなく黒くろ瀬せ秀ひで春はるは生きていた。

　こちらを見られない朝あさ倉くら響きよう示じは一方的に話をつづける。

「僕にとっても不愉快極まりない醜悪な見世物だった。秀ひで春はるの死は偶然にもあの女にかかった僕の洗脳を解いた。あの女は動かない秀ひで春はるに縋すがりついて鬱陶しく泣き喚わめいていたよ。まったく泣きたいのは最愛の弟子に裏切られた僕の方だというのに」

　朝あさ倉くら響きよう示じだけが見た光景を聞かされながら、おれは胸の内で今も強く鼓動を鳴らしつづける心臓の存在をひたすらに意識する。

「なら、ここに生きているおれは、黒くろ瀬せ秀ひで春はるは何者なんですか？」

　おれは声の震えを抑えることができなかった。

「幽霊という陳腐な表現を避けるなら、魔術士として終わった男の残影、あるいは燃え殻」

　朝あさ倉くら響きよう示じはおれの死を撤回しない。

　あくまで事実として話をつづけた。先生は冗談を言うような人ではない。ただ摑つかみどころがなく、雲の上から語りかけるように超然とした態度は微み塵じんも崩れなかった。

「…………」

　おれは恐こわくて背後を振り返れなかった。今ヒナコを見てしまえば、自分の中の結論を唯一の目撃者である朝あさ倉くら響きよう示じに確認できなくなってしまう。

「──あの人の魔術は〈転換〉。彼女は、自分の命すべてをおれに移し替えたんだな」

　ようやく絞り出した仮説を「ああ」と朝あさ倉くら響きよう示じは肯定する。

「あの女は自身の命を君に移植した。そしてハルが蘇そ生せいしたことで──消失した正午が起こった」

　あまりにも理不尽な真実に、おれはもはや力なく笑うことしかできなかった。

　朝あさ倉くら響きよう示じは昔と同じように魔術を解説する。

「実にくだらない奇跡だが興味深い結果だ。ハルの潔いさぎよい死に方が良かったのだろう。君は一切の迷いなく自分の魔術を手放した。直接の原因はここだ。君の命の火が消えてなお〈永久言帝エンペラースペル〉は、残り火のように燃え尽きていなかった。そこに注がれたあの女の魔力が引火することで、再び命の火は燈ともる。消失した正午という類稀まれなる大爆発をともなって、天に召されようとした君を強引に地上へ引き戻した」

　燃え殻とは言い得て妙である。

　今の黒くろ瀬せ秀ひで春はるは、まさしく〈永久言帝エンペラースペル〉が燃え尽きたあとに残された存在だった。

「ありがとう、先生」

　心からの偽りなき感謝の言葉がこぼれる。

「ハル、君は今なんと言ったんだ？」

　はじめて朝あさ倉くら響きよう示じがわずかな揺らぎを見せた。

「魔術の素晴らしさを再確認することができた。この上ない奇跡がまだまだ起こりえるという可能性をおれは確信したよ」

「秀ひで春はる……」

「だからこそ！　おれにはどうしても先生の言う魔術のない世界が理想とは思えません」

　おれは自分との関係を差し引いて、客観的に見た朝あさ倉くら響きよう示じという男をようやく受け入れた。

「なぜだい？」

　朝あさ倉くら響きよう示じの穏やかそうな声は微量な棘とげを帯びる。

「強要された理想は当人が思っているほど周りにとって美しくないんですよ。先生の言葉を盲信できるほど、おれはもう子どもじゃない。この見通しの悪い時代に、魔術コンサルタントとして地に足をつけて働き、それでも可能性を信じて、譲れない信念や守るべきものを日々懸命に大切にする」

　今を生きる人間が変えられるのは、未来だけだ。

　いつだって虹は遠く彼方かなたへ架かる。

「おれは魔術に彩いろどられた今の世界が結構気に入っているんです」

　朝あさ倉くら響きよう示じは、おれの言葉をしっかり聞いてくれた。

「あなたが秀ひで春はるさんから奪ったものは、わたしがとりもどします！」

　朝あさ倉くらヒナコはおれの背中を強く押すようにマイクを奪って、朝あさ倉くら響きよう示じに宣言した。

「ずいぶんと元気なお嬢さんもいるようだね。ハルの教え子かい？」

「だったらなんですか！」とヒナコはすかさず答える。

「ハルがこんな場所まで同行させた特別な君なら、僕も応援するとしよう」

「全力で結構です！」

　少女は全身から嫌けん悪お感を発して激しく拒絶した。

　朝あさ倉くら響きよう示じは、聞いたことのない大きな声で高笑いをあげる。

「これだから人と話すのは愉たのしい。思い通りにいかない会話ほど僕の心を慰めるものはない。最高の娯楽だよ！　ああ、恋しくて仕方ない。もっと、もっと直接話したい。だから──ハル、会いに来てくれ」

　朝あさ倉くら響きよう示じから放出された不気味な魔力の波動は、背筋に不快な悪お寒かんをはしらせる。

　怯ひるまぬヒナコはテーブルに膝をかけ、両者を遮る透明な壁に額を押しつけて、そのままぶち破ってしまいそうな勢いだった。

　おれは恐こわくなって、ヒナコの背中を抱きしめるように押さえつける。

「放してください、秀ひで春はるさん！　あんな無責任な男が野放しにされているなんて！」

　実の娘だと知らない父親と実の父親であることを認めない娘。

　嫌けん悪お感をもって父娘として結びつく真っ当さは、あまりにも皮肉な話だ。おれは捻ねじれた状況を正すつもりはない。ヒナコにとって朝あさ倉くら響きよう示じの存在は百害あって一利なし。おれ自身、そう思っているし、ヒナコも受け入れる様子もない。

　高笑いの果て、電気椅子は作動した。

　一瞬の激しい光が収まると電気椅子の中で、九く賀が峰みねがぐったりと顔をふせていた。

「──また言い逃げか」

　もう朝あさ倉くら響きよう示じの模倣人格デツドコピーの気配が感じられない。いつものように先生は自らの模倣人格デツドコピーを消去していた。目の前に拘束されているのは、すでに空っぽの器だけだった。

　もはや用済みとなった九く賀が峰みねは晴れて奈落の奥底から解放されるだろう。

　おれは力を抜いて、押さえつけていたヒナコを放そうとした。

　だが少女はおれの腕の中に収まったまま動かない。

「ばか、秀ひで春はるさんのやせ我慢。強ごう情じよっぱり」

　ヒナコは弱々しくおれの胸を叩たたきながら、小さな声でおれを責める。

「君がこれ以上泣く必要はないさ」

「誰かさんが泣かないからかわりに涙が流れるんです」

「すまない」

「謝ることなんてなにひとつないじゃないですか！」

　泣きながらヒナコはおれの心臓の鼓動に耳を寄せた。




　　　　　　　○




　ノアタワーからフロリダビルに戻った時には日付が変わっていた。

　帰りの車内、おれとヒナコと逢あい夏かの間で一切の会話はなかった。誰もが疲れ果て、どんよりとした気だるさが車内に漂っていた。通り過ぎていく街の輝きだけが変わらない。冬とう矢やと石動いするぎ女史はあのまま残り、引き出せた朝あさ倉くら響きよう示じの発言を一言一句余すことなく分析しているのだろう。

　フロリダビルに着くと、ヒナコは事務所に寄らず黙って自分の部屋に直行しようとした。

「ヒナコ！」

　四階に上がろうとしたヒナコの足が止まる。

「心配いりませんよ。そんな顔しないでください」

「さっき、やせ我慢を怒ったのは君だろう」

「今は怒っているとか、悲しいとか感情全部がぐちゃぐちゃで、どうすればいいかわからなすぎて変に冷静になっちゃっているんです」

「当然だ。そうなるだけのことがあったんだ」

　まだ十五歳の少女が受け止めるには、あらゆる意味で重すぎた。まして朝あさ倉くらヒナコにとっては家族の問題でもある。

　泣き喚わめいていくれた方が安心できると感じるのは、おれの怠慢だ。

　四年前の真実は奈落にいた全員を打ちのめした。黒くろ瀬せ秀ひで春はるの命を救おうという善意があの未曾有の悲劇の引き金になった。誰も予測がつかない、奇跡の末路なのだ。

「先生は魔術コンサルタントを廃業するとか言い出しませんよね」

「君こそ魔術士を辞めないよな」

　ヒナコとおれはたがいの顔を見合わせる。

「ありえませんね」「ありえないな」

　ほぼ同時、同じ答えをおれ達たちは口にした。







　ヒナコは自分の部屋で休み、おれも事務所に帰る。

　おれは奇妙な解放感から、背後まで見透かせるくらい頭が冴さえすぎている。

　ひとりなら酒でも煽あおって気持ちを鎮しずめたいところだが、おれはキッチンに立ってふたり分のコーヒーを淹いれていた。

「逢あい夏か。砂糖とミルクはどうする？」

「ブラックでいいわ。ありがとう」

　返事をする逢あい夏かの声にも力がない。

　地上に出て、話があるという逢あい夏かの急な申し出をおれは断れなかった。

　夜も遅いから後日にと提案してみるが逢あい夏かは頑として聞き入れない。押し切れられる形で彼女も黒くろ瀬せ魔術コンサルタントに戻ってきていた。数時間前まで餃子ぎようざパーティーで騒いでいたのが噓うそみたいだ。

　事務所のソファーに座る逢あい夏かは、どこかぎこちない。

「いつからブラックで飲めるようになったんだ？」とおれは彼女のまえにコーヒーを置く。

「最近。研究室に入ってから……私のマグカップ、まだ残っていたのね」

「捨てる理由がないからな」

　おれが反対側に腰かけようとすると、逢あい夏かは自分の横を手で叩たたいた。おれは大人しく彼女のとなりに座る。

「ハル、よかったわね」

　話を切り出すまえに、逢あい夏かにズバリ見抜かれていた。

　おれは熱いコーヒーを一口含んでから「あの時のこともわかったし、もう戻れないことも痛感した」とおれは前を向いたまま率直な気持ちを吐露する。

「──ただ、さすがに死んでいるとは思わなかった。そりゃ覚えているわけもないよな」

　文字通り、おれはヒナコの母親に生かされた。

　恩人が命の恩人にまで昇格してしまい、おれはどれだけ感謝をすれば帳尻が合うのか。あまりにも大きすぎる恩にどうやって報いればよいのか。

「生きることを疑うな。黒くろ瀬せ秀ひで春はる。時間の無駄よ」

　ふいに懐なつかしい呼び方をしてきた逢あい夏か。

「ハルが生きていて、喜んでいる人はたくさんいる。私もそうよ。だから気に病まないで。あなたはこれ以上、抱えこんじゃいけないの。死んだ人の分も笑って生きなきゃ失礼だわ」

　逢あい夏かはわずかに声を震わせながら包み隠さぬ気持ちをぶつけてくれた。

　そうやって互いの心の揺らぎを重ねたら、自然と穏やかな気持ちに戻れる。

「それを言うために、わざわざ事務所に来てくれたのか」

「悪い？」

「この嬉うれしさを説明する語彙力がおれには足りない」とおれは噓うそくさく答える。

「……ふたりとも、せめて今くらい素直になれていれば離れずにすんだのかな」

　彼女は顔を伏せると沈んだ声でつぶやく。

　おれは咄とつ嗟さに逢あい夏かの細い肩に手を伸ばしかけて、止まる。

「そこで止めちゃうんだ」

　彼女は勢いよく顔をあげて、盛大にため息をつく。

「はぁー私も一体、なにやってるんだろう！」

　威勢のいい独り言はやけにハキハキとしていた。

「永えい聖せいの大学を卒業して、石動いするぎ教授の研究室に所属して、さらに高等部で担任までやっている。魔術だって昔より上達した。逢あい夏かはいろいろやっているよ」

「そういう履歴書見ればわかるような評価はいらないの！　私はつくづく自分が大事にしたいものほど不得手だって実感させられたわ」

　逢あい夏かはようやくコーヒーに手をつける。マグカップを両手で包みながら、黒い水面をぼんやりと見つめていた。

「あんまり欲張ったこと言うと、ばちが当たるぞ」

「別に構わないわよ。口に出さなきゃ伝わらないし叶かなわない」

「逢あい夏か」

「……あのころのハルはできもしない魔術に固執しているようにしか見えなかった。本人がいちばん辛つらいのに、私はなにもできなくて。この状況がずっとつづいたら、耐え切れなくなった私はきっとハルを否定してしまう。そう思ったら一緒に居られなかった。大好きな人を傷つけて、嫌われるのが恐こわかったの」

「だから自分と魔術、どちらかを選ばせようとしたんだな」

「まだ覚えているんだ」

「忘れられたら、どんだけ楽なことか」

　思わず本音がこぼれてしまい、逢あい夏かは悲しそうに顔をうつむかせた。

「この事務所を出たのだって私なりの覚悟がきちんとあった。必ずあの時より状況を良くして最後は幸せだねって、いつか笑い合えればそれで良かった。なのに、入学式でハルの顔を見た途端、私は簡単に昔の自分に引き戻されたのよ。それが悔しくてたまらない。必死に我慢していた時間は一体なんだったの！　ハルと話すのを楽しんでいる自分が腹立たしくて……ってなによ、その顔！」

「いやぁ、負けず嫌いだけは出会った時から変わんねえなと思ってさ」

　江え羽ば逢あい夏かは基本的に負けることに慣れていない。

　物事全般を器用にこなせる才媛は、てこずるという経験が極端に少ないのだ。さしたる努力を必要とせず、あらゆる要素が人並み以上に恵まれた彼女はふつうに生きるぶんには何不自由ない人生を送れる。

　だが不幸にも彼女は生粋の努力家であり、類稀まれなる理想家でもあった。

　求める水準は常に高く、労を惜しまぬ性分のため大抵のことは成し遂げる。

　それゆえ珍しくできないことがあれば彼女の中で非常に悪目立ちして、こだわってしまう。

　しかも彼女の数少ない未解決事項は江え羽ば逢あい夏かにとって大切なことばかり。

　逢あい夏かの双子の弟が抱えた不止の魔術や、おれの魔術喪失がその筆頭だった。

「だから諦めて相談しているんでしょう」と逢あい夏かがコーヒーを置く。

「私、やっぱり間違っていたのかな。ここを出たことも、石動いするぎ教授の研究室に入ったことも」

　相談は、やはり石動いするぎさんが元魔術執行官として四年前におれの取り調べをしていた件だった。そんな相手の研究室に所属してしまった自分への自己嫌けん悪おに江え羽ば逢あい夏かは苛さいなまれている。

「天才の石動いするぎさんをまっとうに理解する方が無茶な話だ。気にするな」

「ハルは、教授の肩を持つの？」

　逢あい夏かはムキになっておれに詰め寄ってくる。危うくコーヒーをこぼしそうになった。

　おれも一旦コーヒーをテーブルの上に置く。

「仮にだ、石動いするぎさんの目的がおれなら逢あい夏かを経由する必要性はない。事務所の住所は簡単に調べられるし、相談の依頼に来れば中に入れる。あの人は縁があれば、ぐらいの軽い期待しかしてなかったんだよ。おれと石動いするぎさんを引き寄せたのは他ならぬ逢あい夏か自身だ」

　納得がいかない様子の逢あい夏かは、うーと低く唸うなる。

「ハルはさ、石動いするぎ教授の正体に気づいて引き受けたんでしょう」

「どんなやつが壁の向こう側にいたのか、怖いもの見たさもあったんだろうな」

「不快感より好奇心が勝まさったってこと？」

「それもあるけど、そもそもおれが逢あい夏かの頼みを断ったことないだろう」

　結局のところ、おれは出会った時から年下の彼女に逆らえないのだ。

　誰よりも美しく聡そう明めいで心優しい彼女を前に、最初から白旗をあげるしかないのだ。

「でもさ、石動いするぎ教授は美人じゃない」

「…………はっ？」

「だからね、あの人は綺き麗れいで賢くて魅力的な女性でしょう」

　江え羽ば逢あい夏かは弱気になっていた。自分で言っておきながら自分で傷ついている。

　一度は遠ざかってしまった美しい女性が目の端に涙を浮かべて、おれの横で悲しそうに顔を伏せる。

「──頼むから他では、そんな顔見せるなよ」

「どういう意味？」

「つまらん独占欲だ」とおれは彼女の涙をそっと拭う。逢あい夏かは抵抗しなかった。

「ねぇ、私はどんな顔をしているの？」

　逢あい夏かはおれの手を握った。

「おれの目を見ればわかる」

「もっと近くにきて」

「試すんだ」

「ばか」

　おれが答えるより先に言葉は塞がれた。
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　いつもの希き遊ゆのトレーニング前に、おれはひさしぶりに大魔道図書館を訪れた。

　両翼を広げた巨大な鳥が巣に帰還する一瞬を切り取ったような外観。左右に突き出た建物は傾斜の合流する中央部に入口を持つ。そこまでつづく前庭は目に鮮やかな緑の芝生が広がり、巨大な公園のようになっていた。

　子どものころ大魔道図書館に来るのは、おれにとって冒険そのものだった。前庭という緑の平原を歩いて目指す先には巨大な鳥、懐ふところに守る無数の蔵書。魔術の本を読みに行くという行為は特別だった。いつもヒナコの母親に手を引かれて、おれはここに来ていた。

　そして今、巨大な鳥を背後に従えるようにひとりの奇妙な老人が、前庭のベンチでおれを待っていた。

「……太陽の下に出てくるなんて珍しい」

「君の青い魔力がやっと近づいてきたからな。昔よりずいぶんと洗練されている。魔術をつかえないのに、よくぞ腕を上げたものだ」

　老人は読んでいた分厚い本を閉じて、表紙に手を置いた。魔術系統事典の〈転換〉だった。

「あんたの緑色の魔力は外まで駄々洩もれなんだよ。まだまだ死は遠いな、化石ジジイ」

　おれは遠慮なく悪態をつく。

「──また会えて嬉うれしいぞ。我らが欠けたる虹の一色よ」

　ドクター・シーラカンスが立ち上がる。

　長い銀髪の上半分を束ね、下側が肩まで伸びた長身の男性はひどく浮世離れしている。大柄で肩幅は広く、背筋はまっすぐ伸びている。足音もなく近づいてくる様は雲のように捉えどころがない。口元を覆うヒゲをしごきながら微笑をたたえる老いた顔だが、そこに死の気配は微み塵じんも感じられなかった。全身をすっぽり包むローブは引きずるほど長く、その色は永えい聖せいの学生たちが着る制服と同じ赤。悠然と尾ひれを躍らせて深海を進むように老人は近づいてくる。

「その仰々しい呼び方は止やめてください。それに、おれは元第零種ですよ」

「君は君だよ。元気そうでなによりだ、秀ひで春はる」

　おれより背の高い老賢者はおれを抱きしめ、軽く背を叩たたいた。

「……ご無沙汰しています。ドクター」

　ドクター・シーラカンスは嬉うれしそうに目を細めて、微ほほ笑えんだ。

　おれ達たちは敷しき地ち内を歩きながら、四年ぶりに話をする。

「積もる話がたくさんあるけど、最初にひとつ。おれが死んで、消失した正午が起きた」

「──ヒナコくんの御母堂の魔術ならおまえを生き返らせられる。彼女が求めた対価の結果だ」

　ドクター・シーラカンスは穏やかな声で断言してくれた。

「驚かないんですか？」

「先ほど冬とう矢や坊が知らせに来た。秀ひで春はるにはまんまと先を越されてしまったな」

　不死身の魔術士たる化石ジジイは、渾こん身しんのブラックジョークを炸さく裂れつさせて自分で笑っていた。

「第零種〈不老不死リミツトレス〉の太鼓判は心強いですね」

　ドクター・シーラカンスは、〈不老不死リミツトレス〉により尽きぬことのない無限の魔力を授かった。その影響で命のタガは外れ、寿命は終わりを見失う。魔力感度の高いおれやヒナコをも遥はるかに上回る老賢者は千里眼さながら、旧知の仲であるおれの魔力が接近するのに気づいて出迎えに来てくれた。そして当の本人には制御できない魔術だった。

　おれが蘇そ生せいした原理を確認するのに、これ以上の適任者はいない。

　不止の魔術という呼称は、不死であるドクター・シーラカンスが自身を皮肉って名付けた。

「消失した正午とは、秀ひで春はるが死んでも停止していなかった〈永久言帝エンペラースペル〉が、ヒナコくんの御母堂により新たに魔力を注がれたことで発生した。だが、肉体は蘇そ生せいしても意識は戻っていない。しかも人間ひとりの命を引き戻すほどの膨大で高純度の魔力。制御されないまま発動した魔術は暴想バーストと同じだ。あれだけ広く〈永久言帝エンペラースペル〉の効果が波及したのも納得がいく」

　ドクター・シーラカンスは手に持った本を掲げ、おれが知りたかった解説を聞かせてくれた。

　魔術はよくクルマに例えられる。

　運転中にドライバーであるおれは意識を失った。だが不幸にも足はアクセルを踏んだ状態のままガソリンは満タン。ハンドルは切られることなく暴走し、大事故を引き起こす。

　目が覚めると事故の影響でおれは魔術をつかえない魔術士になっていたというわけだ。

「不幸があるとするならば、ヒナコの母親が魔力の感覚に優れ、〈転換〉という魔術を授かっていたことですかね。相あい容いれるはずの他人の魔力を別の相手に移し替えるなんて不可能なのに」

　彼女の魔力を黒くろ瀬せ秀ひで春はるの魔力と同質に調整することで、おれに失われかけた命を取り戻した。

「秀ひで春はる、それは違う。君が生きているのは彼女が心の底から救いたいと願ったからだ」

「……ただの無免許魔術士がよりにもよって、なんで奇跡を起こすんだよ」

　立ち止まったおれは、堪こらえきれない本音をこぼす。

「すべては必然だ。魔術で奇跡は起きない。ヒナコくんの御母堂は、秀ひで春はる相手だから蘇そ生せいに成功したのだ。幼くして施設にいた君を世話してきた彼女は、誰よりも君を知っていた」

「あの人にはヒナコがいたんです。自分の娘とおれの命なんて比べるまでもない！」

「──だから、彼女は君に愛まな娘むすめを託したんだ」

　おれは顔を上げた。

「ヒナコくんの御母堂が君の居場所を教えなければ、ヒナコくんは東京に来なかったかもしれない。秀ひで春はるが魔術コンサルタントを同じ場所ではじめなければ、再会することもなかった。人の行いは振り返った時、必ず意味を見み出いだすことができる。過去は変えられないが、過去の意味はいつだって変えられる」

　ドクター・シーラカンスはおれの肩に片手を乗せる。

「もう自分を許してやれ。君は十分に苦しんだ」

「ドクター……」

「ワシは君に自由に生きてほしかった。だから七番目の第零種という重荷を切り離した。〈永久エンペラー言帝スペル〉の魔術士は抹消されても、ただの若者である黒くろ瀬せ秀ひで春はるの人生はこれからもつづく。好きに生きてよかった。だが、君は自らの意志で、再び魔術と向き合ったんだろう」

　おれは密ひそかに抱えていた悩みを告白した。

「ヒナコは自力で魔術ライセンスを獲とりました。そして今は永えい聖せい魔術学院に入学した。おれがあの子を教えるより、もっといい人がいるんじゃないかと思います」

　教える側が執着すれば最悪の結果にしか繫つながらない。

　おれ自身、朝あさ倉くら響きよう示じとの関係からそう感じた。

「どんな優秀な相手でも人間である以上、相性がある。君とヒナコくんなら心配ない。不安になるのは、大切だということだ。だからこそ気負わず、自分にできる精一杯を伝えなさい」

　ドクター・シーラカンスはおれの弱気をそう解釈してくれた。




「愛情は祈りに似ている。見返りを求めず、相手の幸福を願うことだ」




　ドクター・シーラカンスがふいにつぶやく。

　彼の遠い眼まな差ざしは、不死の魔術のろいを科せられた者の諦観と自嘲を帯びる。

　死ぬことを許されない呪われた命を抱えた者が長い時間をかけて辿たどり着ついたひとつの結論なのだろう。

　最初の第零種〈不老不死リミツトレス〉はドクター・シーラカンス本人から死を奪った。

　七番目の第零種〈永久言帝エンペラースペル〉は、他者の魔術を奪う。

　形は違えど、個人で抱えるには第零種の魔術はあまりにも重い。

　ドクター・シーラカンスは孤独に他の第零種を見送ってきた。

　なんて気の遠くなるような在り方だろう。

　それでも彼はおれの話を聞き、真剣に答え、心から笑っていた。

　ドクター・シーラカンスは最後におれの背に声をかける。

「──君の空によき虹がかかりますように」




　　　　　　　○




　朝あさ倉くらヒナコと皇すめらぎ希き遊ゆの再戦は四月の最終金曜日に決まる。

　餃子ぎようざパーティーのおかげもあり、九く賀が峰みね逮捕の一件から皇すめらぎ希き遊ゆはしっかり立ち直っていた。

　そしてノアタワー地下から戻ってきた朝あさ倉くらヒナコもまた変わる。これまでのように魔術が好きで夢中になっているだけではなく、明らかな意地を感じさせた。

　朝あさ倉くら響きよう示じとの対たい峙じが尾を引いているのは言うまでもない。

　だがヒナコはおれに対しては何事もなかったように同じ態度で接する。過去を掘り返すことも気持ちを吐露することも、不満や怒りをぶつけさえしなかった。いつも通り、朝には事務所にやってきて家事全般をテキパキとこなし、昼間は学業に励む。放課後は希き遊ゆの指導に全力で取り組む。

　最近は魔術指導をしていても希き遊ゆは体力的に余裕がではじめ、ヒナコはより積極性を増した。休憩時間はトレーニングと同じくらい賑にぎやかで激しくなる。

「だから違う！　意識を絞って、心に握った槍やりをそのまま突き出す感じだ。いいか、見てろ。黒くろ瀬せ師匠、また石を投げてくれ」

　おれは言われた通り、グラウンドに落ちていた適当な大きさの小石を放り投げる。

「〈刺せよ、稲妻。飛ひ針ばりが告げる〉」

　希き遊ゆが詠唱すると手のひらから電撃が奔はしる。

　電撃が命中した小石は砕けて、砂と散った。

「どうだ？　電気は不定形なものだからな、とにかく強いイメージが大事なんだ」

「はい、すごく参考になります！」

「よし、やってみろ！　黒くろ瀬せ師匠、もう一度だ！」

　彼女たちふたりの方がよほど熱い師弟関係に見える。ヒナコは熱心で、希き遊ゆも相手の真剣さに真摯に応えた。

　休憩中、もはや小石投げマシンと化したおれは黙って従う。

「〈光る翼が夜闇をめくる、落ちたる羽根は巨木を断ち割る〉」

　小石を睨にらむように目で追いかけるヒナコが大きな声で詠唱する。

　ヒナコの手から放たれた電撃は希き遊ゆのような引き絞られた鋭さはなく、威力は大きいが四方八方に拡散してしまった。とはいえ持ち前の魔力量のせいで電撃はほとんどビームと化して、グラウンド中をのたうつ。暴れる電撃の一筋は、おれの頭上に心地よい木陰を落としてくれていた太い枝をへし折る。

　おれのとなりにいた見学者を咄とつ嗟さにかばいながら、間一髪で落ちてきた枝を回避した。

「ヒナコ、力みすぎだぞ！」

　おれは思わず注意する。

「すいません、秀ひで春はるさんッ。江え羽ば先生も大丈夫ですか！」

　ヒナコが慌てて駆け寄ってくる。

「逢あい夏か、怪け我がはないか？」

　おれは腕の中で固まっている逢あい夏かに確認する。逢あい夏かは顔を伏せたまま「うん」と一言答えるだけだった。とりあえず怪け我がはなさそうだ。

「ごめんなさい」とあらためて謝りながらヒナコは妙に身体をよじらせている。

「また砂鉄がついたのか？」

「これでも減ったんですけど」

　ヒナコは不快そうに全身を手で払う。

「黒くろ瀬せ師匠。魔術崩しで華麗に防げないのか」

　近寄ってきた希き遊ゆが、無茶なことを言う。

「こちとら限りなく一般人だ。触れて干渉できるのは強くない魔術に限られるの。まともに弾はじいたら骨折するわ」とおれは足元に転がった太い枝を指差す。

「情けない。うちの鷹たか田だなら江え羽ば教諭の服装の乱れまで整えるぞ」

「皇すめらぎ家で執事をしているような一流魔術士と同列にすんな」

　おれはお嬢様の無茶ぶりを断固容認しない。

「黒くろ瀬せ師匠はやや自虐しすぎる傾向がある。そういう人間は扱いづらいから、自分の実力を疑わないで堂々と振る舞った方がいい」

　希き遊ゆは、おかしなことを口走りおってとばかりに不思議そうな顔でおれを見返す。

「そうよ、ハル。せっかくだから皇すめらぎ家との人脈をしっかり作っておきなさい。本家の人と直接関われるのは貴重なんだから」

　逢あい夏かは大真面目に助言してくる。

「大きなお世話だ。つーか江え羽ばセンセイ、見学は構わないが仕事に戻らなくていいのか？」

「今日は時間あるから問題ないわ」

「ならトレーニングに付き合ってもらうぞ。希き遊ゆ、再開だ」

　おれは逢あい夏かに頼み事をする。

「別にお安い御用だけど、なにするつもり？」

「生徒の安全に関わることだからな」とおれはニヤリと笑う。

　逢あい夏かは自身の魔術である〈絃いと〉を希き遊ゆの足腰や関節に動作を阻害しないように入念に巻いて、プロテクターにする。

「これ、皇すめらぎさんにわざわざ絃いとを繫つなげたままにしておく必要があるの？」と逢あい夏かは希き遊ゆの全身に伸びた絃いとを手元に残させておく理由を汲くみとれずにいた。

「そうだぞ。希き遊ゆが操り人形みたいじゃないか」

「必要な安全対策だ。せっかくの指導の最終段階で怪け我がをしたら馬鹿みたいだろう。希き遊ゆ、教えた詠唱をやってみろ。いいか、必ず頭上に跳べ。他の方向はまだ危ないから止やめておけ」

　希き遊ゆは首を傾かしげながら、おもむろに詠唱をしてみた。

「〈閃せん光こうの衝動、研がれた稲妻は四肢を巡る〉」

　希き遊ゆの全身が電気を帯びる。

「くっ……、まだ痺しびれるな」と希き遊ゆは険しい表情で指先ひとつ動かすことなく我慢していた。

「最初に比べればずいぶんマシになっただろう。やれるか」

「無論だ」

　希き遊ゆはゆっくり腰を落として、そして上に跳んだ。

　希き遊ゆの小さな身体が一瞬にしてロケットみたいに晴天へ高々と跳び上がる。

「逢あい夏か。ちゃんと着地させてやれ」

「先に言いなさいよ！」

　逢あい夏かの手元から空へと張りつめた絃いとが、たわむ。

「希き遊ゆは高いところが苦手なんだぞーー!!」

　悲鳴をあげながら希き遊ゆが落下してくる。

　初対面で三階の高さから落ちてきたのだから、ほんとうに九く賀が峰みねが嫌だったんだなぁ。

　驚いて希き遊ゆの魔術は解けているから、まともに着地すれば骨折は免まぬがれない。

「凧たこ揚あげじゃないのよ！」と逢あい夏かは地面に激突する寸前で、うまく絃いとを手繰り寄せた。一度ふわっと上に引き上げて落下の勢いを緩和させて、希き遊ゆは無事グラウンドに着地する。

「こんなに速く動けるのかッ！」

　手足をついて希き遊ゆは肩で息をしながら、トレーニングの成果を実感して震えていた。

「も、もう一回だ！　今日で着地まで覚える！」

　希き遊ゆは勢いよく立ち上がる。

「ついでに高所恐怖症も直しておけ。もっと軽く、力を抜いて跳べ。リラックスだ」

「わかった。──朝あさ倉くら、背中は捉えたぞ！」

　興奮気味な希き遊ゆはそのままヒナコを指差して再度宣戦布告する。

「逢あい夏か、もうちょい付き合えるか？」

「戻るなら絃いとを消しているわ」と逢あい夏かは絃いとの伸びた手元を掲げる。

　しばし逢あい夏かに任せて、希き遊ゆの自主的な逆バンジーはつづく。

　ヒナコはヒナコで先ほどの電気の魔術を練習する。

　今度は打って変わって慎重な詠唱。手のひらから放たれた電撃は弱々しく伸びていき、まるで風に流されるように宙を流れていく。その電撃は磁石同士が引かれ合うように、全身に電気を帯びて跳躍をつづける希き遊ゆへと繫つながった。

「無駄に器用なことしやがって」とおれは希き遊ゆの安全のために魔術崩しでヒナコの電撃を絶つ。

「あの、わたし出力をぐっと抑えようとしただけなんですけど」

　ヒナコは、電撃が希き遊ゆに誘導された理由がわからず首を傾かしげる。

「希き遊ゆを参考にしたんだろう。そんで無意識のうちに魔力の波長そのものまで真ま似ねして、まったく同じ性質の電気になって希き遊ゆ本人に同調したんだ」

「相手と同調って医療系の魔術を行う人に求められる資質ですよね。魔術による副作用を起こさないためですよね」

　以前、おれが腕を怪け我がした時もヒナコは上手に治してみせた。

　今さら驚くようなことでもないが、医療系の魔術士は自分の魔術の成功率を上げるために同調を必死に訓練する。とても難易度が高いからだ。それをごく自然にやってしまうのだから、母親譲りの彼女の魔力に対する感覚の鋭敏さには恐れ入る。

　いくらヒナコの魔力自体が〈万物流転ユニバーサル・フロー〉による万能の魔力であっても、真ま似ねする相手を理解できなければそもそも真ま似ねしようがない。

　ヒナコは一旦練習を止めて、熱心に希き遊ゆの姿を目で追う。

「……皇すめらぎさんの跳躍は、わたしの飛行より速いです」

「負ける気はないんだろう？」

「わたしは〈万物流転ユニバーサル・フロー〉の魔術士です。どんな魔術もつかってみせます」

　朝あさ倉くら響きよう示じの〈覇権言語マスタータング〉が自分自身を他人に一方的に押しつける性質なのに対して、朝あさ倉くらヒナコの〈万物流転ユニバーサル・フロー〉は何者にも自分を変えることができる。

　親子でありながら、ふたりの性質は正反対だ。

「大口叩たたいたな」

「それぐらい余裕でこなさなきゃ秀ひで春はるさんの魔術をとりもどせません」

　今の彼女たちに大事なのは決闘の勝敗以上に、自分をどれだけ成長させられるか。

　目の前でメキメキと実力をあげる同級生の存在は、ヒナコにとっても大いなる刺激だった。

「わたし、永えい聖せいに入れてよかったです。自分以外で本気で魔術をがんばっている人がいるって、こんなに嬉うれしいことなんですね」

　東京に来るまで、魔術士がほとんどいない山の中で朝あさ倉くらヒナコは孤独に魔術を学びつづけていた。ひとりが当たり前だった少女は切せつ磋さ琢たく磨まする喜びを嚙かみしめる。

「ヒナコ。別におれの魔術なんて気にしなくていいんだぞ。君の母親を結果的に死なせたのは、おれなんだ」

　おれはどうしても言わずにはいられなかった。朝あさ倉くらヒナコの気持ちに噓うそがないことは十分に承知している。それでも中ちゆう途と半はん端ぱに甘えることも、彼女に我慢させることもしたくなかった。

「四年前わたしは散々泣いて、お母さんにはきちんと別れを済ませました。だから秀ひで春はるさんは逆に誇ってください」

「誇る？」

「あなたという存在は、わたしのお母さんにとって命を託して生かすべき価値があるんです」

　ヒナコの強さに頭の下がる思いだった。弱気になっていたのはおれの方だ。おれは無様にも倍近く年下の少女に赦ゆるしを乞い、挙句の果てに励まされてしまった。なんたる失態。いくらなんでも格好悪すぎる。

「もう君には偉そうな口をきけないな」

「手抜きをされては困ります。わたしが秀ひで春はるさんの魔術をとりもどすためには先生の指導が不可欠です！　やさしくされるのは大歓迎ですけど、甘やかされるのは気持ち悪いです」

　これが思春期なのか。さっぱりわからん。

「……なぁ、ヒナコ」

「なんですか？」

「おれって君から結構信頼されているんだな」

　この期に及んで何を言っているんだ、とヒナコの表情が雄弁に告げていた。

「あのですね、先生。なんの特別な理由もなく、わざわざフロリダビルみたいなボロい建物に女の子が引っ越してくると思いますか？」

　女性は今さらなことについてはすごく怒る。

　これ以上の失言を避けるため、おれは口を噤つぐんだ。
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　逢あい夏かは最後まで希き遊ゆのトレーニングを手伝ってくれた。

　ちょうどいいタイミングで朱しゆ門もん蓮れん歌かはグラウンドに現れると「ふたりとも根を詰め過ぎているわね。息抜きにカフェにでも行きましょう」と、ヒナコと希き遊ゆを一目見た途端提案した。

「ダーリンももちろん一緒に行ってくれるわよね？」

「朱しゆ門もんさん。ハルの仕事を邪魔しないで」

「……なーんで江え羽ば先生がダーリンのかわりに答えるんですか？」

　蓮れん歌かと逢あい夏かは顔を合わせて、いきなりギスギスしだす。

「同じ研究室に行くのよ。なにかおかしいことでも？」と逢あい夏かは首を傾かしげる。

「大ありですよ。なんですか、ハルって。すっかり呼び方変わっているし」

「っ。たまたまよ！」

「江え羽ば先生、いつものクールさはどこですか??」

　蓮れん歌かはあくまで攻撃的姿勢を貫く。

　おれは、勝手に勃発した女の戦いに対して地蔵のように黙って佇たたずむ。

「恩を仇あだで返すには早いんじゃないかしら？」と微笑を浮かべる逢あい夏か。だが、まとう空気は一層冷え冷えとする。

「現カ心ウ想ルさえ教われば、もう下手に出る必要もありませんから」

　笑顔を崩さぬ蓮れん歌かは臆すことなく言い返した。

　なんだろう、端から見るだけでは仲の良いい美人姉妹の語らいめいた印象。なのに聞こえてくるのは硬い言葉でドッチボールをしているような殺伐としたものばかり。そんな時間が長々と続き、おれは一刻もはやく逃げ出そうと足音を殺して離れようとした。

「ちょっとハル、今日は一緒に来てもらわなきゃ困るのよ」

　逢あい夏かは慌てておれの脱走を阻はばんだ。

「……さては石動いするぎさんとサシで会うのが気まずいのか？　だからおれに同行しろって」

　薄々気づいてはいたがノアタワーでの取り調べ後すぐ解散となったため、逢あい夏かが石動いするぎ我が花ばなに会うのはあれ以来はじめてなのだ。

「わかっているなら野暮なこと言わないの」

「逢あい夏かは尊敬する相手と心配する相手には弱いよな」

「その両方を満たすハルに言われるとすっごい腹立つんですけど」

「一緒についていくんだから許せ」

「今回だけよ」

　おれと逢あい夏かの他愛ない会話は入学式のころより遠慮がなくなり、遥はるかに気楽なものになった。

「ヒッ、ヒナ、コ。なんなの、あの感じ。アタシの知らないうちになんか進展してない!?」

「どちらかと言えば元に戻ったって感じだと思いますよ」

「ふたりともお似合いじゃないか」

　愕がく然ぜんとしている蓮れん歌かにヒナコは淡々と答え、希き遊ゆが無責任にダメ押した。

　まんざらでもない逢あい夏かの携帯電話が急に鳴り響き、即座に応答する。数度の相あい槌づちを打って、通話はすぐに終わった。用件だけを簡潔に伝える話し方と逢あい夏かの茫ぼう然ぜんとした様子から電話の主は石動いするぎ我が花ばなであることに間違いない。

「急用ができたから今日は休みだって。もうダメなのかな」

　逢あい夏かは大真面目におれに相談する。

「石動いするぎさんのクビ宣告はもっとあっさりしているはずさ。ほんとうに急用なんだろう」

　もっとも、あの魔女を振り回す急用がどんなものなのかは想像がつかないが。

「ごめん。私、ちょっと研究室に顔出してくる。急げばまだ間に合うかも」とおれの返事も待たずに逢あい夏かはあっさり自力で切り替えて、行ってしまう。肝心なことには過敏なところがあった逢あい夏かだが、随分と成長したんだなぁ、と実感する。

「黒くろ瀬せ師匠。折り入って相談に乗ってもらいたいことがあるのだが」と逢あい夏かを見送るおれに希き遊ゆが打ち明けた。

「そうしたら蓮れん歌か、わたしの個人的なトレーニングに付き合ってもらえませんか？」

　真剣な表情でヒナコも蓮れん歌かに申し出た。

　蓮れん歌かは、ヒナコと希き遊ゆの顔を見て「ふたりとも真面目なんだから」と呆あきれかえる。

「本気は出さないからね。アタシ今制服だし、汗かくのも嫌だから」

　了承した蓮れん歌かは、ヒナコと一緒に校舎裏の演習場へ移動する。

　おれは、希き遊ゆが着替えたら中庭のベンチに集合することにした。







　放課後も遅い時間となり、校内には人の気配がほとんどない。

　わずかに残った夕ゆう陽ひの頼りない明るさの空の下、おれは希き遊ゆの相談を聞く。

　となりに座る希き遊ゆはトレーニングの時とは違って、心なしか元気がない。

「ヒナコとの決闘は不安か？」

「勝ち目の薄い勝負だとわかっていた。飛行の魔術だけでもすごいが、あらためて朝あさ倉くらの成長速度は横目で見ていて凄すさまじい。さすがに希き遊ゆの自信も揺らいだ」

「挑戦ってのはそういうもんだろう。必ず勝てる勝負なんていつか飽きるさ」

　希き遊ゆの表情は晴れない。負けた経験が不足していると、どうしても気持ちの切り替えがうまくいかない。まして同じ相手に二度も負けることを想像すれば弱気にもなる。

「希き遊ゆ」

「なんだ？」

「おれは勝ち目ゼロで仕事を引き受ける節穴でも詐欺師でもない。クライアントの要望を叶かなえる魔術コンサルタントだ」

　希き遊ゆがうつむきがちな顔をようやく上げた。

「信頼しているぞ、黒くろ瀬せ師匠ッ」

　前のめりではやく教えろといわんばかりの希き遊ゆをおれは一旦制する。

「どう渋く見積もっても決闘相手としてのヒナコは手て強ごわい」

　希き遊ゆは素直に頷うなずく。

　ここで聞く耳を持たず屁へ理り屈くつやつまらない意地を張るようでは勝利がますます遠ざかる。

「〈万物流転ユニバーサル・フロー〉という特殊な魔術特性、圧倒的成長速度、なにより超やる気に満ちた努力する天才だ」

「つくづく怪物だ。あんな才能が今までなぜ埋もれていた」

　希き遊ゆは渋い表情で唸うなる。

「弱気になると相手が大きく見えるものだが、緊張に吞のまれたら勝てるものも勝てない。まず自分と相手を冷静に見極めろ。心と身体、思考の柔軟性は連動している」

「ひいては魔術の良よし悪あしに繫つながるわけだな」

「この前の決闘だってヒナコの勝利は実際ギリギリだったと思うぞ。飛行の魔術がなければ、君の電撃は届いていたさ。その程度の差なんだ、大きく基本性能が違うわけではない。希き遊ゆ、決闘における基本方針は最初に説明した時と変わらない」

「触って痺しびれさせる」

　そうだ、とおれは頷うなずく。

「君は生まれた時からひとつの魔術だけを鍛えてきた。それは朝あさ倉くらヒナコにはできなかったことだ。積み重ねてきた時間は頼れる武器だ。おれが教えてきたことも、君がこれまで学んできたことも等しく今の君の力になっている。いつもの偉そうな皇すめらぎ希き遊ゆはどこに行った？」

　希き遊ゆは視線をおれから、三階の渡り廊下に移す。

　朝あさ倉くら響きよう示じに洗脳された九く賀が峰みねが飛び降りた時に突き破った窓ガラスはすでに取り換えられた。

　だが、視線を横に移せば入学式で希き遊ゆがしがみついていた枝は、折れた痕が今もしっかりと残っていた。

「あれくらいの高さ、今の希き遊ゆなら余裕で下りられるな」とおれは偽りのない評価を述べる。

「希き遊ゆは、ずっと自分に電気を通すのが恐こわかった。だが黒くろ瀬せ師匠の指導を受けて、入学式から一か月も経たたずに苦手を克服できた。長く抱えていたはずの恐怖心をもう思い出せない。まるで別人のようだ。今までの停滞が噓うそのようだ……。ほんとうに黒くろ瀬せ師匠の教えを受けられてよかった。感謝する」

　希き遊ゆは身体をおれに向けて、軽く頭を下げた。

「待て。そんなかしこまったお礼を述べるのは早い！　決闘はこれからだろう」

「だから区切りをつけておきたい。黒くろ瀬せ師匠、決闘では朝あさ倉くらの応援をしてやってくれ」

　ごく自然に希き遊ゆはそんなことを言った。

「妙な気をつかってくれるな。ヒナコは君の決闘相手であるまえに、おれの助手だ。クライアントのために働いているだけだぞ」

「なにがあったか知らんが朝あさ倉くらは無理している。希き遊ゆは気の抜けた朝あさ倉くらに勝利しても嬉うれしくない。全力の相手に勝ってこそ皇すめらぎである」

　少女は幼すぎる顔つきに皇すめらぎとしての重い責務を負う覚悟を覗のぞかせた。

　馬鹿正直に正面から挑み、勝つことで実力を見せる。

　どこまで行っても皇すめらぎ希き遊ゆは揺るがない。

「希き遊ゆがヒナコと同じ学年にいてくれてよかったよ」

　おれは教えることはできても、ヒナコの友達にはなれない。

　それが師弟の線引きであり覚悟だった。

「お話し中、失礼致します」

　希き遊ゆの運転手である鷹たか田ださんが突然中庭に現れた。いつも駐車場でトレーニングが終わるまで待機しているのに珍しい。

「希き遊ゆ様。それに黒くろ瀬せ様。至急のご報告で参りました」

「話せ」

　前置きを抜きに希き遊ゆは促す。

「先ほど魔術省より内々で本家に連絡があり、九く賀が峰みね様を乗せた護送車が襲撃を受けました。激しい戦闘の末、護衛にあたっていた魔術執行官および襲撃者は全員死亡。あたりは血の海となっておりますが、九く賀が峰みね様の遺体だけが発見されておりません。どうやら逃亡したようです」

「九く賀が峰みねを襲撃って、一体誰が……」

「詳細は不明ですが、死亡した襲撃者の遺留品から犯人グループのひとりは現代魔術美術家の石動いするぎ忠ただ則のりであることが確認されております」

「……石動いするぎ忠ただ則のりッ!?　石動いするぎさんの父親か」

　予想外の名前を聞かされて、おれは驚く。

「逃亡された九く賀が峰みね様はもしかすると希き遊ゆ様や黒くろ瀬せ様を狙うやもしれません」

　鷹たか田ださんは柔和な老執事の下に隠していた戦闘のプロとしての気配を見せた。

　おれは植え込みの陰や建物の角に視線を送る。肉眼では見えないが、そこに敵意ある気配が潜んでいるかもしれない。

「九く賀が峰みねが逆恨みしても不思議ではありませんね」

「本日はこれにて失礼させていただきます。黒くろ瀬せ様もお気をつけて」

　希き遊ゆは鷹たか田ださんに連れられて中庭を去った。

　いつの間にか陽は沈み、暗い影がどこまでも視界を埋める。
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　ヒナコと希き遊ゆの決闘当日。

　おれは石動いするぎ我が花ばなから呼び出されて、彼女の研究室を訪れていた。

　すっかり片付け終えた研究室内には石動いするぎ我が花ばなの他には誰もいない。

「お話とは、お父上が亡なくなられた件ですか？」

「黒くろ瀬せくんには直接説明しておくべきかと思ってね。私の父は朝あさ倉くら響きよう示じと繫つながっていた。実家に残っていた作品は売却され、金の行方は不明。資金源にされたのだろう。時代の寵ちよう児じともてはやされた男の末路が操り人形にされて血の海に溺れ沈んだとは。まるで本人の作品そのものだと思わないかい。好き放題生きて、自ら作品を体現して死んだ。ぜいたくな人生だよ」

　石動いするぎ我が花ばならしからぬ感情的な説明。

「お父上の葬儀は無事に終わったようですね」

「そうみたいだね」と石動いするぎ我が花ばなは窓まど際ぎわの観葉植物に水をやりながら答えた。

「……参列されていないんですか」

「葬儀は元後援者や熱狂的なファンが仕切ってくれたそうだ。私にも気をつかって連絡は来たが辞退した。もっとも九く賀が峰みねの護送車襲撃事件後、第一報をもらって魔術省には出向いたよ。おかげで私が家を出てからの父の人生を知ることができた。興味はなかったが、それなりに有意義だったよ。依存傾向のある人間は、依存対象を失った途端にダメになる典型だった」

「石動いするぎ忠ただ則のりにとって、あなたが創作の女神ミユーズですか？」

　石動いするぎ女史は大きく首を横に振る。

「私は道具にすぎない。父が表現したい対象の、内面を引き出すためのね。そうやって作品を生み出してきた」

「……昔ご自宅で行われたパーティーではずいぶんと創造的な作業があったようですね」

　おれは極力感情を排した声で問いかける。

　石動いするぎ忠ただ則のりの作風と、石動いするぎ我が花ばなの魔術特性、そして今の言葉でおおよそ推測は当たった。

「黒くろ瀬せくんがはじめて研究室に来た時、ギロチンって言い当てられた。私の本質を一目で見抜かれて──私はホッとしたんだよ。これほど信頼できる眼まな差ざしは他にない。逢あい夏かさんも同じだ。君らが見限らなければ、私は好き勝手しても大丈夫なんだってね」

「おれが客観的な第三者として信頼できると？」

「ああ。四年前、君という人間性を私は地下で散々調べたからね」

　石動いするぎ我が花ばなは自覚している。

　彼女が嘲あざ笑わらったところの依存対象を、石動いするぎ我が花ばな自身も必要としていた。

「石動いするぎさんは守りに特化した魔術のつかい方をしてますけど、人に直接つかえば切り刻むことも容易たやすいですよね」

　石動いするぎ宅で夜ごと繰り広げられた賑にぎやかなパーティーで、少女であった石動いするぎ我が花ばなは父親に言われるがままモチーフに対して魔術を行使し、なにかしらの赤い血を流させていた。

「私を嫌けん悪おするかい？」

「子どもはどうしたって身近な大人の言いなりです。自分の判断基準は周囲の環境により形成される。不幸があるとすれば、環境が著しく平均から逸脱していた場合です。あなたは成長して、その是非の区別がつくようになったから家を出たのでしょう」

「ええ、常識は知識としては理解できる。経験により自分の行動はコントロールできるようになった。だけど、時折どうしようもなく心がざわついてしまう。世界との摩擦を感じて息苦しいのよ。絵でも描けば、少なくとも父のように外での振る舞いは偽装できるかと思ったんだけどね。近所から見れば、私たちは仲の良いい親子だったらしいわ」

「その苦しさがあったから、あなたは自由になれた。苦しいと自覚することさえできなければ教えられた価値観に一生洗脳されたままです」

　人は生まれを選べないが、生き方は自分で決められる。

　与えられた環境を捨てる恐怖を乗り越えた先には新しい自由があると信じて、おれ達たちは自分の中からなけなしの勇気を見つけることができるのだ。

「とりあえず向いてない行為は素直に止めることです。石動いするぎさんは研究室での日々がいちばん楽しいんでしょう」とおれはイーゼルに乗ったキャンバスを裏返す。

「これは処分です。お父上の画風を真ま似ねされて、また手を切られては、おれが逢あい夏かにひどく怒られてしますので」

　そうするわ、と石動いするぎ女史ははにかむように微ほほ笑えむ。

　邪気のない穏やかな表情だった。

「おれはてっきり、石動いするぎさんが朝あさ倉くら響きよう示じの今の仲間かと思っていました」

「私は自分が手塩にかけた弟子を支配することや、弄ぶ趣味はないわ」

　石動いするぎ女史は不満そうにぼやいた。

「君の魔術崩しを試してみようか。私が洗脳されているか判断がつくでしょう」と彼女はおれの方に近づき、手を出す。

　おれは石動いするぎ我が花ばなと握手をする。

「どうだい？」

「あなたもあなたですよ。石動いするぎさん。手の傷はもう痛まないみたいでよかったです」

「いつの間にかね」と石動いするぎ女史は手を離し、手のひらをしげしげと見た。

「逢あい夏かと仲直りできました？　ずいぶん気にしていたみたいですけど」

　石動いするぎ我が花ばなはなにかを思い出したように吹きだす。

「フフ、逢あい夏かさんってばおかしいのよ。このまえ電話した時は血相変えて駆けつけてきて。別に私は喧けん嘩かしたつもりなんてなかったのに。器用な子なのに妙に心配性よね」

「大事な人との喧けん嘩かに慣れてないんですよ。逢あい夏かはいつも勝つので譲ったり折れるのが苦手なので」

　美しき支配者たる江え羽ば逢あい夏かのご機嫌を損ねれば、周りの人間は迷わず恥じず疑うことなく彼女の意に沿うように振る舞う。

　世話焼きの逢あい夏かに逆らうのは、朝あさ倉くら響きよう示じの弟子四人くらいだった。

「黒くろ瀬せくんが言うと、説得力が違うねぇ」

　おれを見る石動いするぎさんはまぶしそうに目を細めた。

「そろそろ行きますね」とおれはドアノブに手をかけようとした。

「今日の決闘、私も見に行くよ。ついでに冬とう矢やくんも呼んでおいたから」

　魔女はほんとうに油断ならない。
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　朝あさ倉くらヒナコと皇すめらぎ希き遊ゆの再戦は校舎裏の演習場ではなく、今日のためにグラウンドで組まれた特設ステージで行われることになった。

　新入生代表と魔術界の名家の激突はすでに周知の事実であり、高等部以外からも観覧者が訪れる見込みがありすぎて校舎裏では収まりきらないと判断した学院側は、高等部の生徒会による仕切りという体裁をとって今日の運びとなった。

　グラウンドの特設ステージをぐるりと囲む観客席は、放課後には満席だった。

　おれと逢あい夏か、蓮れん歌かは用意された最前列の席で開始を待つ。

　突貫工事で組み上げられた決闘の舞台は思っていたよりずいぶんと立派だ。校舎裏の演習場と遜色ない。ステージは何本もならんだ丈夫な鉄骨に支えられて、背の高い金網で厳重に囲まれていた。四方を囲む大量の観客席は後ろまで見やすくなっている。一体どれだけの人々がヒナコと希き遊ゆの対決に注目しているのだ。

　会場の熱気が高まるほど昼の気配が薄れ、日暮れの青空はゆったりと色味を失っていく。

「ずいぶん盛り上がっているな」とおれは他ひ人と事ごとのように後ろの方まで満席の状況を眺める。

「教え子対決はダーリンとしては複雑？」

　左どなりに座る蓮れん歌かが問う。

「怪け我がと終わったあとの余計なトラブルが起きなければいいさ」

　彼女たちは純粋に魔術を競い合うだけである。欲の絡からんだ連中のつまらない利害に煩わされないように願うばかりだ。

　希き遊ゆに伝えられることは伝えた。

　ヒナコにどう立ち向かうかは本人次第。先ほど最後に顔を見に行った時は、いつもの希き遊ゆに戻っていた。

　決闘開始までもう間もなく。そこかしこの話し声の多さが、さらに会話の声を大きくさせて、会場全体の高揚を一層高める。

　ふいに合わせた手がうっすらと汗をかき、おれもにわかに緊張していることを自覚した。

　ステージ反対側には石動いするぎ我が花ばなと七なな上かみ冬とう矢やの姿を見つける。

　会話が聞こえずとも愉快そうな石動いするぎ女史と冬とう矢やの不機嫌さはよくわかった。

「なに神妙な顔しているのよ、ハル」

　右どなりに座る逢あい夏かも冬とう矢やの存在に気づいて顔をしかめながら、横目でおれを見た。

「いや。結局ヒナコの方にはなにもアドバイスできなかったな、と思ってさ」

　中庭で、希き遊ゆからはヒナコの応援をしろと言われた。

　だが言うべき言葉が見つからないまま、本番がきてしまった。いつものように事務所で朝食をとり、彼女を学校へ送り出し、おれはおれで他の仕事をこなす。会話はあっても決闘の話題は上がらなかった。

　おれのぼやきに逢あい夏かと蓮れん歌かは顔を見合わせ、ふたりだけが笑う。

「それってハルが朝あさ倉くらさんを構いたかっただけでしょう」

「ダーリン。ヒナコの性格なら勝手に質問してくるって思ってたんじゃない」

　おれは「なんだよ。急にふたりで息を合わせて」となにやら旗色の悪くなる気配を察知した。

「アタシとしてはヒナコとは不仲になってもらった方が楽なんだけどね」

　蓮れん歌かは冗談とも本気ともとれる言い方で、からかうような笑みを浮かべる。

「できなかったんじゃなくて、今の朝あさ倉くらさんには必要なかったんでしょう」

　おれは、逢あい夏かの冷静な指摘で腑ふに落ちた。

　余計なことを言って調子を狂わせるより、今の状態で決闘に臨むのが最良。だから過剰な助言を魔術コンサルタントとしては避けた。

　だが、おれは黒くろ瀬せ秀ひで春はるいち個人として朝あさ倉くらヒナコが心配なのだ。

「頭ではわかっていても、どうにも落ち着かないわけだ」

　おれの指導による希き遊ゆの成長に自信があるがゆえに生まれてしまった懸け念ねんだった。

　いくら〈万物流転ユニバーサル・フロー〉のヒナコでも初戦ほど安心して見られない。

「信じてあげなさいよ、ハル。それがいちばんの応援だわ」

　逢あい夏かにはすべてを見透かされている気がした。

　ステージの中央に立ったやけに饒じよう舌ぜつな司会の生徒が煽あおる口上を述べたて、そしてふたりがステージにあがる。

　希き遊ゆに硬い雰囲気はない。

　現れたヒナコは髪をうしろにまとめてポニーテールにしていた。

　彼女の姿を見て、おれの不安が杞き憂ゆうだと気づく。

「ヒナコ！」

　おれは思わず声をかける。彼女は驚いていたが、入学式と同じように歓声の渦の中でも声を聞き分けておれをすぐに見つける。

「楽しめ！」

　ヒナコは力強く頷うなずく。

　希き遊ゆは満足げな表情になった。

　両者ともにリラックスした表情で相手を見据える。

　決闘の合図が告げられた。

　ふたりとも詠唱を口にする。

　初手次第では一瞬で決着のつく今回の決闘、先に詠唱を終えたのはヒナコだった。

「〈桜の花は舞い踊り、鳥たちが空に歌う。吹き上がれ、祝祭の春風〉」

　目の前に広がる空間を押し出すようにヒナコは両手を突き出す。

　破裂するように生じた温かい風は猛烈な強さをもち、文字通り希き遊ゆを吹き飛ばした。

　希き遊ゆの小さな身体はステージから強引に引きはがされて、宙を舞う。

　観客席をも激しく揺さぶる猛風に誰もが腕を翳かざして耐えようと必死だった。

　目を開いた時には希き遊ゆの姿がステージから見失われている。

「もう場外なの！」

「いや、上だ！」

　蓮れん歌かの戸惑いにおれは上空を指差す。

　上に回避していた希き遊ゆは全身に電撃をまとい、髪を逆立てていた。

「やっぱり簡単にはいかないですね」

　ヒナコが予想通りとばかりに苦笑した。

「希き遊ゆの師匠は口先だけの男じゃないぞ！」

「知っています！」

　落ちてくる希き遊ゆが「〈刺せよ、稲妻。飛ひ針ばりが告げる〉」と詠唱を重ねた。

　ステージに向かって立てつづけに打ちこまれる電撃のナイフ。

「〈靴底の疾風、千里をまたぐ一歩となれ〉」

　足裏に風を孕はらませたヒナコは、フィギュアスケーターが氷の上を滑走するがごとく鮮やかに回避する。無闇に空中には逃げず、最小限の動きで迎え撃つ。

　希き遊ゆが着地、次の瞬間には閃せん光こうのように別の場所に移動していた。

「逢あい夏かが練習を手伝ってくれたおかげだな」

「それにしたって皇すめらぎさんの努力の賜たま物ものよ」

　最初はあれほど自分の電気に怯おびえていた少女が喜々として魔術を行使し、己が持てる力を存分に発揮する。

　希き遊ゆは短い電撃でヒナコの曲線的な回避行動を制限しながら、一直線な閃せん光こうの疾走で一瞬で離れていた距離を潰す。

「届いたぞ！」

　希き遊ゆの手がヒナコに触れようとした瞬間、

「〈我が身を包む氷のベール、大気を凍てさせ届くものなし〉」

　ヒナコの表面に突如として半透明な層が揺らいだ。

　接触しかけた希き遊ゆは慌てて、後方に大きく跳び退のいた。

「……指が凍りかけたぞ」

　白くなった爪先同士をこすって霜を落しながら、希き遊ゆはぼやく。

　ヒナコはステージ中央で駒のようにくるりと優雅に一回転する。地面まで届く長い羽衣を肩から羽織るように、氷で編まれた帯状の薄い防壁をふわりと広げた。その氷の薄さに反して込められた魔力の高い密度は、まさしく強固な鎧よろいであり楯たてとなる。

「痺しびれるつもりはありません」

　電撃対策が成功したヒナコは力強く笑った。

「そんな薄い生地など簡単に破いてみせる」

　希き遊ゆも怯ひるんでいない。

　開始直後からの技巧を凝らした攻防に句読点が打たれ、会場全体が一斉に息を漏らす。そして盛大な歓声が沸き起こる。

「〈伸びろ稲妻、獣のかぎ爪は指先に宿る〉」

　飛ばしていた電撃のナイフは希き遊ゆの五指の先端にそれぞれ展開された。指先の激しい明滅はさながら日差しを反射する刃の鋭さを想起させる。

　対策をすれば即座に突破方法を試してくる相手に、両者は実に楽しげだった。

「無作法は鷹たか田だに怒られるのだがな。今はいなくてよかったぞ」

　希き遊ゆがゆらりと倒れるように身体を前に傾ける。

　即座、低い姿勢からのロケットスタート。

　新しい詠唱を重ねさせない容赦なき速度でヒナコに迫る。

　ヒナコを守るために翻ひるがえった氷の羽衣が獣の襲撃を迎え撃った。

　電撃の爪が氷に食いこむ。両者の密度の高い魔力が激しく拮きつ抗こうし、火花のような光となって散っていく。貫こうとする爪と耐える氷。

　希き遊ゆは一旦離れるも、速度に任せて再び襲いかかる。そこから怒ど濤とうの連続攻撃。

　ステージ中央に釘くぎづけにするように希き遊ゆは絶え間なく爪で氷の羽衣を削り落とした。

　沈黙するヒナコは氷の羽衣を翻ひるがえして、ひたすら守りに徹する。

　激しい希き遊ゆの猛攻に会場中が盛大な歓声をあげる。

「あれで現カ心ウ想ルじゃないんだから、ダーリンが教えたくない理由も納得」

　蓮れん歌かは実に嫌そうにヒナコの魔術の感想を述べた。

「朝あさ倉くらさんはまだ魔力を温存しているわけでしょう。大したものね」

　教師として大勢の生徒を見ている逢あい夏かは、ヒナコがいかに突出しているかを再確認する。

「まともに食らえば一発でおしまいなんだ。それだけ希き遊ゆを警戒しているんだよ」

　希き遊ゆの素早い攻撃の変更も、ヒナコが見せた新しい氷の魔術のつかい方も、魔術コンサルタントにとっては金にできない喜びをもたらす。教え子の成長ほど嬉うれしいものはない。

「ダーリン、ヒナコが！」

　爪先はだいぶ短くなり、希き遊ゆの猛攻が止まった。

　ヒナコは端がついばまれてボロボロになった羽衣を解いて、新たなる詠唱をする。

「〈隆起せしは氷の尖せん塔とう、大地は白銀の針山となる〉」

　ヒナコを中心にステージ全体が凍りつき、一瞬にして氷原と化す。

　希き遊ゆは巻きこまれないように跳ぶ。

　氷原のあちらこちらから巨大な氷の尖せん塔とうが何本も夕暮れの空を突き刺すようにはえてくる。

「これで皇すめらぎさんは素早い移動ができなくなった。空中戦になれば、飛行をつかえる朝あさ倉くらさんが圧倒的に有利になる」と逢あい夏かは即座にヒナコの狙いを見抜く。空間が立体的に交差し、勢いで押し切るような直線的な動きが封じられた。

「さぁどうする、希き遊ゆ」

　ヒナコが飛行の詠唱をする。

「〈我が背に宿るは翼の守護、風をまといて天空の庭を翔かける〉」

　ステージの中央から悠然とヒナコが空に上がる。

　氷の尖せん塔とうに立つ希き遊ゆは勇ましく飛行するヒナコを見た。

「楽しいな！」

「わたしもそう思います！」

「終わるのが寂しいぞ」

「同感です！」

「なぁ朝あさ倉くら！」

「なんですか、皇すめらぎさん！」

「勝っても負けても──ヒナコは希き遊ゆの友達だ！」

「もちろんです、希き遊ゆ！」

　ふたりは一瞬だけ笑い合い、そして決着にかかる。

　希き遊ゆは氷の尖せん塔とうを跨またいで高々と上空へ跳躍した。

　その速度に飛行では追いつけないヒナコは頭上からの攻撃に素早く対応するため、ステージを背に反転する。

　最高到達点で希き遊ゆは電撃を打つ。

　疲弊した希き遊ゆは渾こん身しんの一発を放つと誰もが予想した。

　だが、希き遊ゆはそれを上回る。

「〈天を覆う雷雲、大地を裂く顎あぎと、稲妻は牙となれ〉」

　獣が大口を開いて大地そのものを吞のみこむように、希き遊ゆは逃げ場のない電撃を降り注ぐ。九く賀が峰みねから教わった雷らい樹じゆを本来の稲妻として地上へ向けて解放する。

　下はステージ、上からは無数の電撃にヒナコは鳥かごに閉じこめられた鳥のように翼を封じられた。激しい稲光と轟ごう音おん。

　必死の旋回もステージという鳥かごは逃げるにはせますぎた。

　稲妻がヒナコの翼を容赦なく食いちぎる。片翼がもがれ、一気に高度が落ちた。さらにステージすれすれのところに残った翼をも奪う。

　落下したヒナコは倒れたまま動かない。

　希き遊ゆの勝利を確信するような大歓声が周囲を覆いつくす。

「ヒナコの氷は消えてない、ダーリン。ね！　ねッ！　まだ負けてないわよね」と蓮れん歌かがおれの腕を必死に揺さぶる。

「ハルは……、止めるわけないか」

　逢あい夏かはおれに伸ばしかけた手をぎゅっと握りしめて、自分の胸元に押さえこんだ。

　氷の尖せん塔とうに着地した希き遊ゆは憔しよう悴すいを押し殺して不敵に笑ってみせた。あれだけの大技をかまして希き遊ゆの魔力も限界は間近だ。状況は僅差、覆くつがえせないものではない。

　おれはステージ上で立ち上がろうとするヒナコの背中を見ていた。だが、ふいに妙な魔力の気配を感じて視線をグラウンドに落としたところで気づく。

　グラウンドの表面で奇妙な流動があった。形のない動きは明確な意志をもってステージの下を目指す。

　おれはステージに走り出した。




「希き遊ゆ！　ヒナコを連れてステージから逃げろ!!」




　降り注ぐ大歓声に抗あらがうようにおれは大声で叫ぶ。

　希き遊ゆには届いていた。決闘の最中においても彼女は迷うことなく、上半身を起こそうとしていたヒナコを全速力で拾い上げてステージの金網を跳び越えようとした。

　ステージの床とヒナコの氷原ごと打ち砕いて波は濤とうのように突き上げた巨大な砂の腕が現れる。

「頼むッ！」

　希き遊ゆが全身の力をふり絞って、ヒナコを金網の外に投げる。

　まだ力の入らないヒナコが抗あらがえぬまま放り出された。

「朝あさ倉くらさん！」と逢あい夏かが空中にいるヒナコを絃いとで搦からめとって受け止める。

　広がった巨大な砂の手のひらが希き遊ゆの小さな体たい軀くを一瞬で包みこむ。

「希き遊ゆ！」

　砕かれたいくつもの巨大な氷塊が観客席に飛んでくる。ヒナコの意識と魔力が保たれているため氷塊は消えない。

「〈燃え盛る城壁に隙はなく、女王への接触は火刑に処す〉」

　朱しゆ門もん蓮れん歌かのすばやい詠唱により炎の壁が立ち上がる。氷塊は接触した瞬間には蒸発した。

「朱しゆ門もんさん、単発の詠唱がはやくなったのね」とヒナコの様子を確認していた逢あい夏かが、一年前より上達していた蓮れん歌かに驚く。

「なにせ指導者の腕がいいですから」と蓮れん歌かはおれを見ながら誇らしげに語る。

「そんなこと昔から知っているわ。心底、嫉妬するくらいにね」

　逢あい夏かは同調しつつ、さらに自慢げに言い返す。

　蓮れん歌かの炎が解けると、崩落したステージの下から男は姿を現した。

「──九く賀が峰みね！」

　グラウンドを蠢うごめく砂は人の形となるが、その右半身だけ砂のままだ。絶え間なく流れる血流のように砂はかろうじて人の手足をかたどりながら流動する。

　おれは一目で九く賀が峰みねという男の状態を察した。

「暴想バーストで戻れなくなったか」

　洗脳、唐突な逮捕、ノアタワー地下での過酷な取り調べ、朝あさ倉くら響きよう示じによる無責任な解放の果てに崩壊した精神状態でここまで辿たどり着ついた。すでに魔術は彼自身の手に負える状態ではない。

　砂のまま戻れない右半身のうち、肩口から右腕全体が人間の大きさを逸脱する。さながら巨人めいた右腕は希き遊ゆを拘束して離さない。もがく少女を嘲あざ笑わらうように希き遊ゆの手足は砂に埋もれる。逃げられない。逃がさない。まるで皇すめらぎの少女がトロフィーであるかのように砂の巨大な右腕を高々と掲げて離さなかった。

　もはや己を見失った男の声にならない唸うなり声が、夕暮れのグラウンドに響き渡る。

　顔の右半分も流動する砂となり、人として正常な表情はつくれない。ただぎらついた双そう眸ぼうからこぼれる敵意だけが九く賀が峰みねの人間性を感じさせた。

「その子は、もうおまえの虹じゃないッ」

　おれが近づこうとすると、九く賀が峰みねは無事な左腕を下からすくい上げるように振るった。

　足元から鮫さめの背びれのように鋭く盛り上がった砂の刃が三枚迫る。砕けたステージの残骸は見事に切断された。

　おれは立てつづけに三度、魔術崩しで凌しのぐ。それ以上、前には進めなかった。

　半身が異形化したやせ細った九く賀が峰みねは暴想バーストに陥り、詠唱もなく魔術を行使する。半ば自我を失いかけた状態でありながらも端正な魔術行使に、おれは九く賀が峰みねという魔術士の地力の優秀さを思い知らされた。

「〈虚無を刻め〉」

　九く賀が峰みねの頭を冬とう矢やの魔弾が貫いた。

　吹っ飛ばされて、頭部を失った状態でも九く賀が峰みねの身体は健在。砂が再び集まって即座に頭部を形成する。平然としたまま魔弾が放たれた方を九く賀が峰みねが見た。

　ステージの異変に逃げ出す観客の流れに逆らって、七なな上かみ冬とう矢やと石動いするぎ我が花ばながこちらに向かってくる。

「ほとんど怪物じゃない」

　ヒナコを支える蓮れん歌かが、頭を潰されても問題ない九く賀が峰みねの異形に怯おびえた声を漏らす。

「〈天に綾あや織る幻糸の絹、宝石は無傷にて手元へ帰る〉」

　逢あい夏かの美しい詠唱が響く。

　──無数の絃いとが細かい網目のごとく夕暮れの空に架かる。

　江え羽ば逢あい夏かは両手を翼のように大きく広げて、十指の先端から絃いとを天に伸ばす。

　絃いとを華麗に繰る様は美しき舞踊のごとく。

　彼女の動かす細腕に追従するように舞う美しい振袖をおれは幻視する。

　夕暮れの空に複雑な紋様のタペストリーを織り上げるように鋭くしなやかな絃いとが頭上を覆う。

　放射状に広がった逢あい夏かの絃いとが網となって九く賀が峰みねに覆いかぶさる。だが全身が砂の状態であるため、網目の間からすり抜けていく。巨大な右腕の中に拘束された希き遊ゆだけを包み、逢あい夏かは一気に引き上げようとした。だが、右の拳は希き遊ゆを決して離さない。九く賀が峰みねは微動だにせず、逆に逢あい夏かの絃いとが破断する。無理をすれば希き遊ゆが怪け我がをしてしまうため、逢あい夏かは悔しそうに絃いとを一旦収めた。

「根性のない絃いとだな、糸巻き女」

「しょっぼい魔弾ね、鉄砲小僧」

　暴言を挨拶代わりに冬とう矢やと石動いするぎ女史が合流した。

　九く賀が峰みねの巨大な手のひらに包まれた希き遊ゆがみるみるうちに砂の内側に吞のみこまれていく。

「希き遊ゆッ！　全身を電気で包め！」

　おれの叫びは希き遊ゆに届いたのか、確認するまえに少女の身体は砂に消えた。

「先生の極大魔術崩しなら──」

　ヒナコが声をあげた。

　九く賀が峰みねは全身の輪郭を失いながらグラウンドの土を吞のみこんで、質量をどんどん肥大させていく。ただでさえ戻れない状態がさらに悪化の一途を辿たどる。足元から吸い上げられていくグラウンドの土によって人間としての形が崩れて、下半身が極端にむくみ体勢が維持できない。全身が傾き、下半身と腹部までの区別がなくなったまま膨張をつづける。

　小山のように膨れ上がる姿は、文字通り砂でできただるまだった。

「……今、魔術崩ししたら砂の質量で希き遊ゆが押しつぶされる。先に希き遊ゆを救い出さないと」

　尋常じゃない速度で砂だるまは肥大し、空っぽの観客席ごと吞のみこんでいく。

　泡を食った生徒たちの一部が砂だるまに向かって魔術を放つ。だが、ただの学生の魔術程度では退けることもできない。無用な刺激となり、砂だるまをさらに暴れさせるだけだった。

「せっかくダイエットしたのにまた太るのね」

　ベッドから寝起きで歩いてきたような気だるさをまとい、石動いするぎ我が花ばなはどこか場違いに悠長な声で率直な感想を述べた。外でも相変わらず目のやり場に困る高級ブランドの服をラフに着こなし、無理やり隠すように見慣れた白衣を羽織る。そして、その手には極現心想セミ・カウルの羽根ペンが握られていた。

　第一種の魔術名〈上書きされた境界線デイバイダー〉。

　世界をキャンバスに見立て、石動いするぎ我が花ばなが目にも止まらぬ速さで黄金の線を奔はしらせる。

　砂だるまよりも遥はるかに高い魔力の壁が現れ、すでに人間としての原形をとどめぬ九く賀が峰みねを囲いこむ。残った観客席まであと一歩のところで砂が堰せき止とめられた。透明な巨大な箱の中で、砂だるまは大地から自分の新しい身体を吸い上げるように蠢うごめく。

「とりあえず他の客を逃がす手伝いはする。対処法は君たちに任せた」

　時間はないよ、と試す挑発的な視線で魔女はおれ達を見る。

　全員の視線がおれに集まった。

「冬とう矢や。好き勝手やらせてもらうぞ」

「緊急事態だ。僕に余計な仕事を増やさなければ黙認するさ」とすでにおれがこれからすることを察している冬とう矢やは、過剰に被害を増やすな、と暗に忠告する。

「──ヒナコ。まだ魔力は残っているな」

　おれは朝あさ倉くらヒナコに問う。

「もちろんです。指示をください、先生」

「君の全開の電撃なら希き遊ゆを引っ張りだせる。練習していた時に一度、魔力が同調して電撃が希き遊ゆに引きつけられただろう。あれを再現──」

「希き遊ゆの魔力の波長なら覚えています！」

　おれの指示を待たずにヒナコは了解する。

「万能の魔力である〈万物流転ユニバーサル・フロー〉の真価を見せろ。希き遊ゆも耐えている」

　九く賀が峰みねの掲げる右手は依然として拳を握ったままだった。内側でまだ希き遊ゆが踏ん張っている証明だ。

　物言いたげな逢あい夏かが口を開く前に、朱しゆ門もん蓮れん歌かが発言する。

「江え羽ば先生、野暮なことは言いっこナシですよ。ヒナコはアタシに超スパルタで教えこんだ現カ心ウ想ルと互角以上に渡り合ったんです。それに全力のヒナコの魔術はダーリンが止めなければ、アタシ死んでいましたから」

　あれは夢中になりすぎて、とヒナコは弱々しい声でささやかな弁明をする。

　蓮れん歌かはここぞとばかりに笑い飛ばす。

「アタシが唯一ライバルと認めた子なら、できますよ」

　蓮れん歌かはそう言ってヒナコを見た。

「──わたしは、わたしの友達を救います」

　素直じゃない激励は、ヒナコには十分すぎた。

　ヒナコが透明な壁の中で蠢うごめく砂と対たい峙じする。

　逢あい夏かはもうなにも言わなかった。

「一面だけ解放する。準備はいいね」と石動いするぎ女史が羽根ペンを再び構えた。

「あとのことは任せろ」

　おれはヒナコの背中を押した。

　朝あさ倉くらヒナコの全力の魔力行使。

　今度は止めない。

　半年にも満たないヒナコとの日々でおれが教えたことは彼女の血肉となっている。決して自分の強すぎる力に流されたりしない。ヒナコは自らの意志によって持てる全てを発揮する。

「〈光る翼が夜闇をめくる〉」

　詠唱を口にした途端、ヒナコの全身が激しい光を帯びる。大気ごと震わせる膨大な魔力の放出。制服の裾やポニーテールが激しくなびく。

　重ねた両手は目標に向かって真っすぐに突き出される。

　その手のひらには世界を一変させるほどの魔力が渦巻く。

「〈落ちたる羽根は巨木を断ち割る〉」

　夜を真昼に押し戻すようなまぶしく力強い光が放たれる。

　一瞬はやく透明な壁が開け放たれ、砂は土砂のごとく噴出した。

　だがヒナコが解放した電撃は砂と土の濁流を押し返して、透明な壁と挟み撃ちにする。光の奔流は無数の紫電が牙を立てるように激しく明滅しながら、砂だるまの全身をくまなく泳ぐ。

「──、いました！」

　ヒナコが両手を握り、腕を一気にうしろへ引いた。

　砂だるまに行き渡った紫電は再びひとつに束ねられ、ヒナコの手元に引き寄せられる。その先には電気でできた繭が結びつく。中心に皇すめらぎ希き遊ゆの姿が見えた。

　ヒナコと希き遊ゆの電撃は強力に繫つながり一体化している。

　自分の心臓を抜きとられたように、砂だるまの全身が沸騰するがごとく激しく波打つ。

　だが、少女たちの結束は遥はるかに勝る。

　電気の繭が完全に砂だるまから取り出された。

「よくやった」

　おれは、ヒナコ達を護まもるように一歩前に進みでる。

　低い断末魔の叫びを響かせて蠕ぜん動どうし、砂だるまの右腕がなおも伸びてきた。

　刀身を突き立てるようにおれは真正面から渾こん身しんの極大魔術崩しを炸さく裂れつさせた。刹那、砂だるまの全身に亀裂が奔はしる。巨大な質量をまとめていた魔力による繫つながりが消し飛ぶ。

　夕闇にそびえた砂だるまの巨大なシルエットが崩れていく。

　死ぬ気で伸ばした九く賀が峰みねの右腕は砂の粒へと還かえっていた。

　荒ぶる大地は鎮しずまり、石動いするぎさんが保持してくれた透明な壁も消える。

　おれは失神することなく立っていた。

「希き遊ゆッ、大丈夫ですか！」
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　ヒナコが目をつむったままの希き遊ゆに呼びかける。

　長時間の放電で希き遊ゆの制服はボロボロだった。

「……遅いぞ、ヒナコ。もうちょっとで魔力が尽きるところだった」

　希き遊ゆは静かに息を吐くように強がりを口にした。

「決着はお預けですね」

「なにを言っている。ほぼ希き遊ゆの勝ちだろう。今すぐ続きをするか」

　すぐに上半身を起こそうとする希き遊ゆ。だが、腕に力が入らず身体が傾く。頭を打つまえに蓮れん歌かが後ろから肩を支えた。

「そんだけしゃべれるなら問題なさそうね。死ななくてなにより、後輩」と蓮れん歌かは遠慮なく希き遊ゆの頭を撫なでた。

「皇すめらぎの後継問題に関わる。希き遊ゆは簡単には死ねん」

　希き遊ゆはどこか気恥ずかしそうだったが、蓮れん歌かに抵抗しなかった。

「仲良しごっこは離れてからにしろ、ガキ共。まだ終わってない」と冬とう矢やが注意する。

「逢あい夏か！　蓮れん歌かと希き遊ゆを頼む。石動いするぎさんも下がってください」とおれは即座に指示した。

「ダーリン、無茶しないでよ！」と蓮れん歌かは希き遊ゆに肩を貸すと、三人は校舎へ向かう。

　おれと冬とう矢やは、険しい視線で砂だるまの崩れた場所を見つめる。

　九く賀が峰みねは立ち上がり、生身を維持する左腕をこちらに伸ばしていた。




「ダ、ズケデ……」




　──おれは確かに助けを求める声を聞いた。

　直後、天を衝つくような声なき声と共に九く賀が峰みねが放出する魔力が渦を巻き、轟ごう然ぜんと周囲を吞のみこみながら砂嵐となった。巻き上がる砂さ塵じんに九く賀が峰みねの姿は見えなくなった。だが彼は重たい足取りで、確実に近づいてくる。

　冬とう矢やが魔弾を数発撃っても砂嵐にかき消された。

「二度目の極大魔術崩し、今の秀ひで春はるさんならできますよ」

　ヒナコは弾むような声で言った。

「砂嵐は、九く賀が峰みねが制御できず放出された魔力の副次現象だ。そのまま飛びこんでもミキサーに投身自殺するのと変わらん。今度は、砂嵐をどうにかしないと魔術崩しは九く賀が峰みねに届かない。つくづく厄介な男だよ」

「そのうち暴想バーストの魔力切れで死ぬのに？」

　冬とう矢やも九く賀が峰みねが長くないことは見抜いている。

「それまでの被害を無視すればな」

　おれは帽子を被かぶりなおす。

　かなりの高速回転をしている砂嵐は、触れたものを容赦なく削り砕く。

　壊れたステージの鋼材や金網が、砂嵐に触れた瞬間にはバラバラになっていた。

「どう考えても朝あさ倉くら響きよう示じは、今の僕らを試すためだけに九く賀が峰みねを解放した。気に入らない。それにいつまでもハルに守られるつもりもない」

　前に出る七なな上かみ冬とう矢やは意地でも動かないとばかりに、手袋の裾を引く。

「ハル！」

　振り返ると逢あい夏かがこちらに駆けてきた。

「なんで戻ってくるんだよ！」

「黒くろ瀬せ秀ひで春はるにとって魔術は自分の人生そのものだって今ならわかる、だから今度は逃げない。私の絃いとがハルを護まもるわ！」

　逢あい夏かは疑うことのない真まっ直すぐな眼まな差ざしでおれを信じてくれた。

「僕が時間を稼ぎつつ、校舎から引き離す。その間に仕込んでおけ！」

　冬とう矢やが黒い弾丸のごとく飛び出す。

〈正射必中パーフエクトスコア〉による無数の魔弾が、砂嵐の中心に殺到する。魔弾にこめられた魔力は撃てば撃つほど密度が高まり、ついに九く賀が峰みね本体に届く。

　ぐらりと揺らいだ砂嵐はグラウンドを駆ける冬とう矢やに進行方向を変えた。

「絃いとの強度を最大限で。守りを任せる」とおれは逢あい夏かに頼む。

　逢あい夏かは迷わず詠唱した。

「〈織り上げるは厄災を跳はね除のける鎧よろい、彼かの者の前進を祝福せよ〉」

　逢あい夏かの細い指先から紡つむがれた無数の絃いとがおれの全身を包む。

　一切合切の悪意を通さない見えない鎧よろいを、彼女はおれに着せてくれた。

「ありがとう。逢あい夏か、これで帽子がなくなる心配もない。」

　おれは礼を述べて、ヒナコのとなりに立つ。

「ヒナコ、全力を許可する。あの砂嵐の勢いを殺せ。おれの助手ならできる」

「やっとわたしを助手って認めてくれましたね。先生」

　ヒナコは一瞬だけ嬉うれしそうな顔を見せて、詠唱に入った。

　おれは腰だめをつくり、自分の残った魔力を右手に集中させる。

「〈逆巻く風よ、静寂を導け。万の止まらぬ物理にさえ秩序の流る転てんをあたえたまえ〉」

　朝あさ倉くらヒナコが生じさせた巨大な風の竜巻は、暴想バーストする九く賀が峰みねの砂嵐さえ相そう殺さいした。

　砂嵐が弱まった瞬間には、おれはすでに飛びこんでいた。

　横殴りの砂の衝撃。

　逢あい夏かの絃いとに護まもられたおれはそれを物ともせず中心へと到達する。

　半身が砂から戻れず嘆き苦しむ男がそこにいた。

　壊すためではない。自由のために魔術から解放する。

　おれは二度目の極大魔術崩しを炸さく裂れつさせた。

　いつだって黒くろ瀬せ秀ひで春はるの魔術は誰かを救うためにあるのだ。
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　そこに行けば、きっと会える気がした。

　休日の朝、おれはひとりで目を覚ます。時計を見るといつもヒナコが起こしに来る時刻をとうに過ぎていた。昨日の決闘や九く賀が峰みねの暴想バーストに対して大活躍したヒナコは、疲れて珍しく寝坊しているようだ。

　おれはベッドを出て、シャワーを浴び、歯を磨いて、ひげを剃そる。洗濯機はとりあえず回しておく。身支度を整え、コーヒーを一杯だけ飲んでから事務所を出た。

　通い慣れた地元の道を歩いて、おれは永えい聖せい魔術学院の大魔道図書館を目指す。

　よく晴れた青空、降り注ぐ五月の日差しは気の早い夏の気配を感じさせた。

　大きく翼を広げた鳥をかたどる大魔道図書館が見えてくる。

　建物までつづく広大な前庭の芝生は水やりを終えたばかりで鮮やかな緑の色がより瑞みず々みずしい。

　図書館に入ると適切に調整された空調は、歩いてうっすら汗をかいた肌に心地よかった。

　ちょうど開館したばかりの館内にはまだ利用客の姿がほとんど見えず、いつも以上に静か。だが昼間の緊張感をともなうような静寂ではなく、人の気配が希薄なことで空間が本来持っている落ち着きを感じることができた。

　美しい静寂を乱さぬようにゆっくりと歩く。

　広大な空間に無数の蔵書が並ぶ光景はいつ見ても壮観である。

　無数に広がる本の海をおれは迷うことなく進む。懐なつかしい匂いだった。勝手知ったる空間は案内を見なくても、どこになにがあるかを覚えている。背の高い大きな本棚の間をいくつも抜けて、はじまりの場所に辿たどり着つく。

　おれにとって特別な本棚と本棚の間に、先客はいた。

　彼は丁寧にページをめくりながら真剣な眼まな差ざしで文字を追いかける。

　おれは記憶と目の前にいる男の姿を比べるように本棚の手前でしばし立ち尽くす。

「僕は開けたばかりの静かな図書館が好きなんだ。館内の静寂がまだ乱されず、本たちは眠るように棚に収まっている。ここにいる一時だけ、世界中が沈黙しているような気持ちになって僕は自分の孤独を忘れられた。本は誰に対しても平等に話しかけてくれる。面白いもの、つまらないもの、うるさいもの、実に多彩だ。口下手な僕でも楽しい時間を過ごせる。君に出会うまで、僕が唯一安息できる居場所だった」

　彼はそっと本の表紙を閉じて、おれを見た。

「ハルは、いつかやってくる気がしていたんだ」

　朝あさ倉くら響きよう示じは最後に別れた瞬間から変わらないまま、おれの前に現れた。

「また会えて嬉うれしいよ。こうして直接話すのは四年ぶりだね」

　先生は本を元の場所に戻して、おれと向き合う。

「安心しなよ。ここでは、なにもしない。一日の間の限られた貴重な静寂を台無しにするのは無粋だからね。こっちへ来て、また僕の話を聞いてくれ」

　歩き出す先生のあとをおれも遅れて追いかける。

　時折後ろを振り返り、先生はおれがついてきていることを確認した。

　テーブルが等間隔で整列した読書スペースにおれ達たちは座る。

　周りには誰もおらず、本を傷めないように外光を間接的に取り入れた柔らかい光が差す。

「さて、なにを話そうか。君の近況は把握しているから、僕の話か。自分のことについて語るのは苦手だな」

　おれは首を横に振った。

「……模倣人格デツドコピーが話したんだね。まいったな、できれば君には直接伝えたかったのに残念だよ。そうか、他人をつかうと僕自身の楽しみが減ってしまう場合があるんだね。迂う闊かつだった。君が再び魔術に関わるとは思っていなかったんだよ」

　朝あさ倉くら響きよう示じは言葉通り、ほんとうに後悔している様子だった。

「とはいえ、教え子の予想外の活躍は胸が躍るね。僕もはじめての経験だよ。ハルの優秀さは知っていたが、魔術崩しとは実に興味深い」

　先生はおれから一度視線を外し、小さく独り言を漏らしながら考えこむ。昔から先生は思考に集中すると周囲の声が耳に入らなくなる。

　だが、意外にもすぐに先生の意識は浮上した。

　遠くの方で人の気配が増えてくる。

「この静寂もあとわずかで終わってしまうね。僕は君と話す時だけ〈覇権言語マスタータング〉から自由になれた。〈永久言帝エンペラースペル〉によって僕の支配を受けない君だけが僕に刺激をくれる。君だけが僕の孤独を共有し、楽にさせてくれるんだ。……ああ、魔術を失った今の君は成長しても本質は変わらないんだね」

　朝あさ倉くら響きよう示じはなにか得心がいったように口元をほころばせた。

　先生は昔と同じように嬉うれしくなると目を細める。

　最初の教え子であるおれを見る眼まな差ざしにはいつだって期待がこめられていた。

　そうやって最後に消失した正午を引き起こしたのだ。

　どれだけ言葉を交わしても、相手の心の闇を消すことはできない。闇はちょうど魔術と同じように自分自身と斬り分けられないのだ。

「ハル。僕の意に染まることなく、常に予想外の刺激をもたらす愛まな弟で子し。次に会うことがあれば、今度は君の意志をもって僕を驚かせてほしい」

　朝あさ倉くら響きよう示じが席を立つ。おれも立ち上がる。

　彼がしなやかな手を差しだした。おれはその手を握る。

「どうやら今の君も僕の〈覇権言語マスタータング〉は通じないようだね。安心したよ」

　魔術崩しは起こらなかった。

「さよなら、黒くろ瀬せ秀ひで春はる。君は僕にとって唯一の親友だった」

　おれは四年間、言い損ねていた「さよなら」をようやく自分の中から手放すことができた。

「燃え尽きた灰から不死鳥が蘇よみがえるのか。実に楽しみだ」

　朝あさ倉くら響きよう示じは最後に予言めいた言葉を言い残して、おれのまえから姿を消した。




　　　　　　　○




　白昼夢のような時間が終わり、おれは気づけば事務所にいた。

　洗面所に入り、冷たい水で顔を洗う。

　キッチンに向かうと、私服にエプロンをつけて髪をポニーテールにした朝あさ倉くらヒナコがいた。

「おはようございます。秀ひで春はるさん」

　ヒナコはまぶしい笑顔で声をかけてくる。

「洗濯機回しておいてくれてありがとうございます。おかげですぐに干すことができました」

　と空になった洗濯かごを定位置に戻す。

「スイッチ押しただけだぞ」

「でも寝坊なんて助手として不覚でした」

　ヒナコはいつもより寝たおかげでずいぶんと元気そうだ。

「昨日はがんばったんだ。今日は事務所も休みにしたんだから、昼まで寝ても構わないぞ」

「それはもったいないです。今から朝ご飯つくりますけど、食べますよね？」

「お腹なかすいた」とおれは正直に言う。

　ヒナコは一旦キッチンに立ってから、あらためておれの顔を見て「なにかありましたよね」と見抜く。

「おれのどこか変か？」

「ほっとしているのに、悲しそうにも見えたので。そんな秀ひで春はるさんの表情は珍しいです」

「ちょっと早起きできたから、散歩してきただけだよ」

　ヒナコはじっとおれの顔を見つめてから、ひとつの提案をする。

「新しい魔術を試してもいいですか？」

「おれは実験台か」

「成功すればいいことありますよ」

「ヒナコのサプライズには漏れなくトラブルもついてくるからな」

　おれは入学式の新入生代表挨拶を思い出す。

「今回は大丈夫ですよ。手を出してください」

　おれは言われるがままに手を差しだすと、ヒナコが両手で包んだ。

「〈我らは七つで繫つながる。どの色が欠けても彼方かなたより届く。虹のはじまりは翼を蘇よみがえらせる〉」

　ヒナコが詠唱すると手を伝わって温ぬくもりが分け与えられるように、おれの中に彼女の魔力がわずかに流れこんでくるのを感じた。欠けたものが満ちていく感覚は、自然と心を晴らす。

「どう、ですか？」

「ヒナコ。〈転換〉の魔術を練習していたのか？」

「まだ初歩です。お母さんみたいに命を生き返らせるには程遠いですけどね」

　本来、他人の魔力は自分のものにはならない。それが可能なのは朝あさ倉くらヒナコが優れた魔力の感覚によって、限りなく自分の魔力をおれの魔力に合わせて調整できているからだ。

　彼女が〈万物流転ユニバーサル・フロー〉の魔術を持ち、おれの魔力をよく知っていなければ成功しない。

　他の誰でもない。朝あさ倉くらヒナコだから実現した。

「ありがとう。ヒナコ」

「すこしでも元気になってくれたならよかったです。秀ひで春はるさんの魔術をとりもどす日まで一歩前進しました」

　無邪気に喜ぶ少女がここにいてくれる現実に、おれはずいぶんと救われているようだ。

「──ほんとうに君ならできるのかもしれないな」

「もちろんです。わたしに虹をくれたのは秀ひで春はるさんじゃないですか」

　朝あさ倉くらヒナコという天才少女は、おれがいなくてもきっとやっていける。

　だけど、おれと出会ったからこそ見える景色を彼女には見てもらいたい。

　おれがいる意味は確かにあるのだと信じて、魔術コンサルタントをつづけよう。ヒナコの見上げる虹が永久に美しくあるために。

　おれ達たちが遅めの朝食を食べ終わったころ、蓮れん歌かが希き遊ゆと逢あい夏かまで連れて事務所に現れた。

「ふたりとも起きているわね！　ゴールデンウィークよ！　昨日の打ち上げをかねて遊びに行くからね！」

　蓮れん歌かは有無を言わさずおれ達たちに準備をさせた。

「どこへ行く？　希き遊ゆの希望はだな」と皇すめらぎ希き遊ゆはノリノリだった。

「ハル。行かないなんて言わせないわよ」

　逢あい夏かはおれに詰め寄る。

「行くけどさ、逢あい夏かも来るなんてびっくりした」

「朱しゆ門もんさんが連絡くれたのよ。今日は教師じゃなくて、ハルの幼なじみとして遊びにきたの。別にふたりで抜け出してもいいけど、どうする？」

　おれは事務所のソファーで楽しそうに行いき先さきを決めている少女たちを見た。

「目を離すとまだ心配だからな。それにもう焦あせることもない。そうだろう」

　逢あい夏かの瞳を見つめれば、彼女は「そうね」と微笑み返す。

　この場所で魔術を学んだおれは、今教える側になった。

　事務所の賑にぎやかな雰囲気は昔とは違うけど、今日もまた楽しかった日々のひとつとして未来でおれは思い出して笑うのだろう。










　あとがき







　このたびは『わたしの魔術コンサルタント②　虹のはじまり』を読んでいただき誠にありがとうございます。

　はじめましての方、羽は場ば楽らく人とと申します。どうぞよろしく。

　１巻からつづきを待っていてくれた方、おひさしぶりです。また会えて嬉うれしいです。

　魔術が存在する現代の東京を舞台に、魔術コンサルタントと天才魔術少女のコンビが活躍するライトボイルド小説第２弾のお届けです。

　今回は主人公の過去を知る美女、ミステリアスな依頼人、お金持ちのお嬢様、奇妙な事件などハードボイルド要素多めでありつつ、一巻を読んだ多くの方が気になっていた黒くろ瀬せ秀ひで春はるの過去がついに明かされます。

　せっかくなので、ひとつ創作の裏話を。

　本作の１巻は第21回電撃大賞への投稿作品を改稿して、現在の形にいたっております。

　黒くろ瀬せ秀ひで春はると朝あさ倉くらヒナコの関係性はそのままですが、最大の変更点は七なな上かみ冬とう矢やが朝あさ倉くら響きょう示じの遺志を継ぐ完全なる敵として現れ、朝あさ倉くら響きょう示じ本人の生死不明のままでした。

　そのため投稿版には魔術執行官の設定そのものがなかったり、朝あさ倉くら響きょう示じの弟子で魔術士を引退した男（秀ひで春はる、冬とう矢や、逢あい夏かの弟・ナツときたので当然アキです）がすでに登場していたり、蓮れん歌かが匂わす程度にしか存在していなかったりします。

　出発点は同じはずなのに気づけば違うところまで来たなぁというのが今の正直な感想です。

　創作の醍だい醐ご味みのひとつに作者の想定を超えてキャラクターが動き出すことがあります。

　私の場合、キャラクターに感情移入するタイプではなく、映画を撮るように私が監督として俳優たるキャラクター達たちと相談しながら作品を創っています。勝手にアドリブはするし、知らない設定がいつの間にか増えるのは珍しくありません。すごくいいシーンが撮れたけど全体のバランスを考えて泣く泣くカットは日常茶飯事、逆にキャラクターの猛烈な自己主張による想定外のシーンが本編に組みこまれることもあります。

　今回は最後の図書館のシーンは、まさしくこれに該当します。

　不思議なもので「さよなら」は終わりではなく、ひとつの区切りにすぎません。

　必ず次の「はじまり」が待っていてくれます。

　考えてみれば、創作だって同じです。

　締め切りがあるから作品は区切りをつけることができます。翻ひるがえって時間さえあれば無限に手を加えたくなるのが創作の魅力であり、性質の悪いところです。迫りくる締め切りという絶対厳守の「さよなら」まで、一言一句の表現からキャラクターの台詞せりふにシーンの取捨選択などあらゆる手直しを繰り返して一冊の作品が完成に到いたります。

　よく本なんて一冊も書けるね、と訊きかれますが結局「楽しい」の一言に尽きます。

　書いて楽しいし、色んな人から反応がもらえるのはもっと楽しい。

　そんな当たり前を実感できたのも作品を出版できたからであり、支えてくれた多くの人たちのおかげです。

　家族友人知人のみんな、いつも応援ありがとう。

　編集の阿あ南なん様、藤ふじ原わら様。作家の目の届かないところまで客観的な助言いただくことで作品はより良いいものになれます。今回もありがとうございました。

　イラストの笹ささ森もりトモエ様。すばらしいキャラクター達たちはもちろんのこと、文章ではくどくなる服装のディテールやニュアンスをイラストで表現していただけたことで作品はより美しく奥深いものになることができました。毎回絵を見るたび歓喜しています。ありがとうございます。

　そして、最後までお読みいただいたあなたには最大限の感謝を申し上げます。

　ありがとうございました。また次も会えるのを楽しみにしています。

　それでは羽は場ば楽らく人とでした。

　あなたの空によき虹がかかりますように。
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羽は場ば楽らく人と

ライトボイルド作家。４月30日の東京生まれ。新幹線で東京駅に帰ってくる時、直前で減速しながら見えてくる有楽町のビル群やネオンにほっとします。これが自分にとっての原風景と気づく今日この頃。Twitter も是非チェックして下さい。
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イラスト／笹ささ森もりトモエ

笹森です。ラノベを読む少年たちとはいつか大人になって私の本業の方でもお会い出来ればなとそういう再会を願っております。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「羽場楽人先生」係

「笹森トモエ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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